
A JOURNEY TO THE WEST

西への旅路
下巻

30年前、ラマと共に欧米諸国を訪ねて

ケンポ・ソダジ 編著





目次

ワシントン D.C. ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1
ワシントン D.C.に到着・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3
四聖諦の法輪・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 6
クンサン・ペルユル・チューリンにて・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 24
天の時、地の利、人の和・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 26
ナショナル・モール日帰り観光・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 32
文殊静修ゾクチェンの由来・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 36
国立航空宇宙博物館を訪問・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 47
『仏を手中に授ける』第 1回目の法話・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 49
芝生の上の黄色い袈裟 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 67
『仏を手中に授ける』第 2回目の法話・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 69
ラルンへのご加持・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 86
『仏を手中に授ける』第 3回目の法話・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 87
アメリカ副大統領からのお手紙・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 105
ホワイトハウス訪問・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 106
お別れのご挨拶 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 109

ニューヨーク ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 117
ニューヨークに到着・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 119
ニューヨークにおける弘法活動一覧・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 121
ニューヨークのラルン顕密センター・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 123
国際連合本部ビルを訪問・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 125
とあるハーバード大学教授の回想 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 127
失われたワールドトレードセンター・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 129
ラルン五明仏学院の居士林の由来 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 131

iii



法王の運転手を務めた男性・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 132
グル・リンポチェ・パドマサンバヴァについて・・・・・・・・・・・・・・ 135

ボストン・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 151
ボストンでの法話・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 153
法話にお金を払う必要があったこと・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 158
沈まぬ太陽 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 159
大西洋を見る・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 163
神秘的なシャンバラ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 164

ハリファックス・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 174
カナダに到着・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 176
20問インタビュー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 180
法王が病に倒れる・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 187
智慧と慈悲 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 189
三宝への信心を起こすこと・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 204
4つの優位性 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 221
歯を残していったこと ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 224
2つの灌頂・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 225
ラマへの特別な信心・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 232
「彼は時を超えた偉大なお方です」・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 235
別れの忠言 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 238
指の跡が残された水晶 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 242

モンペリエ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 244
レーラプ・リンに到着 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 246
レーラプ・リンパの生まれ変わり ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 248
金剛橛が繁栄した縁起 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 259
ラマのおそばにいた時間・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 267
今世で成仏するための秘訣・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 271
私も法話を何回か行いました ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 284
ラマ・ムンツォ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 286

iv



景色を楽しむ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 291
心の本質を直接指し示す要訣 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 294
目に見えるご縁 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 307
自然成就のトゥーゲルの手引き・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 311
お別れのご挨拶 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 316
もう 1つの 20問インタビュー ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 319
つかの間の謁見 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 324
仁者に敵なし・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 326

帰還・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 330
経由地の香港にて・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 333
台湾へ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 336
ラマのラマ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 343
成都へ帰る ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 347
不変の信心 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 349
病が消えたこと ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 351
ラルン五明仏学院への帰還・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 353
エピローグ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 355

訳者あとがき ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 358
付録　用語集 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 361

v





WASHINGTON, D.C. USA

5駅目
7月 23〜31日
アメリカ

ワシントンD.C.



スケジュール
SCHEDULE

7月 23日 ワシントン D.C.に到着

7月 24日 「四聖諦の法輪」を講演

7月 25日 午後に『プルパ・グルククマ』の灌頂

7月 26日 ナショナル・モール観光
夜に『文殊静修ゾクチェン』の灌頂

7月 27日 国立航空宇宙博物館を訪れる
夜に『仏を手中に授ける』第 1回目の法話

7月 28日 出家者に向けた持戒の功徳に関するお話
夜に『仏を手中に授ける』第 2回目の法話

7月 29日 夜に『仏を手中に授ける』第 3回目の法話

7月 30日 ホワイトハウス訪問後、駐米中国大使館へ行く

7月 31日 お別れのご挨拶



ワシントン D.C.

ワシントン D.C.に到着

6 時間の飛行を経て、私たちは西海
岸から東海岸へと渡り、アメリカの首
都ワシントン D.C. に降り立ちました。
飛行機を降りると、白色人種、黒色人
種、黄色人種、チベット人の出家者や
西洋人の出家者など、多種多様な民族
と身分にある仏教徒の方々が手でカタ
を捧げ持ち、列をなして歓迎してくだ
さいました。誰もが顔に感動と興奮の表情を浮かべており、日夜待ち望んでい
た法王のご到着に喜びを隠しきれない様子でした。

出典：左下の写真／ palyulmedia.smugmug.com
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ワシントン D.C.

空港を出ると、東海岸のワシントン D.C. は、自然豊かな景色が広がってい
た西海岸よりも、人文と歴史の雰囲気が色濃く醸し出されていました。ワシン
トン D.C. は、アメリカの政治的中心地として 300 年足らずの歴史しかありま
せんが、街全体の壮大なスケールは大変迫力があり、ホワイトハウスやナショ
ナル・モールなどの一連の建築物は、その独特な文化的景観を作り出していま
した。

現地の人々によると、アメリカが建国されてから首都を決める際に、南部の
各州は首都を南部に設置することを希望し、北部の各州は首都を北部に設置す
ることを希望したため、双方の妥協案として、南北の境界線上に面積 100平方
マイルの正方形の首都区域が創設され、アメリカ初代大統領の名前をとってワ
シントン D.C.と命名されたそうです。
法王はこの街で 1週間に及ぶ弘法活動を行われるご予定です。
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ワシントン D.C.
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ワシントン D.C.

四聖諦の法輪

7 月 24 日、法王はランズバーグ劇
場（Lansburgh Theatre）で、ワシント
ン D.C. での第 1 回目の講演を行われ
ました。この日はちょうどチベット暦
の 6月 4日で、仏が初転の四聖諦の法
輪を転じられた記念日だったのですが、
奇遇なことに、法王のこの日の講演も
四聖諦にまつわる内容でした。
講演の前に、まず主催者から次のようなお話がありました。

こんにちは。本日、この場で法王ジグメ・プンツォク・リンポチェのご紹介

をさせていただけることは、私にとって大変な幸運であり、非常に光栄に思い

ます。法王は現在、世界で最も偉大な大徳の 1人であると言われているお方で
す。そのようなお方にワシントン D.C. にお越しいただき、この目で直にその
お姿を見ることができるなんて、私たちはどのような経緯でこのほど大きな功

徳を積むことができたのでしょう。私たち一人ひとりがこの素晴らしい機会を

最大限に活かしていけることを願っています。

仏の教えを学び、修行の道を歩み始めるにあたり、必ず心得ておくべき大切

な教えがあります。それは「仏門に入り聞思修を行うということは、まるで数

多の苦労を乗り越えて宝島に行くようなものである」ということです。私たち

は、その宝島から手ぶらで帰ってくることがないよう気を付けなければなりま

せん。今日の講演では、四聖諦とゾクチェンについてお話しされます。これら

のテーマはいずれも仏教の真髄とも言える内容ですから、この教えが皆さんに

とって大きな利益となり、家に帰る時に手ぶらでないことを願っています。

最後になりますが、これは皆さんが想像する以上に特別な機会であり、この

機会がどれほど大切なものか、私は言葉で言い表すことができません。皆さん
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ワシントン D.C.

がここにお越しくださったこと、そしてここに来るための善業を積まれたこと

を、改めて心から感謝いたします。

続いて、法王は皆さんに次のようなお話をされました。

まずは、今日という素晴らしい日についてお話ししたいと思います。私たち

の本師である大いなる慈悲と巧みなる方便を兼ね備えた仏は、多劫の昔に至高

の菩提心を起こし、中間に三大阿僧祇劫をかけて資糧を積み、最後にインドの

ブッダガヤで悟りを開かれ、その 49 日後に、天人や人間などを含む一切衆生
を利するために初転法輪を転じられました。今日は奇しくも、その初転法輪の

吉日と同じ日なのです。このように日付が思いがけず重なったことは、外、内、

秘密の吉祥と利益が円満になるという良い縁起を担いでいるように思えてなり

ません。

このような類いまれな日に、世界約

200 か国の中でも屈指の比類なき経済
力を持つ先進国、アメリカの首都にい

ることを嬉しく思います。嬉しく思う

理由は 3つあり、第一には、アメリカの
国家指導者の皆さんが、世界中の人々

を平和の道へと導くための大きな勇気、

才知、勤勉さを兼ね備えていることで

す。このような素晴らしい人々がこの

地に住んでいると思うと、私は心から喜びを感じます。

第二に、アメリカ国民の皆さんも、富と自由に恵まれ、満ち足りた幸せを享

受しています。これは非常に尊いことです。特に、ここは美しい環境に囲まれ

ており、周囲に広がる丘や森、庭園、住宅などを見ていると、まるで地上に降

りてきた天国なのではないかと錯覚してしまいそうになるほどです。このよう

な素晴らしい場所に来ることができて、私は幸せに思います。
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ワシントン D.C.

第三に、私は東アジアの国にいた時からこの国の存在を耳にしており、ぜひ

来てみたいと思っていたため、今こうして願いをかなえることができて、思い

がけない喜びを感じています。特に、各道場の責任者や弟子の皆さんも、法に

対する大きな喜びとラマに対する大きな信心を抱いておられるようで、表情や

態度の節々から皆さんの敬意を感じます。このような態度は、仏教徒としての

行動規範と、人としての高潔な規範に準ずるものであるため、私は深く感動し、

大変嬉しく思っています。

ここアメリカには、テンギャム・リンポチェをはじめ、チベットのラマが数

多く訪れており、彼らは長い年月をかけて、仏教の繁栄に素晴らしい貢献を残

されてきました。だからこそ、今日私たちが集まっているこのホールには、赤

や黄色の袈裟を身にまとった西洋の僧侶が数多くいらしています。なんて喜ば

しい光景なのでしょう。

どんな場所であれ、出家者である比丘と比丘尼、在家者である男女の居士、

これら 4種類の仏教徒が揃っていれば、その場所の仏教は完全であると言えま
す。反対に、これら 4種類の仏教徒のうち、どれか 1種類でも欠けていれば、
その場所の仏教は不完全です。ですから、例えば出家者しかいなかったり、在

家者しかいなかったりすれば、その場所の仏教は不完全な状態となってしまい

ます。皆さんのいるこの場所は、仏教が完全な状態であるため、仏法の中心地

（yul dbus、中土）と呼ぶことができるでしょう。
特に、出家者の存在は大きな意味を持ちます。なぜなら、仏教がこの世に存

在しているかどうかは、出家者の有無によってのみ判断されるからです。もち

ろん、密教の法門について言えば、その教えが世界に存在しなくなる時はなく、

天、竜、夜叉、ガンダルヴァ、ガルダなどの異なる世界に、常に密教の修行者

がいるため、密法がこの世界からなくなることはありません。一方で、仏法全

体について言えば、仏法が栄えるか衰えるかを判断する唯一の手段は、その場

所に出家者がいるかどうかを観察することです。そのため、ここにこれだけ多

くの出家者がいらっしゃることは大変貴重なことなのです。

仏法が世にとどまる期間はどのくらいかというと、5000 年間、世にとどま
ると言われています。仏の教典では「仏法は、没滅に近づくにつれて、北から
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ワシントン D.C.

北へと栄えていくでしょう」と説かれており、未来では、ホータン（khōtan, li
yul,于闐。原注：現在の新疆ウイグル自治区またはネパール）とチベットを除
いて、インドを含む他の全ての場所から仏法が消滅し、戒律も存在しなくなる

ことが示されています。そのような中で、現在、チベットだけでなく欧米諸国

でも、こうして多くの人々が戒律を守っているということは、仏教がチベット

だけでなく、世界中で長期にわたって繁栄し続けることを示す円満な縁起を担

いでいると言えるでしょう。もし皆さんが今後、全体としては仏の教えを、特

には出家者の戒律を伝え広めていくことができれば、それはきっと世界中の繁

栄と平和につながり、全ての病気、飢饉、戦争は根絶されるでしょう。皆さん

がこのことを心によくとどめておくことができるよう、私は心から祈ってい

ます。

ここまでは、世間の風習にならって、私が心に思ったことを少しお話ししま

した。ここからは、仏教の法理と結び合わせながら簡単な講演を行っていきた

いと思います。

巧みなる方便と大いなる大悲を兼ね備えた私たちの本師が、インドの鹿野苑

において、人間の眷属である五比丘と 8 万の天人に向けて、初転の四聖諦の
法輪を転じて以来、3000 年近く経ちました。吉祥なるプクパ体系（phug pa’i
lugs）によれば、今年は仏暦 2873年であり、現在世界中で広く用いられている
計算方法によれば、今年は仏暦 2537年です。今回は、仏を思いしのびながら、
仏のお説きになられた法について簡単にお話ししていきたいと思います。

・四聖諦の概説

仏はどのような法をお説きになられたかというと、それはまさに「諸法は因

より生じます。その因は如来によって説かれました。その因を止めるものは何

か、それもまた大いなる沙門によって説かれました」という言葉にある通りで

す。これは、縁起の真髄のダーラニーである「オーン・イェー・ダルマー・

ヘートゥプラバヴァー・ヘートゥム・テーシャーム・タターガトーヒャヴァダ

ト・テーシャーム・チャ・ヨ・ニローダ・エーヴァム・ヴァーディー・マハー

シュラマナハ・スヴァーハー」の意味を訳した言葉でもあります。
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ワシントン D.C.

縁起の真髄のダーラニーには、どのような意味が込められているかというと、

仏は初転の四聖諦の法輪を転じた際、眷属たちに（1）「これは苦しみについて
の聖なる真理（苦諦）です。これは苦しみの原因についての聖なる真理（集

諦）です。これは苦しみの止滅についての聖なる真理（滅諦）です。これは苦

しみの止滅に至る道についての聖なる真理（道諦）です」と説くことで四聖諦

の本体を示し、（2）「苦を知るべきです。集を断つべきです。滅を現前させる
べきです。道を心の拠り所とするべきです」と説くことで四聖諦について行う

べき事を示し、（3）「苦は知られるべきものでありながら、知られるべきもので
はありません。集は断たれるべきものでありながら、断たれるべきものではあ

りません。滅は現前されるべきものでありながら、現前されるべきものではあ

りません。道は心の拠り所とされるべきものでありながら、心の拠り所とされ

るべきものではありません」と説くことで究極の四聖諦について示しました。

このように、仏は 3 回に渡り、計 12 句をもって四聖諦についてお説きにな
られました。仏がお説きになられたこの 12 句の教えによって、人間の五比丘
は順次に阿羅漢果に至り、8 万の天人は法性の真諦を目の当たりに見ることが
できたと言われています。つまり、仏は 12 句の法しかお説きになられません
でしたが、巧みなる方便と大いなる慈悲という仏のお力と、眷属たちがいずれ

も信心を備えた最後有者（srid pa tha ma pa）であったことにより、それだけ
で断と証の功徳を現前させることができたのです。3 回説かれた教えのうち後
の 2つは、すでに聖者の境地に至った者たちを導くために説かれた教えである
ため、今回は 1回目に説かれた 4句の教えについて、要約して解説していきた
いと思います。

四聖諦の意味については、釈迦牟尼仏の補処であり、今は兜率天にいらっ

しゃる弥勒菩薩の注釈書の中で詳しく解説されているため、今回はその内容に

従って皆さんに解説していきます。

仏は比喩を用いて四聖諦をお説きになられました。1 句目は、あたかも重い
病に苛まれている者が、まずは病を認識しなければならないように、私たちは

まず苦しみを知らなければならないという意味です。2 句目は、病を治療する
ためには、食べ物や行為など、何が原因となって病が引き起こされたかを知り、
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それを断つ必要があるように、苦しみを断つためには、その原因を断つ必要が

あるという意味です。3 句目は、病がなくなれば身も心も楽になるように、苦
しみとその原因の止滅についての真理を自らの心に現前させる必要があるとい

う意味です。4 句目は、苦しみとその原因の止滅は、因と縁を伴うことなく現
れるわけではないため、あたかも病から解放されるためには薬を用いる必要が

あるように、止滅を現前させるためには正しい道を修習する必要があるという

意味です。ゆえに、道を心の拠り所にするべきであると説かれています。

1.苦諦
病を治療するためには、まず病を認

識する必要があるように、三界輪廻の

どこに生まれようと、その本質は苦し

みであるということを、私たちは認識

しなければなりません。次々と現れる

苦しみに終わりはなく、まるで火の穴

に飛び込んだ時のように、刀の刃に触

れている時のように、安らげる瞬間は

少しも存在しないのです。

なぜ、三界輪廻の中にいる生きとし生けるものたちは、ひとえに苦しみの渦

中にあると言い切れるのかと言いますと、例えば、私たちには身体的な病や精

神的な苦悩があり、物質的な豊かさ、権威、地位など、望むものを求めても得

られるとは限りませんし、一時的に高みへ上り詰めることができても、いつか

は落ちぶれる時が来てしまいます。これらが紛れもなく苦しみであるというこ

とは、誰もが容易に理解できるでしょう。これらは「変苦」と呼ばれます。

私たちが自分に幸福をもたらしてくれると信じてやまない財産、地位、名誉

なども、実は苦しみを本質としています。なぜそう言い切れるのでしょうか。

例えば財産について考えてみると、1つ手に入れたら今度は 2つ欲しくなり、2
つ手に入れたら今度は 3つ欲しくなります。たとえ国中の政治と経済を支配し
ていたとしても、今度は他国の富が欲しくなるでしょう。飽き足りることのな
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い欲深い心がある限り、次から次へと新たな欲望に突き動かされるばかりで、

決して満たされることはありません。そして、幸福は永遠に訪れず、ただ苦し

みだけが残るのです。

物質的な富について考えてみると、初めのうちは、富を蓄えるために様々な

労働をし、多くの苦労を重ねなければなりません。これは貯蓄の苦しみです。

中盤になると、敵対者や盗賊などに富を奪われないか心配するようになるで

しょう。これは守る苦しみです。最終的には、毎日、朝から晩まで富のことで

頭がいっぱいになり、1つ手に入れたら今度は 2つ、2つ手に入れたら今度は 3
つと、より多くのものを欲するようになっていくでしょう。しかし、このよう

に物質的な富をひたすら追い求めていても、そこにはただ苦しみがあるだけで、

幸福がもたらされることは決してありません。

では、自分が幸せを享受する時の状況について考えてみましょう。例えば、

アメリカ全土の物質的富を全て自分 1人で所有していたとしても、その使い道
と言えば、より品質の良い食べ物を食べたり、より上質な柔らかい服を着たり、

寝室や家をより快適にしたりすることくらいで、それ以上の使い所もなければ、

享受する時間もないのではないでしょうか。口にするものや体に着るものを除

いて、過剰な富を持て余していても大した使い道はありませんし、むしろ悩み

の種になることも少なくありません。

たとえ世界中のあらゆる物質的富を所有していたとしても、死ぬ時には、針

や糸の 1本でさえ持っていくことはできません。全人類のリーダーになったと
しても、息絶える瞬間には、誰一人として連れて行くことはできません。何も

持たずにたった 1人で見知らぬ世界へ旅立たなければならないのです。そして、
その瞬間はいつか必ず訪れます。ですから、この短い人生で、過剰な富を求め

る必要はないのです。仏教では、少欲知足こそが、天王の帝釈天でさえも享受

することのできない最上の富であると説かれていますが、これはまごうことな

き真実でしょう。

私たちは物質的な豊かさに執着するのではなく、清らかな法の修行を大切に

するべきです。一見すると、親戚や友人など、人とのつながりが増えれば増え

るほど、それだけ喜びや楽しみも増えていくように思えるかもしれませんが、
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実際には、人とのつながりが増えれば増えるほど、その分苦悩も増えていきま

す。なぜなら、彼らの衣食住に気を配ったり、彼らの対立を解消したり、調和

のとれた人間関係を維持したりと、面倒を見なければならないことが増えてい

くからです。これらは自分にとって散漫する要因となるだけで、何のメリット

もありません。

同様に、権力、地位、名声などの全ても、苦しみの本質を超越していません。

一般に、乞食はわずかな富や安らぎを得るために多大なる苦労を背負わなけれ

ばなりません。それは一般人にとっても同じで、出世してより高い地位に就く

ためには、苦難を乗り越え、苦しみを経験する必要があるでしょう。すでに高

い地位にいる人も、今の地位を失う不安にいつも苛まれながら、更なる昇進や

地位を手に入れたいと願っているでしょうから、きっと心に多くの苦悩を抱え

ているはずです。

特に、名声や威信のある上官であれば、普通の人々の幾百倍、幾千倍もの野

望や心配事があるでしょうから、その分、抱えている苦悩も多いでしょう。低

い地位にいるうちは、衣食住の各方面での生活水準を上げることに関心を寄せ

ることはあっても、職位の昇格や降格に気を病むことはありません。一方で、

高い地位につけば、更なる高みを目指したい気持ちと、今の地位を失う不安の

両方を抱えることになるため、野望と不安の狭間で二重に苦しむこととなりま

す。地位が低いうちは、野望に苦しむことはあっても、不安に苦しむことはな

いため、この側面から見ると、地位が高い人々の方がより多くの苦しみを背

負っていると言えるかもしれません。また、一般人であれば、良い仕事に就き、

衣食住などに不自由がなければそれで十分であり、名声も権力も地位も気にす

る必要はなく、夜はぐっすりと眠ることができるでしょう。しかし、高い地位

にいる著名人であれば、毎日のように様々な派閥の利害を気にしなければなら

ないため、不眠の苦しみに悩まされることとなるかもしれません。

たとえ望んだ富や名声を全て手に入れたとしても、それらは永遠に続く安定

したものではないため、苦しみを本質としていることには変わりありません。

例えば、前半生では裕福だったのに、後半生では物乞いになっていたり、前半

生では高い地位についていたのに、後半生では卑しい地位に転落していたりす
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るかもしれません。ひいては、先月には裕福で幸せな生活を送っていたのに、

翌月には惨めな生活を送っているかもしれません。このような現象は決して珍

しいことではないため、何事にも貪りや執着を持たないようにすることこそが、

幸せの根本なのではないかと思います。

もちろん、富や名声を追い求めていないという人はいないかもしれませんが、

もし過去に善業を積んでいれば、わざわざ努力しなくても成功を収められます

し、逆に善業を積んでいなければ、どれだけ必死に頑張っても、今世で富や名

声を得ることは難しいでしょう。ですから、私たちは手放すことを学ぶべき

です。どれだけ忙しなく働き続けたとしても、輪廻の雑事に終わりはありま

せん。

私たちがかつて手にした幸せや栄華、名誉や人望も、一生のうちに経験して

きた苦しみも、今となっては全て過去の記憶であり、もう一度現実でよみがえ

ることはありません。それはまるで昨夜の夢のようです。夢の中でどれだけ長

い間幸せを享受していたとしても、どれだけ長い間苦しんでいたとしても、目

覚めれば何もかもが消えていて、苦しみも幸せも現実には存在しないものと

なっています。それと同じで、私たちが死ねば、一生のうちに経験した幸せも

苦しみも、全て実体のないものとして跡形もなく消え去っていくため、幸せ、

富、名声などを貪るべきではないのです。

慈悲深い仏はかつて「あたかも不潔な部屋の中を嗅げば、悪臭がするだけで

良い香りがすることはないように、六道輪廻のどこに生まれたとしても、そこ

には苦しみがあるだけで、幸せは存在しません」とおっしゃいました。このこ

とを深く考えてみると、苦しみも幸せも、結局のところは全て苦しみを本質と

しており、本当の幸せは存在しないということが分かります。このように、輪

廻の全てが苦しみを本質としていると意識できるようになれば、「輪廻から抜

け出したい」、「ここに居たくない」と考える嘘偽りのない気持ちが心に芽生え

てくるでしょう。

2.集諦
苦しみをなくすためには、苦しみを生む原因を断つことに努める必要があ
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り、苦しみが自然になくなることはありません。そして、苦しみの原因こそが

「集」であり、集には煩悩と業の 2つが含まれます。

（1）煩悩
煩悩には、貪欲、瞋恚、愚痴の 3つがあります。
いわゆる貪欲とは、富、権力、地位、友人、愛する人などに執着することで

す。要するに、何であれ、誰であれ、それを好ましいと感じて貪り、執着する

ことを貪欲と言います。貪欲に支配されれば果てしない苦しみに苛まれること

となるため、まずは、ありとあらゆる手を尽くして貪りを断つことに努めるべ

きです。

いわゆる瞋恚とは、他者が苦しむこ

とを望み、その上で更に他者に怒りを

覚えることです。瞋恚はどのような原

因によって引き起こされるかというと、

主には、あなたやあなたの愛する人が

傷つけられたり、あなたの敵が他者か

ら利益を得たりした時に生じるため、

これらへの執着が瞋恚を生む主な原因

となります。これら全てを根本から断

ち切ることができなければ、果てしない苦しみに苛まれることとなるでしょう。

ですから、瞋恚も必ず断ち切らなければなりません。

いわゆる愚痴とは、取捨すべきことについて愚昧であるがゆえに、善を為

すことや悪を断つことなどについて無知であることを言います。愚痴にも、

「理解していないこと」（ma rtogs pa）と「誤って理解していること」（log par
rtogs pa）の 2種類があります。「理解していないこと」とは、人として生まれ
たことの意味について理解していないことを指します。私たちは今こうして南

贍部洲に生まれ、他のいかなる存在とも異なる特別な生命体である人類として

生まれることができました。それにもかかわらず、善を為して悪を断つことに

励むこともなく、何らかの宗教を信仰することもなく、ただぼんやりと毎日を
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無為に過ごしていたら、それこそ牛や馬と何も変わらなくなってしまいます。

牛や馬にも、食べ物や水を求め、危害や災難から逃れようとする意思がありま

すから、動物と私たちは、ただ服を着ているかどうかの違いしかなくなってし

まうでしょう。

この世界には、三大宗教をはじめ、大小異なる様々な宗教が数多く存在して

います。ぜひ、その中から 1つ、自分の信仰を見つけてください。信仰を持た
ず、ただぼんやりと毎日を生きることは、まさに深刻な愚痴の一種であると

言っても過言ではありません。例えば、私は少し前にカリフォルニア州にいた

時、牧草地で将来屠殺される予定の牛をたくさん見かけたのですが、どの牛も

ただのんびりと草を食べているだけで、逃げようとすることさえありませんで

した。同様に、私たち人間の中にも、自分にとって宗教は不必要であると考え、

理想を追い求めることもなく、ただ物質的な喜びに浸っているような人々がい

ますが、それでは牛以下になってしまうのではないでしょうか。くれぐれもそ

のような人生を過ごしてはいけません。

そして、「誤って理解していること」とは、何らかの宗教を信仰しているけ

れど、事物の実相をまだ完全には理解していないことを指します。だからこそ、

どの宗教に加入するかは慎重に選ぶべきであり、真偽をよく確かめ、他の人々

によく尋ねるべきです。観察や分析を重ねることなく、軽率な気持ちで宗教に

入ろうとするのは賢明な判断ではありません。私たちは 1日の中で口にする食
べ物でさえ、おいしいかどうか、衛生的かどうか、体に害があるかどうかなど

をよく吟味するのですから、今後の生々世々における永遠の利益に関わる法に

ついては言うまでもなく、なおさら慎重に考える必要があります。

一部の人は、わけもなくある宗教に熱中したり、ある宗教を憎んだりします

が、これは不合理なことです。私たちは論理的な分析に従って人生の道筋を立

て、慎重に終着点を定めるべきであり、何が正しくて何が間違っているか、何

が有益で何が有益でないかを、よく調査して深く考察する必要があります。論

理的な分析を重ねることなく、軽々しく宗教に入ることは実に愚かなことです

から、くれぐれもそのような行動をとってはいけません。
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この世界に存在する宗教の中には、邪淫、盗み、強盗を美徳とするものもあ

れば、特定の人間を殺したり、他の生き物に危害を与えたりすることを美徳と

するものもありますが、よく考えてみると、貪欲や瞋恚に駆り立てられたこれ

らの所業は、今世でさえ国の法律に反する行為となるのですから、来世に幸福

をもたらす方法であるはずがありません。他者を傷つけることで自分に利益が

もたらされることは決してないのです。

また、一部の宗教は幸せになるための方法を教えていますが、それは自分や

自分と親しい者たち、自分の宗教を信仰している者たちにだけ利益をもたらす

方法であり、それ以外の者たちのことは考慮されていません。このような考え

方は、世間一般の何も信仰していない人々の考え方よりは幾分かましかもしれ

ませんが、自分たちのコミュニティにだけ利益を与える宗教は、最も素晴らし

い宗教とは言えないでしょう。どのような宗教であれ、自他の一切衆生に利益

を与える宗教こそ最も素晴らしい宗教であり、たとえそれがどこにあろうと、

そのような宗教こそ受け入れられるべきです。

もちろん、ただ自他に利益をもたらしたいと思う気持ちがあるだけでは、実

際に広大な利益をもたらすことはできません。それは例えば、腕のない老婦人

が、目の前で息子が川に流されていくのを見ても、息子が溺れないように祈る

ことしかできないことと似ています。私たちは戦場に息子を残していく英雄の

ように、勇気と根気を持って、できる限りを尽くして自利と利他を行っていく

べきですし、たとえそれがどこにあろうと、自他の両方に利益をもたらす方便

を学びに行くべきです。

自他と利他を達成するための正しい方法は、教典の依拠、論理的な考察、修

行の実践という 3つの基準から検証されたものでなければなりません。
1 つ目の基準は、先代の偉大な智者や成就者たちが確定してきた教典に依拠

した方法でなければならないということです。一部の人々の私見によって導か

れた結論では要所を突く方法とならないため、必ず教典に依拠した方法である

必要があります。

2 つ目の基準は、論理的な考察に耐え得る方法でなければならないというこ
とです。論理的根拠がなければ、それはまるで権力者がただやみくもに「私の
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教えに従えば幸せになれますが、私の教えに背けば苦しみや不幸がもたらされ

るでしょう」と言っているようなもので、全く説得力がありません。そのため、

必ず厳密な論理的考察によって証明された方法である必要があるのです。

3 つ目の基準は、修行の実践によって裏付けされた方法でなければならない
ということです。つまり、「この宗教の教えをもとに修行することで、このよ

うな一時的な結果と究極の結果を得られる」という修行の実体験を必ず得られ

る方法である必要があり、結果を得られないのであれば、机上の空論をどれだ

け並べても意味はありません。

この世界に数多く存在する宗教の中

でも、生きとし生けるものへの利他に

努めている宗教は、全て釈迦牟尼仏の

事業と大悲の牽引によってこの世に現

れたものであると考えることができま

す。例えば、ヒンズー教では、釈迦牟

尼仏はヴィシュヌの化身であると考え

られており、仏教では、大自在天は観

音菩薩の化身であると考えられていま

すが、ヒンズー教が人々に一時的な今世の幸福を得る方法を教えているという

点を見るだけでも、それが仏の大悲の牽引によって現れた宗教であるとうかが

い知ることができるのではないかと思います。また、キリスト教で提唱されて

いる、生きとし生けるもの全てへの慈悲と博愛を養うことも、仏教の中核をな

す指針であるため、キリスト教も仏の事業の牽引によって現れた宗教の 1つで
あると考えることができます。ですから、誰であれ、世界中で繁栄しているど

んな宗教に対しても偏見を抱くべきではありませんし、特定の宗教だけを熱狂

的に信仰し、その他の宗教を嫌悪するべきではありません。全ての宗教が互い

に調和を保って友好的に共存していくことが大切です。

ただ、率直に言うと、教典の依拠、論理的な考察、修行の実践という 3つの
基準からの検証に耐えられる教義は、仏教以外のどの宗教にも存在しないので

はないかと思います。この点について更に理解を深めたいのであれば、ぜひ各
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宗教における主要な教典を読んでみてください。今日の短時間で、仏教の特徴

と他の宗教の観点について明確に説明することは難しいですが、過去数千年の

間に記された多くの書物に目を通せば、きっと私が言ったことに納得がいくは

ずです。

私自身は仏教徒であり、仏教が栄えている場所で暮らしていますが、仏教徒

だからといって盲目的に仏教に執着したり、他の宗教に嫌悪感を抱いたりした

ことはありません。長期にわたって各宗教の教義を深く研究しているからこそ、

どの宗教がより優れているかを自分なりに見極められるようになっただけです。

現在、仏教は大きく、上座部仏教、中国仏教、チベット仏教の 3つに分けられ
ますが、その中でも私はチベット仏教について長期的に修習と研鑽を積み重ね

てきました。その成果として、仏教の素晴らしさ、あるいは傑出している点に

ついて確信を得ることができたため、皆さんにこのようなお話をしたのです。

皆さんも、ぜひ今のうちから様々な宗教の教義について理解を深めていって

ください。そして、今後いずれかの宗教に入信したいと思った時には、必ず入

信する前によく検討するべきです。調査や分析を重ねることなく軽はずみな気

持ちで宗教に入信することは、よくチベットの諺で「お腹を空かせた犬と肺が

出会ったようだ」と表現されます。肺は、体の他の部位の肉に比べて味が劣る

と言われているのですが、お腹を空かせた犬はそれがおいしいかどうかなどに

ついて考えることなく大急ぎで丸呑みしてしまうでしょう。深く考えることな

く盲目的に宗教に入信することは、これと同じくらい愚かなことですから、く

れぐれも盲目的に行動してはいけません。

要約すると、苦しみの 1つ目の原因は、貪欲、瞋恚、愚痴という 3つの煩悩
です。これらの煩悩をしっかりと認識し、ありとあらゆる手を尽くして煩悩を

断ち切っていきましょう。

（2）業
そして、苦しみの 2つ目の原因である不善業も、一つひとつ断ち切っていか

なければなりません。
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第一には、殺生をしないことです。誰であろうと、殺生は断ち切らなければ

なりません。一部の宗教では、人間を殺すことだけが罪と考えられており、人

間以外の衆生を殺しても罪はないと考えられているようですが、よく考えてみ

れば、どのような衆生にとっても、死は恐怖と苦痛を伴うものであることが分

かるはずです。ですから、いかなる衆生も殺してはいけません。小さなアリで

さえ自分の命を大切にし、あらゆる手段を使って危害を避け、身を守ろうとし

ます。これはどんな衆生にとっても同じで、自分が苦しみを感じるのと同じよ

うに、他者も苦しみを感じるのです。ゆえに、殺生は第一に根絶すべきこと

です。

第二には、盗みを働かないことです。利己的な動機で他者の所有物を盗んで

しまったら、他者を傷つけるだけでなく、間接的に自分にも苦しみをもたらす

ことになります。そのため、ものの大小にかかわらず、いかなる盗みも働くべ

きではありません。

第三には、嘘をつかないことです。深刻な嘘をついて他者を騙してしまった

ら、相手を傷つけて苦しめるだけでなく、自分も高潔な人柄を失うことになり

ます。そのため、嘘をつくべきではありません。

第四には、邪淫をしないことです。他人の妻や夫と邪淫を行えば、前述した

悪業と同様に大きな過失を背負うこととなります。なぜなら、人は通常、自分

の夫や妻に最も強い愛情を抱き、最も執着するからです。そのため、すでに

結婚している相手と性行為に及ぶことは、盗みよりもはるかに重い罪となり

ます。

第五には、飲酒をしないことです。あらゆる過ちの根本であるお酒を断ち切

りましょう。お酒を飲むことは、多くの健康被害を引き起こすだけでなく、修

行の妨げにもなりかねません。お酒に酔うと自制心を失いがちになるため、そ

の時に他の戒律も破ってしまう可能性が高いからです。そのため、飲酒は必ず

断たなければなりません。

このように、体と言葉による 4つの不善業と飲酒を断つことを「五戒」と言
います。仏教に入信した方々は、できればこれらを全て断ち切るようにしま

しょう。そうすることで、想像を絶するほどの大きな功徳を積むことができま
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す。特に、これらの行為を断ち切った上で、他者からきちんと居士戒を授かり、

自分の連続体を守ることができれば、更に百倍、千倍の功徳がありますから、

もし今後、皆さんが居士戒を授かった上で善行を積むことができるのであれば、

それは大変素晴らしいことです。

ここにお集まりの出家者の戒律も基

本的には同じですが、在家者と異なる

点が 2 つあります。1 つ目は、常に僧
衣を着る必要があるということです。

僧衣を着ていなければ、外見上は在家

者と見分けがつかなくなり、出家者で

あることを示すものは何もなくなって

しまうため、出家者と在家者の違いは、

普段僧衣を着ているかどうかという点に大きく表れていると言っても過言では

ありません。

2 つ目は、在家者であれば、妻や夫と性行為をすることは邪淫の罪になりま
せんが、出家者であれば、あらゆる性行為を完全に断たなければならず、性行

為を行えば、戒律を根本から破ることとなります。今日、この道場には多くの

出家者が出席しているため、4 つの根本戒と禁酒戒を含めた五戒について、あ
えてお話ししました。これからは僧衣をきちんと着て、五戒を守っていってく

ださい。そうすれば、たとえその他の大きな戒律を守れなかったとしても、大

きな問題はないでしょう。

チベットの戒律の教典によれば、出家戒を授からなければ僧衣を着る資格は

ありませんが、この場所では現状、出家戒を授かる順境がなかなか揃わないと

思いますので、その場合は、三帰依を行い、五戒を守ることさえできれば、僧

衣を着ても構いません。仏の袈裟を身につけていれば、あなたの姿を見かけた

全ての者に解脱の種を植えることができ、あなたは魔物や悪霊に危害を加えら

れなくなり、心の中に修行体験と証悟の境地が楽に速やかに生じるようになり

ます。そして、いつか順境が揃った時には、必ず速やかに出家戒を授かってく
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ださい。順境が揃っているにもかかわらず、出家戒を授かることなく僧衣を着

たままでいるのは、許されないことです。

3.滅諦、4.道諦
善業による究極の結果は仏の境地であり、それは全ての苦しみが止滅した究

極の至福の境地です。だからこそ、「仏の境地を得るためには苦しみの止滅を

現前させるべきであり、苦しみの止滅を現前させるためには道を心の拠り所と

するべきである」と説かれているのです。

「道を心の拠り所とする」とは、正しい道を心の拠り所にするということで

す。この世界では、仏法は大きく小乗と大乗に分類され、大乗も更に顕教と密

教金剛乗に分けられるため、三乗の教えが存在します。

いわゆる「小乗」とは、釈迦牟尼仏に帰依をした上で、他者を害する考えや

行いを断ち切り、自分自身を利することに集中することです。現在では、スリ

ランカ、ミャンマー、タイなどで、多くの人々が小乗の法を修習しています。

一方で「大乗」においては、自利よりも利他が重視されます。他者を利する

ことだけを考え、他者を利することだけを行い、一切衆生を仏の境地に据える

慈悲心を抱き続けることを「大乗」と呼びます。小乗の修行者であれば、他者

への危害をその根源もろともに断ち切ることだけが求められますが、大乗の修

行者は、他者への危害をその根源もろともに断ち切るだけでなく、ひとえに利

他を実践することが求められます。大乗仏法を実践する者たちは、現在、中国

のほとんどの地域と日本に見かけられます。

そして、大乗を基礎とした上で、更に多くの要訣を兼ね備えている教えが

「密教金剛乗」です。密教金剛乗では、長期間の苦行を必要とすることなく、

多くの方便と智慧の力によって、一生のうちに仏の境地を成就することができ

ます。方便とは、自分を本尊として観想するなどの修行を実践する「生成のプ

ロセス」を指し、智慧とは、諸法が空を本質としていることを瞑想するなどの

修行を実践する「完成のプロセス」を指しますが、生成のプロセスと完成のプ

ロセスはどちらも密教金剛乗に属する教えです。密教金剛乗の法を修行する者

たちは、チベットやブータンなどに多く見られる他、アメリカでも現在、チ
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ベット仏教のラマが設立した道場が数多くあり、その弟子たちが密教金剛乗の

法を修行しています。また、その他の場所でも、チベット仏教の多くのラマが、

道場を発展させ、密教金剛乗の法を伝え広めるために努めています。

密教金剛乗の中でも、あらゆる道の究極にして、諸仏の意趣であり、幾千幾

万もの仏母とダーキニーの心血が注がれた精髄と言える法は何かというと、光

り輝くゾクチェンに他なりません。この法を修行するための優れた方便と要訣

を心得ることができれば、まさに昼間に修行すれば昼間に成仏し、夜間に修行

すれば夜間に成仏し、宿縁を兼ね備えている者であれば修行せずとも成仏する

法であると言われています。この法は、その名を聞くだけで悪趣の門が閉ざさ

れ、巻帙に記されている文字を見たり、触れたり、思い起こしたりするだけで、

楽に速やかに仏の境地に到達することができる円満な道なのです。

この法はまるで如意宝のようであり、この世にそう何度も現れるものではあ

りませんが、日々の雑務に追われている方や、今世で達成したい理想や目標の

ために忙しい日々を過ごしている方にとっても、実践しやすく、短期間で結果

を得ることができる稀有な道です。ご縁のある者でない限り、この法には出会

えませんが、この法と出会えたのならば、修行しても解脱できないということ

はまずないでしょう。

チベットで最初に密教を伝え広め

た比類なき尊者は、オギェン・リンポ

チェとヴィマラミトラでした。その中

でも、光り輝くゾクチェンは、2人の尊
者が至高の宝物として心の弟子たちに

伝授した最も深遠な法であるため、チ

ベットでも滅多に得られない貴重な教

えです。修行伝承の八大車輪に伝わる

多くの法の中でも、光り輝くゾクチェンはニンマ派にのみ伝わる特別な法なの

です。

少し前にサンフランシスコでもお話ししたように、アメリカにいる大多数の

人々は、ゾクチェンの教えを授かるに相応しい器であると私は考えています。
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私は今回の巡行中、ゾクチェン以外の法に関する講義も数多く行ってきたので

すが、どれもそれほど大きな反響はないようでした。その一方で、ゾクチェン

に関する講義はいつも大好評で、参加者の皆さんの表情にも並々ならない信心

と敬意が表れていたのです。また、皆さんの国は経済大国であるため、きっと

多くの人々が様々な野心を抱いており、様々な活動に追われていることでしょ

う。だからこそ、ゾクチェン以外の法では、なかなか成果を感じられないこと

もあるかもしれませんが、ゾクチェンはシンプルでありながらも非常に効果的

な修行法であるため、きっと皆さんにも適した法となるのではないかと思うの

です。私は、欧米諸国の多くの仏教徒が、ゾクチェンの教えによって悟りを開

くことができる器であると信じているため、ぜひ、今もこれからもゾクチェン

の修行に励んでいってください。タシデレ！

クンサン・ペルユル・チューリンにて

ワシントン D.C.滞在中、法王はクンサン・ペルユル・チューリン（Kunzang
Palyul Choling）に宿泊されていました。そこは緑の木々が生い茂る閑静な道
場で、そこにいると、まるで仏のいた時代に戻って鹿野園に来ているかのよう
な気分になりました。

出典：www.tara.org
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ここはアコン・ラモ（a dkon lha mo）によって建てられた道場で、ペノル法
王によって直々に認定された女性のトゥルクである彼女は、在家者という身分
でありながらも、多くの出家者を育ててきました。これは、欧米諸国では非常
に珍しいことです。
アコン・ラモは、トゥルクとして認定される前によく水晶を収集されていた

そうで、道場では至るところに様々な色彩の水晶が飾られていました。彼女は
法王を水晶の鑑賞に招待してくださり、その際、法王はゾクチェンの修行に役
立てるために、天然の八角錐の水晶を探されていたのですが、私たちはしばら
く探しても見つけることができませんでした。
その後の数日間、法王は昼間にワシントン D.C. の観光名所を巡り、夜間に

灌頂や法話を行われました。

天の時、地の利、人の和

7 月 25 日の午後、法王は『プルパ・
グルククマ』の灌頂を伝授されました。
大勢の参加者がいたため、一部の方々
は異なる部屋に設置された閉回路テレ
ビの中継を通じて灌頂を受けることに
なりました。灌頂の前に、法王は次の
ようにお話しになりました。

俗に「食事の前にはお供えを。何かを行う前には発言を」と言われるように、

私も正式な法要に入る前に少しお話をしたいと思います。まず、チベットの伝

統に倣って、この道場のご住職と責任者にご挨拶させてください。彼らの健康

と吉祥を心からお祈りしています。次に、法を求めるためにチベットを訪れ、

長期的に教えを聴聞してきたアメリカの仏教徒の皆さんに吉祥の祝福を贈りま

す。そして、私の故郷セルタ（色達）の僧侶と、ネパールからいらしたチベッ

ト人の同胞にも、吉祥の祝福を贈ります。最後に、法を求めてここに集まって
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きた全ての方々に、吉祥の祝福を贈りたいと思います。あとは私と一緒に来た

人たちですから、祝福を贈る必要はないでしょう。

提供：Henry Torrie

（ここで会場に笑いが起こる）

皆さんのご健康と仏法の隆盛を心からお祈りしています。

今回ここで行われる法話には、特別な素晴らしい縁起が揃っており、これは

大変喜ばしいことです。それはどのような縁起かというと、昨日お話ししたよ

うに、私は今、世界で最も強大な国であるアメリカの首都ワシントン D.C. に
来ています。ですから、ここで仏法を伝え広めることができるのは、まず場所

の面で考えて大変素晴らしいことです。

そして、法、導師、眷属の面から考えても、この機会は実に特別で喜ばしい

ものです。今日の世界において、経済力が最も強い国はアメリカであり、仏教
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が最も栄えている地域は有雪国チベットであると言っても過言ではありません。

有雪国チベットの正法とアメリカの経済力が結びつき、互いに補完し合うこと

ができれば、きっと世界中の平和と繁栄に大きく貢献することができるでしょ

う。ですから、このようなめでたい機会に、和気あいあいとした楽しい雰囲気

の中で皆さんとお会いできたことを、私は大変嬉しく思います。

時間の面から考えると、昨日は私たちの本師である慈悲深い仏が初転法輪を

行った記念日であり、今月のチベット暦 10 日は、オギェン・リンポチェにま
つわる重要な記念日でもあります。この日、オギェン・リンポチェは西南の乳

海にて、父親の因と母親の縁を介することなく、自生の明智（rang byung rig
pa）が突如として現れたことによってこの世に誕生されました。またこの日は、
オギェン・リンポチェが羅刹を調伏するために、羅刹の島であるチャーマラ州

へ向かわれた特別な日でもあります。私たちはこのような素晴らしい時期にこ

うして集まることができたのです。

更に、今月のチベット暦 15 日は、全ての出家者たちが三毘奈耶事（’dul ba
gzhi gsum）を行い始める特別な日であり、彼らはこの日から、3か月にわたる
夏季の安居（dbyar gnas）を開始し、順次に布薩（gso sbyong）や解夏（dgag
dbye）などの広大な毘奈耶事を行っていきます。
また、密教を信仰する仏教徒にとって、チベット暦 10 日は全てのダーカと

ダーキニーが自発的に集まる特別な日であり、オギェン・リンポチェが「上弦

の月の 10日には、オギェンがチベット全土を訪れる。申年申月 10日には、化
身がチベットを不変に満たすだろう」とおっしゃっているように、毎月 10 日
には、ウッディヤーナの第二の仏がチベットをはじめとする世界各地に足を運

ぶと言われています。

そして、サルマ派の密教タントラでは、ダーカとダーキニーが自発的に集ま

るこの特別な日は、全ての密教修行者が密教マンダラの扉を自然に開くことが

できる日であると述べられています。特に、チベット暦 6 月 15 日からの 6 か
月間は、ゾクチェンの修行者たちにとって、三層の虚空という見解の修習をは

じめ、ゾクチェンの修行をするのに最適な時期となっています。
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一般的に言えば、ゾクチェンの法は、いつ修行してもご加持と悉地を得られ

る教えです。しかし、インドやワシントン D.C. のように暑い季節が長く続く
場所では、今月の 15 日からの 6 か月間は、気温も比較的落ち着いており、体
も四大の調和を保ちやすい状態にあるため、初学者はこの時期に修行をした方

が、証悟の境地を得やすいと言われています。そのため、先代の持明者たちも、

今月の 15日以降に法事を行うことが通例となっていました。
聞くところによると、この特別な時期を鑑みて、テンギャム・リンポチェも

この時期のどこかでこの地を訪問するご予定のようですが、1、2 か月ほど延
期される可能性もあるとのことです。いずれにせよ、テンギャム・リンポチェ

の弘法活動の全ては、私たちの修行の実践を望まれてのことだと私は信じてい

ます。

チベットの諺で「縁起を揃えようとしてもうまく合わさらず、縁起が揃って

こそうまく合わさる」と言われているように、故意に揃えられた縁起は、それ

ほど素晴らしいものとは言えませんが、縁起が自然に揃うことは、大変素晴ら

しいことです。私もこの特別なチュトゥ・ダワの転法輪の日に、アメリカの首

都で四聖諦の法門を講義することになるとは思いもよりませんでしたし、きっ

と皆さんにもそのようなお考えはなかったのではないかと思いますが、それで

もこうしてラマと三宝のご慈悲の力により、自然とこのような縁起が揃ったと

いうことは、自他の両方にとって大変喜ばしいことでしょう。

私自身、25 歳から現在に至るまでに行ってきた弘法利生の活動のほとん
どを、この月に始めてきました。近年の私の活動を簡単に紹介したいと思い

ます。

1985年、私はテルチェン・レーラプ・リンパの生まれ変わりとして、彼の寺
院で即位式（khri ’don）を行い、広大な弘法活動を守り、支持することを誓い
ました。それ以来、私は有雪国チベットの隅々に存在する全ての僧団が、調和

を保ち、清らかな戒律を守り、聞思修に励むことができるよう尽力してきまし

た。その目標のために、私は筆舌に尽くし難い広大な事業を展開し、未だかつ

てない利他の成果を挙げることができました。
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1986年 6月 4日、私は弘法利生のために至高なる菩提心を起こし、アムドと
カムの下部にある 25 の聖地と、チベット各地にある寺院を訪れました。25 の
聖地を訪れた際には、未だかつて見たことがないような文字、仏像、仏塔など

が自然に現れたり、数多くの深遠なるテルマを取り出すことができたりと、

数々の不可思議な現象が発生しました。

サフラン色の袈裟を身にまとった僧侶の団体について言えば、文化大革命の

時代、仏教は下火になり、僧衣を身にまとった僧侶の姿は、各地方に 1 人か 2
人程度しか見られなくなったのですが、その後、私と私の主要な弟子たちが、

チベットの各所で出家戒を伝授して回ったことが功を奏したのか、現在では私

の故郷周辺だけでも、清らかな戒律を守る僧侶が 2万人ほどいる状態にまで回
復し、結果的にこのような大きな事業を成し遂げることができました。

1987年、私は 1万人余りのチベット族の出家者と在家者、そして多くの漢族
やモンゴル族の人々を率いて、東方の五台山を巡礼し、数千万回に上る『普賢

行願品』を読み唱えました。巡礼に参加した人々は、それぞれのご縁に応じて

様々なご加護を得ることができたようで、上位の者は直々に文殊菩薩のご尊顔

を拝見し、文殊菩薩の教えを拝聴し、文殊菩薩の智慧のご加持を授かることが

でき、下位の者は虹や光、およびその他の様々な神秘的な瑞相を目にしたとい

います。このように、この巡礼は驚くべき結果をもたらすこととなりました。

1988 年、私はニャロン（新竜）にある 13 の寺院に在籍する僧侶の方々に向
けて、灌頂、口伝、手引きを伝授し、講述と修行の基礎を確立しました。

1989年、私はミニャクにある「ベロ・リトゥ」（be lo’i ri khrod）という神聖
な山で、約 3000人の弟子たちに『ニンティク・ヤシ』の灌頂を伝授しました。
この数年間で、私の仏学院（ラルン五明仏学院）の僧団は勢いよく発展し、

多い時には、僧侶の数が約 6000 人に達しました。一般的に、彼らは毎年この
時期になると、至高なる菩提心の修行に専念します。

1990 年、私はトゥプワン・ペマ・ノルブやディルゴ・キェンツェ・リンポ
チェをはじめとする数名の大徳たちのご意向により、インドを訪れました。そ

の時期もちょうど今月の 4日で、ここにいるケンポ・ナムドル、ケンポ・ソダ
ジ、ングートゥプ・ドルジェ、私の 3人の家族（姉、姪、私）、その他の僧侶 2
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人というメンバーで構成された私たち 8人の師弟は、テンギャム・リンポチェ
の邸宅へ伺い、私は「キーロン・ジョウォ・ワティ・サンポ」（skyid grong jo
bo wa ti bzang po）と呼ばれる古い観音菩薩像の御前で、テンギャム・リンポ
チェと同じ席に一緒に座り、至高なる菩提心を起こしました。10 日には、南
インドのマイソールへ行き、ペノル法王のナムドルリン僧院で、40 人のケン
ポとトゥルクを含む 1,000 人の僧侶に『文殊静修ゾクチェン』の灌頂を伝授し
ました。それ以来、私の活動は全て順調に進み、逆境に見舞われることなく円

満に成就しています。

私が皆さんにこのようなお話をしたのは、決して自慢するためではありませ

ん。ただ、法話に入る前に、皆さんに少しでも喜びと幸せを感じてもらいた

かったのです。素晴らしい縁起が図らずとも揃うこととなったこの時、この場

所で、法の解説と聴聞を行うことは、きっと広大な弘法利生を成し遂げ、私の

願いを全てかなえることとなるでしょう。これは大変喜ばしいことであり、単

なる幸運が偶然に重なっただけではありません。ですから、皆さんにもこの喜

びを共有したい一心で、このようなお話をしたのです。

先ほどお話ししたように、皆さんの

国アメリカの経済力はまるで優れた食

材のようであり、私たちチベットの正

法はまるで絶妙な調味料のようで、ど

ちらもなくてはならない存在です。食

材がどれほど優れていたとしても、適

切な調味料で調理されていなければ、

私たちは食べたいと思わないでしょう。

同様に、どれほど経済力があったとし

ても、正法と融合していなければ、今世では幸せになれたとしても、来世でも

幸せになれるとは限りません。ですから、優れた食材と絶妙な調味料が揃った

今こそ、まさに美食を堪能すべき時なのです。

（会場内に笑いが起こる）
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もし今日ここに来たのが私ではなくお金持ちの人であったら、きっとこの道

場にいる全ての修行者に豪華な美食を振る舞っていたでしょう。けれども、私

は皆さんのために正法の宴を設けました。ご堪能いただけますでしょうか？

（会場内に拍手が起こる）

ナショナル・モール日帰り観光

7月 26日、法王はワシントン D.C.の中心部に位置するナショナル・モール
（National Mall）を訪れました。ナショナル・モールは、国家の式典や儀式が
執り行われる重要な場所であると同時に、多くの見どころがある素晴らしい観
光スポットでもあります。
私たちはまずワシントン記念塔（Washing-

ton Monument）を見物しました。ワシント
ン D.C. のランドマークとも言えるこの塔は、
アメリカ初代大統領のジョージ・ワシントン
を記念して作られたもので、169 メートルの
高さを誇ります。アメリカでは、ワシントン
D.C. 内の建物の大きさに関する法律が定め
られているため、ワシントン記念塔は今でも
ワシントン D.C. で最も高い建造物となって
います。この塔は、武則天の無字碑と同じよ
うに碑文が刻まれていません。このことは、
ジョージ・ワシントンの功績が言葉で言い表
せないほどのものであったということを示し
ていると話す人々もいれば、彼の功罪は後世の人々の判断に委ねられていると
いうことを示していると話す人々もいます。
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続いて、私たちはリンカーン記念堂
（Lincoln Memorial）を訪れました。
アメリカ合衆国第 16 代大統領エイブ
ラハム・リンカーンを記念して建てら
れた記念堂です。記念堂に入ってすぐ
中央にリンカーンの彫像があり、彫像
の上には「この神殿を建立し、エイブ
ラハム・リンカーンを永遠に記憶する。
彼が合衆国を救った功績を、われら国民は決して忘れない」という意味合いの
碑文が刻まれていました。ここは平和を求める人々が集う場所でもあり、マー
ティン・ルーサー・キング・ジュニアがかつて「私には夢がある」（I Have a
Dream）の演説を行ったのも、この記念堂の階段からでした。
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リンカーン記念堂を後にした私
たちは、続いてベトナム戦争記念碑
（Vietnam Veterans Memorial）を見に
行きました。黒い花崗岩のパネルで構
成され、全長約 500フィートの長さを
誇るその石碑の上には、ベトナム戦争
で戦死した兵士たちの名前が一面に刻
まれていました。法王は、比較的長い
間そこにとどまられ、亡くなった人々
のために読経を行われました。
最後の目的地はアメリカ合衆国議会

議事堂でした。ここもまたアメリカの
重要な場所であり、歴代大統領の就任
式のほとんどがここで執り行われました。議会議事堂は 5階建ての建物で、中
でも特に目を引かれたのは中央にある円形ドームでした。ドーム内には、歴史
上の重要人物や出来事を描いた壮大な絵画や彫刻のギャラリーがあり、ドーム
の南北には、それぞれ上院と下院があり、国家の重要な政策の可決と否決に立
ち会っています。
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文殊静修ゾクチェンの由来

出典：palyulmedia.smugmug.com

その日の夜、法王は『文殊静修ゾ
クチェン』の灌頂を伝授され、灌頂
の前に次のようにお話しになりま
した。

この『文殊静修ゾクチェン—ご加

持を速やかに授けるもの—』（’jam
dpal zhi sgrub byin rlabs myur stsol）
の灌頂を伝授するにあたり、この法

の由来について簡単に紹介したいと

思います。

1987年、私は 1万人のチベット族
の出家者と在家者を率いて、守護者

文殊菩薩が実際に住んでおられる場

所と言われる五台山を訪れました。

その後、中国人やモンゴル人、その

他の外国人観光客も私たちの巡礼に加わることとなり、私たちはともに釈迦牟

尼仏の舎利塔の御前で、数千万回もの『普賢行願品』を読み唱えました。そし

て、守護者文殊菩薩の智慧のお力により、その場にいた全ての人々が、それぞ

れのご縁に応じて特別なご加持を得ることができました。上位の者は文殊菩薩

のお姿を目にし、教えを聴聞し、智慧のご加持を心に得ることができ、中位の

者は修行の境地の中でそれらを体験し、下位の者は夢の中で文殊菩薩のご尊顔

を目にし、最下位の者でも、文殊菩薩のご加持の光など、『五台山誌』（gnas yig.
ケンポ・ソダジが執筆したチベット語の書物で、五台山について紹介されてい

る）の中で言及されている 10 種のご加持の証しを目にすることができ、ご加
持を受けることができなかったという人は誰一人としていないようでした。
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清涼石にいらっしゃる法王

発願が終わると、大多数の在家者の方々

は、今世と来世の願いを立てて無事に各

自の家に帰っていきました。今世での成仏

を願う 500人余りの出家者の方々は、更に
100 日間、聖地五台山に滞在し、五部の文
殊菩薩が住んでおられるという 5つの山頂
と、その他の菩薩や成就者たちが足を運ん

だことのある多くの聖地を訪れて修行に励

みました。

五台山滞在中、私たち出家者は主に以下

のいくつかの場所に滞在していました。1
箇所目は、五台山の西の山頂にある寂静処

で、文殊菩薩はこの場所にある「清涼石」

という石で、神変を示現されたことがある

といわれています。私は 6 月 4 日から 10
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日にかけて、この清涼石の上に座って弟子たちに法話を行いました。6 月 10
日、私たちが広大な聚輪を回していると、虹色に輝く文殊菩薩のお体、獅子、

文字、標幟などが空に表れ、その場にいた 500人の僧侶全員がこれらの光景を
直接目にしました。

善財洞にいらっしゃる法王

2 箇所目は、東の山頂の下方に
ある善財洞です。ここは、善財童

子が文殊菩薩のもとで至高なる菩

提心と海のような普賢行願を起こ

した場所であるといわれています。

私たちが善財洞で発願を行った際

には、600 人余りの漢族の在家者
の方々が参列し、大多数の方々は、

空中に現れた文殊菩薩のお姿を直

接目にし、一部の方々は獅子など

の姿を目にしたといいます。

3 箇所目は、東の山頂付近にあ
る阿修羅洞（a su ra yi phug pa）
であり、ここは那羅延窟（sred
med bu’i phug pa）とも呼ばれま
す。この洞窟は、仏が『華厳経』

で「劫の初期から末期に至るまで、

文殊菩薩と 1万の眷属たちが常に
いらっしゃる場所である」と授記された場所です。私はこの那羅延窟に滞在し

ている間、心の中に文殊菩薩のご加持が溶け込んだ力により、この『文殊静修

ゾクチェン』という法を文章に書き起こすことができました。この法を実践す

る者は皆、修行体験と証悟の境地を難なく得ることができ、少なくとも、類い

まれな信心と悲心が芽生えるなど、この法の素晴らしさを身に染みて実感する

ことができるでしょう。この法のご加持は非常に顕著であるため、有雪国全体

に広く伝わることとなりました。
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東の山頂で法話を行う法王

1990年、インドを訪れた私は、数多くの智者、成就者、教えを持する大徳の
方々に、この法の灌頂、手引き、教えを余すことなく捧げました。このような

ご縁により、この法は以前にも増して広く普及することとなり、インド、ネ

パール、ブータン、中国などの地に伝え広まりました。

今年、私はかつてのご縁と願いの力によってアメリカを訪れることができま

した。もともと、この法の灌頂を行うつもりはなかったのですが、彼らから度

重なる懇請を受けたことと、願いと時期が熟したことを鑑みて、私はウッドバ

レー寺に着いてすぐにこの法を伝授することにしました。この法を授かってい

る時の皆さんは信心と敬意に満ち溢れており、まるで本当にこの法の伝承を受

け継ぎ、守っていくことを心に決めているかのようでした。

その後、コロラド州の道場でもこの灌頂を伝授したのですが、その際には、

以前私が五台山を訪れた時に突然思い浮かんで文章に書き起こした、このテル

マに関する予言を思い出し、皆さんに読み聞かせました。その予言にはどのよ

うに記されているかというと、「この法は東洋に現れるものの、西洋で広く栄

え、生きとし生けるものに大きな利益をもたらすこととなるだろう」と記され
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ています。これを聞いた参列者の皆さんは大きな信心を起こし、全員がこのテ

ルマを実際に修行することを約束しました。彼らのこのような信心は「希求の

信心」（mos pa las byung ba’i dad pa）と呼ばれます。
特に、カリフォルニアの道場では、この法の灌頂と手引きを併せて伝授しま

した。道場にいらしたラマの方々は皆、仏教で説かれている功徳を兼ね備えた

大徳で、彼らがこの法を授かった縁起により、多くの弟子たちがこの法に対す

る「認知より生じる信心」（shes nas byung ba’i dad pa）または「不退転の信
心」（mi ldog pa’i dad pa）を起こすことができ、機根の優れた者たちは更に信
心を大きく高めることができたようです。

皆さんも、この法に対して希求の信心を起こすだけでは不十分であるため、

認知より生じる信心を起こしていかなければなりません。認知より生じる信心

とは、この法の語義に特別なご加持が秘められていることを確定することに

よって生じる信心です。他者から簡単な説明を受けただけで芽生えた信心は失

われやすいため、今日は信じていても、明日には信じなくなっているかもしれ

ません。

また、私に対する信心や敬意も、認知より生じる信心に含めることができま

す。なぜそう言えるのかといいますと、私と皆さんのラマを比べると、名声、

地位、内なる功徳など、どの面から見ても彼女の方が百倍も千倍も優れている

ことが分かるでしょう。しかし、彼女は今回、いつも私の後ろについてくださ

り、自分を最も低い位置に置いて、特別な敬意をもって私に接してくださいま

した。彼女の振る舞いは、まさに仏が経典の中で語った「まるで角を失った牛

王のように、一切を敬う考えを起こすべきである」という言葉を体現していま

す。もし彼女が敬虔な信心を抱いていなければ、きっとこのように振る舞うこ

とはできなかったでしょう。

彼女だけでなく、今回同行した 5人も私に信心を抱いてくださっています。
5 人の同行者のうち、メドゥンとムンツォは私の家族であり、もとより私に想
像を絶するほどの敬虔な信心を抱いてくれています。ケンポ・ナムドル、ケン

ポ・ソダジ、ングートゥプ・ドルジェは、3 年前のインド訪問でも私に同行し
てくださったのですが、インドにいた半年間、彼らは侍者として常に私をそば
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で支えてくださり、嫌な顔一つ見せることはありませんでした。今年アメリカ

に来てからも、彼らは昼も夜も苦労を厭わず、低い位置に身を置いて、まるで

私が転輪王であるかのように仕えてくださっています。これらはいずれも、彼

らが私に対して、本当に不退転の信心を抱いてくださっていることを表してい

ると言えるでしょう。

ラマへの敬慕と信心が不退転のものであるかどうかは、どのようにして判断

すればよいかというと、かつての歴史を振り返ることでヒントを得ることがで

きます。かつて釈迦牟尼仏がご在世されていた時、ビンビサーラという名の大

王がいました。彼は仏に不退転の信心を起こし、仏だけでなく、仏の眷属たち

に対しても、見かけた際には必ず礼拝していました。そんなある日のこと、多

くの遊行者（’tsho ba po）に出会った王は、彼らを仏の追随者と勘違いし、象
から降りて彼らに礼拝しました。すると周囲の人々から「大王が遊行者に礼拝

するなど、何ということでしょう」と言って笑われてしまったのです。そのよ

うなことがあったものですから、ビンビサーラ王は仏に「どうか声聞たちに、

遊行者たちと異なる服を作っていただけませんか」と願い出ました。仏がこれ

を承諾したことで、現在の出家者が着ている三衣が誕生したといいます。この

ように、古代インドでは、ラマに対して特別大きな信心と敬意を抱いているこ

とが、不退転の信心を抱いていることの証しであったことが伺えます。

チベットにもそのような王がいました。その昔、広大な領土を統治する

ティ・レルパチェン（khri ral pa can）という大王がいました。彼は髪を長く伸
ばしており、僧侶に会うと、いつも自分の髪を地面に敷いて、僧侶に髪の上を

歩いていただくほど、僧侶に大きな敬意を払っていました。そのため、彼は

「法王ティ・レルパチェン」（chos rgyal khri ral pa can,有髪の法王）と呼ばれ
ています。

もし皆さんがこれらの王のように、ラマに特別大きな敬意を払っているので

あれば、それはきっと不退転の信心があることの証しになるでしょう。
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・教えを持する大徳たちへの願い

私はワシントン D.C. に来た時、ここでの弘法利生の事業が、ハワイとカリ
フォルニアよりも更に栄えることを心から願いました。その理由は主に 2つあ
ります。現在、ペノル法王は旧訳古派全体の教主として任命されており、ニン

マ派において、彼以上に発言力と権威を持つ人物は他にいないと言っても過言

ではありません。私は長期にわたって、彼に備わる仏法の功徳と世俗的な資質

について、仔細な観察と分析を重ねてきましたが、仏法の功徳について言えば、

彼は智慧と成就、そして比類のない徳を兼ね備えたお方です。そして、世俗的

な資質について言えば、彼は心優しく、先見の明があり、義理人情に厚く、裏

表のないお方です。彼のようなラマは、おそらく今日の世界でそう多くはい

らっしゃらないでしょう。そして、皆さんのラマであるアコン・ラモは、偉大

なペノル法王にトゥルクとして認定されたお方です。彼女は高い評判を得てお

り、広大な事業を展開しているようですが、それが名ばかりのものとなること

なく、名実相伴うものとなることを心より願っています。たとえ彼女に 100人
の根本ラマがいたとしても、頭上に掲げるべき唯一無二の宝はペノル法王であ

るため、彼女は最初から最後まで、ペノル法王の広大な願いを実現するために

ご尽力されるべきでしょう。これが 1つ目の理由です。
ペノル法王は、その無碍な智慧によってご覧になった後、この道場を授記し、

アコン・ラモをこの道場の法主に任命されました。この道場は、他の場所と

違ってアメリカの首都の近くに位置していますから、他と一線を画すような特

色を備えた仏教の拠点となることを願っています。これが 2つ目の理由です。
このような弘法利生の事業を成し遂げるためには、因と縁が揃わなければな

らないため、まずは自分自身が功徳を兼ね備える必要があります。例えば、ア

コン・ラモの場合、きっと彼女は生まれ持った功徳を備えていると私は信じて

いますが、道場を維持し、後進を育成するためには、生まれ持った功徳がある

だけでは足りないため、更に学習と修行によって功徳を積み重ねていく必要が

あります。
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その理由は 2 つあり、第一には、自分が卓越した智慧と成就の功徳を兼ね
備えていたとしても、仏法を広く学んで包括的な知識を身につけていなけれ

ば、なかなか他者を納得させることはできないからです。この世で釈迦牟尼

仏より優れた生来の功徳を兼ね備えた者はいませんが、そんな釈迦牟尼仏で

さえも、世間の人々に信心を持ってもらえるよう、アーラーダ・カーラーマ

（ārād. a kālāma, ring ’phur）とウドラカ・ラーマプトラ（udraka rāmaputra,
lhag spyod）に師事していました。また、オギェン・リンポチェより優れた成
就を得た者はいませんが、そんなオギェン・リンポチェでさえも、八大成就者

（grub chen brgyad）をはじめとする多くの師に長期間師事していました。同
様に、ヴィマラミトラもシュリーシンハに 21 年間師事し、師から全ての教え
を余すことなく授かりました。ですから、生まれ持った功徳を兼ね備えていた

としても、ラマに師事し、教えを聴聞し、修行を極めていくことが大変重要

です。

第二に、大多数のラマは前世で不可思議な功徳を成就していますが、それで

も習気障（bag chags kyi sgrib pa）や胎障（mngal gyi sgrib pa）などによって
大多数の功徳が覆われているため、それを露わにするために、たとえすでに豊

かな功徳を兼ね備えていたとしても、ラマに師事して仏法を広く学んでいく必

要があるからです。このことについて、仏は『功徳を摂持するタントラ』（yon
tan yongs bzung gi rgyud）で「ラマがいなければ、仏の名さえありません。千
劫の仏も、ラマに師事することから生まれるのです」と明確に述べられてい

ます。

私が遠くの地で知り得た情報によると、ペノル法王に師事したアコン・ラモ

は『伏蔵の宝庫』などの灌頂、口伝、手引きを授かっており、その他にも、チ

ベットからいらした多くのラマに師事していると伺っています。ですから、

きっと彼女には、これまで積み重ねてきた学習と修行の功徳があると私は信じ

ていますが、たとえそのような功徳があったとしても、弟子をとるのであれば

並大抵の功徳では足りないため、一際優れた功徳を身につけなければなりま

せん。
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阿弥陀仏が直々に人間の体で現れたお姿である比類なき尊者アティーシャは、

後進を育成し、人々を仏教に導き入れることができるよう、生涯で 150人以上
のラマに師事し、様々な教えについて徹底的に研鑽を積み重ねてきました。こ

のように、他者を受け入れて導くためには、悟りを開くための道の全容に精通

することはもちろん、所化の上中下の機根に応じて様々な教えを説くことがで

きるようになる必要があるため、単一的な功徳を備えているだけでは、広大な

利他を成し遂げることは難しいでしょう。

例えば、病気の治療においても、暑さによる病と寒さによる病には、それぞ

れの症状に効く薬が必要であるように、異なる病には異なる薬を使い分ける必

要があり、1 種類の薬で全ての病を治せるわけではありません。きっとアメリ
カの病院でも、医師が患者の症状に応じて薬を処方し、1 種類の薬で全ての病
気を治療するわけではないはずです。それと同じで、1 つの教えだけでは不十
分であるため、多くの教えに精通する必要があるのです。

アコン・ラモも、以前の功徳に加えて更に功徳を高めていけるように、功徳

を兼ね備えた数多くのラマに師事してきました。これは大変重要なことです。

仏もかつて「これ以上学ぶことがなくなったとしても、学びの姿勢を持ち続け

るべきです」とおっしゃっており、仏の境地に至ってもなお、法を学ぶ姿勢を

持ち続けるべきであるとお説きになられていますから、アコン・ラモがこれか

らも正法を幅広く学び続けていくことを心から願っています。

弟子の皆さんも、今世における食、富、名声などに過度にとらわれることな

く、この法を授かった後は、全てを脇に置いて修行の実践に専念してください。

それでこそ、私がこの法を託すに相応しい法器と呼べますし、私も大変喜ばし

く思います。

今日は灌頂を伝授し、明日は手引きを解説します。私は皆さんに、一言も包

み隠すことなく全てをお話ししますので、皆さんもどうかそれを無駄にしない

でください。くれぐれも、この数日間だけ法を修行して、私が去ってからは修

行がおろそかになってしまうというような状況にならないことを願っています。

そうなってしまったら、私がこの法を伝授した意味がありません。
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今回、私は皆さんに 3 つの願いがあります。1 つ目は、ペノル法王をはじめ
とする、教えを持する大徳たち全ての願いを実現するために最善を尽くすこと、

2 つ目は、仏法がこの地で広く栄えるように全力を尽くすこと、3 つ目は、こ
の『文殊静修ゾクチェン』という法を無駄にすることなく、しっかりと修行を

実践していくことです。恐らく、今後私が再びアメリカを訪れることは難しい

と思いますが、たとえ実際に訪れることができなかったとしても、手紙を交わ

すことはできますから、手紙を通じて皆さんの修行状況についてお伺いできれ

ば幸いです。ぜひ今後とも修行を続けていってください。

豊かな功徳を兼ね備えた皆さんに、何の功徳もなく過失だらけの私が教えを

授けることは、まるで犬が獅子に教えを垂れているようで、あまり相応しいこ

とではないかもしれませんが、ありがたいことに、私はアメリカの首都という

名高い地で、こうして高い法座に座らせていただいています。今日は容体がだ

いぶ良くなったため、自然といろいろな言葉が口から溢れ出てきてしまいまし

たが、もし皆さんの心に響く言葉があれば、ぜひ心にとどめていただき、もし

特に心に響く言葉がなかったとしても、どうかお許しください。
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国立航空宇宙博物館を訪問

7月 27日の午前、法王はアメリカの国立航空宇宙博物館（National Air and
Space Museum）を訪れました。航空宇宙学が発展してからまだ 100年余りの
歴史しかないため、館内には年代物の歴史的文化財は展示されていませんでし
たが、人類の最先端の技術の成果が展示されていました。
展示ホールの中央には、歴史の教科書に

も載っているライト兄弟が初めて飛行に成
功したフライヤー 1号機、超音速実験機ベ
ル X-1、アメリカ初の人工衛星をはじめ、
人類の歴史に強い存在感を残してきた各種
の飛行機、ロケット、ミサイル、宇宙船、
宇宙飛行士が使用した品々などが展示され
ていました。更に、ほとんどの展示品は実物を展示しており、実寸大のレプリ
カもいくつか展示されていました。展示ホールという限られた空間の中で、飛
行機やエンジン、ロケットなどの実物を目の当たりにした私は、視覚的なイン
パクトを強く受けました。

提供：棋梓橋
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法王は特に、人類初の月面着陸に成功したアポロの月着陸船を注意深く観察
されていました。月着陸船は宇宙船で直接月面に着陸する部位です。月着陸船
は一度しか使用できず、着陸後は月面に廃棄されるため、博物館に展示されて
いるのは予備のアポロ 2 号であり、1969 年に初めて月面着陸に成功したアポ
ロ 11号ではありませんでした。月着陸船の横にあるテレビでは、アポロ 11号
の月面着陸に関するドキュメンタリーが繰り返し流されていました。
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人類史に残る画期的な偉業となった月面着陸は「人間にとっては小さな一歩
だが人類にとっては偉大な一歩である」と語られています。法王はこのことに
大変興味を持たれ、最初の月面着陸に関する一部始終を詳しく学んでいました。
私もこの訪問を通じて見識を広げることができ、アメリカが科学技術の超大国
であることを実感するとともに、科学技術による革新の歴史に衝撃を受けま
した。

『仏を手中に授ける』第 1回目の法話

今回の欧米巡行で、法王は『文殊静修ゾクチェン』の法話を計 5回行われた
のですが、他の道場で行われた法話では「ゾクチェン」の部分が口伝を読み唱
えるのみにとどめられたのに対し、ここでの法話では全ての内容が解説された
ため、今回の法話の全容を整理して皆さんに共有します。今回の法話は 3回に
分けて行われ、第 1回目の法話は 7月 27日の夜に行われました。

それでは、これから『文殊静修ゾクチェン手引き—仏を手中に授ける—』と

いう法を解説していきます。この法は「道次第の総説」と「手引きそのものを

解説する」という 2つの部分によって構成されています。

1.道次第の総説
この法から枝分かれした支分の教えにあたる『忠言の心のティクレ』では、

道次第について次のように説明されています。

（1）少欲知足
まず、この法を修習する修行者は少欲知足でなければなりません。知足とは、

自分が有する物質的な豊かさに満足することであり、少欲とは、他者が有する

物質的な豊かさを自分も手に入れようとする過度な欲望を持たないことです。

今世における富、享楽、幸せ、豊かさ、名声などはいずれも実体のないもの

であり、それらを堪能すればするほど貪りが助長されるため、今世での喜びや

49



ワシントン D.C.

楽しみは、実は私たちにとって有益なものではありません。それだけでなく、

もし自分がかつて集積した福徳がなければ、いくら望んでもこれらを手に入れ

ることはできないでしょう。ですから、今世での幸せ、豊かさ、名声への欲求

や貪りを手放し、正道の修行に心を傾けるべきです。

もちろん、衣食住を完全に手放すことは無理があるかもしれませんが、必要

以上の富や享楽に対する執着は根本的に断ち切るべきです。同様に、権力や地

位などに関しても、自然に得られるものを除いて、より高い地位や更なる知名

度を求めるような願望を抱くべきではありません。

全知のラマであるロンチェンパは『四法の宝鬘』（chos bzhi rin po che’i
phreng ba）で「欲が尽きれば聖者そのものであり、欲が少ない者は聖者の種
姓を備えている」と述べられており、少欲であることは聖者の種姓を備えてい

るということであり、欲望が尽きた時に聖者そのものとなると説かれています。

つまり、誰であれ、衣食住、享楽、名声など、今世のことにばかり散漫してい

たら、聖道を成就するご縁を備えることはできず、誰であれ、少欲知足で、今

世のことに執着することなく、一心に正法の修行を望む者こそ、この法を修行

するご縁を備えることができます。だからこそ、そのような者は聖者の種姓を

備える者と呼ばれるのです。

そのため、皆さんはこの法の修行に着手する前に、自分の心を顧みて、少欲

知足の美徳を兼ね備えているかどうか観察してみてください。もし今までは兼

ね備えていなかったとしたら、今後は、大小にかかわらず、無意味な活動を全

て脇に置いて、一心に法の修行に励んでいくこと、できればこのゾクチェンの

修行に専念していくことを固く誓いましょう。法を重視せず、信心を起こすこ

ともなく、適当に修行し、衣食住や、敵対者を倒して親しい者を守ることなど、

今世における世間の雑事にばかり力を注ぐような見せかけの修行では、きっと

大きな利益を得ることはできません。ですから、まずは少欲知足という良い心

を起こすことに努めるべきです。

（2）善知識に師事すること
少欲知足を兼ね備えた修行者が入道するためには、まず法相を兼ね備えた善
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知識に師事する必要があります。善知識に師事しなければ、功徳は 1つたりと
も心に生じることはありません。もちろん、ラマの中にも真のラマと偽のラマ

がいるため、誰彼構わずに師事さえすればいいというわけではなく、法相を兼

ね備えたラマにこそ師事するべきであり、法相を兼ね備えていないラマには師

事するべきではありません。

法相を兼ね備えたラマとはどのような人物かというと、例えばゾクチェンの

ような法を説くためには、第一に、ラマもその修行体験と証悟の境地を兼ね備

えている必要があります。第二に、一切衆生を摂受する慈悲心を抱いている必

要があります。第三に、所化たちの心の中にある誤った考えや疑念を全てなく

すことができる教義に精通した智慧を兼ね備えている必要があります。これら

3 つの功徳を全て兼ね備えていれば「優れたラマ」または「法相を兼ね備えた
ラマ」と呼ぶことができます。これら 3つの功徳を全て兼ね備えていない場合
や、一部しか兼ね備えていない場合は、真のラマではありません。功徳を 1つ
も兼ね備えていない場合は、絶対に師事してはならないラマです。

法相を兼ね備えたラマに出会えたら、そのラマを自分の目や心臓よりも大切

にし、喜びと熱意をもって師事していくべきです。どのように師事したらよい

かというと、ラマが最も喜ぶことは、弟子が自らの心を調伏し、清らかな善法

の修習に努めることであるため、上位の者は自分の修行を捧げることによって

師事します。広大な善法を修習することが難しければ、ラマの行う如法な事業

に自分もできる限り力を尽くし、中位の奉仕の供養によって師事します。これ

も難しければ、「善を為して悪を断つ」という原則に準じたラマの如法な行い

に対して、自分の力に応じて惜しみなく財を捧げ、下位の財産の供養によって

師事します。弟子はこれら 3つの方法により、長期的にラマに師事する必要が
あります。

ラマに師事した後はどうするべきなのかというと、ラマのもとで、清らかな

信心を抱いて法を聴聞するべきです。どのような信心が必要かというと、顕教

の法を聴聞するのであれば、ラマは仏と同等にして不可分であると考える信心

を起こして聴聞する必要があります。一般的な密教の法を聴聞するのであれば、

ラマは仏そのものであると考えて聴聞する必要があります。この光り輝くゾク
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チェンの法を聴聞するのであれば、自分にとってラマは、仏より百倍も、千倍

もご恩のあるお方であると理解し、仏にも勝る信心と敬意を抱いて法を聴聞す

る必要があります。

このように、ゾクチェンを修行する修行者は、ラマに対して、仏にも勝る信

心を抱く必要があります。皆さんはこのような信心を抱けているでしょうか。

もし自分の根本ラマに対して、釈迦牟尼仏やオギェン・リンポチェにも勝る喜

びと信心を抱くことができるのであれば、それに越したことはありませんが、

たとえそのように思えなかったとしても、ラマを彼らと無二の存在として考え

る信心を抱くべきです。もしそのような気持ちすら持てず、ラマを普通の人間

として見ることしかできないのであれば、「ラマを人間として捉えるのならば、

ご加持は水しかない」という言葉にあるように、ラマのご加持が自分の心に流

れ込むことはなく、たとえわずかなご加持があったとしても、それはまるで味

気のない水のようで、それ以上のご加持や悉地は得られないでしょう。

ここで皆さんが心得ておくべきことは、これらは道次第であるため、私が先

ほどお話しした順序に沿って、一つひとつ段階的に修行を進めていく必要があ

るということです。要するに、まずは少欲知足を兼ね備え、次にラマを見つけ

て師事し、信心を起こしてください。これからお話しする内容も全て道次第で

あるため、前の功徳を培った上で後の修行を進めていく必要があります。この

ことを心によくとどめておいてください。

（3）清らかな戒律を保つこと
ラマに信心を起こした後は何をすべきなのかというと、まずは修行の基礎で

ある戒律を自分の心に授かる必要があります。清らかな戒律がなければ、究極

の仏の境地を得ることはおろか、一時的な天人や人間の幸せを得る機会すらあ

りません。戒律を破った者は、上は三宝という福田に供養を捧げ、下は物乞い

という悲田に施しを与えるなど、布施を数十万年にわたって行い続けたとして

も、必ず悪趣の体に生まれ変わることとなり、善趣の天人や人間の体に生まれ

変わることはありません。そのため、受戒後に戒律を破れば、悪趣以外の行き

先はないと言っても過言ではないでしょう。

52



出典：palyulmedia.smugmug.com



ワシントン D.C.

菩薩乗と密教金剛乗で説かれている功徳を心に培うためにも、必ず清らかな

戒律を心に備える必要があり、戒律を守らない者に功徳が生じることはありま

せん。仏も「戒律はまるで大地のようである」とお説きになりました。人間、

牛、馬などのような歩ける衆生も、植物や樹木などのような歩けない存在も、

全てが大地を拠り所として生きており、大地がなければ何も存続できなくなっ

てしまいます。同様に、清らかな戒律がなければ、いかなる功徳も生じる機会

はないということです。

戒律は一般的に、別解脱戒、菩薩戒、密教戒の 3種類がありますが、ここで
必ず備えるべきであると説かれているのは別解脱戒です。もしかしたら「たと

え別解脱戒を備えていなくても、菩薩戒と密教戒さえ備えていれば、解脱や一

切智の仏の境地を得られるのではないだろうか」と考える人もいるかもしれま

せんが、それは絶対に不可能なことです。なぜなら、菩薩戒を授かるためには、

まず別解脱戒を授かる必要がありますし、密教におけるどの灌頂を授かるにし

ても、別解脱戒と菩薩戒を授かっていることを前提とした上で、その誓言や戒

律を授かる必要があるからです。このように、菩薩戒と密教戒は、別解脱戒を

備えている者しか授かることができません。

もしかしたら「別解脱戒を授かることが条件なら、僧侶や尼僧を除いて、在

家の男女は修行を通じて功徳を得ることができないということだろうか」と思

う人もいるかもしれませんが、決してそのようなことはありません。確かに、

出家者の戒律を授かった者は、天人と人間の供養対象と呼ばれるようになるた

め、至高の供養処となることは事実ですが、在家の男女が授かる居士戒や斎戒

なども立派な別解脱戒です。

地域的に見ると、チベット、インド、ブータンなどでは、清らかな法を修行

する出家者が至るところに見受けられますが、ここアメリカでは、環境や文化

の影響により、出家すること自体が非常に難しいのではないかと思います。そ

のため、私はアメリカにいる間、人々に「出家するべきです」と言ったことは

一度もなく、主に居士戒と斎戒を授かることを勧めています。そのような中で、

この道場にこれだけ多くの出家者がいらっしゃることは大変珍しく、今後も着

実に僧侶が増えていくことになれば、それは更に意味深いことになるでしょう。
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ご住職や管理者、弟子の皆さんが、このことをよく心にとどめておいてくださ

ることを願っています。

個人的には、出家者と在家者の中でも、出家者が増えていくことを特に喜ば

しく思います。なぜなら、釈迦牟尼仏の教法においては、在家者よりも出家者

の方が重要な役割を担っているからです。また、トゥプワン・ペマ・ノルブや

テンギャム・リンポチェ、そして彼らの後継者と心の弟子たちも、そのほとん

どが出家者です。

出家者の戒律を授かって維持していくためには、「戒律の生成における逆境」、

「戒律の持続における逆境」、「戒律の功徳を高める上での逆境」という 3 つの
逆境を回避しなければなりません。戒律の生成における逆境とは何かというと、

誰でも出家戒を授かることができるわけではないということを意味しています。

例えば、律蔵においては、父母を殺害した者は心に出家戒が生じないため、出

家戒を授かることができないと説かれています。

戒律の持続における逆境とは、戒律を長期的に維持する上で逆境となる要素

を指します。例えば出家する際に、両親、配偶者、権力者である国王などの許

可を得られないまま、彼らの反対を押し切って出家すれば、その先、出家者と

しての戒律を守っていく上で支障をきたす可能性が高く、最悪の場合は還俗せ

ざるを得なくなるかもしれません。ですから、このような逆境がないことは、

戒律を維持する上で大変重要となります。

ここで「国王、両親、配偶者などの反対を押し切って戒律を授かっても、戒

律は心に生じないということだろうか」と疑問に思う人がいるかもしれません。

このような場合、戒律が心に生じないわけではありませんが、戒律を維持する

上で障害が発生する恐れがあるということが問題となります。もしこれらが自

分にとって障害にならないのであれば、両親や配偶者の反対があったとしても

出家すること自体はできますから、問題はありません。ただ、それらが後々自

分にとっての逆境となることがないか、よく考えておく必要があります。

戒律の功徳を高める上での逆境とは、例えば、重篤な病にかかっていたり、

世俗的な活動に夢中になっていたりするなど、戒律を守ることが難しい状況に

あることを指します。これらの状況にある場合は、出家したとしても、戒律を
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守って功徳を高めていくことが難しい可能性が高いため、出家することは推奨

されていません。もしこれらが戒律を維持する上での逆境とならないのであれ

ば、問題はないでしょう。

この道場にいらっしゃる出家者以外の方は、可能であれば居士戒を、少なく

とも八斎戒を授かることができないか考えてみてください。戒律を授からなけ

れば、せっかく得られた貴重な人間としての生を無駄にすることになってしま

うかもしれないからです。守るべき戒律については、先日行ったワシントン

D.C. での講演で詳しく説明しました。簡単に言えば、出家者は僧衣を着用し、
全ての性行為を断つ必要があります。在家者であれば、居士戒や斎戒を授かる

必要があり、僧衣を着用してはならず、配偶者との性行為を断つ必要もありま

せん。この 2点を除けば、基本的に大きな相違点はありません。

出典：palyulmedia.smugmug.com

今日、私が戒律について詳しく説明しているのは、この道場は他の場所と

違って、出家者も在家者も数多くいらっしゃるため、明確に説明しておくべき
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だと判断したからです。近日中に出家戒の伝授を予定していますが、上述した

3 つの逆境さえなければ、出家すること自体は大変素晴らしいことですから、
ぜひ検討してみてください。あるいは、今後、他のラマたちがここへいらした

際に、沙弥戒や比丘戒を授かるのもいいでしょう。

出家者が増えて僧団が栄えていくことは、特別な意味を持つことです。な

ぜなら、この世界には、仏教が栄えている中心地（yul dbus）と、栄えてい
ない辺境の地（mtha’ ’khob）が存在し、中心地とは、比丘、比丘尼、優婆塞
（upāsaka,男性の在家信者）、優婆夷（upāsikā,女性の在家信者）からなる四衆
が存在している場所を指し、四衆のいずれか、あるいは四衆のいずれも存在し

ない場所は辺境の地と呼ばれるからです。この基準で考えると、アメリカはか

つて辺境の地でしたが、仏法が栄えていくにつれて四衆が揃うようになったこ

とで中心地となりました。この点から見ても、僧団は必要とされるべき存在で

す。だからこそ、皆さんは、今もこれからも僧団が存続し続け、繁栄していけ

るように最善を尽くすべきであり、くれぐれもこのことをおろそかにしてはい

けません。

（4）聞思修
では、清らかな戒律さえ備えていればそれだけで十分なのかというと、決し

てそのようなことはなく、戒律を授かってからも、法相を兼ね備えたラマのも

とで、顕教、密教、明処の法を聴聞して「聞慧」を高めていく必要があります。

法を聴聞することで、自分の心に解脱の種を植え、無明と愚痴の闇を払い、罪

と障害を浄化することができます。経典の中では、仏法を聴聞する功徳につい

て、法そのものを聴聞することに功徳があるのはもちろんのこと、ひいては法

話の時間を知らせるために鳴らされる太鼓や法螺貝の音を耳にした動物たちで

さえも、解脱を得ることができると説かれています。ですから、仏が説かれた

経典や、その意趣を解説する論書を熱心に聴聞するのは、大変重要なことなの

です。

では、聴聞するだけで十分なのかというと、決してそのようなことはなく、

更に、聴聞した意味を思惟する「思慧」を培っていく必要があります。例えば、
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私たちは今日、法の解説と聴聞を行っていますが、法話を終えてからも、他の

ことに散漫したり、無為に過ごしたりすることなく、どのようなことが説かれ

ていたかを振り返り、どのような意味だったのかを自分なりに考えたり、他者

に尋ねたりして、それらに対する疑問がなくなるまで熟考していくということ

です。このような思慧を備えていなければ、先ほど解説した『仏を手中に授け

る』は、簡潔的な語句の中に意味が要約されているため、たったこれだけの内

容に感じるかもしれませんが、一回聴聞しただけで思惟を重ねていなければ、

実際に修行に移すことはできません。そのため、総じて仏の教え全般について、

特には自分の心にとって有益だと感じる法について、よく思惟を重ねてから修

行に移していくことが大切です。憶測や「だいたいこうだろう」といういい

かげんな当て推量に頼って、うわべだけ取り繕って修行しても意味はありま

せん。

修行に着手する前には、法の内容について完全に疑問がなくなり、本当に理

解できるようになるまで熟考を重ねる必要があります。法の内容を完全に理解

するにはどうすれば良いかというと、ラマの言葉、その意味、自分の心の修行、

この 3つを互いに結びつけて照らし合わせながら修行していくべきです。世の
中でごく普通のことを行う時でさえ、まずはその方法を明確にイメージしてか

ら実行に移していくはずです。例えば、車を運転するにしても、一定期間の訓

練をしなければ実際に運転することはできないでしょう。修行は運転よりもは

るかに高度で複雑ですから、なおのこと事前準備を怠ってはいけません。修行

を運転に例えるなら、思惟は運転の訓練であり、修行は実際に道に出て運転す

ることです。ですから、修行を始める前には、徹底的に熟考を重ねることが必

要不可欠であり、真の思慧を伴っていない状態でうわべだけ取り繕って修行に

取り掛かれば、利どころか害になりかねないでしょう。思慧を備えていない状

態で修行に取り掛かることについて、チベットの偉大な師であるサキャ・パン

ディタは「愚者がマハームドラーの修行をすれば、大多数が動物に生まれる因

となるでしょう」とおっしゃっています。つまり、熟考を重ねず、ラマに師事

することもなく、単なる憶測に頼って修行しているようでは、ほとんどの場合、

野うさぎやマーモットなどに生まれ変わってしまうということです。これは、
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サキャ・パンディタの心の奥底から発せられたお言葉でしょう。そのため、修

行を始める前に、その方法をよく確認しておく必要があります。何も分からな

い状態でただ座っているだけでは、修行とは言えません。修行方法を心得てい

るのであれば、それに越したことはありませんし、修行に精進するべきです。

ただ、もしまだ修行方法が分からなければ、観音菩薩のマントラやパドマサン

バヴァのマントラを唱えて、三宝に祈りを捧げるのが一番安全でしょう。どん

な修行をするにしても、何も分からない状態でただ座っているだけでは腰を痛

めるだけですから、必ず正しい修行方法を知るべきです。そして、修行方法が

明確になったら必ず実践に移していきましょう。ただ方法を知っているだけで

実践に移さなければ、ご利益は得られません。

2.手引きそのものを解説する
ここまでで、道次第について説明しました。ここからは、実際にどのように

修行していくかについて説明します。実際に修行する際は、「心を転換するた

めの 4つの考え方」からゾクチェンに至るまで、段階的に進めていく必要があ
ります。具体的な実践方法は『仏を手中に授ける』に記されているため、テキ

ストを見ながら一つずつ順を追って説明していきたいと思います。

『文殊静修ゾクチェン手引き—仏を手中に授ける—』

題名の「文殊静修」はどのような意味かというと、一般的に、文殊菩薩の修

行法には、「寂静の文殊の修行法」（’jam dpal zhi ba’i sgrub thabs）と、「憤怒の
ヤマーンタカの修行法」（drag po gshin rje gshed kyi sgrub thabs）があるので
すが、この法は「寂静の文殊の修行法」であるということを表しています。昨

日、私は皆さんに、この『文殊静修ゾクチェン』の灌頂と儀軌を伝授しました。

そして、「仏を手中に授ける」とは、この手引きによって仏の境地が手中に授

けられることを表しています。

認識し空である原初の守護者（gdod ma’i mgon po）文殊が、
離合集散しない存在であると証悟することによって帰命します。
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心の法性を錯誤なく証悟することができれば、それがすなわち守護者文殊菩

薩です。守護者文殊菩薩は、自らの心の上に新たに集まってくるわけでも、あ

ちらに離れていくわけでもなく、もとより自らの心と不可分に存在しておられ

ます。このことを証悟することができれば、それは「見解の中でお会いする至

高の帰命」（rab lta ba mjal ba’i phyag）と呼ばれます。

真髄の要訣を心の子に伝授します。

手放すことなく実践してください。

「真髄の要訣」はどのような意味かというと、この法が、ゾクチェンにおけ

るタントラ、アーガマ、ウパデシャの全ての要点を凝縮しており、簡潔的に意

味を要約した言葉で、楽に速やかに証悟できるよう導いてくれる教えである、

ということを表しています。「このような教えを、自分の心臓のように大切な

弟子たちに伝授するので、弟子の皆さんも、これを聴聞した後は、脇に置くこ

となく真剣に実際に移していってください」と説かれています。

・人身の得難さ

ご縁を備える者たちよ、まず、次のように考えてください。

この法を修習するご縁に恵まれ、この法に対する信心を抱いている、法器と

して相応しい者たちは、まず次のように考えるべきであると説かれています。

私は今、因、比喩、数のどの面から考えても得難く、

18 の有暇円満を兼ね備えた尊い人身を得ることは、極めて困難なことです。
どれほど難しいことかというと、因の面から考えれば、清らかな戒律を守り、

清らかな願いによって結び合わせ、布施などを補助としなければ、人の体を得

ることはできません。比喩の面から考えれば、滑らかな壁に豆を投げて付着さ

せることよりも難しいです。数の面から考えれば、仮に三悪趣にいる者たちを

大地の塵とすると、天界と人間界にいる者たちは爪 1枚分の塵の数ほどしか存
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在しません。その中で、法を修行している者ともなれば、更に少ないでしょう。

そのため、因、比喩、数のどの面から考えても、有暇円満を兼ね備えた尊い人

身を得ることは極めて困難なことであると説かれているのです。

三士（skyes bu gsum）の境地のうち、いかなる境地をも成就することがで
きる有暇円満の尊い人身を得ることができました。

有暇円満を兼ね備えた人身を得ることは極めて難しいですが、もし得られた

のなら、それは大きな意味を持つものとなります。なぜなら、「下士道」（skyes
bu chung ngu’i lam）を修習し、三悪趣の苦しみから離れて天界や人間界など
の善趣への転生を望むのであれば、この体がそれをかなえるための優れた拠り

所となります。「中士道」（skyes bu ’bring gi lam）を修習し、輪廻のあらゆる
苦しみから離れて、自己の解脱である声聞、縁覚、阿羅漢の境地を成就するこ

とを望むのであれば、それもこの体によって成就することができます。そして、

「上士道」（skyes bu chen po’i lam）を修習し、自他の一切衆生を永遠の幸せで
ある尊い仏の境地に至らしめることを望むのであれば、それもこの体を拠り所

として成就することができるからです。このように、三士道（skyes bu gsum
gyi lam）のうち、いかなる道でも成就することができる尊い人身を、私たちは
今こうして得ることができたのです。

更に、法相を兼ね備えた善知識に出会い、

尊い人身を得られただけでなく、ラマという善知識にも出会えたということ

は、更に珍しいことです。

深遠な法の教えが説かれました。このような順縁を円満に兼ね備えた今この

時こそ、

この世界に仏が現れ、法をお説きになり、その教えが今日まで伝えられ、善

知識であるラマが自分を弟子として迎え入れ、自分のご縁に応じて清らかな法

を説いてくださるのは更に珍しいことですが、今、私たちはこれらの順縁を全

て兼ね備えることができました。
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至高なる正法の修行を緩急なく行うべきです。このように考えて、繰り返し

誓いを立てましょう。

このような素晴らしい体の拠り所を得られたからには、それを無駄にしない

よう、至高なる清らかな正法を修行するべきであると考えて、誓いを立てるべ

きです。

以上が、1 つ目の手引きである「有暇円満の得難さについて考え、法を修行
することを誓う」に関する説明です。

・生命の無常

この体という拠り所も、必ず死に、いつ死ぬか分からず、死ぬ時には法以外

の何ものも役に立たないということについて考え、

こうして有暇円満を兼ね備えた尊い人身を得られたとはいえ、それもいつか

は必ず死ぬ時が来ます。生まれた以上、死はつきものであり、死以外の行き先

はありません。死に至る要因も様々で、予測不可能です。病、魔物、敵対者、

火事、猛獣、崖、その他の危険な場所など、死に至る要因は無数に存在します

が、その一方で、生命を維持するための要素は極めて少ないです。食べ物や衣

服は、本来、生命を維持するための要素ですが、不適切な飲食によって命を落

としたり、衣服のために敵対者と争って命を落としたりすることもあるかもし

れないため、生命を維持するための要素も、何らかの形で死に至る要因になっ

てしまう可能性があります。このように、生命を維持するための要素はごくわ

ずかであるのに対し、死に至る要因は無数に存在するため、死期を予測するこ

とは難しいでしょう。

過去と未来の衆生について考えてみれば、この体もいつか必ず死ぬと確定し

ていることが分かります。今までこの世に生きていた人々も皆、無常の性質を

示してきましたし、100 年前に生きていた人々も、そのほとんどが死んでしま
いました。今の私たちも彼らと同様、その本質を越えることはありません。こ

れは、世界中の生きとし生けるもの全てに言えることです。アメリカが独立し
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たのは今から 217年前ですが、その歴史的瞬間に立ち会った人々は皆亡くなら
れ、現時点で 42 名いるアメリカの歴代大統領も、ほんの数人を除いて、その
ほとんどが他界されています。このように、過去を振り返ってみると、どんな

衆生も永遠に生き続けることはないということが分かります。そして、未来に

目を向けてみると、一部の例外を除けば、今生きている衆生も 100年後には皆
死んでしまうでしょう。この本質を越えることはできないのです。それどころ

か、今生きている人も、来年の今頃には来世へ旅立っているかもしれませんし、

誰も自分がその中に含まれていないと断言することはできません。

このように、自分はいつか必ず死ぬということ、そして、いつ死ぬかは分か

らないということを、しっかりと認識しておく必要があります。仏も、経典の

中で「明日、自分が死なないと言い切れる確信はどのくらいあるでしょうか。

私たちは死神閻魔と不死の約束を交わしているわけではありませんし、たとえ

私たちが死神閻魔と特別仲が良かったとしても、だからと言って死神閻魔が不

死の免罪符を与えてくれるわけではありません。明日も生きていられる確信な

ど持てるはずがないのです。だからこそ、死が訪れる前にできる限り善を積ん

でおく必要があります」と説かれています。

速やかに善を修習することを固く誓うべきです。

いつ死ぬかは分からないため、死はもうすぐ近くに迫ってきているかも知れ

ません。ですから、「来年か再来年になってから法を修行しよう」、「今月は一

生懸命働いてお金を稼ぎ、来月になったら休暇を取って修行に専念しよう」な

どと考えて修行を先延ばしにするのではなく、「死はいつ訪れるか分からない

ため、急いで善を修習しなければならない」と考えるべきであるということ

です。

以上が、2 つ目の手引きである「無常について考え、速やかに善を修習する
ことを決意する」に関する説明です。
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・因果応報

死後、〔衆生は〕無になるのではなく、白黒の業に従って苦楽を欺瞞なく経

験しなければなりません。

死が、火が消えたり、水が枯れたりするのと同じならいいのですが、実際に

はそうではありません。善業を積めば、天界や人間界などの善趣で優れた幸せ

を得ることができ、不善業を積めば三悪趣で苦しむこととなります。因果応報

の法則は、いついかなる時も私たちを欺くことはありません。たとえ波が海

から離れることがあったとしても、因果応報が無効になることは決してない

でしょう。ですから、小さな善業を積み、小さな不善業を断つことから始め

て、因果応報に対する信念を抱きながら、真剣に善悪の取捨を行うことが大切

です。

以上が、3 つ目の手引きである「欺瞞なき因果応報について考え、善を積ん
で悪を断つことに奮い立つ」に関する説明です。

・輪廻の苦しみ

特に、輪廻の苦しみは広く、長く、耐え難いものであることを確信し、

因果応報によって輪廻のどこに生まれたとしても、苦しみの本質から逃れる

ことはなく、特に三悪趣の苦しみは長く広範にわたります。このことについて

よく考えてみましょう。輪廻の苦しみはどれほど広範なものかというと、例え

ば、悪趣である地獄の苦しみについて、守護者ナーガールジュナは「ここで 1
日に 300本の槍で突き刺される苦しみを味わったとしても、それは地獄におけ
る軽微な苦しみのごく一部にも及ばないでしょう」とおっしゃっています。も

しこの世で、ある大罪人が毎日のように矢、槍、刃物などによって傷つけられ、

息絶えてもすぐにまた生き返らされて、何度もこのような拷問を受けていたと

したら、それは考えただけでも恐ろしいことでしょう。しかし、これは地獄の

最も軽微な苦しみにさえ遠く及ばず、悪趣の苦しみはこれよりも遥かに強烈で
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堪え難いものであるということです。特に、熱地獄に生まれた場合、その苦し

みはより一層激しいものとなります。熱地獄の大地は燃え盛る溶けた鉄で覆わ

れており、熱地獄に生まれた者たちは、その熱された地面の上で耐え難い苦し

みを受け続けなければなりません。例えば、獄卒に斧やノコギリなどで体が切

り刻まれても、上半身が切り刻まれている間に下半身が再生し、下半身が切り

刻まれている間に上半身が再生していくため、このような耐え難い苦しみを長

期にわたって受け続けなければならないのです。

次に、苦しみが持続する時間の長さについて考えてみましょう。等活地獄は、

住人の寿命が最も短い地獄であると言われていますが、それでも、等活地獄の

1日は人間界の 10万年よりも長いため、人間界の時間で計算すれば、等活地獄
の住人の寿命は数千万年にも上るでしょう。等活地獄の苦しみは、その他の地

獄に比べて最も軽いと言われていますが、それでもこれほど長い期間にわたっ

て苦しみを受け続けなければならないのです。衆合地獄や叫喚地獄など、その

他の熱地獄については、等活地獄の苦しみを基準として、7 倍ずつ苦しみが激
しくなっていくと言われています。この他に、いわゆる「八寒地獄」と呼ばれ

る、耐え難い極寒の苦しみに苛まれる地獄もありますが、総じて、地獄におけ

る極熱と極寒の苦しみは筆舌に尽くせません。

続いて、餓鬼について考えてみましょう。ほとんどの餓鬼は、食べ物はおろ

か、12年に 1滴の水を飲むことさえできません。しかし、業の力により、長期
間飲食を得られなくても死ぬことはなく、常に飢えと乾きの苦しみに耐え続け

なければならないのです。たとえわずかな食べ物を得られたとしても、それは

食べた瞬間に炎となり、体の中から全身が焼かれてしまいます。そしてまた生

き返り、飢えと渇きに苦しみ続けるのです。

次に、動物について考えてみましょう。海中に生息する海洋生物のうち、小

さな生物は大きな生物の体に巣を作り、その体を食べることで生命を維持して

います。そして、大きな生物は小さな生物を食糧として飲み込むことで生命を

維持しており、どちらにも、他者に食べられる耐え難い苦しみがあります。一

方で、野生の獣や家畜など、陸上に散らばって生きている動物たちも、肉、皮、

骨のために屠殺される動物もいれば、重い荷物を運ばされたり、人間の乗り物
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にされたり、その他の労働を強いられたりして、自由に歩いたり休んだりする

権利も与えられることなく人間にこき使われる動物もいて、終わりのない苦し

みを抱えています。

このように、徳を積まない者の前には、常に三悪趣の苦しみが待ち構えてい

ます。皆さんも各自で、自分が生涯のうちにどれほどの徳を積み、どれほどの

罪を積んできたかをよく振り返ってみてください。恐らくほとんどの方々は、

1 件か 2 件の善事しか行ったことがなくて、徳はごくわずかしか積んでいない
のに対し、悪業はこれ以上ないほど多く積んでいるのではないかと思います。

もしそうなら、行き着く先は悪趣しかないでしょう。しかし、悪趣の苦しみは

これほどまでに恐ろしいものであるため、まだ自由がある今のうちに、たとえ

これまでの半生は無駄にしてしまったとしても、これからの半生では清らかな

徳を積むことができるよう、一人ひとりが努力していくべきです。

以上が、4 つ目の手引きである「輪廻の苦しみについて考え、法を修行する
ことに奮い立つ」に関する説明です。

輪廻の全てから解脱することができる広大な法を修行することを誓います。

輪廻の苦しみと因果応報について考えた後、広大な法を修行することを誓っ

てください。

上記 3つの誓いを達成することができるようご加持を乞う気持ちで、ラマと
イダムに強く祈るべきです。

有暇円満について考えることで法を修行する誓い、生命の無常について考え

ることで速やかに法を修行する誓い、因果応報と輪廻の苦しみについて考える

ことで広大な法を修行する誓い、これら 3つの誓いを速やかに達成することが
できるようご加持を乞い願う気持ちで、根本ラマとイダムに祈りを捧げ、ラマ

の教えに従って修行します。これは「善知識への師事」に関する手引きです。

以上の「心を転換するための 4つの考え方」は、小乗における声聞や縁覚の修
行と共通する外なる前行の手引きです。この「心を転換するための 4つの考え
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方」によって、輪廻の一切に対する執着をなくした出離心がしっかりと芽生え

てから、大乗の道に進んでいきましょう。本日の法話はここまでとなります。

芝生の上の黄色い袈裟

7月 28日、法王はクンサン・ペルユル・チューリンにいる全ての僧侶に向け
て、戒律を守る功徳と戒律を破る過失についてお話しになりました。法王はか
ねてより戒律を大変重視しており、チベットでも清らかな戒律を守る僧侶を数
多く育ててきました。私たちが訪れる前から、クンサン・ペルユル・チューリ
ンには出家者の方々がいましたが、法王が訪れてからは、新たに多くの人々が
出家して戒律を授かることとなりました。クンサン・ペルユル・チューリンに
は数十人の出家者がおり、数千万人の僧侶が集まるチベットの僧団ほど大所帯
ではありませんでしたが、アメリカでこのような出家者のグループが存在する
ことは、大変珍しいことでした。

この日の出来事を、私は今でも忘れられません。法王はこの日、芝生の木陰
にお座りになりながら、戒律で禁止されている行為と許可されている行為につ
いてお話しになられ、黄色い袈裟を身にまとった僧侶たちは、法王の周りを囲
むようにして芝生に座り、恭しい態度で法王のお話に耳を傾けていました。そ
の光景と雰囲気は、かつて釈迦牟尼仏が鹿野苑で五比丘に転法輪を行っていた
時の様子を彷彿とさせるものでした。私は生涯の中で、様々な僧侶の集まりに
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立ち会ってきましたが、これほど多くの西洋の出家者たちが一堂に会するのを
見たことはほとんどなく、本当に感動的な光景でした。
法王から出家の功徳について聞き終えた彼らは大変喜んでおり、道場全体に

特別な彩りが添えられたようでした。
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『仏を手中に授ける』第 2回目の法話

この日の夜、法王は引き続き『仏を手中に授ける』の法話を行われました。

今日は、世界中が吉祥に満ち溢れている素晴らしい日であり、チベットでは、

旧訳古派の修行者が一堂に会してオギェン・リンポチェを追憶する特別な記念

日でもあります。去年のこの日、ラルン五明仏学院では、3 千人の僧侶で共に
「四臂文殊」の聚輪を回しました。今年のこの日も素晴らしいご縁に恵まれて

おり、主にケンポの方々の助けにより、30 人以上の方々が出家戒を授かるこ
とができました。私は皆さんに心より感謝しています。

総体的に見て、今アメリカの仏教徒はかなり増えていますが、それでも出家

者はまだまだ少ないのが現状です。そのような中で、今日という特別な日に、

多くの方々が仏門に入るだけでなく、出家して僧侶となりました。仏門に入る

ということは、仏法を信じ、帰依戒を授かり、三宝に追随して正法を修行する

ということです。そして、僧団が出来れば、仏法の礎が築かれます。ただ三宝

に帰依して仏を信じるだけでは、まだ他の宗教に改宗する可能性がありますが、

出家するということは正真正銘の仏教徒になるということですから、出家した

後に他の宗教に改宗する方はあまりいないでしょう。

私はアメリカにおける僧団発足の歴史に詳しいわけではありませんが、今日

ここに僧団が発足したことは、おそらくアメリカの歴史上でも稀に見る輝かし

い出来事と言えるのではないでしょうか。チベットにおける仏教の発展の歴史

をたどってみると、かつてチベットには、「天空の 7人のティ」（gnam la khri
bdun）、「天上の 2人のテン」（stod kyi steng gnyis）、「地上の 6人のレク」（sa
la legs drug）、「水中の 8人のデ」（chu la lde brgyad）、「中期の 5人のツェン」
（bar gyi btsan lnga）を含む 28 人の偉大な王がいました。最初の王はニャー
ティ・ツェンポ（gnya’ khri btsan po）であり、28代目の王はラトトリニェン
ツェン（lha tho tho ri snyan btsan）です。チベットで仏教が発展し始めたのは
ラトトリニェンツェン王の時代ですが、当時は、仏教に入信し、法に対する信

心と喜びを抱いて帰依戒を授かる人々はいても、僧団が発足するまでには至り
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ませんでした。その後、ティソン・デツェン王の時代に、インドからケンチェ

ン・ボーディサットヴァが招かれたことで、チベットに「試された 7人」（sad
mi mi bdun）と呼ばれる 7人の最初の出家者が現れました。彼らの出現により
チベットに初めて僧団が発足し、そこから仏法の礎が築かれていったと言われ

ています。この歴史は、チベットではよく知られているお話です。ですから、

今ここに発足した僧団も、将来、チベットの僧団のように大きく成長し、仏法

を繁栄させることとなるかもしれません。その実現のために、師弟の皆さんが

全力を尽くして努力されることを心から願っています。

まだ出家していない方々は、出家する前に、自分が出家における 3つの逆境
を回避できているかどうか、よく考える必要があります。もし自分が全ての順

境を備えていて、かつ出家することを望んでいるのであれば、なるべく早く出

家戒を授かるようにしましょう。私たちはあと 3日間ここにいますので、もし
この間に出家を希望する方がいれば、ケンポの方々がいらっしゃる今なら、す

ぐに出家することができます。私たちが去った後に出家したいと思ったとして

も、出家戒を伝授できる方がここを訪れる機会はあまりないと思いますので、

出家者の姿になれたとしても、出家戒を授かるために更に数年間待たなければ

ならなくなるかもしれません。仮にラマの方々がここを訪れることがあったと

しても、戒律を伝授できるかどうか、伝授する時間があるかどうかは分かりま

せん。ですから、私たちは時間の許す限り、あと数回、出家戒を伝授したいと

考えています。

在家者の皆さんは、できる限りを尽くしてこの僧団を支え、手助けしていっ

てください。そうすればきっと、自分の今世と来世にもご利益がもたらされま

す。出家者の皆さんは、戒律を真剣に守ってください。自分が悪い方に進まな

い限り、ここには素晴らしい環境が整っているはずです。

先日、この道場にいる尼僧が、袈裟を着てホワイトハウスで働いていると聞

きました。これは大変誇らしいことです。僧衣を着たまま大統領や副大統領、

その他の政府高官のそばで働くということは、おそらく世界中で見ても非常に

珍しいことでしょう。私はこの上ない喜びをもって、彼女にカタを捧げ、祝福

の意を表します。タシデレ！
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（法王が尼僧にカタを捧げる）

ここまでは、法話の前にお話ししておきたかったことです。ここからは、正

式な法話に入ります。皆さんが聴聞している法は『文殊静修ゾクチェン手引

き—仏を手中に授ける—』で、前回の法話で「心を転換するための 4つの考え
方」まで解説したため、今回は「共通しない前行」から解説していきます。ま

ずは、帰依に関する手引きです。

・帰依

そして、あらゆる道の礎であり、

仏がお説きになられたいかなる法を修行するにしても、帰依は欠かすことの

できない基礎です。帰依しなければ、仏がお説きになられたいかなる法も修行

することはできません。

内なる仏教徒の列に入らせるものは、

帰依することで初めて正式に内道の仏教徒となり、帰依しなければ内道の仏

教徒と呼ぶことはできません。ゆえに、帰依することでこそ、内なる仏教徒の

列に入ることができるのです。

帰依に他ならないため、次のように観想するべきです。

帰依するためには、まず「集会の領域」（tshogs zhing）を鮮明に観想する必
要があるため、続いて説かれているように「集会の領域」を観想していきます。

自らの前方の空に広がる虹、光、白い雲の美しい空間に、根本ラマを本体と

した智慧薩埵文殊のお姿を、装飾の施され方や幻化の荘厳一切を含めて教典の

通りに鮮明に観想し、
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自らの前方に広がる計り知れない虹、光、白い雲の中央に、自らの根本ラマ

を本体とした智慧薩埵文殊のお姿を鮮明に観想します。智慧薩埵文殊のお体の

色や装飾の施され方は、教典、すなわち『文殊静修ゾクチェン』で説かれてい

る通りに、次のように観想してください。智慧薩埵文殊は黄色のお体、1 つの
お顔、2 つの腕を備えており、右手で智慧の剣を空にかざし、左手で巻帙が上
に乗ったウトパラ（utpala,青蓮華）をお持ちになり、お体は絹と宝の装飾で飾
られ、御御足は金剛結跏趺坐をして蓮月座（pad zla’i gdan）に座っておられま
す。智慧薩埵文殊のお体には、自生のタントラ部のマンダラにおける本尊一切

が揃っており、その頭上にはラマ、周りにはダーキニー、下には護法神たちが

いらっしゃいます。

「今この時から菩提の真髄に至るまで、あなたにだけ師事し、説かれた教え

の通りに実践し、見解と行為を共にする仲間と共に、守護者であるあなたとご

縁が等しくならない限り、精進し続けます」と考えることで、顕教と共通する

誓いを立てます。

「恩深き根本ラマよ、あなた以外の帰依処（skyabs）、救済者（skyob pa）、守
護者（mgon）、援軍（dpung gnyen）は、現実ではおろか、夢の中でさえ見つ
かりません。私はあなたにのみ師事します」と考えることで、仏を導師と考え

て帰依します。「今この時から、菩提の真髄、または仏の境地を得るその時ま

で、恩深き根本ラマ、智慧薩埵文殊と不可分であるあなたにのみ師事します。

あなたがどのようにおっしゃったとしても、全てその通りに実践し、その他の

ことは決して行いません」と考えることで、法を道と考えて帰依します。「ラ

マであるあなたに追随する弟子たちと、見解と行為を共にし、菩提道を修行し

ます」と考えることで、僧を仲間と考えて帰依します。ここで一般的な帰依と

異なる点は、ラマのみを拠り所として帰依しているということです。このよう

に、導師、道、仲間を据えて修行道を歩み進めると誓うことを「因の帰依」と

いいます。一方で、守護者文殊菩薩と不可分である恩深きラマと等しい果位に

至るまで修行し続けると誓うことは「果の帰依」といいます。心の中に、これ
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出典：palyulmedia.smugmug.com

らの誓いを立ててください。このように、因と果の 2種類の方法によって帰依
を行うことは、顕教と共通する帰依の方法です。

自己認識する大いなる始原清浄を、了義の勇者文殊の本質と知る境地を保ち、

共通しない自らの道に帰依する願いから離れない境地の中で、

もとより不生である空を本質とした自らの心の本性が、了義においてはすな

わち智慧薩埵文殊であるということを認識し、自らの心の本然的境地に、一点

に等しくとどまることが、ゾクチェン自学派における帰依の方法です。
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「基界である始原清浄の〔若々しい瓶のお体、光彩と力が停滞しない自己認

識する菩提心は、了義の勇者文殊の本質であると、本来の面目を認識する境地

の中で〕帰依いたします」とできる限り多く読み唱えてください。

この帰依偈を、100回、1,000回、1万回、10万回とできる限り多く読み唱え
てください。帰依戒は、日常生活の中で常にラマと三宝への祈願から離れない

こと、上中下を問わず、いかなる衆生に対しても危害を加えないこと、全ての

聖なる僧に対し、信心と敬意を抱いて師事することです。帰依の功徳としては、

今世において、病、魔物、敵、猛獣など、8つの脅威や 16の脅威に代表される
全ての脅威が払拭されること、来世において、三悪趣をはじめとする全ての苦

難から離れられること、一時的に、天人や人間の世界で心身ともに喜びに満ち

た幸せな暮らしを満喫できること、究極的に、一切智の円満な仏の境地を得ら

れることが挙げられます。これらは全て、帰依することによってのみ得られる

ご利益ですから、熱心に帰依を行いましょう。続いては、至高なる菩提心を起

こすための手引きです。

・発心

果てしない苦しみに絶え間なく苛まれている有情たちが、その苦しみから離

れられたらどんなにいいだろうと考える強い悲心を、目から涙が溢れるまで修

習します。

どのようにして至高なる菩提心を起こすのかというと、次のように考えてい

きます。虚空の果てに等しく存在する無数の衆生は、誰一人として例外なく、

皆かつて私たちの両親となったことのある存在です。そして、彼らが私たちの

両親だった時には、今世の両親と同じように、私たちに一番良い食べ物を食べ

させ、一番良い服を着させて、無類の愛情を注いで私たちを大切に育ててくれ

ました。ですから、一切衆生は私たちにとって最大の恩人なのです。しかし、

最大の恩人である彼ら父母たちは、幸せを望んでいるのに幸せの因である善を

積むことを知らず、苦しみを望んでいないのに苦しみの因である殺生や盗みな
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どを絶えず働いており、心に思っていることと実際の行動が矛盾してしまって

います。そのため、かつて自分の両親になったことがある一切衆生は、まるで

荒野に取り残された身寄りのない盲者のように不憫な立場にあるのです。この

ように考えて、生きとし生けるもの全てに対する憐れみの心（悲心）を起こし

てください。

悲心とは何かというと、生きとし生けるもの全てが苦しみから離れることを

願う気持ちを指します。衆生の一人ひとりが苦しみから離れることを願う気持

ちを長期にわたって修習していたら、いずれ苦しんでいる衆生を見ただけで目

から涙が溢れるようになるでしょう。そのような域に達するまで、ずっと修習

し続ける必要があります。

悲心の基準は何かというと、例えば、今世の自分の実の親である父母のうち

どちらかが、権力者である国王に捕えられ、矢や槍などの様々な武器で傷つけ

られ、殺されようとしているのに、自分には助ける術も力もなかったとしたら、

ただ心を痛めることしかできず、堪えきれずに涙が溢れてくるでしょう。この

ように、果てしない一切衆生を本当に自分の両親と見なせるようになるまで、

悲心を修習し続けなければなりません。

これは、発心に含まれる 2 つの側面のうち、1 つ目の側面である「悲心に
よって利他を所縁とすること」についてです。

一切衆生を救うことができる至高の仏の境地を、私は成就しなければなりま

せん。

「私は一切衆生を不憫に思っているけれど、今の私には彼らを救う力がなく、

一切衆生を救うためには、仏の境地を成就するしかない。ゆえに、私は仏の境

地を成就しなければならない」と考えます。これは、2 つ目の側面である「智
慧によって菩提を所縁とすること」です。このように、一切衆生のために仏の

境地を成就することを、心の底から決意し、真の誓いを心に起こすことが発願

心です。
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それを、長期の苦行を必要とすることなく、楽に速やかに成就することがで

きる道は、光り輝くゾクチェンに他ならないため、ゾクチェンを実践するべき

であると考え、

一般的に、顕教などにおける修行では、仏の境地に至るまでに長い修行期間

を必要としますが、光り輝くゾクチェンでは、数か月で速やかに仏の境地を成

就することができます。ゆえに、私たちは光り輝くゾクチェンの道を修行する

べきです。このように考えることが発趣心です。

極端を解脱したあるがままに任せる境地（mtha’ grol cog gzhag）にとどまり
ながら、「一時的な錯誤した現れである〔幻の城を頑なに執着して絶えずさま

よう者たちを、もとより解脱している法身の地で安堵させるために、極端を解

脱したあるがままに任せる偉大な境地の中で〕心を起こします」とできる限り

多く読み唱えてください。

ゾクチェンの道を実践すると考えているだけでは不十分であるため、極端を

解脱したあるがままに任せる境地にとどまる必要があります。この境地にとど

まりながら、読誦の儀軌に記されている発心偈を、100回、1,000回、1万回、
10万回とできる限りたくさん読み唱えてください。

帰依対象のお心から放たれた計り知れない光が自分と一切衆生を照らすこと

で、罪と障害が余すことなく浄化され、自分の体も光と化して帰依対象に溶

け込んでいきます。このように考えながら、執着することなく入定してくだ

さい。

帰依または発心の瞑想を終える際には、帰依対象のお心から放たれた光が自

分と一切衆生を照らすことで罪と障害が全て浄化され、最終的には、自分と一

切衆生が光と化してラマのお心に溶け込んでいくと考えながら、執着のない境

地の中で入定します。最後には、善根を菩提に廻向しましょう。帰依または発

心の瞑想を終える際には、いずれもこのように廻向を行う必要があります。
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皆さんは今日の灌頂で、帰依と発心の戒律を授かっていますから、今後、帰

依偈と発心偈を 100回、1,000回、1万回、ないし数十万回と読み唱えるたびに、
関連する戒律と誓いを灌頂で授かったことを思い出すべきです。一般的に、菩

薩戒を授かった後に守るべき学処はたくさんありますが、要約すれば、四無量

心の修習にまとめることができます。

四無量心とは何かというと、慈、悲、喜、捨という 4つの計り知れない利他
の心を指します。慈無量心とは「一切衆生が心の喜びと体の安らぎを得られた

ら、どんなに素晴らしいだろう」と考える心を持つことです。悲無量心とは

「一切衆生が、体の病や心の苦しみなど、あらゆる不幸から解放されたらどん

なに素晴らしいだろう」と考える心を持つことです。喜無量心とは、満ち足り

た幸せを享受している全ての衆生に対して、心の底から喜びを感じることです。

捨無量心とは、親しい者への執着や敵対する者への悪意などを抱くことなく、

全ての衆生が苦しみから解放されて幸せになることを平等に願うことです。こ

のような利他の心を昼も夜も熱心に修習すること、これが菩薩道の根本です。

帰依戒と菩薩戒には、それぞれの戒律が失われてしまう要因があるため、よ

く注意する必要があります。帰依戒は何によって失われるかというと、自分は

もう内道の仏教徒ではないと考え、三宝に帰依することも、正法を修習するこ

ともしなくなり、三宝に背くことを実際に行ったり、心で考えたりすれば、そ

の瞬間に帰依戒を失うことになります。帰依戒を破るとどのような過失がある

かというと、帰依戒を破った者は三悪趣に堕ちるしかなく、善趣である天人や

人間の世界に生まれることはありません。そのため、帰依戒を破ることは非常

に罪深いことであると言われています。

菩薩戒を失う因は何かというと、一切衆生を幸せにすることができるにもか

かわらず、それを拒み、一切衆生が苦しむことを心から望んだり、実際に苦し

みを与える行動を取ったりすることです。このように考えたり、振る舞ったり

することで、菩薩戒は失われてしまいます。菩薩戒を失うと、自分 1人の心の
中にある徳が失われるだけでなく、果てしない一切有情を利する行為も失われ

ることとなるため、その罪は世の中のいかなる罪も比べものにならないほど大

77



ワシントン D.C.

きく、その異熟果も非常に深刻であり、長期にわたって輪廻に流転し、絶え難

い苦しみを味わうこととなります。

次に、菩提心の功徳について簡単にお話ししたいと思います。如来は 8 万 4
千の法門をお説きになられましたが、その中でも最も奥の深い究極の教えは、

菩提心を修習することに他なりません。菩提心を心に起こすことができれば、

輪廻における心身の苦しみは全てなくなり、幸せと喜びに満ち溢れるようにな

り、計り知れない功徳を速やかに得ることができます。そのため、菩提心は他

のいかなる法も比べものにならないほど大きな功徳を備えているのです。

菩提心が心に生じた瞬間、その者は「菩薩」と呼ばれるようになります。ど

こであれ、そのような菩薩がいる場所は、帝釈天、梵天、夜叉などの神通を備

える者たちが礼拝する対象となり、菩薩が踏んだ塵や土でさえ、彼らの礼拝の

対象となります。菩提心を伴っていない状態で行われた体による礼拝や右遶、

言葉による経典やマントラの読誦などの善根は、怒りなどの悪の心が生じるこ

とによって破壊されてしまいますが、菩提心を伴っていれば、怒りなどの悪業

によって破壊されることなく、どんどん功徳が高まっていきます。

また、菩提心を伴っていなければ、その善行による結果は 1回きりで尽きて
しまいますが、菩提心を伴った状態で積まれた善根であれば、それがたとえ観

音菩薩のマントラをたった 1回唱えただけだったとしても、一時的には人間界
の転輪王、天界の梵天や帝釈天などに生まれることができ、最終的には正遍知

の仏の境地を得ることができます。そして、菩提心が心に生じれば、小さな罪

は根本から浄化され、両親を殺害することなど、確実に悪趣に堕ちることとな

る大きな罪でさえ、指を弾いて鳴らす程度のわずかな時間を悪趣で過ごすだけ

で解脱することができるなど、計り知れない功徳があります。

ゆえに、過去、現在、未来の三世の仏と菩薩たちが行き来する道、あるいは、

あらゆる修行の中でも最も究極の法は、すなわち菩提心に他ならないのです。

菩提心があるからこそ、仏と菩薩の境地を得られるのであり、菩提心がなけれ

ば、これらの聖なる境地を得ることは決してありません。

また、菩提心はラマの良し悪しを判断する基準でもあります。誰であれ、菩

提心を心に備えている者こそが良いラマであり、菩提心を全く備えていない者
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は悪いラマです。このように、ラマの良し悪しは菩提心の有無によってのみ判

断されます。

菩提心を心に備えている菩薩は、自分自身が幸せと喜びを得られるだけでな

く、自分がいる場所にも不可思議な幸せと喜びをもたらすことができます。ど

こであれ、菩薩がいる場所は、生きとし生けるもの全てが幸せになり、仏の証

法と教法という宝が自然と栄え、伝え広まっていくでしょう。それはあたかも、

太陽が昇ることで自然と辺りが照らされ、暗闇が消えていくかのようです。

ここまでで、菩提心の本体、学処、戒律を失う因、功徳や利益などについて

少し詳しくお話ししました。というのも、もともと先日のポスターで菩提心に

関する法話が告知されていたにもかかわらず、初日は四聖諦の法輪に関するお

話で時間を使い切ってしまい、菩提心の功徳や学処などについて詳しく説明す

ることができませんでしたし、その後の『仏を手中に授ける』の第 1回目の法
話でも、手引きの解説で時間を使い切ってしまい、予定されていた菩提心の解

説をする時間がずっと取れなかったため、今日はいい機会だと思い、菩提心に

ついて少し詳しくお話しすることにしたのです。

・グルヨーガ

グルヨーガは、先ほどのようにラマを鮮明に観想します。

これはグルヨーガの手引きです。先ほど、帰依の「集会の領域」で説明され

ていたように、前方の空中にラマを観想してください。

今この時から全ての生において、あらゆる帰依処を総集した恩深き根本ラマ

であるあなた以外の拠り所を、夢の中でさえ求めません。あなただけを帰依処

として師事し、体、享受、三世の善根を全てあなたに捧げます。

今この時から菩提の真髄を得るその時まで、ラマであるあなた以外の帰依処、

救済者、守護者、援軍を夢の中でさえ求めないという気持ちを抱きながら、ラ

マを仏そのものと考えて帰依します。恩義ある根本ラマだけを帰依処として師
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事し、ラマを最も尊く大切な存在と考え、心の中でさえ、永遠にラマから離れ

ないことを誓います。

具体的にどのように実践すればよいかというと、私たちにとって最も手放し

がたいものである自分の体を、恩ある根本ラマに捧げます。それよりも少し執

着が少ない自分の財産や享受も、根本ラマに捧げます。自分が気にかけている

三世に集積したわずかな善根も、根本ラマに捧げます。概して、自分の所有物

として我所執を抱いているこれら 3 種類の物事を、全てラマに捧げていきま
しょう。そして、世の中に存在するその他の魅力的な物事も、所有者の有無に

かかわらず全て恩ある根本ラマに捧げていきます。このように考えながら、実

際に、水、灯明、焼香、塗香などの供物をお供えしてください。これは、グル

ヨーガと結び合わせたマンダラ供養の手引きです。

始まりのない時から積み重ねてきた罪と過ちを余すことなく告白し、懺悔し

たら、

輪廻の中で、始まりのない時から現在に至るまでに、貪り、怒り、愚かさな

どの煩悩に駆られて積み重ねてきた不善業を全て心に思い描き、諸仏菩薩に告

白し、かつて為した罪を悔やみ、二度と同じ過ちを犯さないと誓い、罪を懺悔

するための対治である四力を全て兼ね備えた状態で懺悔します。このように全

ての罪を懺悔することは、グルヨーガによって障害を浄化するための手引き

です。

「どうか私の心の連続体を成熟させ、解脱させてください。光り輝くゾク

チェンの道を極め、優れた導師であるあなたの境地を得ることができるようご

加持ください」と祈る気持ちで、

「光り輝くゾクチェンの深遠なる道によって、まだ成熟していない自分の心

の連続体を灌頂によって成熟させ、まだ解脱していない自分の心の連続体を教

えによって解脱させてください。光り輝くゾクチェンにおける始原清浄のテク

チューと自然成就のトゥーゲルの道を極め、究極的には、恩あるラマのあなた
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とご縁を等しくする境地を得ることができるようご加持ください」と強く祈る

気持ちで、次の祈願文を読み唱えてください。

「童子のお体を持ち、智慧の灯明によって荘厳され、この世の愚痴の闇を払

う文殊に祈りを捧げます」と一心に祈った後、

「守護者文殊よ、あなたは 16歳の童子の体というお姿で現れ、仏の無分別智
の灯明によってよく荘厳されており、この世の生きとし生けるもの全ての心の

中にある、理解していない、誤って理解している、疑念という闇を払うことが

できます。そのような守護者文殊よ、私はあなたに祈りを捧げます。どうか私

の心の連続体をご加持ください」と考えながら、この偈頌を 100回、1,000回、
1万回、10万回とできる限りたくさん読み唱えてください。

ラマの三処から放たれた白、赤、青の光が自分の三処に溶け込むことにより、

三門の障害が浄化され、身口意のあらゆる功徳が現前します。最後には、ラマ

も光と化して自分に溶け込みます。このように考えながら、心を超越した原初

の境地に入定してください。

瞑想を終える際には、ラマの頭頂または眉間から白い光が、喉から赤い光が、

胸から青い光が放たれ、それぞれ自分の眉間、喉、胸に溶け込む力により、自

分の身口意の障害が浄化され、ラマの身口意のあらゆる功徳を獲得します。そ

の後、ラマも光の球と化して自分の頭頂から入って下に流れ、胸の中心へと溶

け込むことにより、ラマのお心と自分の心が不可分になります。できる限りこ

の境地にとどまってください。

出定したら、現象と存在が全てラマの本体であると認識し、善根を菩提に廻

向するべきです。

瞑想を終えたら、現象と存在が全てラマであると考えてください。外なる器

世間もラマであり、内なる有情世間もラマの遊舞です。このような清らかな現

れの中で、善根を菩提に廻向していきます。
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・完成のプロセス

続いては、完成のプロセスです。凡庸にとどまる自らの体の中央に、真っ直

ぐと伸びた、淡い青色に光る竹の矢のような中央脈管が、上端は頭頂〔で開

き〕、下端はへその下で閉じています。

ここからは、完成のプロセスの手引きです。自分の体を、普段の姿のまま、

ありのままに観想してください。体の中央に、曲がることなく真っ直ぐと伸び

ている中央脈管があります。中央脈管は淡い青色に光り輝いており、竹の矢ま

たは自分の薬指程度の太さがあり、その上端は頭頂で開き、下端はへその下で

閉じています。

右側の赤いラサナー（rasanā, ro ma,ロマ）と、左側の白いララナー（lalanā,
rkyang ma, キャンマ）が、下端は中央脈管と「チャ」（ ）の文字を形成する

ようにつながっており、上端は 2つの鼻口に入っています。このように観想し
ながら、気息の汚れを除いてください。

中央脈管の右側にある赤いラサナーと左側にある白いララナーは、上端が左

右の鼻口に入っており、下端がへその下で中央脈管とつながっているため、チ

ベット語の「チャ」の文字を形成するようにして、3 本の脈管が 1 点に交わっ
ています。このように観想しながら、体の中の病、魔物、罪、障害、過ちの汚

れを全て浄化していく気持ちで、2 つの鼻口から気息を 3 回外へ排出し、気息
の汚れを除いていきます。

吸い込んだ気息は、2 つの鼻口からラサナーとララナーの道を通り、3 つの
脈管が交わるへその下部にある、根元が固く、先端が鋭く、非常に熱い、穀粒

大の内的火である智慧の炎に当たることで、炎がより盛んに燃え上がり、有漏

の体を、脈管、風、滴もろとも余すことなく焼き尽くし、無所縁に消え去り

ます。
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吸い込んだ気息は、ラサナーとララナーの道を通り、3 つの脈管が交わるへ
その下部に到達します。そして、気息がへその下部にある、根元が固く、先端

が鋭く、非常に熱い内的火に当たることで、風の力によって炎が盛んに燃え上

がり、自分の不浄なる有漏の体を、脈管、風、滴もろとも焼き尽くし、無所縁

の空性の境地に消え去ります。

空性の境地の中で、自分自身を、内外が透き通っていて、息が吹き込まれた

胎盤のような文殊金剛のお体として観想します。

空性の境地の中で、自分自身を文殊金剛のお体として観想します。そのお体

は内外が透き通っており、息が吹き込まれた胎盤、あるいは水晶玉のようです。

服飾などについては、儀軌の通りに観想してください。これは、外なる体の観

想です。

その中央には、3本の脈、4つの輪、へそのアトゥン（a thung,Λ）があり、
中央脈管の上端には、諸仏を総集した本体であり、心に思うだけで楽空が生じ

る倒立した白いハムの文字（ ）が現れていると観想します。

上述された中央の中央脈管、右側のラサナー、左側のララナーという 3 本
の脈、そして、32の白い脈葉（rtsa ’dab）がある頭頂の大楽輪（bde chen gyi
’khor lo）、16の赤い脈葉がある喉の受用輪（longs spyod kyi ’khor lo）、8つの
青い脈葉がある胸の法輪（chos kyi ’khor lo）、64の黄色い脈葉があるへその変
化輪（sprul pa’i ’khor lo）という 4つの輪があります。脈葉は、傘の骨のよう
に各脈管から外へ広がっており、頭頂の脈葉は下に、喉の脈葉は上に、胸の脈

葉は下に、へその脈葉は上に向いています。頭頂の中央脈管の上端には、諸仏

を集約した本体であり、心に思うだけで楽空の智慧が生じる〔倒立した〕チ

ベット語のハムの文字があります。ハムの文字は白い滴に近い姿をしており、

今にも滴りそうになっています。これは、内なる脈管の観想です。

鼻から吸い込んだ気息がへそのアシェー（a shad）に当たり、そこから細い
針程度の火が上へのぼっていき、頭頂のハムの文字に当たって滴が火に当たり、
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火が盛んに燃え上がることで、甘露が常に降り注ぐようになります。火と滴が、

逃走と追尾をするように

2 つの鼻口から吸い込んだ息が、3 本の脈が集まるへその下部に存在する内
的火の智慧の炎に当たることで、火が中央脈管に沿って上へ燃え上がります。

その火が頭頂にあるハムの文字に当たる時、ハムの文字が溶けて火に滴ること

により、火は油を注がれたように盛んに燃え上がるようになります。頭頂のハ

ムの文字が溶けていくにつれて、全ての脈処が順次に甘露で満たされていきま

す。火と滴は、逃走と追尾をするように、下へ下へと降下していきます。この

ことに心を集中させてください。

4つの輪を順次に満たすことで、4つの喜びと 4つの空の智慧を体験します。
楽空の真実の智慧（bde stong don gyi ye shes）が現前した境地にできる限りと
どまり、最後に善を廻向してください。

降下する滴（滴る甘露）は、頭頂の大楽輪を満たした後、順次に喉、胸、へ

そにある全ての脈処を満たしていきます。その力により、頭頂などの 4つの場
所において、順次に、喜び（dga’ ba）、優れた喜び（mchog dga’）、特別な喜び
（khyad par gyi dga’ ba）、倶生の喜び（lhan skyes kyi dga’ ba）からなる 4つの
「喜びの智慧」と、空（stong pa）、極空（shin tu stong pa）、大空（stong pa
chen po）、一切空（thams cad stong pa）からなる 4つの「空の智慧」を獲得し
ていきます。喜びの智慧と空の智慧は不可分一体であり、光り輝く大楽の側面

から喜びの智慧と呼ばれ、その喜びが真実に成立しないという側面から空の智

慧と呼ばれます。このように、心の連続体に 4つの喜びと 4つの空の智慧が生
じたことを観想し、不可説の境地に入定してください。

この完成のプロセスは、1 回きりの修習で終わらせるのではなく、自分の心
の連続体に、喜びの智慧と空の智慧による特別な修行体験が生じるまで、何度

も繰り返し修習しなければなりません。

瞑想の境地から出定した後は、完成のプロセスを修習した善根を、一切衆生

が仏の境地を得るために廻向してください。
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ラルンへのご加持

ワシントン D.C.滞在中のある日の夜、法王は幻の夢の体（rmi lam sgyu lus）
でラルン五明仏学院にお戻りになりました。当時、ラルン五明仏学院では深刻
な感染症が流行しており、法王はケンポ・ゲクドル（mkhan po sgeg rdor）ら
数人の僧房を訪れて彼らの会話をはっきりと聞き、ラルン五明仏学院で起きて
いることを全てお知りになったそうです。
翌日、法王は周囲の弟子たちに「私は昨晩、幻の夢の体でラルン五明仏学院

に戻り、多くの僧侶が重い病にかかっていることを知りました。読経を行って
彼らにご加持を送りましょう」とおっしゃい、法王ご先導のもと、私たち弟子
も加わって共にいくつかの儀軌を読み唱えました。
ラルン五明仏学院に戻った後にお話を伺うと、確かに当時のラルン五明仏学

院では感染症が蔓延していたものの、なぜか数日後には収束したそうです。そ
の日時は、法王のお話と完全に一致していました。
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『仏を手中に授ける』第 3回目の法話

7月 29日の夜、法王は『仏を手中に授ける』の最後の法話を行いました。

今回は、外、内、秘密の順境が円満に揃っていますから、どうか自分を欺く

ことなく、全力を尽くして尊い仏法を実践してください。これは大変重要なこ

とです。尊い仏法を実践するためには、まず法の本体を認識しなければ、何を

実践すればよいのか分かりません。そのため、最初に肝心なことは、法の本体

を認識することです。序盤で仏法の門を開くために必要なものは信心であり、

中盤における修行の主軸は慈悲心であり、終盤における究極の結果は、一切衆

生への利他を達成することに他なりません。

出典：palyulmedia.smugmug.com

序盤における信心には、仏宝を所縁

とする「清浄な信心」（dang ba’i dad
pa）、法宝を所縁とする「希求の信心」
（’dod pa’i dad pa）、僧宝を所縁とする
「信頼の信心」（yid ches pa’i dad pa）
があります。これらのうち、仏宝を所

縁として、仏が比類なき智慧、慈悲、

力の功徳を兼ね備えていることを完全

に理解して清らかな心を起こすことが

「清浄な信心」です。法宝を所縁とし

て、仏がお説きになられた教えの全て

が要約されている四聖諦について、苦

諦と集諦を断ち切り、滅諦と道諦を証

悟することを望む気持ちを起こすこと

が「希求の信心」です。僧宝を所縁と

して「彼らは、天人を含むいかなる凡

夫とも異なる、生きとし生けるもの全

ての中で最も崇高な存在である。なぜなら彼らは、戒律と、修行体験と証悟の
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功徳を心に兼ね備え、罪と過失から解脱していることにより、具足と解脱の 2
種の功徳を兼ね備えているからだ」と心の底から信頼することが「信頼の信

心」です。

中盤における修行の主軸は、果てしない一切衆生が偏りなく全員幸せになる

ことを望む慈しみと、苦しみから離れることを望む憐れみを一心に修習するこ

とです。世の中には、貪り、怒り、愚かさを法として提唱する宗教や学派も存

在しますが、これらはいずれも誤った法、または法から外れた概念です。一部

の人は、口では「慈悲こそが法である」と言いつつ、実際には、慈悲を口実に

自分と親しい者たちを守っているだけであり、他者には敵意を向けています。

これは疑似的な慈悲でしかありません。また、人類だけを対象にし、動物など

の他の衆生を対象としていない慈悲も、疑似的な慈悲でしかありません。一方

で仏教徒は、生きとし生けるもの全てに対して分け隔てなく、苦しみから離れ

て幸せになることを常に望んでいます。ゆえに、仏教の考え方はとりわけ優れ

ていると言えるでしょう。

終盤における仏教の究極の成就は何かというと、生きとし生けるもの全てを

幸せと安らぎの境地に導くことです。生きとし生けるもの全てを苦しみから解

放し、幸せにするためには、仏法に頼るしかありません。仏の教法と証法とい

う如意法を伝え広め、繁栄させることを除けば、他のどんな方法をもってして

も、この目標を達成することはできないでしょう。仏法とは、すなわち教法と

証法であり、教法の講話と聴聞を行う者、そして証法を修習する者は、ともに

「教えを持する大徳」と呼ばれます。彼ら以外の者は、教えを持する大徳とは

呼ばれません。

私たちの導師である、巧みなる方便と大いなる慈悲を兼ね備えた仏は、最初

に至高の菩提心を起こし、中間に無数劫をかけて資糧を積み、最後に円満な仏

の境地を成就されましたが、仏の究極の目的も一切衆生を幸せにすることでし

た。一切衆生を幸せにするためには、教法と証法を伝え広めていくしかありま

せん。ですから、私たちも大いなる慈悲を兼ね備えた恩ある仏という導師に追

随するべきであり、そのためには、教法の講話と聴聞、そして証法の修習をす

ることが何よりも大切です。
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それでは、これから引き続き『仏を手中に授ける』を解説していきたいと思

います。この教えは、初善、中善、末善の 3つの手引きから構成されています。
初善は顕教の内容に沿った手引きであり、中善は密教全体の内容に沿った手引

きです。中善までの内容は、昨日と一昨日の講義で解説しました。末善はゾク

チェンそのものに関する手引きであり、前行、本行、後行に分けられます。

・ゾクチェン

次に、ゾクチェンは前行、本行、後行に分けられます。前行も 3つに分かれ
ており、そのうち 1つ目は、三門を導く身口意の前行です。これも更に 3つに
分かれています。

ゾクチェンは前行、本行、後行に分けられ、前行も更に（1）三門を導く身
口意の前行、（2）三身を導く四大のヨーガ、（3）明智を導く輪廻と涅槃の弁別
に分けられます。そして、1 つ目の「三門を導く身口意の前行」も、（1）体の
前行、（2）言葉の前行、（3）心の前行に分けられます。

ゾクチェン

前行

本行である始原清浄のテクチュー

後行である自然成就のトゥーゲル

前行

三門を導く身口意の前行

三身を導く四大のヨーガ

明智を導く輪廻と涅槃の弁別

三門を導く身口意の前行

体の前行

言葉の前行

心の前行
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・体の前行

まず、自分の体を、火花を散らす青い金剛杵として観想します。

まずは、自分の体を青い三鈷杵として観想し、金剛の坐法をとって長時間瞑

想を行っていきます。

金剛の坐法を長時間保つことで体が思わず倒れます。分別の放出が途絶えた

時には、自然にしたまま休んでください。このように何度も繰り返します。

金剛の坐法を長時間保ち、体が思わず倒れるまで続けてください。体が思わ

ず倒れた時は、倒れたまま、その瞬間の心の本体を観察し、自然にするべき

です。

・言葉の前行

第二には、心臓の中に、根基に定住する明智（gzhi gnas kyi rig pa）が青い
フーム（ ）の姿で存在しており、

2 つ目は、言葉の前行です。自分の心と風が不可分一体となり、心臓の中に
青いフームの文字の姿で存在していると観想してください。

そこから無数の微細なフームの文字が次から次へと放出されます。

根基に定住するフームの文字から、無数の微細なフームの文字が次から次へ

と放出されます。

山、州、家屋などに当たることにより、全てが一様にフームとなります。

それらのフームの文字が、山、州、家屋などに当たることで、全てが一様に

フームの文字になると観想します。
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その後、外界のフームの群れは自分の体に入り込み、自分の体もフームとな

り、最後には全てのフームが界に消えていくと考え、自然に休んでください。

まずは、外界の器世間一切がフームの文字となります。続いて、全てのフー

ムの文字がこちらに集まってきて、自分の体に溶け込みます。そして、自分の

体もフームの文字となります。最後には、全てのフームの文字が互いに収縮し

合い、根基に定住するフームの文字に溶け込み、界に消えていきます。このよ

うに考えてください。

この間ずっと、フームの歌を聞き心地よく長きにわたって歌うべきです。

この間ずっと「フーム、フーム、フーム、フーム、フーム、フーム、フーム」

と口ずさむようにして、フームの歌を聞き心地よく長きにわたって歌いながら、

前述した観想の次第を修習してください。

・心の前行

第三には、輪廻と涅槃の全てを心の幻化と確定します。

3 つ目は、心の前行です。例えば、夢の中でどのような情景を目の当たりに
したとしても、それらは単なる心の幻影であり、外界に高い山々、大きな河川、

険しい道などが実在しているわけではありません。同様に、現在の様々な現象

も、心の習気によって現れているだけで、外界に実在しているわけではありま

せん。そのため、全ての根本は心であると確定するべきです。

心自体がどこから生じ、どこにとどまり、どこへ向かうのかを分析すること

により、

心自体は最初にどこから生まれ、今はどこにとどまっていて、最後はどこへ

向かうのかを考えながら分析していきます。
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粗大な物質を微塵へ、微塵を極微へ、極微を無基（gzhi med）へと確定する
ことにより、生住滅が存在しないことを断定します。

もし心が、微塵によって構成された粗大な物質である柱などから生じると考

えるのなら、その柱を三分割することで 3つの心が生まれてくるはずですが、
実際にはそうではありません。もし中間の部位から生じると考えるのなら、そ

れもまた三分割していきます。このようにして、粗大な物質を微塵に、微塵を

極微に、極微を無基に確定していくと、物質の上には、心が生じる場所も、と

どまる場所も、向かう場所も存在しないと断定することができます。

心は色、形、音、匂い、味、感触のうちどれなのか考察していくと、いずれも

成立しません。輝きつつ認識するもの（gsal rig tsam po）でさえ、言葉によっ
て述べる以外に、真実に存在する確定的な根拠を見つけることはできません。

そのため、真実と執着する家を壊し、無我の真理に確信を起こすべきです。

心そのものを観察してみると、心には、四角形や半円形などの形もなければ、

白、赤、黄、青などの色もないため、心は色や形ではないことが確定できます。

同様に、心には、聞き心地のよい音、聞き心地の悪い音、中間の音が備わって

いるわけではないため、心は音ではないことが確定できます。心にいい匂い、

悪い匂い、中間の匂いがするかどうか観察してみても何も匂わないため、心は

匂いではないことが確定できます。舌によって感じ取られる甘味、酸味、苦味、

渋味、辛味、塩味などの味も、心には備わっていないため、心は味ではないこ

とが確定できます。身識（lus shes）によって感じ取られる柔らかさ、重さ、
軽さ、温度などの感触も、心には備わっていないため、心は感触ではないこと

が確定できます。もし「心はただ、輝きつつ認識するものである」と考えるの

なら、その「輝きつつ認識するもの」も、ただ口頭で述べているだけであり、

決して真実に成立するわけではありません。このような不成立の考察により、

真実と執着している心の家のようなものを破壊してください。以上が、心の家
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を破壊する前行です。このような無我の真理について確信を起こせるよう努力

していきましょう。

・三身を導く四大のヨーガ

2 つ目は、三身を導く四大のヨーガです。地水火風の音に心を溶け込ませて
いくようにして集中を保つことにより、

2 つ目は、三身を導く前行である四大のヨーガです。例えば、手で地面を叩
く音、水が流れる音、火が燃える音、空中に風が吹く音など、これら全ての音

に心を溶け込ませていくようにして集中を保つことにより、

いかなる執着も分別も沸き起こらなくなった時、その境地の中で自然に緩み、

心の本性がどのようなものか認識してください。

いかなる考えも沸き起こることなくとどまることができた時、心の本性がど

のようなものかを知ることができます。

・明智を導く輪廻と涅槃の弁別

3つ目は、明智を導く輪廻と涅槃の弁別（’khor ’das ru shan）です。六趣の
考え、行い、言葉の全てを随意に現前させ、思考が散漫してきたら「パット」

（phat.）と大声を出して思考を断ち切り、識の本体（shes pa’i ngo bo）を見る
ことによって、無基にして離根（rtsa bral）であると確信を得るまで繰り返し
訓練します。

輪廻と涅槃の弁別とは、輪廻の領域または境界（’khor ba’i ru’am mtha’）と、
涅槃の領域または境界（myang ’das kyi ru’am mtha’）を弁別することです。弁
別するにあたり、まずは、地獄の住人、餓鬼、動物をはじめとする、六道輪廻

の苦しみに苛まれている衆生を心で捉え、六道輪廻の衆生の様々な言葉を口で

話し、六道輪廻の衆生の様々な行為を体で行います。そして、突然「パット」
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と大声を出して、その瞬間の心の本性を観察します。その時に、心が無基にし

て離根であると知ることが、すなわち涅槃です。このような境地の中で、何度

も繰り返し訓練していきます。

最後に、三門を動かすことなく自然に落ち着かせ（rnal du phab pa）、心が
とどまる本体を自然に観察することにより、無念の法身の見解に確信を持てる

ようになります。

これは、自然にとどまる（rnal dbab）ための手引きです。輪廻と涅槃の弁別
の最後に、体を動かすことなく、言葉を話すことなく、心で考えることなく、

まるで疲れた時に休むかのように、自然に落ち着かせた状態にすることを、自

然にとどまるための手引きと呼びます。

続いて、声聞のような寂静の行い、菩薩のような中位の行い、憤怒尊のよう

な憤激の行いを融合させ、前行で心に獲得したシャマタとヴィパッサナーの道

に入り、生き生きとした状態を保ってください（sor gzhug pa）。

序盤では、静かに大人しく振る舞い、毘盧遮那の七法を行いながら、シャマ

タとヴィパッサナーの境地にとどまるようにします。中盤では、行住坐臥の振

る舞いに、シャマタとヴィパッサナーの境地を融合させていきます。終盤では、

憤激の振る舞いとして、「ハハ」（ha ha）、「ヒヒ」（hi hi）と言いながら、走っ
たり、飛び跳ねたり、娯楽を楽しんでいる時でも、シャマタとヴィパッサナー

の境地にとどまることができるようにします。このように行えるようになって

初めて「生き生きとした状態を保っている」あるいは「道に入っている」と言

えるようになるため、それまで修行を続ける必要があります。

50 万の前行の修習方法については、皆さんは今ちょうど実践している最中
ですから、改めてここで説明する必要はないと思いますが、ゾクチェンの前行

は特に長期的に修習していく必要があります。今日の法話では、あくまでも手

引きの解説をするだけで、手引きの実践指導は行いませんが、実際に修行する

際は、手引きの一つひとつを、何日もかけて修習する必要があります。例えば、
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輪廻と涅槃の弁別について言うと、かつての持明者たちの中には、7 年もの年
月をかけてこの修行をしていた者もいると言われていますし、昨今における下

位の修行者たちでさえ、少なくとも 100 日間は修行しており、100 日に満たな
い場合は修行したうちに入らないと言われています。もちろん、身口意の前行

と四大のヨーガについても例に漏れません。ですから、皆さんもこれから長期

的に修行を続けていくことが大切です。

・本行である始原清浄のテクチュー

2つ目は、本行である始原清浄のテクチューです。

2 つ目は、本行である始原清浄のテクチューで、諸法が不生であることを確
定していきます。

自らのこの心を改変することなく、本来的状態（rang sa）にとどめたまま、

まず、自らのこの心を、いかなる思考も働かせることなく自然にします。

自らの本性（rang gshis）を自然に観察すると、もとより空で（ye stong）、
根を離れ（rtsa bral）、透徹して開かれており（zang thal le ba）、内外の極地
と中心（phyi nang mtha’ dbus）から離れ、自発的に輝き停滞することがなく
（rang gdangs ’gag pa med pa）、揺れ動き思考する分別（’gyu dran gyi rnam
rtog）の一切から離れています。不可説の真理を確定することにより、三世の
勝者のお心と不浄なる衆生の心に良し悪しは存在せず、認識し空である智慧界

において完全に一体であると認識します。これが、山のようにあるがままに任

せる見解（lta ba ri bo cog gzhag）です。

自分のこの心が不生であると知ることは「空なる本体の法身」（ngo bo stong
pa chos kyi sku）で、不生でありながらも心で自らの本性（rang gshis）を確定
することは「明らかな本性の報身」（rang bzhin gsal ba longs sku）で、仏のお
心と衆生の心に良し悪しは存在せず、空性の境地において一味であることは
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「慈悲があまねく行き渡る化身」（thugs rje kun khyab sprul ba’i sku）です。こ
れが、見解、修習、行為、結果のうちの「山のようにあるがままに任せる見

解」です。

その見解そのものを理解しながら自然にとどまる時、存在する（有）、存在

しない（無）、そうである（是）、そうでない（非）と執着するいかなる所縁の

修習対象もなくなり、否定と肯定（dgag sgrub）や尋伺（rtog dpyod）の汚れ
から離れることによって、散漫することなく、法性の本然的な禅定（chos nyid
babs kyi bsam gtan）と、それ自体が自発的に輝くヴィパッサナー（rang ngo
rang gsal gyi lhag mthong）を融合させることは、海のようにあるがままに任
せる修習（sgom pa rgya mtsho cog gzhag）です。

その見解の境地の中で自然にとどまる時、存在する（有）、存在しない（無）、

そうである（是）、そうでない（非）など、いかなる執着の仕方も存在しなく

なり、修習すべきことも、尋伺の後に続く散漫もなくなります。無修習の中で

法性を証悟することをヴィパッサナーと言い、自然にとどまることをシャマタ

と言います。シャマタとヴィパッサナーを融合させた境地の中で連続体を守る

ことが、「海のようにあるがままに任せる修習」です。

修習の連続体を守る時に、いかなる六聚の現象と認識（tshogs drug gi snang
shes）が現れても、改変と取捨を加えることなく、認識し空である本然的な自
立性（rig stong gnyug ma’i rang tshugs）を失わずに行うことにより、いかなる
力の現れ（rtsal snang）にも利害を受けなくなり、まるで波が海に溶けてい
くかのようになることは、現象のままに任せる行為（spyod pa snang ba cog
gzhag）です。

修習の連続体を守る時に、眼耳鼻舌身意の六聚、有対象のいかなる分別、色

声香味触法のいかなる対象が現れたとしても、その全てに対して執着を持たず、

否定も肯定もせずに、明智そのものの境地を守ることができれば、まるで波が

海に消えていくかのように、全ての分別は利益にも危害にもなることなく、明
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智界（rig pa’i klong）に溶け込んでいきます。これが「現象のままに任せる行
為」です。

このように修習する際、序盤で明智を認識する時に分別が自ら解脱すること

は、まるで蛇の結び目のようです。

修習する際、序盤でいかなる分別が生じても、それが生じた瞬間に認識する

ことができれば、分別の連続体がそれ以上続くことはありません。例えば、蛇

に結び目を作ろうとしても、結ぶ間もなく解けていくように、分別は自分の本

来の場所に自ら解脱していきます。

中盤で力が完成する時に、いかなる分別の集合体（rtog tshogs）にも利害を
及ぼされなくなることは、まるで空の部屋に泥棒が入るかのようです。

中盤で、心が空を本性とすることを知り、証悟の力が完成した時には、良い

分別念が現れて喜ぶこともなければ、悪い分別念が現れて悲しむこともありま

せん。例えば、何もない部屋に泥棒が入ったとしても、取られるものがないた

め何も悲しくありませんし、泥棒が入らなかったとしても何も嬉しくないのと

同じです。中盤では、このような感覚が生じます。

終盤で堅固になる時、不浄なる法を探しても見つからず、本性の真の智慧

（rang bzhin don gyi ye shes）が現前することにより、まるで黄金の州で土や石
が見つからないようになることは、明智のままに任せる結果（’bras bu rig pa
cog gzhag）です。

終盤になると、いかなる凡庸な分別も生じなくなり、明智以外、何も生じな

くなります。まるで黄金の州に行けば、黄金以外に、普通の土や石を探しても

見つからないように、全てがひとえに法身となります。これが、テクチューの

究極の見解である「明智のままに任せる結果」です。
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・後行である自然成就のトゥーゲル

3 つ目は、後行である自然成就のテクチューです。光り輝く明智の繭を、思
索によって確立するのではなく、目の当たりに見るために、

3 つ目は、後行である自然成就のテクチューの手引きです。自らの心の中に
は、もとより法身普賢が宿っており、それは「存在するだろう」という考えや、

「おそらく存在するだろう」と考える分析によって確立されるものではなく、

目の当たりに見るものです。それを見るために、自然成就のテクチューの道を

修習します。

体の要点は三身の任意の姿勢をとり、

テクチューの修行には 6つの要点があります。そのうちの体の要点は、獅子
のような法身の坐法、象のような報身の坐法、しゃがんだ仙人のような化身の

坐法のうち、任意の坐法をとって修習することです。

言葉の要点は、言葉を断って息をゆっくりと口から吐き出し、

言葉の要点は、言葉を断つか、多くを語らないようにして、息をゆっくりと

口から吐き出すことです。

心の要点は、テクチューのあるがままに任せる自生する智慧の灯明（shes
rab rang byung gi sgron ma）の境地において、

心の要点は、先ほどのテクチューの説明で述べられていたような境地にとど

まることであり、これを「自生する智慧の灯明」と言います。その肝要な境地

にとどまる必要があるという意味です。

対象の要点は、縁から離れた虚空、太陽、月、灯明などに対して、

対象の要点は、縁から離れた虚空、太陽、月、灯明などのいずれかに意識を

集中させることです。
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門の要点は、見上げること、見下ろすこと、端を見ることにより、

門の要点は、眉間を見上げる法身の見方、下向きに見る化身の見方、両目で

端を見る報身の見方です。

顕現の要点については、5光の囲い（mu khyud）を持ち、界に遍く行き渡っ
ている青色の「清らかな界の灯明」、何層にもわたって内外を囲んでいる 5 光
の丸い滴の中心に位置する「空なる滴の灯明」、多くの金の糸が水晶の数珠に

よって飾られているかのような明智の光彩である〔金剛の〕鎖（rig gdangs lu
gu rgyud）、これらが揺れ動くことなく安定してきたら、そこに、気息、目、
意（rlung mig yid）の 3つを溶け込ませていくようにして集中させ、思索と象
徴の分別の集合体（yid dpyod mtshan ma’i rtog tshogs）を伴うことなく長きに
わたって修習することにより、〔清らかな〕界〔の灯明〕、〔空なる〕滴〔の灯

明〕、明智〔の金剛鎖〕を明らかに見ることは、法性の現前です。

あらゆる分別から離れて、清らかな界の灯明、空なる滴の灯明、明智の金剛

鎖を明らかに見ることは、4顕現（snang ba bzhi）のうちの「法性が現前する
顕現」（chos nyid mngon sum gyi snang ba）です。

それらがますます明らかになり、安定し、盛んに広がり、計り知れない光が

現れることは、体験の増幅です。

界、滴、明智がますます明らかになり、安定し、盛んになり、増大し、高まっ

ていくことは、「体験が増幅する顕現」（nyams gong ’phel gyi snang ba）です。

界の顕現（dbyings snang）が清らかな刹土として浄化し、滴が無量宮とし
て完成し、明智が〔仏の〕お体として熟して、ひとえに清らかな界が現前する

ことは、明智の極点への到達です。

清らかな界の灯明が清らかな刹土として浄化し、空なる滴の灯明が無量宮と

して完成し、明智の光彩である金剛鎖が本尊のお体として熟して、何一つとし
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て不浄な現れが存在しなくなることは、「明智が極点に達する顕現」（rig pa
tshad phebs kyi snang ba）です。

お体と智慧の顕現、果てしない有法の顕現一切が、法性の若々しい瓶のお体

の界で堅地（btsan sa）を獲得し、現れなくなることは、法性が尽き果てる地
点（chos nyid zad sa）です。

不浄なる現れの全ては、明智が極点に達する段階で尽き果てますが、続いて、

清らかなお体と智慧の顕現一切も、内界（nang dbyings）において堅地を獲得
し、内界の中に消えて現れなくなります。これは「法性が尽き果てる地点の顕

現」（chos nyid zad sa’i snang ba）です。

更に、所化の刹土において三身の荘厳をどこにでも示せるようになることは、

善い願いが集まった嘘偽りのない自果（rang ’bras）です。

法身仏の境地を目の当たりに獲得してもなお、所化の世界において、仏の願

いと所化の善資糧が増大する力により、化身や報身などをどこにでも現すこと

ができるのは、善い願いが集まった縁起による現れです。

今世で優れた安定性を得られなければ、臨終時に、胸に白いア（ ）として

存在する自分の心が風に吹かれ、頭頂にいらっしゃるラマのお心に溶け込み、

ラマもどんどん高く上って極楽浄土へ向かわれると観想し、自分の心とラマの

お心が不可分である境地に入定し、往生するべきです。

これは臨終の中有（’chi kha’i bar do）の手引きです。死に際して、自分の心
を胸の中に白いアの文字として観想します。続いて、頭頂にいらっしゃるラマ

に一心に祈りを捧げることにより、そのアの文字も上におられるラマのお心に

溶け込み、ラマもどんどん高く上って極楽浄土へ向かわれます。このように、

自分の心とラマのお心が不可分となった境地に入定してから往生することがで

きれば、法身という永遠の存在（chos sku’i gtan srid）を得ることができます。
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法性の中有の現れとして、いかなる音（sgra）、光（’od）、光線（zer）、お体
と智慧の遊舞（sku dang ye shes kyi rol pa）が現れたとしても、自己顕現と理
解した上で、あるがままに任せる見解（cog bzhag lta ba）により堅地を持して
とどまるべきです。力の現れが全て基界（gzhi klong）に溶け込むまで、とど
まることを解くべきではありません。

法性の中有においては、音の現れ、光の現れ、光線の現れ、お体の現れ、智

慧の現れなど、多くの現象が現れます。その時に、全てが自己顕現であると理

解した境地にとどまることで、全ての分別は界に溶け込んでいきます。これが、

法性の中有の手引きの真髄です。

生存の中有の顕現が夢のように現れた時、本尊とラマを一心に信じて敬い、

臨終の中有における要所を突く要訣によって、自性化身の刹土で安堵を得るで

しょう。

生存の中有において六道の業の顕現が現れた時には、本尊とラマに祈りを捧

げ、臨終の中有における意識の移転（grong ’pho grong ’jug）の要訣にあるよ
うに、白いアの文字として存在する自らの心がラマのお心に溶け込み、ラマが

極楽浄土へと向かわれると観想することによって、自性化身の刹土で解脱する

でしょう。

このように、この『仏を手中に授ける』という手引きの

真髄の要点は、認識し空である界（rig stong klong）から溢れ出ました。
ほとんどの語句は尋伺によって作り出されたものです。

それでも、一部の初学者にとって、

ほんの僅かでも役に立つことを願い、文字に書き留めました。

この善によって、虚空にあまねく行き渡る衆生が余すことなく全て、

共に原初界で安堵を得ることができますように。

『仏を手中に授ける』の真の要点は、認識し空であるゾクチェンの界から現

れ出たものであり、その後、それらの語句がそっくりそのまま私の心に現れた

103



ワシントン D.C.

わけではありませんが、全ての初学者にとって少しでも役に立つものになれば

と思い、一部の語句に関しては思考を巡らせながら文字に書き起こしました。

チベットでは、これはあくまでも初学者の修行法であり、この後も更にゾク

チェンにおける数多くのタントラ、アーガマ、ウパデシャに目を通す必要があ

りますが、欧米諸国に住むほとんどの方々にとっては、序盤、中盤、終盤の全

ての段階において必要となる教えは、この法に他ならないでしょう。ですから、

より多くの法を読んだり、修行したりすることができなかったとしても、修行

の時間をほんの少ししか取れなかったとしても、これさえ押さえておけば十分

です。この教典を執筆した善根によって、生きとし生けるもの全てが法身の境

地を得ることができますように。

至高なる文殊の幻化の刹土である五台山の寂静処、阿修羅洞（a su ra yi brag
phug）または那羅延窟（sred med bu’i brag phug）にて、ンガワン・ロドゥ・
ツンメが明け方の合間に記しました。善きかな。

ここまでで、『仏を手中に授ける』の手引きを全て解説し終えました。以上

をもって、皆さんからのご要望にあった法話の全日程を終了とさせていただき

ます。
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アメリカ副大統領からのお手紙

法王は、クンサン・ペルユル・チューリンで
法話を行っている間、アメリカ副大統領のア
ル・ゴア（Al Gore）から手紙を受け取りまし
た。その手紙は 1993年 7月 23日に書かれたも
ので、大まかな内容は以下の通りです。

法王ジグメ・プンツォク・リンポチェのアメ

リカ訪問の知らせを聞き、大変嬉しく思います。

折悪しく、私は今週末に会議を控えており、7
月 30 日と 31 日にはワシントン D.C. にいないため、誠に残念ながら、今回は
法王ジグメ・プンツォク・リンポチェに直接お会いすることができません。そ

の代わりと言っては何ですが、今回は、法王のホワイトハウス訪問を関係職員

に応接していただくよう手配いたしました。もし他に何か私にできることがあ

りましたら、いつでもご連絡ください。ご多幸をお祈りいたします。

アル・ゴア

後日、法話の全日程を終えられた法王は、アル・ゴア副大統領の計らいによ
り、ホワイトハウスを訪問されました。
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ホワイトハウス訪問

7月 30日、法王はホワイトハウスを訪問されました。ホワイトハウスは、ア
メリカ大統領の住居と執務室を兼ねている官邸で、1 部の区域が特定の時期の
み一般公開されているのですが、一般的に、外国人観光客の内部見学は受け付
けられていません。

アル・ゴア副大統領のご用命によ
り、カレン・ウィリアムズ（Karen
Williams）という職員が私たちにホ
ワイトハウスを案内してくださいま
した。ホワイトハウスは主に、本館
のエグゼクティヴ・レジデンス、西
棟のウエストウイング、東棟のイー
ストウイングという 3 つの建物で構
成されています。東棟のイーストウ
イングは様々な催しやイベントが開かれる場所で、西棟のウエストウイングは
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大統領とその他役員の方々の執務室となっており、本館のエグゼクティヴ・レ
ジデンスは、外から見ると 3階建てに見えますが、実際には 6階建てとなって
おり、全部で 132の部屋があります。
職員のカレンは、私たちを各区

域に案内して詳しく紹介してくだ
さり、普段は一般公開されない場
所にも案内してくださいました。
興味深いことに、カレンはアメリ
カ人の尼僧でもあり、チベット仏
教の僧衣を着て長年ホワイトハウ
スで働いているとのことで、当時
としては大変珍しい存在でした。
ホワイトハウスの壁には、歴代

の大統領とファーストレディの肖像や、その他の様々な小さな写真が飾られて
おり、廊下や部屋の中には、歴史や文化を色濃く反映した芸術品や、ホワイト
ハウスで使用された精巧な陶器、ガラス製の皿、金や銀で作られた食器が陳列
されていました。当時のアメリカ大統領はビル・クリントンであったため、彼
とそのご家族の写真や動画も見ることができました。
午後には、駐米中国大使館へ行きました。私

たちを応接してくださった大使は比較的穏やか
な方で、アメリカでの旅程、出国と帰国の日程、
関連する詳細事項について少し質問を受けたあ
と、私たちはクンサン・ペルユル・チューリン
に戻りました。
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お別れのご挨拶

7 月 31 日、クンサン・ペルユル・
チューリンで予定されていた全ての法話
を終えた法王をお祝いするために、道場
は芝生の上にテントを張ってビュッフェ
を用意し、異なる国籍を持つ様々な民族
の仏教徒たちを集めた祝宴を催しました。
その日は快晴で、木々が一際青く生い茂
り、鳥たちのさえずりがしきりに聞こえ、
花々の芳しい香りが漂う中、私たちはゆったりとくつろぎながら美食を堪能し、
すがすがしい気持ちでその時間を存分に楽しみました。
皆さんとのお別れに際して、法王は次のようにお話しになりました。

今日は、私から皆さんにいくつか伝えたいことがあります。

一般的に言って、私のような功徳のない欠点だらけの人間が皆さんに教えを

垂れるのは、あまり相応しくないことかもしれません。しかし、今回の法話を

通じて、私たち師弟は誓言で密接につながれた関係となったため、今世のみな

らず、何度生まれ変わっても離れ離れになることはなくなりました。ですから、

私も勇気を出して少しお話をさせていただきたいと思います。

1.道場の管理者への願い
まずは、道場の管理者であるアコン・ラモに 2つの願いがあります。彼女に

備わる全ての功徳は、自らの心の連続体に備わっている修行と悟りの境地とい

う側面と、法を伝え広めて利他を行うための事業という側面の 2つに要約する
ことができます。今まで備わっていた功徳が失われることなく保たれ、今まで

にない功徳もこれから身につけることができるよう、彼女が全力を尽くしてい

けることを切に願っています。
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出典：palyulmedia.smugmug.com

2.出家者への願い
続いて、出家者の皆さんにも 3つの願いがあります。それは何かというと、

調和を保つこと、清らかな戒律を守ること、聞思修に励むことの 3つです。

（1）調和を保つこと
調和を保つということは、仏教徒だけでなく、キリスト教やヒンズー教など

を信仰している方々とも、調和のとれた関係を築くということです。絶え間な

い対立や争いは、害をもたらすことはあっても、幸せをもたらすことは決して

ありません。ですから、私が第一にお伝えしたいことは、異なる宗教や仏教内

部の各学派間、特にチベットで栄えている四大学派をはじめとする多くの学派

間で、調和のとれた関係を築くべきであるということです。これは私たち全員

にとって最も基礎的なことであり、おろそかにできないことでもあります。

過去数十年間と比べて、現在、仏教は世界中の多くの国々で栄えていますが、

そんな中で、仏教を滅ぼす大きな魔物のような障害が 1つあります。それは、
法友間の不和に他なりません。正直なところ、同じ場所に 2人のラマがいたら、
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彼らの関係性は、往々にして仲睦まじい関係にあるとは言い難く、同じ場所に

2 つか 3 つの道場や僧団があれば、異なるグループに所属する人々が互いに仲
良くすることは難しいというのが現実だと思います。しかし、調和を保つこと

は大変重要であり、かつて仏が「調和のとれた僧衆は幸せをもたらし、調和を

保ちながら苦行に励むことは更なる幸せをもたらす」とおっしゃったように、

僧衆が調和を保つことで大きな幸せがもたらされ、僧衆が調和を保ちながら悪

を断ち、善を積むことができれば、更なる幸せがもたらされるでしょう。です

から、調和を保つことは、私たちにとって必要不可欠なことなのです。

出典：palyulmedia.smugmug.com

（2）清らかな戒律を守ること
第二に、清らかな戒律は根本です。

皆さんはすでに戒律を授かっていま

すから、戒律を授かったからには、

しっかりと守るようにしてくださ

い。そうすれば、今世でも来世でも

幸せがもたらされ、苦しみを受ける

ことはないでしょう。しかし、戒律

を破ってしまったら、悪趣に堕ちる

以外の道はありません。このように、

戒律は大きな利益をもたらすことも

あれば、大きな害をもたらすことも

あるため、細心の注意を払って守る

必要があります。

（3）聞思修に励むこと
第三には、聞思修に励むことです。「修」とは、真剣に、着実に修行を実践

していくことです。「聞思」とは、できる限りを尽くして法の解説と聴聞を行

うことです。他者に法を説くことができるのであれば、それは大変素晴らしい

ことですが、たとえまだ法を説くことができなかったとしても、法を聴聞する
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ことに力を注ぐべきです。もし法の解説と聴聞を両方行えるのであれば、それ

に越したことはありませんが、たとえ両方行うことができなかったとしても、

どちらか 1つは必ず行うようにしましょう。

3.在家者への願い
在家者の皆さんにも 2つの願いがあります。まず、殺生や盗みを慎み、礼拝、

右遶、経典やマントラの読誦など、できる限り善行を積むようにしてください。

これが 1つ目の願いです。そして、三宝に対して、中でも特に僧宝に対して信
心を抱き、彼らに祈りを捧げ、敬い仕え、可能な範囲で財産の供養を行ってく

ださい。そうすれば、自分の今世にも来世にも大きなご利益がもたらされるで

しょう。これが 2つ目の願いです。

4.全ての方々への願い
皆さん全員に共通する願いが 1つあります。それは、仏教全体と、特にこの

道場が、大衆から非難の的にされて満身創痍になることがないよう、皆さんに

全力を尽くして守ってほしいということです。この道場に何か問題が発生すれ

ば、皆さん自身が人前で顔を上げられなくなるだけでなく、仏教全体の恥にな

りかねません。ですから、このことについては特に十分な注意を払う必要があ

ります。

具体的には、注意すべき点が 2 つあります。1 つ目は、僧侶と尼僧の間で戒
律を厳格に守ることです。出家者の男女間で過ちが発生することほど最悪なこ

とはありません。ですから、道場の管理者は、しっかりと規律を定めておくべ

きですし、もし可能であれば、僧侶と尼僧の居住区域を分けて間を隔て、最初

から男女間の問題が発生しないように予防しておくことが重要です。このこと

をあまり気に留めず、出家者と在家者の男女が同じ居住区域に住んでいたら、

戒律を守り抜くことは難しいでしょう。

例えば、ラルン五明仏学院には、僧侶と尼僧がそれぞれ 1,000 人以上います
が、法話に参加する際、彼らは互いに距離を置いて別々の場所に座らなければ

ならず、一緒に座ることは認められていません。教室などに出入りする際も、
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同じ門から出入りするのではなく、僧侶と尼僧で別々の出入り口が用意されて

います。男女の居住区域もそれぞれ離れた場所に設けられており、普段は連絡

を取ることも会うことも許されていません。このような規則を設けなければ、

長期的に一緒に過ごしていく中で、いつか戒律を守れなくなる時が来てしまう

かもしれないからです。

出典：palyulmedia.smugmug.com
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出典：palyulmedia.smugmug.com

皆さんも、最初から戒律を守り通せるように努めるべきです。戒律を破るこ

とは非常に罪深いことであり、何十万回もの転生を経ても抜け出せない悪趣に

堕ちることとなるため、最初から戒律を厳格に守るようにするべきです。

2 つ目は、他者の戒律を破壊することがないよう注意を払うことです。他者
の戒律を破壊することは、自分の戒律を破るよりも恐ろしいことです。どれほ

ど恐ろしいことかというと、幾千、幾万もの仏塔を破壊するよりも、他者の戒

律を破壊する方が罪は大きいとされているほどです。例えば、殺生や盗みを働

いて罪を積めば、確実に悪趣に堕ちることとなりますが、その罪はまだ浄化す

る余地があります。しかし、出家者の戒律を破壊してしまったら、それは近無

間業（nye ba’i mtshams med kyi las）にあたるため、死後すぐに無間地獄に生
まれ落ちることとなり、解脱する機会はありません。そのため、特に注意する

べきです。

広大な善を成就することができなくても過失にはなりませんが、清らかな戒

律を守る人々を妨げることは、何としても避けるべきです。もともと戒律を備
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えている人に戒律を破らせてしまったら、何十万もの生にわたって三宝に巡り

会えなくなるどころか、ひいては三宝という名称さえ耳にすることができない

暗黒の辺境に生まれることとなるでしょう。

一部の人は「戒律を破ったとしても、多少の密法を修行していれば、そこま

で大きな過失にはならないのではないだろうか？」と考えるかもしれませんが、

まさに「破戒者が密法を修行しても成就しないと仏はお説きになられた」と説

かれている通り、戒律を破ってしまったら、どれほど聴聞と思惟を重ね、勉学

に励み、修行に勤しもうと、行き着く先は悪趣しかなく、いかなる利益も得ら

れないため、慎重になるべきです。

出典：palyulmedia.smugmug.com
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どうしても自分が戒律を守れなかったとしても、くれぐれも他者の戒律を破

壊しないよう注意し、代わりに戒律を守りやすくするための順境を提供するよ

うにしましょう。そうすれば、他者が戒律を守ることによって得られる功徳を、

自分も得ることができます。

ここまでの話をまとめると、私は道場の責任者に向けて 2つ、僧侶と尼僧の
方々に向けて 3つ、男女の在家者に向けて 2つの願いをお伝えしました。どう
かこれらのことをおろそかにすることなく、心の中によくとどめておいてくだ

さい。私がここを離れた途端にすっかり忘れてしまうことのないよう、常に肌

身離さず持ち歩いて、なくさないように内ポケットの中に大切にしまっておき

ましょう。

（笑いが起こる）

最後に、私から皆さんに 3つの祈りを贈りたいと思います。
第一に、ご住職が長らくご在世され、事業が栄えていきますように。第二に、

全ての僧侶が清らかな戒律を保ち、円満な智慧を育むことができますように。

第三に、在家者の皆さんが、三宝に対して揺るぎない堅固な信心を抱き、十善

を行うことができますように。仏と菩薩たちのご加持によって私の願いがかな

いますように。どうか皆さんが、これらの願いをかなえるためにお力添えくだ

さいますように。

こうして、法王のワシントン D.C.での弘法活動は幕を閉じました。
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NEW YORK CITY, USA

6駅目
8月 1〜8日
アメリカ

ニューヨーク



スケジュール
SCHEDULE

8月 1日 ニューヨークに到着

8月 2日 『カーラチャクラ』に関する法話

8月 3日 午前に国際連合本部ビルを訪問
夜に『文殊静修ゾクチェン』の灌頂

8月 4日 午前にワールドトレードセンターを観光
夜に『プルパ・グルククマ』の灌頂

8月 5日 金剛橛に関する公開講演会を開催

8月 6日 パドマサンバヴァの修行法に関する法話

8月 7日 午前に『チェツン・ニンティク』の灌頂
午後に『チェツン・ニンティク』の法話

8月 8日 午前と午後に『チェツン・ニンティク』の法話



ニューヨーク

ニューヨークに到着

8月 1日、法王はアメリカの政治の中心地であるワシントン D.C.から、1時
間余りのフライトを経て、アメリカの経済の中心地であるニューヨークのラ
ガーディア空港に到着しました。
アメリカ最大の都市であるニュー

ヨークは、かつてアメリカの臨時首
都だった場所でもあり、1789 年に
ジョージ・ワシントンがアメリカ初
代大統領に就任した場所でもありま
す。その独特な地理的位置から、19
世紀以来、常にアメリカの経済と金
融の中心を担ってきたニューヨーク
は、第二次世界大戦以降、米ドルの国際的な役割が世界的に確立されていくに
つれて、一躍世界の金融の中心となりました。この面積 60 平方キロメートル
にも満たないマンハッタン島には、数えきれないほどの金融機関や貿易機関が
存在します。世界中の金融情報の大部分が集まるこの場所は、地球上で発生
する多くの出来事と切っても切れない関係があると言っても過言ではありま
せん。
法王はニューヨーク滞在中、バ

ワリー通り 222 番地（222 Bowery
Street）にある建物に宿泊されまし
た。築 100 年の歴史を誇るこの建
物は、これまで数多くの影響力の
あるアーティストが宿泊しており、
後に一部のアーティストから「バン
カー」（bunker）という愛称で呼ば
れるようになりました。バンカーは、
今でもニューヨークを象徴する建物
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となっています。1970 年代には、ドゥジョム法王の弟子の 1 人がここを買い
取り、ニンマ派の道場として改装した上で、「パドマサンバヴァ・ダルマ・セ
ンター」（Padmasambhava Dharma Center）と命名しました。
法王はバンカーに 1週間ほど宿泊されました。
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ニューヨークにおける弘法活動一覧

30 年経った今、ニューヨークとボストンにおける法王の法話資料はほとん
ど失われており、私はいろいろな人に尋ねて回りましたが、それでもわずかな
資料しか集めることができませんでした。仕方がないため、集めた資料をもと
に 1993 年当時の法王の法話スケジュールをここに書き留めたいと思います。
もし今後より多くの関連資料が手に入りましたら、また皆さんに共有させてい
ただきます。
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8月 2日　
チョナン・ダルマ・センターにて『カーラチャクラ』に関する講演を行う

8月 3日　
仏恩寺（Grace Gratitude Buddhist Temple）にて『文殊静修ゾクチェン』の

灌頂を伝授

8月 4日　
パドマサンバヴァ・ダルマ・センターにて『プルパ・グルククマ』の灌頂を

伝授

8月 5日　
パドマサンバヴァ・ダルマ・センターにて金剛橛に関する公開講演会を開催

8月 6日　
パドマサンバヴァ・ダルマ・センターにてパドマサンバヴァの修行法を解説

8月 7日　
パドマサンバヴァ・ダルマ・センターにて、午前に『チェツン・ニンティ

ク』の灌頂を伝授し、午後に『チェツン・ニンティク』の解説を行う

8月 8日　
パドマサンバヴァ・ダルマ・センターにて、午前と午後に分けて『チェツ

ン・ニンティク』の解説を行う
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ニューヨークのラルン顕密センター

法王はニューヨーク滞在中に、より多くの人々が顕教と密教の学習に継続的
に取り組むことができるよう、ニューヨークにラルン五明仏学院の仏教セン
ターを設立されることを希望され、その段取りを私に一任されました。
私にとってニューヨークは馴染み

のない土地であり、知り合いもいな
ければ言葉も通じない状況でしたが、
アメリカでセンターを登録すること
はそれほど難しいことではなく、現
地の仏教徒の皆さんのご協力のもと、
何度も話し合いを重ねて関係各所へ
連絡を取った結果、数日間のうちに、
必要な資料を全て揃え、場所を確保
し、センターの登録を済ませることができました。私はセンターにふさわしい
場所を選び、ニューヨークにおけるラルン五明仏学院の最初の道場として「ラ
ルン顕密センター」と名付けました。当初は、私とのコミュニケーションのと
りやすさなどから、メンバーは主に中国人の方々でした。

123



ニューヨーク

法王は直々にこの道場へいらして開光
を行われ、『智慧薩埵文殊』の灌頂とそ
れに関連する簡単な法話を行ってくださ
り、その場にいた全員に一人ずつご加持
を与えられました。ラルン顕密センター
の設立は、『ニューヨーク・ワールド』
（New York World）と『ニューズウィーク』
（Newsweek）で、人目を引くタイトルと
共に第一面で大々的に報道されました。
このセンターはしばらく運営されました

が、私と連絡を取ることが不便になったこ
となどの理由で、運営を続けることが難し
くなりました。けれども、この道場をきっ
かけに多くの人々が法王の法脈と良いご縁
を結ぶことができました。このようなつな
がりは、きっと彼らの解脱にとって重要な役割を果たすこととなると私は信じ
ています。聞くところによると、かつてのメンバーの何人かは、今でもラルン
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五明仏学院で使用されている資料に沿って学習と修行を続けており、周囲の多
くの人々に影響を与えているようです。

国際連合本部ビルを訪問

法王がニューヨークに滞在していたある日の
こと、国際連合事務次長のモーリス・ストロン
グ（Maurice Strong）から手紙が届き、法王を国
際連合本部ビル（United Nations Headquarters）
の観覧にご招待くださること、そしてブータン代
表を案内役に付けてくださることが記されていま
した。

8 月 3 日、私たちは国際連合本部ビルを訪れました。ビルの前には、加盟国
184 か国（原注：現在は 193 か国）の国旗が掲げられており、メインの旗竿に
は国連旗が掲げられていました。
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ブータン代表は私たちに、事務局ビ
ル、総会議場ビル、理事会議場ビル、
図書館を一つひとつ案内してくださり、
「黄金律」（The Golden Rule）と呼ばれ
る有名なモザイク画も紹介してくださ
いました。この作品には、異なる民族、
人種、信仰を持つ人々が調和を保って
共存している様子が描かれており、こ
の世の全ての人々が同じ尊厳を有することを訴えかけています。この絵には
「Do unto others as you would have them do unto you.」という英文が記されて
おり、翻訳すると「己の欲するところを人に施せ」という意味合いになります。

各国の代表者が集って会議を行う総会議場ビルへ行くと、その日は会議の予
定が入っていなかったため、私たちを除いてそこには誰もいませんでしたが、
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法王はその場所に大変ご興味を持たれたようでした。法王は世界平和のために
長時間祈りを捧げられた後、私たち同行者と共に『敬愛の祈願文』をお唱えに
なりました。

とあるハーバード大学教授の回想

現在のジャネット・ギャツォ

ここ数年、私はハーバード大学に 2度招かれ、
2度ともジャネット・ギャツォ（Janet Gyatso）
教授の主催で講演を行いました。彼女は 1993
年に法王と出会い、ニューヨーク滞在中の法王
の通訳も務めていました。本書の執筆にあたり、
彼女にインタビューを行ったところ、彼女は当
時を振り返って次のように話してくれました。

私は今ハーバードで教えていますが、法王が

ニューヨークを訪れた当時、私はアマースト大

学で教えていました。法王がニューヨークを訪

れた時、通訳の女性が重病の父親に会うために

短い休暇を取らなければならなかったため、私
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は数日間、法王の通訳を務めることになりました。法王のお話しになるチベッ

ト語はゴロク（果洛）地方の訛りが強く、私もチベット語があまり堪能ではな

かったのですが、法王はシンプルな言葉で筋道を立ててお話ししてくださった

ので、私でも法王のお話を完全に理解することができました。法王は長身で体

格が良く、正直に言うと、私は法王に初めてお会いした時、その背の高さに衝

撃を受けました。

私は当時、ジグメ・リンパの伝記を英語に翻訳しており、出版に向けて準備

を進めていたため、この伝記について法王にいくつか質問させていただきまし

た。私が法王に「ジグメ・リンパの自伝は 2つあり、そのうちの 1つは『ダー
キの大いなる秘密の言葉』（DAk+ki’i gsang gtam chen mo）という題名になっ
ているのですが、なぜ男性であるはずの彼の自伝が、女性であるダーキの言葉

として語られているのでしょう？」と尋ねた時、法王は私のために丁寧に回答

してくださり、法王の巧みなご説明によって、私の疑問は完全に解消されまし

た。これは私にとって特に印象深い出来事となっています。

法王が国際連合本部ビルを訪れた時のこともよく覚えています。その日は、

法王の付き添いとして、私を含む 5、6 人が同行させていただきました。国連
には世界中の加盟国の代表者がいて、私たちが到着すると、ブータン代表が出

迎えてくださり、建物全体を案内してくださいました。中でも法王は、各国の

代表者たちが集まって会議を開く総会議場ビルにご興味を持たれたようで、世

界各国の代表が一堂に会して世界の問題を議論できることに大変感心されてい

ました。法王は、代表者たちがどのように投票を行うのか、どのようにコミュ

ニケーションをとるのかなど、国連がどのように運営されているのかについて、

ブータン代表に詳しく質問されていました。

法王は本当に偉大なお方です。そうでなければ、ラルン五明仏学院を設立す

ることはできなかったでしょう。ラルン五明仏学院は、その一挙手一投足がチ

ベット仏教全体に影響力を及ぼす大きな規模と力を有する学院であり、数多く

の僧侶と尼僧が在籍しています。ラルン五明仏学院の存在は、きっとチベット

仏教の長期的な存続に重要や役割を果たすこととなるでしょう。
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また、ラルン五明仏学院のチベット族のケンモの方々が編纂された、チベッ

ト仏教における女性の成就者について記されている一連の書籍も大変素晴らし

く、チベット仏教に対する大きな貢献であると言えます。彼女たちがこのよう

な偉業を成し遂げることができたのも、きっと法王に感化され、その志を継い

でいるからこそでしょう。

失われたワールドトレードセンター

8 月 4 日、法王は世界的に有名なワール
ドトレードセンターのツインタワーを訪れ
ました。空高くそびえ立つこの 2 棟の高層
ビルは、両棟ともに 110 階建てで、ノース
タワー（北棟）は 417 メートル、サウスタ
ワー（南棟）は 415 メートルの高さを誇り
ます。当時としては世界で最も高い建築物
で、「世界の窓」と呼ばれ、アメリカの繁栄
を象徴していました。
ツインタワーの入り口にはギフトショッ

プがあり、多くの観光客で賑わっていまし
た。近くへ寄ってみると、ビル・クリント
ンのいろいろなパネルが用意されており、
観光客はパネルと一緒に写真を撮ることが
できました。他にも、ビル・クリントンを
もじった様々なおもちゃがありました。例
えば、ビル・クリントンの頭に犬の胴体が
ついた大きな人形があり、人々はその上に乗っておかしなポーズをとっていま
した。私たちは法王にも写真撮影をお願いしたので、法王は「ビル・クリント
ン」の肩に手を置き、一緒に写真を撮ってくださいました。
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その後、私たちはエレベーターで最上階の
110 階まで上りました。最上階には望遠鏡がた
くさんあり、世界有数の金融街であるニュー
ヨークの街を覗くことができました。その上に
ある屋上展望台へ行くと、更に開放的な景色が
広がっており、マンハッタンの街が一望できる
だけでなく、遠くに建つ自由の女神像さえも見
ることができました。自由を象徴する彫像であ
る自由の女神像は、アメリカ独立 100周年にフ
ランスからアメリカに贈られたもので、長い年
月を経てニューヨークとアメリカのシンボルと
なっています。

7 年の年月と 10 億ドルの資金をかけて建てられたワールドトレードセン
ターは、堅牢な造りで不滅の建物であるかのように思われましたが、2001年 9
月 11日にテロに遭い、約 2時間で倒壊してしまいました。その後、ニューヨー
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ク市政府はワールドトレードセンターの再建を決定し、新しく 5棟の高層ビル
と 1棟の記念館を建てる計画が立てられ、現在着々と竣工しているようです。
当時のワールドトレードセンターは失われ、法王もご逝去されてから 20 年

経ちますが、私はかつてのワールドトレードセンターで撮影した法王のお写真
を今でも大切に保管しています。

ラルン五明仏学院の居士林の由来

チベットは、ほぼ全ての人々が仏教を信仰していると言っても過言ではない
くらい、仏教の信仰が深く根付いている場所ですが、在家者が一緒に集まって
仏法の共同修行をする伝統はありませんでした。そのような中で、ニューヨー
ク滞在中のある日のこと、法王は突然、私を含む数人の同行者に「私は一髻羅
刹女（ekajat.ı̄, ral gcig ma）から、ラルン五明仏学院に居士林を設立することで、
より多くの在家者に利益をもたらし、解脱に導くことができるという授記を授
かったため、帰ったら彼女のお告げに従って居士林を設立するつもりです」と
おっしゃいました。
一髻羅刹女が直接現れて授記をお授けになったのか、法王が修行の境地や夢

の中で授記を授かられたのか、私はあえて多くを尋ねませんでしたが、この知
らせを聞いて私はとても嬉しい気持ちになりました。というのも、私の両親は
その時まだラルン五明仏学院にいて、故郷へ帰っていなかったため、これで彼
らもラルン五明仏学院に残ることができるかもしれないと思ったからです。こ
れもきっと何かのご縁と思い、私はすぐに両親の分の申し込みを行いました。
法王は秋にラルン五明仏学院にお戻りになられると、直々にラルン渓谷の下

方に場所を定め、居士林の経堂の建設を始められました。この経堂はおそらく
チベット初の在家者のための経堂だったと言えるでしょう。当初の居士林には、
私の両親の家も含めて人家が 4戸しかなかったのですが、居士林の経堂が完成
すると、ますます人が集まるようになり、居士林の規模も次第に大きくなって
いきました。この居士林では、多くの在家者が修行に精進しており、臨終時に
異なる程度の成就を示す瑞相が現れた方々もいらっしゃいます。
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その後、チベットの他の地域でも、これに倣って居士林が建てられるように
なったため、ラルン五明仏学院の居士林の建設は、チベットに暮らす在家者た
ちの仏法の共同修行を後押しする良いきっかけとなったのではないかと思い
ます。

法王の運転手を務めた男性

長い間、法王のニューヨークでの法話資料はほとんど見つからない状況だっ
たのですが、幸運なことに、ニューヨークで運転手を務めてくださったイヴォ
ン・ショセブランシュ（Yvon Chausseblanche）が、個人的に録音していた法
王の数回分の法話の音声を提供してくださいました。これらの音声はカセット
テープに録音されていたため、経年劣化により大部分が破損していて聞き取れ
なくなっていたのですが、比較的鮮明に聞き取れる音源が 1つだけ残っていま
した。私たちはイヴォンに感謝を伝え、インタビューを行ったのですが、法王
のお話になると、彼は感極まって涙を浮かべていました。以下は、彼が語った
内容です。

法王がニューヨーク滞在中に宿泊されていたバワリー通り 222番地にある建
物は、いつも多くのアーティストたちが集まっていた場所で、それまで数多く

の大徳たちをもてなしてきた場所でもあります。

私はその 1週間、法王御一行の運転手を任されていたため、いつも法王御一
行が車を降りられた後、駐車を済ませてから会場へ向かっていました。法王が

ニューヨークを訪れることは、滅多にない千載一遇の機会でしたから、私はカ

セットテープとレコーダーを持参し、教えを録音するようにしていたのですが、

時々、駐車に時間がかかったせいで会場に入るのが遅くなり、法話の冒頭部分

を録音しそびれてしまうこともありましたし、外部音声をそのまま録音してい

たため、雑音やノイズが入っていて音質もあまりよくありませんでした。
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インタビューを受ける
イヴォン・ショセブランシュ

法王が『文殊静修ゾクチェン』の灌

頂を伝授してくださっている時、私は

本物の文殊菩薩が直々に灌頂を授けて

くださっているかのように感じました。

それはきっと、法王がこのテルマを取

り出されてからまだ日が浅かったこと

も関係しているのではないかと思いま

す。その後、法王のボストンでの講義

に参加した際、五台山で法王がこのテ

ルマを取り出された時のお写真をいただきました。

法王がニューヨークで『チェツン・ニンティク』の灌頂を伝授された際には、

英語通訳の他に、ケンポ・ソダジによる中国語通訳も設けられていました。私

にとって特に印象に残っているのは、法王が出離心の修行法を解説された後、

皆さんで一緒にしばらく瞑想を行っていた時に法王がおっしゃった言葉です。

法王はその時「今日この会場には、西洋人、チベット人、中国人の方々が集

まっています。体は動いていないけれど頭は動いている方々もいれば、頭は動

いていないけれど目は動いている方々もいますが、中でも最悪なのは、目も頭

も動いている方々ですね。皆さんは自分がどのグループに属していると思いま

すか？」とおっしゃい、会場にどっと笑いが起こりました。

法王のニューヨーク訪問の最終日、私は、法王が翌日にはボストンへ向かわ

れてしまうと思うと寂しくてたまらなくなり、赤子のように泣きじゃくりまし

た。法王がニューヨークを去ってからも、私はずっと法王のことが恋しくて、

気づけば数日後には上司に休暇の相談をしに行っていました。上司が頷くなり、

私はすぐにバイクに飛び乗って全速力でボストンへ向かいました。その日はあ

いにくの天気で、道すがらずっと激しい雨が降っていたのですが、私は気にせ

ずバイクを走らせ、あまりの暴雨で運転が危険だと思われる時だけ屋根の下で

雨宿りして、ボストンまで一気に駆け抜けました。

ボストンへ着くと、幸いなことに、私は再び法王から灌頂を授かることがで

き、他の方々からのご要望で、法王は法話と口伝の伝授も行ってくださいまし
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た。それから、思わず笑ってしまいそうな出来事が起こりました。当時、私は

ぜひともボストンで法王からグル・ドルジェ・ドロの灌頂を授かりたいと思っ

ていたので、金剛界のスタッフの方々に相談しました。すると、スタッフの

方々から「法王はもう今週中に何度も灌頂を行っています。ニューヨークから

灌頂を授かるために駆けつけてきた方々は何人いるのですか？」と尋ねられた

ので、私は「数人です」と答えたつもりだったのですが、なぜか法王のもと

には、ニューヨークから駆けつけてきた弟子たちが 25 人もいると伝わってし
まったようで、法王は灌頂を伝授する際に、皆さんの顔を見ながら冗談混じり

に「ニューヨークから駆けつけてきた 25 人の弟子たちはどなたですか？」と
尋ねられたのですが、私は恥ずかしくて手を上げる勇気がありませんでした。

灌頂を伝授し終えると、法王は私たちに、必ずこの法を修行し、伝え広めるよ

う強調されました。そして「この法に信心を抱き、この法を求める方がいれば、

どなたでも連れてきてください。私は必ずその願いに応えます」とおっしゃっ

てくださいました。

後から知ったことですが、法王は当時ひどく体調を崩されており、危うく巡

行を中断するところだったそうです。それでも、法王はその強い慈悲心から、

惜しみなく全てを出し切って、私たちの願いを全てかなえてくださったので

した。
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グル・リンポチェ・パドマサンバヴァについて

8 月 6 日、法王はパドマサンバヴァ・ダルマ・センターで、パドマサンバ
ヴァの修行法について講義されました。ニューヨークでの法話資料をあちこち
探した結果、ようやくこの講義の録音を入手できたのは本当に幸運でした。こ
の録音は、当時法王の運転手を務めていたイヴォンが提供してくれたもので、
彼は駐車を済ませてから会場入りする必要があったため、冒頭の内容が少し欠
けてしまっていますが、残りの内容は全てそろっているため、ここで皆さんに
共有したいと思います。

……

どのように心を整えるべきかというと、広大な意楽による菩薩乗の発心

（bsam pa rgya che ba byang chub sems kyi kun slong）と、広大な方便による秘
密真言乗の発心（thabs rgya che ba gsang ba sngags kyi kun slong）という 2種
類の発心のうち、どちらかによって心を整えるべきです。

1.広大な意楽による菩薩乗の発心
どのようにして広大な意楽による菩薩乗の発心を起こすかというと、虚空が

ありとあらゆるところに行き渡っているように、衆生もありとあらゆるところ

に存在し、衆生が存在する限り、そこには必ず業と煩悩があり、業と煩悩があ

る限り、そこには果てしない苦しみが広がっています。そして、果てしない苦

しみに苛まれている衆生の誰もが、始まりのない輪廻の中でかつて自分の両親

となったことがあり、かつて自分の両親となったことがない衆生は誰一人とし

て存在しません。仏はこのことについて、経典の中ではっきりとお説きになら

れています。そして、彼らがかつて自分の両親だった時には、現在の両親と同

じように純粋な心と優しさのこもった行いによって自分を大切に育ててくれま

した。ですから、衆生は私たちにとって大きなご恩のある存在なのです。しか

し、かつて私たちを大切に育ててくれた恩ある衆生たちは、幸せを望んでいる

のに幸せの因が徳を積むことであると知らず、苦しみを望んでいないのに苦し

135



ニューヨーク

みの因を絶えず作り出しており、考えと行いが常に矛盾しています。このよう

に考えることで、「苦しみに苛まれている全ての衆生が、あらゆる苦しみから

解放されたらどんなにいいだろう」と考える優れた意楽を起こしてください。

そして、彼らが苦しみから解放され

ることを願うとともに、彼らが体の安

らぎと心の喜びをはじめとする円満な

幸せを得られることを願う優れた意楽

も起こす必要があります。しかし、幸

せを得るための拠り所となる体につい

て考えてみると、三悪趣の衆生が幸せ

を感じられる瞬間は滅多になく、人間

や天人は幸せを感じられる瞬間も多少

あるかもしれませんが、それも所詮一時的なもので永遠に続く幸せではないた

め、変苦の範疇を超えることはなく、実体のないものです。そのため、一切衆

生を一時的な人天の幸せに導くだけでは、あまり大きな利益はないということ

が分かります。また、輪廻の原因である業と煩悩、そして輪廻の結果である苦

しみから離れた声聞や縁覚の境地に至ったとしても、それでは自利を完成させ

ることはできても、広大な利他を行うことはできないため、衆生をそれらの境

地に至らしめても大きな利益はありません。従って、無我を証悟した智慧に

よって輪廻の苦しみを根本から断ち切り、大悲によって涅槃に赴くことなく、

虚空が存在する限り衆生に利益をもたらし続ける存在、すなわち存在と寂滅の

どちらにも偏ることのない円満な仏の境地に、一切衆生がたどり着くことを願

う優れた菩提心を起こすべきです。

しかし、このような仏の境地はわけもなく勝手に生じるものではないため、

それを成就するための円満な因を修習する必要があります。円満な因とは何か

というと、円満な戒律、円満な禅定、円満な智慧です。

（1）円満な戒律
どのようにして清らかな戒律を守るかというと、他者への危害を根本から断
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ち切ることが別解脱戒で、何千年かかるか、衆生の数がどれほど多いか、教化

するのがどれほど難しいかにかかわらず、生きとし生けるもの全てを利するこ

とが菩薩戒であり、広大な自利と利他を楽に速やかに成就するものが密教金剛

乗の戒律です。「楽に」とは、五欲を手放すことなく思いのままに楽しみなが

ら大楽の境地に達することができるということで、「速やかに」とは、長期の

苦行を必要とすることなく、濁世における短い一生のうちに持金剛の果位を成

就することができるということです。

（2）円満な禅定
禅定とは、心を一点にとどめることです。心をとどめるための要訣は、5 つ

の過失（nyes pa lnga）を断ち、8つの行い（’du byed brgyad）を拠り所とし、
心をとどめる 9つの方便（sems gnas pa’i thabs dgu）に沿って修習することで
あり、これらの結果として、9つの段階的な禅定（mthar gyis gnas pa’i snyoms
par ’jug pa dgu）を得ることができます。これらに関する詳しい紹介は、弥勒
菩薩の論書に記されていますが、要訣に沿って説明すれば、心で心を観察して

自然にとどまり、全ての分別を徐々に静めていくことが禅定です。

（3）円満な智慧
智慧には、聞慧、思慧、修慧の 3つがあります。聞慧とは、法相を兼ね備え

たラマのもとで、顕教と密教の仏法、特に自分が修行する法について明確に聴

聞することから生じる智慧を指します。思慧とは、聴聞した法の語句と意味を

何度も繰り返し分析し、理解していないこと、誤って理解していること、抱え

ている疑念という闇を全てなくして、実相の真理（gnas lugs kyi don）に対す
る確信を得ることによって生じる智慧を指します。修慧とは、確信した真理と

自分の心を結び合わせて繰り返し修行することで生じる智慧を指します。

私たちは、仏の境地を得るための因である、戒律、禅定、智慧の三学を実践

しなければなりません。そしてここでは、清らかな法を聴聞するために、自分

の発心を整えていきましょう。
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2.広大な方便による秘密真言乗の発心
広大な方便による秘密真言乗の発心とは、五円満をしっかりと意識した上で

法を聴聞することです。今回の法話を例に五円満を説明すると、場所の円満と

は、この場所を銅色吉祥山にある蓮華光の宮殿（pad ma ’od kyi pho brang）そ
のものと観想すること、導師の円満とは、説法者をオギェン・ペマ・ジュンネ

そのものと観想し、敬虔な信心を抱いて法を聴聞すること、法の円満とは、密

教金剛乗の道が深遠で広大な素晴らしい法理であると理解した上で聴聞するこ

と、時の円満とは、縁ある者がいる限り、仏の事業が終わりを迎えることはな

く、然るべき時に必ず法が説かれる性質を備えていると理解した上で法を聴聞

すること、眷属の円満とは、聴聞者たちの本性が持明なる勇者と勇婦であると

理解した上で法を聴聞することです。

それでは、顕教と密教の 2種の発心のうち、どちらかに従って心を整えた上
で、今日の法話を聴聞してください。

何を聴聞するかと言うと、皆さんは

他の衆生と違って、法を修行するため

の 4つの順縁が揃っているため、まず
はこのことに喜びを起こすべきです。

4 つの順縁とは何かというと、（1）ま
ず、生まれ変わるのが非常に難しい南

贍部洲に生まれたことは、大変喜ばし

いことです。（2）次に、南贍部洲に人として生まれただけでなく、法を説く高
僧大徳やラマなどの善知識に出会えたことも、大変素晴らしいご縁です。（3）
（4）そして、今こうして上記 2つの順縁が揃っているということは、自分がか
つて立てた願いと、集積した福徳の成果が現れたということですから、それは

この上なく喜ばしいことです。更に、上記の円満な順縁が揃っただけでなく、

他の一般的な衆生と違って、自分自身が法に信心を持てたことも、法を修行す

るための素晴らしい順縁です。法を修行するためには、必ずこれら 4つの順縁
を揃える必要があるのですが、皆さんにはこれらの順縁が全て揃っています。
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ただ、これら 4つの順縁を揃えることができたとしても、それは永遠に続く
ことではありません。この命はいつか必ず死に、いつ死ぬかは分からず、死ぬ

時には法以外の何ものも役に立たないため、今この瞬間から清らかな仏法を修

行するべきです。

仏は衆生の気質、機根、信心、意欲の上中下の違いに応じて 8万 4千の法門
をお説きになられましたが、これら全てに精通する必要はなく、全てを修行す

る必要もありません。これら全ての要点をまとめると慈悲と信心であるため、

これらさえ修習できれば大丈夫です。慈悲とは、果てしない一切衆生の体の病

や心の苦しみなどをなくすために努力し続けることです。しかし、ただ心の中

で「一切衆生の苦しみをなくしたい」と思っているだけでは、一切衆生の苦し

みはなくならないため、一切衆生の苦しみをなくすためには、仏と菩薩たちに

信心を起こして敬虔な祈りを捧げる必要があります。

・グル・リンポチェの特別な功徳

ただ、仏と菩薩たちに敬虔な祈りを捧げるといっても、経典に記されている

仏と菩薩たちの名前を一つひとつ唱えることは難しいでしょうから、あらゆる

仏と菩薩を総集した存在であるグル・リンポチェに祈りを捧げましょう。そう

すれば、全ての仏と菩薩たちに祈りを捧げたことになります。グル・リンポ

チェは、あらゆる法身仏の意趣（thugs dgongs）から現れた存在であり、あら
ゆる報身仏からご加持を与えられており、全ての化身仏から摂政を任されてい

るお方です。

なぜグル・リンポチェは諸仏の総集と言えるのかというと、グル・リンポ

チェは所化の清らかな福徳が熟した時に、三世の諸仏の身、口、意、功徳、事

業が 1つに集まってフリーヒの文字（ ）となり、阿弥陀仏のお心に溶け込ん

だ後、ウッディヤーナの西南の乳海に放たれたことで、父親の因と母親の縁を

必要とすることなく、自生の明智が突然現れて化生されたお方であるからです。

その時、グル・リンポチェのお体には法身持金剛仏と同等の相が備わってお

り、ダーカとダーキニーたちはグル・リンポチェを部主として祀り、敬い仕
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え、「オギェン・ツォキェ・ドルジェ」（o rgyan mtsho skyes rdo rje,「ウッディ
ヤーナの海に生まれた金剛」の意）と呼びました。

ある時、ウッディヤーナの国王インドラブーティは、貧困にあえぐ人々の苦

しみをなくすため、島へ宝探しをしに航海に出ました。そして、道中で通りか

かった西南の乳海で、グル・リンポチェに出会ったのでした。王子として王宮

に迎えられたグル・リンポチェは、やがて王位継承者に選ばれて全ての国政を

任されるようになり、法の通りに王朝を守りました。この時から、グル・リン

ポチェは「ペマ・ギャルポ」（pad ma rgyal po,「蓮華王」の意）と呼ばれるよ
うになります。

その後、彼は王位を手放し、明智の禁戒（rig pa brtul zhugs）を実践するこ
とにより、八大尸陀林などでダーカとダーキニーたちに大乗の法輪を転じられ

ました。彼は、太陽の光線に乗って風のように無碍に移動することができる神

変の力を備えていたため、「ニマ・ウーセル」（nyi ma ’od zer,「太陽の光線」
の意）と呼ばれていました。

やがて彼は、阿闍梨プラバハスティ（prabhahasti, ’od kyi glang po）を含む
インドの八大成就者に師事し、共通と不共通の果てしない学派に精通する智者

となりました。こうして、彼は学者「ロデン・チョクセー」（blo ldan mchog
sred,「崇高なものを求める智者」の意）と呼ばれるようになります。
アスラ洞窟にて、仏の侍者である阿難のもとで出家し、清らかな戒律を守っ

て比丘の相を持するようになった彼は、「比丘パドマサンバヴァ」（dge slong
padmasam. bhava, 「蓮華から生まれた比丘」の意）と呼ばれるようになりま
した。

ブッダガヤにいた時、彼の身体は純金色を呈しており、その所作は釈迦牟尼

仏と何ら変わらないように見えたため、「シャーキャ・センケ」（shAkya seng
ge,「釈迦の獅子」の意）と呼ばれるようになりました。
インド北部のサホールを旅した彼は、サホールの王を正法に導くために、羯

磨印契女（karmamudrā, las kyi phyag rgya mo）である王女マンダーラヴァ
（mandārava）に師事して明智の禁戒の行為を実践し、サホールの王から火炙
りの刑に処されました。しかし、彼は火に焼かれることなく、八功徳水の湖の
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中で蓮華の上にお座りになられていたため、「ペマ・トゥーテンツェル」（pad
ma thod phreng rtsal,「カパーラの数珠の力を備えた蓮華」の意）と呼ばれる
ようになりました。

その後、ネパールのマラティカ洞窟で、明妃マンダーラヴァに師事し、不死

の寿命の持明（’chi med tshe yi rig ’dzin）を成就した彼は、「チメー・ペマ・
ジュンネ」（’chi med pad ma ’byung gnas,「蓮華から生まれた不死の者」の意）
と呼ばれるようになりました。

ネパールのヤンレシューの洞窟でマハームドラーを成就した後、凶悪な悪霊、

魔物、ダムシを降伏するために、憤怒の明王ヴァジュラパーニの姿となって現

れた彼は、「センケ・ダドク」（seng ge sgra sgrog,「獅子の咆哮」の意）と呼ば
れるようになりました。

その後、彼は獅子の顔を持つダーキニーに師事し、数多くの異教徒の街を壊

滅させました。以上が、インドとネパールにおけるグル・リンポチェの弘法利

生の活動です。

その後、彼はブータンのパロ・タクツァンで、全ての高慢な現れと存在の鬼

神を、余すことなく敬愛の力によって服従させ、彼らに誓言を立てさせました。

そして、チベットでは、上部のガリー 3地域（stod mnga’ ris skor gsum）、中部
のウー・ツァン 4区画（bar dbus gtsang ru bzhi）、下部のドカム 6高地（smad
mdo khams sgang drug）において、法のテルマや物質的なテルマを含む多く
のテルマを埋蔵され、未来に 108名のテルトンが次々と現れることを授記し、
発願、付託、印持を行われました。彼は当時、「ドルジェ・ドロ」（rdo rje gro
lod,「憤怒金剛」の意）と呼ばれていました。
グル・リンポチェはチベットに約 55 年間滞在されました。南贍部洲での活

動を終えた後は、残酷で凶悪な羅刹たちを調伏するために、羅刹の島チャーマ

ラ州へ行き、そこに住む羅刹たちを制圧して、仏法を伝え広められました。こ

の時、グル・リンポチェは凶悪な羅刹たちを仏門に導くために憤怒相を示され

たため、「タクポ・ツェル」（drag po rtsal,「憤怒の力」の意）と呼ばれるよう
になりました。多くの比較的詳細なテルカ（gter kha,埋蔵された書物）による
と、タクポ・ツェルは異なる成就の相を示すために、多くのお顔と腕を持つお
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姿を現しているといいます。羅刹の島チャーマラ州で、タクポ・ツェルは肉体

を手放すことなく大転移の虹の体を現しており、今なおご在世されて法をお説

きになられています。

今グル・リンポチェがいらっしゃる羅刹の島チャーマラ州は、周囲に 21 の
羅刹の島があり、中央には心臓のような形をした「銅色吉祥山」があります。

山頂には 3階建ての「蓮華光の宮殿」（pad ma ’od kyi pho brang）があり、1階
は化身の領域で、羅刹王のラクシャ・トゥーテン（rak sha thod phreng）が羅
刹たちに法を説かれる場所となっており、2 階は報身の領域で、報身の観音菩
薩が五決定（nges pa lnga）を備えて法を説かれる場所となっており、3階は法
身の領域で、法身普賢が不生なる法性の真理（chos nyid skye ba med pa’i don）
に入定されています。このような特別な無量宮があります。

蓮華光の宮殿の四方、四隅、上下などを含む 36 か所には、衆生を利するグ
ル・リンポチェの 36 種類の異なる化身がおり、弟子となった主君や臣下、成
就を遂げた不可思議な持明者たち、縁ある所化の衆生たちのために法輪を転じ

ています。

・グル・リンポチェのテルマ

グル・リンポチェより後にチベットに現れた化身のテルトンは皆、グル・リ

ンポチェの集会の中で聚輪を享受したことがある方々です。その際、グル・リ

ンポチェは直々に饗宴の品をテルトンたちにお渡しし、衆生を利するためにチ

ベットに転生するよう彼らに告げました。これらの化身のテルトンのほとんど

は、「深遠な地のテルマ」（zab pa sa yi gter）と「広大な意趣のテルマ」（rgya
che ba dgongs pa’i gter）を自在に取り出すことができます。
化身のテルトンの相承には、他の相承とは異なる 3つの独特な素晴らしい特

徴があります。1 つ目は、テルトンが生涯の中で行うべき利他の活動は、全て
グル・リンポチェがその都度告げる必要があるという点です。この点から「付

法と授記の相承」（bka’ babs lung bstan gyi brgyud pa）と呼ばれています。2
つ目は、グル・リンポチェ、デンマ・ツェマン（ldan ma rtse mang）、ヴァイ

142



ニューヨーク

ローツァナ、イェシェ・ツォギャルのうち、誰がテルマの黄紙に法を記された

のだとしても、グル・リンポチェが意趣を託された力により、その黄紙に記さ

れた語義は、深遠なテルマの法主を除いて誰も解読することができないという

点です。この点から「黄紙と語句の相承」（shog ser tshig gi brgyud pa）と呼ば
れています。3 つ目は、羯磨印契女とその発願について授記が残されるだけで
なく、テルトンへのご加護についても、法を守る不可思議なダーキニーに付

託される点です。この点から「ダーキニーへの付託の相承」（mkha’ ’gro gtad
rgya’i brgyud pa）と呼ばれています。
最初に付託と印持が行われたのはサ

ムイェー寺の最上階の三階で、グル・

リンポチェと 25 人の君主と臣下が一
堂に会した際に多くの付託と印持が行

われました。その際に、発願、付託、

印持を受けられなかった場合は、後に、

チャーマラ州の吉祥山で改めて付託を

受けることも多いようです。このよう

に、化身のテルトンたちは、弘法利生

の活動を復興し、衆生に幸せと喜びをもたらすという観点で、他の修行者とは

異なる数多くの優れた特徴を備えています。

化身のテルトンはどこに生まれるかというと、総体的に言えば、世界中のど

こにでも何人かいるはずですが、そのほとんどは有雪国チベットに生まれます。

なぜなら、チベットは、かつてグル・リンポチェがテルマを埋蔵し、加持し、

弟子たちに受け渡し、護法神たちに託した場所であるからです。では、化身の

テルトンはどの学派に属するかというと、グル・リンポチェの伝承を受け継ぐ

ニンマ派にのみ存在し、他の学派では滅多に見られません。

グル・リンポチェのテルマの埋蔵者と発掘者は誰かというと、グル・リンポ

チェの明妃にして偉大なダーキニーであるイェシェ・ツォギャルです。グル・

リンポチェが羅刹の島へ行かれた後、イェシェ・ツォギャルは 7 年かけてグ
ル・リンポチェの全ての教えを集め、様々な場所にテルマとして埋蔵し、発願
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と印持を行いました。そのため、今も絶えずテルトンたちによってテルマが取

り出されているのは、全てイェシェ・ツォギャルのおかげなのです。

グル・リンポチェの法脈を受け継いでいる有雪国チベットの人々にとって、

イェシェ・ツォギャルはグル・リンポチェと同じくらい大きなご恩のある存在

です。グル・リンポチェが羅刹の島へ行かれた後、イェシェ・ツォギャルは 7
年かけて文殊菩薩のゾクチェンの法を修行し、大転移の虹の体を成就されまし

た。その後、彼女はチャーマラ州にいるグル・リンポチェに会いに行き、今も

そこに住んでおられます。ですから、グル・リンポチェとイェシェ・ツォギャ

ルは、私たちにとって大きなご恩のあるウッディヤーナのヤブユムであり、今

は遠く離れた羅刹の島チャーマラ州にいらっしゃるのです。

・グル・リンポチェの『七句祈願文』

グル・リンポチェに祈りを捧げてもご加持を得られないということはあり得

ません。グル・リンポチェも自ら「私は常に信心を備える者のそばにいます。

六趣のどこに生まれようと、私が導きます」とおっしゃっているほどです。

修行する時にグル・リンポチェに祈りを捧げれば、他の仏や菩薩たちに祈る

よりも大きなご加持を得ることができ、特に、グル・リンポチェに祈ることは、

ラマの修行法にもなります。旧訳古派の修行者は皆、グル・リンポチェに祈り

を捧げるべきであり、タントラでも「10万のイダムを観想するよりも、一刹那
でもラマのことを思い浮かべる方が功徳は大きい。幾百幾千のマントラや儀軌

を読み唱えるよりも、たった 1回でもラマに祈る方が功徳は大きい」と述べら
れています。このように、グル・リンポチェに祈ることは、多方面から見て、

私たちに一際優れたご加持をもたらす行為なのです。

なぜ、グル・リンポチェに祈ることで、より大きなご加持を得られるかとい

うと、グル・リンポチェは、かつて起こした願いの力により、他の仏と比べて

特に南贍部洲の衆生を気にかけているからです。実際、グル・リンポチェの伝

記には「南贍部洲の衆生を利するために、太陽が昇る時と沈む時の光線に乗っ

ていらっしゃる」と記されており、グル・リンポチェが常に日の出と日没の光
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線に乗って、衆生を利するために南贍部洲にいらっしゃることが示されていま

す。また、グル・リンポチェご自身いわく、総じて諸仏のお心の功徳は 1つで
すが、グル・リンポチェの起こした特別な願いの力により、グル・リンポチェ

の修行をすれば、他の仏の修行をするより幾百倍、幾千倍も大きなご加持を、

より速やかに得ることができるといいます。

また、グル・リンポチェは「私を敬うということは諸仏を敬うということで

あり、私を見るということは諸仏を見るということであり、私はすなわち諸仏

の総集である」とおっしゃいました。つまり、グル・リンポチェの修行をする

ということは諸仏の修行をするということであり、グル・リンポチェにお目に

かかるということは諸仏にお目にかかるということであり、グル・リンポチェ

は諸仏を総集した本体であるということです。

どのように諸仏を総集しているか

というと、グル・リンポチェは「か

つての無量光、ポタラ山の守護者観

自在、ダナコーシャのペマ・ジュン

ネである私は、現象としては 3つの
体として現れているけれど、実際に

は不可分であり別異のものではない。

法界におわす普賢、密厳浄土の持金

剛、金剛座の偉大なる牟尼は、無二のペマである私として自然成就する」と

おっしゃっています。

ですから、多劫にわたって、他の仏や菩薩たちに関する祈願、観想、修行を

するよりも、短期間だけでもグル・リンポチェに祈る方が、より速やかにご加

持と悉地を得ることができるのです。

グル・リンポチェの修行法に関しては、各テルマの中に様々な修行法が記さ

れていますが、それらの中でも究極の修行法は『七句祈願文』に他なりません。

『七句祈願文』は、普通の人間によって作られた祈願文ではなく、法性の不生

界と報身の不滅の力の中から現れて発せられた金剛の自声です。グル・リンポ

チェに追随する化身のテルトンであれば、その者のテルマの中に『七句祈願
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文』が含まれていないということはほとんどありません。また『七句祈願文』

は、かつてグル・リンポチェのツォの集会に招かれたダーキニーたちの象徴の

言葉でもあるため、たとえ意味を十分に理解していなくても、単に語句を読み

唱えるだけで、グル・リンポチェがチャーマラ州からいらしてご加持を与えて

くださるでしょう。

この『七句祈願文』は、基礎の段階では「七識聚」（rnam shes tshogs bdun）
を、道の段階では「七覚支」（byang chub yan lag bdun）を、結果の段階では
「勝義七財」（don dam dkor bdun）を表します。『七句祈願文』を用いたグル・
リンポチェの修行法には、祈願によって行う外なる修行法、生起次第と結び合

わせて行う内なる修行法、解脱道に従って行う秘密の修行法、方便道に従って

行う極秘の修行法、ゾクチェンの要訣と結び合わせて行う究極の修行法がある

のですが、これら全てが『七句祈願文』の語句の中に集約されているため、

他の語句を用いて補足する必要はなく、原文の中に全ての意味が表されてい

ます。

ここでは、祈願によって行う外なる修行法に沿って、『七句祈願文』に基づ

いてグルヨーガを修行する方法を簡単に解説したいと思います。

まず、自然に座りながら次のように鮮明に観想してください。目の前の空中

に、ウッディヤーナの無垢なダナコーシャの深海があり、その中には、八支分

の功徳を兼ね備えた水が満ちています。ダナコーシャの深海に咲く自生の蓮華

の上では、グル・リンポチェとイェシェ・ツォギャルが、赤みがかった白色の

光彩を帯びたお体で、無二のヤブユムとして抱き合っています。その周りには、

眷属であるダーカ、ダーキニー、護法神たちがいらっしゃいます。

このように観想しながら、「今この時から菩提の真髄を得るその時まで、苦

しくても幸せでも、好調でも不調でも、身分が高くても低くても、グル・リン

ポチェであるあなた以外に、私は決して望みを託しません。他のいかなる帰依

処も探し求めません。あなたにのみご加持を祈ります」と考えて、強い信心を

起こしてください。

続いて、グル・リンポチェとその眷属たちの御前で、自他の一切衆生が身口

意の敬いをもって礼拝していると観想し、実物と想像上の様々な供物を供養し、
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始まりのない時から無数の生にわたって積んできた罪を、強い悔恨を抱いて懺

悔してください。ここまでが、七支分のうちの最初の三支分になります。続い

て、自他が三世にわたって集積する善を嫉妬することなく随喜し、グル・リン

ポチェが不死の寂静なる優れたお体で末永くご在世されるよう祈り、グル・リ

ンポチェが衆生のために法輪を転じてくださるよう勧請し、今積んでいる善根

を含む全ての善根を、グル・リンポチェの境地を得るために廻向してください。

このように、残りの四支分も理趣の通りに修習します。

続いて、グル・リンポチェに祈りを捧げて七支分の資糧を集積した力により、

グル・リンポチェのお体から様々な光が放たれて自分と一切衆生を照らし、自

分と一切衆生は身口意の障害が浄化され、身口意の悉地を得るご縁を有する者

となります。このように観想しながら、『七句祈願文』とグル・リンポチェの

マントラをできる限りたくさん唱えてください。

『七句祈願文』

フーム、オギェン・ユルキ・ヌプチャン・ツァム

フーム、ウッディヤーナの西北の区域、

ペマ・ケサル・ドンポ・ラ

蓮華の花の茎の上で、

ヤツェン・チョッキ・ングートゥプ・ニェ

類いまれなる素晴らしい成就を遂げた

ペマ・ジュンネ・シェス・タク

ペマ・ジュンネと呼ばれる者、

コルドゥ・カンド・マンプー・コル

眷属である数多のカンドに囲まれた

キェーキ・ジェス・ダッドゥプ・キ

あなたの後にならって修行することで
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チンキ・ロプチル・シェス・ソル

私がご加持を賜ることができるよう、ご降臨ください。

グル・パドマ・シッディ・フーム

グル・パドマ・シッディ・フーム

グル・リンポチェのマントラ

オーン・アーハ・フーム・ヴァジュラ・グル・パドマ・シッディ・フーム

かつてはダーキニーの象徴の言葉で『七句祈願文』とグル・リンポチェのマ

ントラを唱える伝統もありましたが、現代の私たちは誰もダーキニーの象徴の

言葉を話せないため、チベット語で読み唱えてください。チベット語は、グ

ル・リンポチェが直々に認め、ご加持された言葉です。

もしかしたら「そもそも、ダーキニーの象徴の言葉で『七句祈願文』を読み

唱えられる者はいないのではないだろうか」と考える人もいるかもしれません

が、実は、化身のテルトンは皆、ダーキニーの象徴の言葉で祈りを唱えること

ができます。ただ、ダーキニーの州における主要な 32 の部には、それぞれ異
なる 32 の象徴の言葉があり、これらの象徴の言語による『七句祈願文』は昔
から広く知られているのですが、化身のテルトンは誰もダーキニーの象徴の言

葉を正式に学んだことがなく、皆、ダーキニーの象徴の言葉をチベット語に変

換し、チベット語で読み唱えているため、皆さんもチベット語で読み唱えてい

ただいて構いません。

それに、たとえダーキニーの象徴の言葉を学んだとしても、その意味はダー

キニーにしか分かりません。例えば、「オーン・アツィク・ネツィク」（om. a
rcig ne rcig）から始まるグル・タクポ（gu ru drag po）のマントラなどのよう
に、よく知られている語彙はいくつかありますが、その意味まで知っていると

いう人は誰もいません。しかし、もしそれがチベット語に変換されていれば、

私たちはチベット語を理解できるので、必要に応じて文字の意味を説明するこ

とができます。一方で、ダーキニーの象徴の言葉となるとそうはいきません。
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言うなれば、チベットの数ある方言の中でも、ギャロン（rgyal rong）地方の
一部の方言は、なかなか他の地域の人々に通じないように、ダーキニーの象徴

の言葉は、ほとんどの人にとって理解することが難しい言葉なのです。

このように、グル・リンポチェに一心に祈りを捧げたら、最後に次のように

観想してください。グル・リンポチェの眉間、喉、胸から放たれた白、赤、青

の光が、自分の眉間、喉、胸に溶け込むことで、グル・リンポチェの身口意の

ご加持と悉地を余すことなく獲得します。ヤブユムが光に溶け、「フーム」の

文字（ ）によって飾られている、赤みがかった白色の光彩を帯びた滴となり、

その滴が自分の心に溶け込むことで、ラマのお心と自分の心が無二になります。
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このような状態で、散漫しすぎたり、収縮しすぎたりすることなく、心を一点

集中させて瞑想します。瞑想を終えた後は、全ての現象はラマのお体であり、

全ての音声はラマのお言葉であり、全ての分別はラマのお心であると理解し、

それを行住坐臥のあらゆる活動の中で思い起こしていくべきです。

以上が、グル・リンポチェの修行法です。広大な事業を成し遂げたいのであ

れば、グル・リンポチェの『願いの自然成就』（bsam pa lhun ’grub ma）で述
べられているように、如意法のような 13 の要訣を備えている『七句祈願文』
に頼るべきです。果てしなく存在する諸仏の法理の中でも特に奥の深い究極の

法は、グル・リンポチェへの祈りと光り輝くゾクチェンの修行であり、これら

より優れた深遠な法は存在しないと言っても過言ではありません。どうか常に

このことを肝に銘じて修行を実践してください。

こうして、法王のニューヨークでの弘法活動は幕を閉じました。
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BOSTON, USA

7駅目
8月 9〜16日
アメリカ

ボストン



スケジュール
SCHEDULE

8月 9日 ボストンに到着

8月 10日 『ドルジェ・プルパ』の灌頂

8月 11日 『グル・ドルジェ・ドロ』の灌頂

8月 12日 『カンド・ニンティク』の灌頂

8月 13日 『文殊静修ゾクチェン』の灌頂と法話

8月 14日 『仏を手中に授ける』の法話

8月 15日 『仏を手中に授ける』の法話

8月 16日 ケサル王の灌頂と法話



ボストン

ボストンでの法話

ニューヨークを出発した私たちは、
車で約 4時間移動し、アメリカの文
化の中心地であるボストンに到着し
ました。
アメリカで最も古く、最も文化的

価値の高い街の 1 つであるボスト
ンは、ヨーロッパの雰囲気とアメリ
カらしさを併せ持っており、ニュー
ヨークほど栄えているペースの速い
都市ではなく、保守的で伝統的な街
です。長い歴史を誇るボストンの街は、アメリカの植民地時代、独立宣言、そ
して今日の急成長と繁栄に至るまで、その歴史の変遷を見届けてきました。
ボストンは、イギリスから移り住

んだピューリタンによって築かれた
街で、彼らの多くはオックスフォー
ド大学やケンブリッジ大学で学んだ
経験があり、後世の人々がこの新し
い土地でより良い教育を受けられる
よう、1636 年にアメリカで最初の
大学であるハーバード大学を設立し
ました。その後、マサチューセッツ工科大学など多くの高等教育機関が次々と
設立され、ボストンの街は重厚な文化的雰囲気に満ちた場所となりました。
法王はボストンに 1週間滞在されました。その間の法話の日程は以下の通り

です。
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8月 10日（火曜日）　『ドルジェ・プルパ』（rdo rje phur pa）の灌頂、30ドル
8月 11日（水曜日）　『グル・ドルジェ・ドロ』の灌頂、30ドル
8月 12日（木曜日）　『カンド・ニンティク』の灌頂、30ドル
8月 13日（金曜日）　『文殊静修ゾクチェン』の灌頂、30ドル
8月 14日（土曜日）〜15日（日曜日）『仏を手中に授ける』の法話、125ドル
　週末の時間表：
　　朝食　8:30
　　瞑想　9:00
　　法話　10:00
　　昼食　12:00
　　討論　13:30
　　瞑想　14:15
　　法話　15:00〜17:00
　　日曜日の宴会　20:00
8月 16日（月曜日）　ケサル王の灌頂、30ドル
場所：ダルマダートゥのアショーカ・ハウス
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法話にお金を払う必要があったこと

西洋では、ほぼ全ての道場が有料で
法話会を開催していました。法話を聞
くために費用がかかるということは、
多くの東洋人にとって、特にチベット
の人々にとっては、なかなか受け入れ
られないことかもしれませんが、これ
は決して彼らが仏法でお金儲けをしよ
うとしているからではなく、西洋と東
洋では法話の在り方が異なっているためです。西洋では、誰かが道場に供養を
行うことは滅多にありません。それでも、道場を維持するためには、家賃、水
道光熱費、管理費、各種税金などの経費がかかりますし、特にラマを招待する
場合は、旅費、飲食費、宿泊費、交通費なども道場側で負担しなければならな
いため、参加者の方々から一定の費用を取らなければ、道場を長期的に運営す
ることは難しいでしょう。

もちろん、法話に参加費が設けら
れれば、その分、法話を聞く敷居が
高くなるわけですから、金銭的に余
裕のない方々はそのせいで仏法を聞
く機会を逃してしまうかもしれませ
ん。これはチベットと大きく異なる
点と言えるでしょう。それこそ、法
王がワシントンで法話を行っていた
時には、『仏を手中に授ける』の第 1

回目の法話に参加した中国の留学生が、手元のお金が足りないせいで、残りの
第 2回目と第 3回目の法話に参加できなくなりそうだったため、彼が 3回の法
話全てに出席できるように、私が個人的に彼の分の 70 ドルを支払ったことも
ありました。
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法話を有料にすることは、私たち東洋人にとっては馴染みのない習慣かもし
れませんが、見方を変えれば、お金を払って法話を聞くわけですから、その人
はその分、法話を重視するようになるかもしれません。そうなれば、法話を受
ける態度も、教えがその人に与える影響も、無償で法話を聞く時とは大きく異
なってくるはずです。
ですから、仏教行事を有料にすることが良いか悪いかは、一概には言えませ

ん。確実に言えることは、異なる環境下で法を伝え広める時には、「郷に入っ
ては郷に従え」と言うように、現地の文化や人々の習慣を考慮しなければなら
ないということでしょう。

沈まぬ太陽

8月 13日、法王は『文殊静修ゾクチェン』の灌頂を伝授する際に、次のよう
にお話しになりました。

いつも私がある場所を去ろうとすると、強い思いと信心を抱いて、まるで親

子の別れのように涙を流してくださる方々が大勢いらっしゃるのですが、実の

ところ、私たちは今回の法話で一時的に集まっただけの関係ではなく、全ての

生において変わることのない、親密で安定したつながりを築いているのです。

先月、ロッキーマウンテン・ダルマ

センターで法話を行っていた時、この

テルマに関する授記の一節が頭に浮か

びました。その授記には「全てを利す

る日輪は東の山頂から昇るものの、そ

の光は西に放たれます。無知な小さい

山々は、自らの高さに自惚れるべきで

はありません。しばらくの間は自らの

前方を影で覆い、権威を振るうことができるかもしれませんが、きっといつか

は光が行き渡ることになるでしょう」と記されており、あたかも太陽が山々に
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遮られることなく昇っていくように、この法も次第に世界中に伝え広まり、

栄えていくであろうということを表しています。印（rtags）や特徴（mtshan
ma）などの面から見ても確かにこの通りであると感じたため、私はその場で
皆さんにこの言葉を紹介しました。

私はいつも何かをしようとする時に、それが大きなことであれ小さなことで

あれ、まずラマとイダムに長い間祈ります。熟考を重ね、注意深く観察するこ

となく物事に取りかかることはありません。しかし、今回の欧米巡行は例外で

す。私はただ、この遠い国で法を伝え広め、現地の人々に利益をもたらすため

に、自分に何かできることがあるかもしれないと考えてアメリカに来ました。

ニューヨークでお話ししたように、私がこの旅に出たのは、決してお金や地位

のためではありません。文殊菩薩の大悲とご加持に導かれて、思いがけずアメ

リカの地を訪れることができたのです。きっと、皆さんに利益がもたらされる

べき時が熟したことで、私が文殊菩薩のご加持の力によってこの地に遣わされ

たのでしょう。皆さんが多くの収入を得られる仕事を脇に置いて、思いがけず

ここに集まってきたのも、きっと文殊菩薩のご加持によるものだと信じていま

す。ですから、私たちが今日こうして一堂に会することができたのは、ひとえ

に文殊菩薩の大悲のおかげなのです。

今回、皆さんはこの法を聴聞するだけでなく、各自でしっかりと実践してく

ださい。そして、ゆくゆくは他の人々に伝え広めていってください。これは私

の願いであり、皆さんの責任でもあります。そうすれば、自他共に大きなご利

益を得ることができるでしょう。

歴史上、巨大な帝国を築き上げたかつてのイギリスは「我々の領土で、太陽

が沈むことはない」と宣言しました。この言葉と同じように、私たちが共に努

力し続けていけば、いつか「この『文殊静修ゾクチェン』という法を修行する

者がいる場所で、太陽が沈むことはない」と言えるようになる日が来るかもし

れません。実際、この言葉はすでに現実味を帯びつつあり、その兆しを思わせ

る素晴らしいご縁が現れ始めています。というのも、アメリカで太陽が沈み、

人々が眠りについている間は、アジア諸国にいる修行者たちが目を覚まし、

『文殊静修ゾクチェン』を修行して「オーン・アラパチャナ・ディーヒ」と唱
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えています。一方で、アジア諸国の人々が眠りについている間は、アメリカに

太陽が昇り、今度は皆さんが「オーン・アラパチャナ・ディーヒ」と唱えるよ

うになります。ですから、『文殊静修ゾクチェン』の修行者の頭上で、太陽が

沈むことはありません。今、私たちの時刻では、もうすぐ午前 11 時になりま
すから、アジア諸国に住むほとんどの修行者は、すでに横になったり、眠りに

ついたりしている頃だと思いますが、ここアメリカでは、『文殊静修ゾクチェ

ン』の灌頂が伝授され、文殊菩薩のマントラが読み唱えられています。今夜、

私たちが横になる頃には、またアジアの修行者たちが文殊菩薩のマントラを唱

え始めるでしょう。

私は明々後日にアメリカを離れます。かつて、チベットのツァンヤン・ギャ

ムツォ（tshangs dbyangs rgya mtsho）という大徳が、道歌の中で「書かれた小
さな黒い文字は一滴の水で台無しになるけれど、書かれていない心の絵画はこ

すっても消えることはありません」と説かれたように、紙にインクで文字を書

いて判を押すだけでは、四大の災害によって台無しになってしまう可能性があ

りますから、私たちの心の中にある愛と法の伝承は、永遠に失われることのな

いよう、心の中に絵のように刻み込んでおくべきです。

最近、多くのアメリカの弟子たち

から「ぜひまたアメリカにいらして

ください」と声をかけていただきま

した。残念ながら、どの面から見て

も、私が生涯のうちに再びアメリカ

を訪れることは難しいと思いますが、

私は決して皆さんのことを忘れま

せん。そして、今後私が再びアメリ

カを訪れることができるかどうかに

関わらず、ぜひ『文殊静修ゾクチェ

ン』の修行を続けていってください。この修行に精進することができれば、そ

れは私が実際にここを訪れているのと変わりありません。アメリカの弟子の皆

さんが法への意欲と信心を失わない限り、私の思いも硬い石のように変わるこ
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とはありません。たとえ太陽と月が回転方向を誤ることがあったとしても、私

の思いが変わることは決してないでしょう。

中央にそびえる山王スメールが変わることなく堅固であり続けるように、

たとえ太陽と月が回転方向を誤ったとしても、私の思いは変わりません。

（ここで会場に拍手が起こる）

最後に、法王は皆さんへの最後の祈りとして、この偈頌をゆっくりと 3回歌
われました。
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大西洋を見る

ボストン滞在中に住んでいた宿から
少し離れた場所に行くと、大西洋を見
渡すことができました。ある日、その
場所を訪れた法王は、波が打ち寄せる
大西洋を眺めながら、現地の人々から
この辺りの紹介をお聞きになり、楽し
そうに過ごされていました。
海辺の岩の上には、殻が石のように

なっている牡蠣がたくさんいて、ある方が牡蠣を法王に持ってきてくださった
のですが、私たちは、この石の中に住んでいるような生物を初めて見たもので
すから、大変衝撃を受けました。法王は「衆生の業の力は不可思議ですね」と
おっしゃって、その牡蠣にご加持を与えられました。

法王は、他の多くの大徳たちと同様、海が大好きでした。確かに、海辺に来
ると、全ての雑念が波に巻かれて果てしない海に溶け込んでいき、清らかな法
界のように気持ちが澄んでいきます。
私は法王に同行して、1990 年にインド洋を、1993 年にアメリカで太平洋と

大西洋を見に行きました。どの海も大きな違いは感じられなかったのですが、
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世界四大洋のうち三大洋を周ることができたため、ぜひ残る北極海も法王と一
緒に見に行きたかったです。若い頃はこのような幼稚な夢を抱いていたのです
が、実現することはできませんでした。

神秘的なシャンバラ

8月 16日、シャンバラ瞑想センターを訪れた法王は、そこに集まった人々に
次のような法話を行われました。

今日は、まずシャンバラについて簡単に紹介し、次にケサル王の灌頂を伝授

したいと思います。

・シャンバラの紹介

一般的に、シャンバラについて語る場合は、シャンバラの起源と歴代の国王

たちの活動について紹介します。

1.シャンバラの起源と歴代の国王
まず、シャンバラの起源についてお話しします。私たちの導師である、巧み

なる方便と大いなる慈悲を兼ね備えられた仏は、まず無数劫の昔に至高なる菩

提心を起こし、中盤では三大阿僧祇劫にわたって資糧を集積し、最後はインド

のブッダガヤにて成道されるという示現をなされました。その後、仏はまず天

人をはじめとする一切衆生を利するために、鹿野苑で初転の四聖諦の法輪を転

じられました。四聖諦の法は、今日でもスリランカやミャンマーをはじめとす

る多くの地域の人々によって修習されています。続いて、仏が霊鷲山で転じら

れた第二転の無相の法輪は、現在、中国や日本をはじめとする多くの地域の

人々によって修習されています。次に、仏はペマ・チェンなどの地で第三転の

善弁別の法輪を転じられました。この時に説かれた法は、主に顕教と密教をつ

なぐ役割を担っています。その後、仏は、天、龍、夜叉、乾闥婆などが住む異
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なる場所で、縁ある者たちに密教金剛乗の法輪を転じられました。密教金剛乗

の法は、現在、チベット、ブータン、アメリカなどを含む様々な地域の人々に

よって修習されています。

鉄の龍の年（lcags ’brug）、ナクパ・
ダワ（nag pa zla ba,原注：3月）の 15
日に、81 歳の慈悲深き仏は、インド
南部のダーニャカタカの塔で、『カー

ラチャクラ・タントラ』や『文殊真実

名経』などの密教金剛乗の法を、眷属

となった人、非人、天人、夜叉などを

含む多くの衆生のためにお説きになら

れました。

それらの眷属の中でも特に優れた高弟は、シャンバラ王国の法王ダワ・サン

ポであり、ダワ・サンポはカーラチャクラのあらゆる教えを 1 万 2 千のシュ
ローカにまとめました。ダワ・サンポとその後継の 6人の王は、合わせて 7代
の法王と呼ばれ、その全員が代々この法について聞思修が行っていたといいま

す。しかし、7 代の法王たちの在位期間中は、シャンバラにもかつてのインド
のように、クシャトリヤ、ヴァイシャ、シュードラ、チャンダーラといった種

姓制度が敷かれており、低い種姓の人々は法を授かることができず、高貴な

種姓の人々のみ法を授かることができました。4 つの種姓のうち、金剛の種
姓（rdo rje’i rigs）を備える者だけがこの法を授かることを許され、その他 3
つの種姓の人々は授かることを許されなかったため、「種姓を有する者」（rigs
ldan）と見なされていませんでした。

7 代の法王の後には、カルキのジャムペル・タクパが現れ、即位しました。
ジャムペル・タクパは「仏の教えを受持し、守る者にとって、種姓や家柄は重

要ではありません。功徳を備えることこそが最も重要です。仏法の根本を捉え

るべきです」とおっしゃって、4 つの種姓を 1 つの金剛の種姓に統合し、人々
に灌頂を伝授しました。このことから、彼は「カルキ」（kalki, rigs ldan, 「種
姓を有する者」の意）と呼ばれており、『カーラチャクラ・タントラ』では「4
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つの種姓は、実際には 1つの種姓であり、種姓を有する者は必ずしも梵天の種
姓ではない」と説かれています。ジャムペル・タクパの活動は今日でもシャン

バラを守っており、彼のおかげでシャンバラでは今もなお、種姓の貴賤を問わ

ず誰でも法を学ぶことができます。

最初のカルキであるジャムペル・タクパは、7 代の法王の在位期間中に残さ
れた『カーラチャクラ』に関連する法を全て網羅し、解説を加えたものとして、

5 章からなる『時輪の要約タントラ』を記し、先代の 7 代の法王たちをも凌ぐ
偉業を成し遂げました。やがて、ジャムペル・タクパの後を継いでカルキとし

て即位されたご子息のペマ・カルポは、父王ジャムペル・タクパが記した『時

輪の要約タントラ』に対する注釈書として『無垢な光』を記しました。ペマ・

カルポが『無垢な光』を記すまで、シャンバラの修行者たちが修習する法は

『時輪の根本タントラ』と『時輪の要約タントラ』の 2 つしかなかったのです
が、『時輪の根本タントラ』は、7代の法王の摂政期間中から存在していたタン
トラで、『時輪の要約タントラ』は、カルキのジャムペル・タクパが記した 5
章からなるタントラを指します。

一般的に、カルキは即位してから 100年間シャンバラを統治し、その後は太
子が王位を継承するのですが、例外として、ギェルカとナムギェル・ギャム

ツォは合計で 403年間在位しました。これらの年数はあくまでも彼らの在位期
間を表しているだけで、彼らの寿命を表しているわけではありません。彼らは、

即位する何年も前から生きており、ご子息が後を継いでからも長年生き続けて

います。

現在在位しているカルキは第 21代カルキのマガクパであり、今年（1993年）
は彼が即位してから 67 年目になります。マガクパの退位後は、彼のご子息で
あるミイ・センケ（mi’i seng ge）が第 22代カルキとして即位し、100年間政権
を握ります。ミイ・センケの治世が終わると、次はそのご子息であるワンチュ

ク・チェンポ（dbang phyug chen po）が第 23代カルキとして即位します。
第 24 代カルキは、ワンチュク・チェンポのご子息であるタイェ・ナムギェル
（mtha’ yas rnam rgyal）で、タイェ・ナムギェルのご子息であるタクポ・チャク
キ・コルロチェンは、第 25代、すなわちシャンバラ最後のカルキとなります。
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ここでは、第 25代カルキの主な活動について簡単に紹介したいと思います。
この先、南贍部洲と他の州の一切衆生が様々な苦難に直面し、不安を感じた時、

彼は憤怒相を露わにして衆生に再び幸せをもたらし、衆生に危害を及ぼす凶悪

で野蛮な存在を屈服させ、南贍部洲だけでなく、西牛貨洲、北倶盧洲、東勝身

洲なども統治することとなります。そして、即位後はカーラチャクラをはじめ

とする正法を伝え広め、仏教に対しても、世の中に対しても、それまでの 7代
の法王と 24 代のカルキたち以上に優れた広大な偉業を成し遂げることとなる
でしょう。彼が興した事業は、彼の事業を支持し、守る者たちにより、数千年

にわたって衰えることなく繁栄を遂げ、彼の後継者であるご子息のブラフマー

とスレーシュヴァラも、父王の広大な事業を受け継ぎ、維持していくであろう

と言われています。ここまでで、シャンバラの歴代国王の身の上と歴史につい

て簡単に紹介しました。

2.シャンバラの具体的な位置
では、シャンバラはどこにあるのでしょうか。仏教の宇宙観では、ブッダガ

ヤがこの世界の中心と考えられています。ブッダガヤの北には、チベット語で

「リ」（li）と呼ばれる地域があり、その外側には「徳を備えた雪山」（gangs ri
dpal dang ldan pa）があります。この雪山から更に北へ進んだ場所にシャンバ
ラの領土があります。

より具体的に言うと、徳を備えた雪山は、ブッダガヤから北へ向かって 9つ
の黒い山を超えたところにあり、徳を備えた雪山から更に北へ向かうと香酔山

（ri spos ngad ldang ba）があります。徳を備えた雪山と香酔山の間には無熱悩
池（mtsho ma dros pa）があり、そこは世界中のあらゆる河川の水源であると
言われています。シャンバラはこの香酔山を超えたところにあります。

9 つの黒い山と徳を備えた雪山は、並大抵の山ではなく、極めて大きな山で
す。大雑把に言えば、チベット高原とネパールの自然の境界線としてそびえ立

つヒマラヤ山脈のような、特別で荘厳な山々であると言えるでしょう。ヒマラ

ヤ山脈にあるエベレストは、標高 8,848 メートルで世界最高峰を誇ります。世
界には 180か国以上の国がありますが、これほど高い山がある国はありません。

167



ボストン

アメリカで最も高いマッキンリー山でさえ、標高は 6,190 メートルしかありま
せん。ここまで言えば、9 つの黒い山と徳を備えた雪山がいかに特別で荘厳な
山々か、ご理解いただけるでしょう。更に、9つの黒い山の中には、海、雪山、
岩山、森林などがあります。しかし、これらは普通の山ではないため、神変の

力を使える者やイダムに受け入れられた者でない限り、普通の人はそう簡単に

たどり着くことはできません。

多くの人は「世界の科学者たちは誰もシャンバラを見たことがないのだから、

シャンバラは存在するはずがない」と考えるかもしれません。確かに、世界の

科学者たちが優秀で聡明な方々であることは否定できませんが、その知性は仏

の智慧には及ばず、まだまだ改善と向上の余地があります。シャンバラは、そ

の仏が全知の智慧によって存在を確認しており、ツィルパ・パンディタなど、

多くの人々が実際にシャンバラを訪れたこともあると言われています。一方で、
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現在の科学はまだ発展の途上にあり、向上の余地があります。例えば、アメリ

カは医学の発展において世界をリードしていると言えますが、それでもなお不

治の病が数多く残っており、医学の専門家たちは効果的な解決策を懸命に模索

しています。もう 1つ例を挙げると、科学者はハリケーンの襲来を予測できて
も、それを回避する方法を知りません。しかし、仏であれば、ハリケーンが来

ることだけ知っていて、それを止める方法を知らないということはあり得ない

でしょう。子どもが大人になるために成長する必要があるように、科学にも更

なる進化と発展が必要なのです。

昔、ある科学者が、太陽のように世界中の国々を照らすことができる強力な

電光が現れるだろうと宣言しました。多くの人々がそれを一目見ようと熱望し

ており、私にもその情報を伝えてくださったのですが、私はそれが現実的なも

のになるとは思っていませんでした。後に聞いたところでは、何かがうまくい

かず、そのような光は現れなかったそうです。仏であれば、真実ではないこと

を言って人を惑わすようなことは決してしません。だからこそ、仏がシャンバ

ラ王国とその歴代の王について詳しく語ったということは、その存在について

疑う必要はないと言えるでしょう。

シャンバラは、私たちの世界の 3分
の 2 ほどの領土面積があり、雪山に
囲まれています。王国内には 9億 6千
万の街があり、それらもまた雪山に囲

まれています。中央にあるカラーパの

都は、歴代の国王が住む場所であり、

シャンバラの川は全て中央のカラーパ

の都に向かって流れています。このよ

うに、シャンバラは多くの雪山と海に

囲まれているため、特殊な神変の力がない限り、そこにたどり着くことはでき

ません。神変の力を備えていたパドマサンバヴァは、かつてシャンバラを訪れ、

法王ダワ・サンポからカーラチャクラとゾクチェンの法を授かりました。
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シャンバラの王と民はどのような活動をしているかというと、主に 2種類の
活動があります。それは、生きとし生けるものに害を及ぼし苦しみを与える者

たちを降伏する憤怒の活動と、縁ある者たちに正法を与える穏やかな活動です。

例えば、カルキのタクポ・チャクキ・コルロチェンについて言うと、彼の前世

はパドマサンバヴァであり、かつて、この世界に様々な不幸と苦難が現れた時

には、ケサル王としてチベット下部のドカム地方に現れ、全ての災難を平定し

ました。

ケサル王は歴史上の実在する人物であると考えられていますが、神話に登場

する伝説上の王にすぎないと主張する人もいます。しかし、ケサル王が単なる

伝説上の人物で、実在する人物ではないと主張する発言は、目や耳の不自由な

人々にはかろうじて信じてもらえるかもしれませんが、そうでない限り、その

ような話を信じる人は誰もいないでしょう。ケサル王とその大臣が住んでいた

城塞の遺跡は今でも残っていますから、チベットを訪れれば実際に見ることが

できます。

ケサル王の城塞には、「センドゥクタクツェ」（seng ’brug stag rtse,「獅子と
龍と虎の頂点」の意）と呼ばれるものがあります。1990年、巡礼で青海省に向
かっていた私は、道中である場所を通りかかり、そこがケサル王のセンドゥク

タクツェ城塞の跡地であることを発見して、大まかな認定を行いました。当時、

その場所には広大な草原が広がっているだけで、目立った遺跡はほとんど見当

たらなかったのですが、聞くところによると、後にその場所で城塞の再建が行

われた際、古い王宮の壁や財宝などの文化財が出土したそうです。ケサル王の

研究に携わるチベットと中国の学者の多くも、ここが実際の城塞の跡地である

ことを確信しており、この発見を大変喜ばしく思っているようです。土地が整

えられて定礎式が行われた際には、ケンポ・ナムドルやングートゥプ・ドル

ジェを含む私たち全員が立ち会いました。

ケサル王は、未来の末法時代において、カルキのタクポ・チャクキ・コルロ

チェンとなってこの世に現れると言われています。
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・シャンバラ瞑想センターの紹介

皆さんもよくご存じのように、このシャンバラ瞑想センターでは、「シャン

バラ・トレーニング」と「仏法の学習と実践」という 2種類の取り組みが行わ
れています。シャンバラ・トレーニングは、仏教徒であるか否か、あるいは世

界のどの国や地域の出身であるかにかかわらず、信心を抱いている人であれば

誰でも行うことができます。唯一求められていることは、世界中のどの国にい

るどんな人であれ、自分より優れている者への嫉妬、自分より劣っている者へ

の軽蔑や侮蔑をなくし、全ての存在を等しく慈しむこと、つまり、主に慈悲心

を基礎として、上中下を問わず、生きとし生けるもの全てへの利他に全力を尽

くすことです。

一部の人は「シャンバラ瞑想セン

ターには、軍隊を模したドルジェ・カ

スンという組織がありますが、このよ

うな組織は国家や国民にとって何らか

の脅威になり得るのだろうか」と考え

るかもしれませんが、これまでの歴史

を振り返ってみれば、そのような心配

をする必要はないでしょう。シャンバ

ラ瞑想センターは何年も前からアメリ

カに根付いている道場ですが、道場が開設されてからの出来事を振り返ってみ

ても、このシャンバラ瞑想センターは、アメリカをはじめとするいかなる国に

も、上中下のいかなる衆生にも、何ら危害を加えたことはありません。ドル

ジェ・カスンの訓練は、参加者が将来タクポ・チャクキ・コルロチェンの眷属

として生まれ、衆生を広く利するための良い縁起を作り出すことを目的として

います。従って、シャンバラ瞑想センターで行われている学習と修行は無害寂

静の道であり、国家にも国民にもただ利益をもたらすだけですから、大変素晴

らしいことなのです。
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シャンバラ瞑想センターで行われている 2つ目の取り組みは、仏法の学習と
実践です。この取り組みでは、まず前行を行い、シャマタ瞑想、ヴァジュラ

ヨーギニーの観想を経て、マハームドラーとゾクチェンの修行に入ります。

シャンバラ・トレーニングのみのご参加でも、仏法の学習と実践のみのご参

加でも構いませんし、2 つの取り組みは相反するものではないため、両方への
ご参加でも構いません。両者を組み合わせることができれば、今世にも来世に

も幸せがもたらされるため、きっと不可思議な幸せと喜びを得ることができる

でしょう。長い間、多くの弟子たちがこのセンターの伝統を守ってきましたが、

最も重要なことは、「シャンバラ・トレーニング」と「仏法の学習と実践」を

強化していくことです。

センターの全体的な状況については、皆さんもよくご存じだと思いますが、

私は改めて、このセンターで行われている 2つの取り組みの純粋性を明確にし、
強調しておきたかったのです。なぜなら、センターの取り組みについて、自分

でもよく理解できておらず、他者にもうまく説明できない状態でいると、人々

に疑いの目を向けられて、結果的に、センターにトラブルや混乱を招いてしま
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うかもしれないからです。どのような混乱を招いてしまうかというと、例えば、

「シャンバラ・トレーニングは、国家や国民に何らかの危害をもたらしてしま

うのではないか」と疑われることがあるかもしれませんし、センターに所属す

る修行者たちが、「シャンバラ・トレーニング」と「仏法の学習と実践」が同

じ趣旨であることを理解していなければ、調和が乱れて、意見の相違や論争に

発展してしまうかもしれません。しかし、これまで述べてきたように、シャン

バラ瞑想センターにおける全ての取り組みは、いずれも無害寂静の道であり、

どの取り組みも互いに矛盾するものではなく、同じ本質を持つものです。この

ことを理解していれば、皆さん自身が大きな利益を得られるだけでなく、国家

にも大きなご利益がもたらされ、良い評判が広まり、事業の繁栄にもつながる

でしょう。

その後、法王は自ら作成した儀軌に沿ってケサル王の灌頂を伝授され、『偉
大なる獅子ケサル・ノルブへの祈りと供養—事業の自然成就—』（seng chen ge
sar nor bu’i gsol mchod phrin las lhun grub）の口伝を読み唱えられました。法
王は最後に「私は、皆さんの願いが意のままに成就するよう、護法神に事業を
付託しました。護法神への供養については、先ほど、広、中、略の儀軌の口伝
を全て読み唱えたため、皆さんは今後これら全ての儀軌を読み唱えることがで
きます」とおっしゃって、法話を締めくくられました。
こうして、法王のボストンでの弘法活動は幕を閉じました。
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8駅目
8月 17〜22日
カナダ

ハリファックス



スケジュール
SCHEDULE

8月 17日 午前にカナダに到着
午後にインタビューを受ける

8月 18日 夜にダルハウジー大学で公開講演会を開催

8月 19日 午前にドルジェ・デンマ・リンに移動
午後に「三宝への信心を起こすこと」を講演

8月 20日 『智慧薩埵文殊』の灌頂と法話

8月 21日 午前に『プルパ・グルククマ』と『グル・ドルジェ・ドロ』
の灌頂と法話
昼にシャンバラ・センターの軍事訓練を観覧

8月 22日 お別れのご挨拶



カナダ

カナダに到着

8月 17日、アメリカでの活動を全て終えられた法王は、次の目的地であるカ
ナダに向かわれました。

17 世紀初頭、カナダはまだフランスの
植民地で、後にイギリスに割譲されました
が、完全な独立を果たしたのは 1982 年の
ことでした。私たちが訪れた 1993 年当時、
カナダの人口は 3,000 万人未満でしたが、
国土の総面積はアメリカや中国よりも広く、
面積ではロシアに次いで 2番目に大きな国
でした。
カナダはアメリカの隣国ですが、生活の

ペースはアメリカとまるで異なっており、
のんびりと物事をこなすカナダの人々は、
心と時間にゆとりを持って生活を営んでい
るように見えました。チベットの人々も似
たようなところがあるので、私たちはすぐ
に馴染むことができました。カナダに着く
と、自然とストレスから解放され、なんとも言い表せない不思議な感覚になり
ました。
アメリカのボストンからカナダのハリファックスまでは 1 時間余りのフラ

イトで到着し、アメリカとカナダの関係は良好だったため、税関もスムーズ
に通過することができました。空港を出た私たちは、「シャルチェン・リン」
（Sharchen Ling）と呼ばれる現地の道場へ移動し、そこに 2日間宿泊しました。
それまでと異なり、法王は道場の 1階ではなく 3階に宿泊されたため、部屋の
外にある大きなバルコニーからは、見渡す限りの海と、遠くに島や街を一望で
き、見晴らしのいい眺めを堪能することができました。
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8 月のカナダは 1 年で最も気候が優れている時期で、湿度が低く、空も澄み
渡っており、太陽が燦々と輝いていました。ある日の午後、バルコニーで皆さ
んとお茶を飲みながら談笑されていた法王は、海と空がひと続きになった水天
一碧の景色を眺めながら、清々しい面持ちで「青い空、広い海、なだらかな
山々、清らかな川、そして緑豊かな森林に囲まれたこの場所の景色は、まさに
絶景ですね。ここは私が今までに訪れた中で最も美しい場所です」とたたえて
おられました。
その日の法王は機嫌がよく、先日までのやつれた様子が一掃されて、体も

若々しさを取り戻しておられるように感じられたので、私は「今のうちに法王
のお写真を何枚か撮影して、僧侶の皆さんへの贈り物として持ち帰ろう」と思
い、急いでカメラを取り出しました。法王は笑顔でポーズをとってくださり、
屋外での撮影を終えると、屋内での撮影にも協力してくださいました。ある写
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真を撮る前に、「今から撮影する写真は、今後皆さんに共有したいと思ってい
ます」と法王にお伝えすると、法王はその写真を目にした全ての衆生がご加持
を得られるよう、特殊な境地にとどまりながら撮影に臨まれていました。

正直なところ、私たち弟子にとって、法王が弘法活動でどこかへ出かけられ
た際の一番のお土産は、現地で撮影された法王のお写真でした。弟子たちは、
法王のお写真をいただく機会があると、まるで宝物を手にしたかのように喜び、
仏壇や壁に飾ったり、身につけて携帯したりして、自分にとっての祈願の対象
や観想の拠り所とするのです。このような反応も、根本ラマに対する弟子の信
心の表れなのかもしれません。
特に、ラマ・ソドゥン（bla ma bsod don）の家には、法王の様々なお写真が

特大サイズで飾られていました。彼は私に「法王のお写真を撮影する機会があ
れば、なるべく全身が写っている写真をたくさん撮ってください。法座などで
体が遮られることのないようにし、周囲に他の人が写り込まないよう注意して
ください。法王のお顔が微笑んでいるとなお望ましいです」と撮影時の注意点
を念押ししていたので、私は「この時撮影した写真は、きっとラマ・ソドゥン
のような法友にも満足してもらえるだろう」と心の中で思っていました。案の
定、皆さんはこの時撮影した写真を見て大喜びしてくださり、どうやら気に
入ってもらえたようです。こちらのお写真は、後に広く流通することとなりま
した。
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20問インタビュー

その日の午後、法王は現地の仏教メディアのインタビューをお受けになりま
した。インタビューの内容は以下の通りです。

Q1：敬愛なるリンポチェ、自己紹介をお願いします。なぜ人々はあなたの
ことを「ラマ」と呼ぶのですか？

法王：私は、現在の青海省にあるズメーチューレ（rdzu med chos lhas）と
いうところで生まれました。現在は四川省のセルタ（色達）に住んでいます。

私は長年にわたって仏法の学習と修行に打ち込み、ケンポの学位を授与されま

した。一部の先代の大徳たちの授記によると、私はテルチェン・レーラプ・リ

ンパの生まれ変わりという肩書きも持っているようです。私は生涯にわたって

一心に仏法の解説、修行、実践に取り組んできました。そうしているうちに、

私の周りにはいつしか四方八方から多くの仏教徒と弟子たちが集まるようにな

り、私は人々から「ラマ」と呼ばれるようになりました。
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Q2：あなたが石に足跡をつけたことなど、信じられないようなお話を聞い
たことがあります。個人的に大変興味があるのですが、これらの話は本当なの

でしょうか？

法王：はい。偶然、そのようなことが何度かありました。

（笑いが起こる）

Q3：今回はどのような思いから西洋を訪れたのですか？
法王：私の知るところでは、欧米諸国はチベットほど仏教が栄えているわけ

ではありません。今回、私が西洋を訪れようと思ったのは、主に、仏法を伝え

広め、衆生に利益をもたらすためです。人々の幸福と安寧のために少しでも貢

献できればと思い、今回の巡行を決意しました。

Q4：ニューヨークにはどのような印象を持たれましたか？
法王：ニューヨークはアメリカ最大の都市で、世界中の約 184か国が加盟す

る国際連合の本部があり、アメリカ人だけでなく、多くの異なる民族の人々が

集まる街です。世界で 2番目に高い高層ビルも建っていました。ニューヨーク
では、今まで見たことのない光景をたくさん目にすることができ、とても嬉し

いです。

Q5：なぜカナダの仏教センターを訪
れようと思ったのですか？

法王：アメリカに行きたいと思った

理由と同じで、カナダを訪れたのも、衆

生に利益をもたらし、仏法を伝え広める

ためです。同時に、この機会を借りて異

なる国の文化や風習にも触れてみたいと

思っていますので、観光も兼ねていると

言えるかもしれません。
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Q6：西洋の人々に向けて何か伝えたいことはありますか？
法王：アメリカだけでなく、どこへ行く時も、私は「自分が生涯をかけて修

習してきた慈悲心によって、何か少しでも衆生に利益をもたらすことはできな

いだろうか」という思いを抱いています。ですから、ぜひ皆さんにも、この

たった 1つの無害寂静の道によって、生きとし生けるもの全てを利するために
最善を尽くしてほしいと心から願っています。これが私の唯一の教えであり、

唯一の願いです。

Q7：チベットと西洋では、どちらの方が、仏教がより普及していると思い
ますか？

法王：チベットでは、約 99パーセントの人々が仏教に親しみを持っており、
仏教を信仰しています。その中には、出家者もいれば在家者もいますが、特に

出家者の数が非常に多いです。一方で、欧米諸国は高度に発達していますが、

有雪国チベットほど仏教が栄えているわけではありません。

Q8：多くの欧米人は富を築くために
多くの時間を費やしていますが、お金

に対する健全な態度とはどのようなも

のだと思いますか？

法王：この世界で人々が最も大切に

しているものは自分の人生ですから、

人々がより良い生活を求めて富を蓄え

るのは自然なことです。もし人々がお

金を稼ぐプロセスに慈愛と思いやりを

取り入れることができれば、仏教の精

神を実践しながら物質的な利益を追求することができ、物質的にも精神的にも

大きな利益を得ることができるでしょう。しかし、もし他者に危害を与える意

図をもって、他者を傷つけるような職業に就いたとしたら、たとえお金を稼ぐ

ことができたとしても、大きな利益や幸福を得られるとは思えません。
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Q9：チューギャム・トゥンパ・リンポチェについて、あなたの見解をお聞か
せください。

法王：チューギャム・トゥンパ・リンポチェは、恐らく現代のチベット人ラ

マの中で、初めてアメリカを訪れたラマでしょう。彼は、法を伝え広め、衆生

に利益をもたらすために 2 つの巧みな方便を用いました。1 つは、当分の間、
本格的な仏教の学習と修行を始める予定のない人々に、シャンバラ・トレーニ

ングを行うよう促し、彼らでも実践できる方法で、彼らが利益を得られるよう

に導いたことです。もう 1つは、仏教を信じ、仏法を切望している人々に、仏
法を学ぶよう促したことです。最近では、この 2つのユニークな手法を用いた
彼の画期的な活動は、以前にも増して広く知られるようになりました。これは

非常に珍しいことです。

Q10：キリスト教についてご存じですか？ キリスト教についてどう思われ

ますか？

法王：私の知る限りでは、キリスト教では主に慈悲と博愛が提唱されている

ようです。これは非常に素晴らしいことだと思います。

Q11：東洋と比較して、西洋における慈愛の教育についてどう思われま
すか？

法王：どちらも衆生を利するという目的は概ね同じだと思いますが、用いら

れている手法は様々で、実践方法もそれぞれ異なっていると思います。

Q12：あなたから見て、このセンターは最大の仏教センターになれると思い
ますか？

法王：それは、かつてのラマたちが残された授記を見る必要があります。特

に、皆さんのラマであるチューギャム・トゥンパ・リンポチェは、このことに

ついてお話しになったことがあるはずですから、その他に、私から何か特別な

認定を行うつもりはありません。
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Q13：故郷の人々と他の地域の人々、
どちらの方がより好きですか？

法王：人の習慣はとても根深いもの

ですから、きっと誰もが自分の生まれ

故郷に対して、ある程度の好感と愛着

を抱いているのではないかと思います。

ただ、私の兄弟や家族は皆チベットに

住んでいるのですが、私はアメリカへ

来てからの間、現地の人々の優しさに触れて、アメリカの人々も親切で純粋な

心の持ち主であることが分かりました。彼らは私のことをとても気にかけてく

ださるので、私も彼らに、故郷の人々に抱くような親しみを感じています。

Q14：この国の人々はあまり楽観的で情熱的ではないように感じますが、ど
う思われますか？

法王：どの地域の人々の方がより楽観的であるかを断言できる人はいません。

例えば、私の家族も病気の有無によって心や体に異変が起こり、気分が良く

なったり悪くなったりします。このように、チベットにも、楽観的な人もいれ

ば悲観的な人もいますし、西洋でも、1 人ひとり心理状態が異なっているため、
西洋人とチベット人のどちらがより楽観的であるかを断言することは難しいと

思います。それはまるで、サンギェとジグメのどちらがより幸せであるかを尋

ねているのと同じです。

Q15：北米の人々が健康のためにかなりの時間を運動に費やしていることに
ついて、どのようにお考えですか？

法王：今は世界中の人々が、病気にかかることなく健康でいるために、定期

的な運動を非常に重視しています。私の考えも同じで、それ以上付け加えるこ

とはありません。

Q16：四無量心の修習における核心は何ですか？
法王：四無量心とは、一切衆生が幸せになり、苦しみから解放されることを
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心の奥底から願い、体の面では、殺生のような他者に危害を加える行為を断ち、

できる限りを尽くして布施などを行うことです。

Q17：仏法を伝え広める方法に関して、チベットと西洋ではどのような違い
がありますか？

法王：先ほど述べたように、全人口に占める仏教徒の割合で見れば、今の西

洋はチベットほど仏教が栄えているわけではありませんが、徐々にチベットを

上回っていくかもしれません。ですから、皆さんは仏教の発展のために努力す

る必要があります。私は、きっと仏法がこの地に広まり、栄えると信じていま

すし、そのように願っています。

Q18：シャンバラにおける学習と軍事訓練についてどう思われますか？
法王：皆さんのラマは、その巧みな方便により、まずシャンバラの軍事訓練

を通じて、他者を傷つけない利他の方便を実践するよう人々を導き、そこから

徐々に人々を仏門に導いていきました。これは非常に重要なことです。

Q19：落ち込んだり、不安になったりすることはありますか？ そのような

気持ちに対処する方法があれば教えてください。
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法王：楽しくても悲しくても、常にラマと三宝に祈るだけです。それ以外の

方法を実行する努力はしていません。

Q20：あなたとテンギャム・リンポチェのつながりを教えてください。
法王：リンポチェの前世と、私の前世であると言われるテルチェン・レーラ

プ・リンパは、親密な師弟関係にありました。そのような強いつながりがあっ

たため、1990 年に、私がリンポチェにお会いするためにインドを訪れた際も、
リンポチェはとても親切に温かく迎えてくださいました。

法王が病に倒れる

8月 18日の夜、法王はダルハウジー大学（Dalhousie University）での講演
を控えていました。しかし、法王は当日になって突然、血圧が異常に高くなり、
高熱が続き、嘔吐が止まらなくなってしまいました。アネ・メドゥンはこの状
況をとても心配しており、高血圧によって様々な合併症が引き起こされる可能
性があることを指摘しました。そこで私たちは、法王に血圧を下げる点滴を
打ってもらおうと、付近の病院に急行しました。しかし、病院に着いてみると、
カナダでは、点滴や注射を打つにも薬をもらうにも、複雑な手続きが必要で
あったため、結局、血液検査以外には何の治療もしてもらえませんでした。私
は不安と焦りで胸がいっぱいでしたが、どうすることもできませんでした。
数日前にボストンに滞在していた時にも、ラマ・ムンツォが体調を崩されて

しまい、一時は病院に行くためにやむを得ず灌頂を中止したこともありました。
法王のお体を案じた私たちは、この日の講演を中止にすることを提案したので
すが、法王は予定通り講演を行うことを強く希望されました。講演会場に向か
う直前にも、法王はトイレで激しく嘔吐されていました。そばにいた私は居て
も立ってもいられず、身代わりになれない自分を強く恨むばかりでした。しか
し、そのような状況でも、法王は講演中、体調を崩されているそぶりを少しも
見せることなく、素晴らしい講義を行われたのでした。
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講演を終えると、法王は再びお加減が優れないご様子になり、次第に悪化し
ていく容体は楽観を許さない状況でした。私はこの時、ドゥジョム法王 2世と
カルマパ 16 世が海外でご円寂され、飛行機でご遺体が搬送されたことを思い
出し、法王に万が一のことがあったらと思うと不安でたまらなくなりました。
法王はカナダの後にもヨーロッパ諸国への訪問を控えており、引き続き過密

なスケジュールが組まれていました。法王のお体を心配した私たちは、何度も
話し合いを重ねた結果、イギリスやオランダ、その他のヨーロッパ諸国での予
定を全てキャンセルして旅程を大幅に短縮し、フランス訪問後に帰国すること
にしました。
西洋はチベットと異なり、後から法話などが中止になると、主催元の道場な

どが経済的な損失を負ってしまうことがあるのですが、それでも法王の健康状
況を考慮すると、当時は一部の予定をキャンセルせざるを得ませんでした。私
は心の中で「もし賠償金が必要になったら、自分が何とかして払おう」とさえ
考えていました。しかし、後から事情を知った道場の皆さんは、全員理解を示
してくださり、多少の損失は生じたものの、自分たちで処理できるので大丈夫
だと言ってくださいました。
このような事情から、法王は当時イギリスとオランダを訪れることができま

せんでしたが、この縁起が未来につなげられることを願っています。
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智慧と慈悲

8月 18日の夜、ダルハウジー大学を訪れた法王は、教師、学生、現地の仏教
徒に向けて「智慧と慈悲」と題した公開講演を行われました。

提供：Marvin Moore

ダルハウジー伯爵

ダルハウジー大学は、1818 年に第 9 代ダルハ
ウジー伯爵ジョージ・ラムゼイによって、階級や
宗教に関わらず、全ての人に開かれた高等教育機
関として設立されました。現在、ダルハウジー大
学はカナダ有数の一流大学となり、今までに 3名
のカナダ首相と 1名のノーベル賞受賞者を輩出し
ています。
法王の講演は同校のダルハウジー・アーツ・セ

ンター（Dalhousie Arts Centre）で行われました。
法王が登壇する前には、1,000 席以上の座席が全
て満席となり、司会者が感極まった様子で次のよ
うに法王を紹介しました。
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皆様、本日は法王ジグメ・プンツォク・リンポチェのご講演にようこそお集

まりくださいました。法王は 1933 年にチベットの東北部にお生まれになり、
十数年前から、チベットの各地域で積極的に弘法活動に取り組まれています。

それ以来、法王は数十年にわたって衰退していた仏教を少しずつ復興させてき

ました。法王は、仏教再興の重責を担ってきた偉大なお方です。

法王がチベットから遠路はるばる

西洋まで足を運び、こうして法を伝

え広めてくださることは、私たちに

とって非常に幸運なことです。法王

はこれまで、1990 年に一度インド
を訪れたことがありますが、西洋を

訪れるのは今回が初めてとのことで

すので、特にここノバスコシア州へ

お越しくださったことは、私たちに

とって大変な幸運です。この日程は法王の旅程に急遽追加されたもので、法王

自らこの地を訪れたいと希望されたそうです。これは私たちにとって、なんて

光栄で喜ばしいことなのでしょう。それでは法王ジグメ・プンツォク・リンポ

チェをお迎えして、ご講話いただきましょう。

続いて、法王は次のように講演を始められました。

今日という円満でおめでたい日に、遠い東アジアの国から、北極に近い国カ

ナダへ来て、ここにいる何百人もの人々にお会いできたことを嬉しく思います。

私たちは南贍部洲という素晴らしい場所に生まれ、有暇円満を兼ね備えた貴重

な人の体を得ることができました。このような大きな幸運に恵まれたからには、

自他を利するために努力し、自他に害をもたらさないようにするべきです。こ

のことについて、私たちはよく考えなければなりません。
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・どの宗教を信仰すべきか

では、具体的に何をどのように考えればいいのでしょうか。この世界には大

きく分けて、いかなる宗教も信仰していない人と、何らかの宗教を信仰してい

る人がいます。この両者について、それぞれ考えてみましょう。まず、いかな

る宗教も信仰していない人々の多くは、衣食住の追求に全力を注いでいます。

彼らのほとんどは、今世の生活のことだけを考えており、来世のために徳を積

んで悪を断とうとする人はあまりいません。しかし、衣食住を追求するだけで

あれば、馬や牛のような動物でもできます。ですから、生計を立てることだけ

を追求する生き方は、賢明な生き方とは言えません。一方で、何らかの宗教を

信仰している人の場合は、衣食住を追求するだけでなく、一時的な幸せと長期

的な幸せのために何らかの宗教に加入していることが多いため、そうでない世

間一般の人々とは一味違った特色があるのではないかと思います。

私たちはせっかく貴重な人の体を得ることができたのですから、それを無駄

にするべきではありません。この人生を有意義に活用せず、無駄に過ごしてし

まったら、自分が恥ずかしい気持ちになるだけでなく、人に生まれることの重

要性を知っている方々にも笑われてしまうでしょう。ですから、宗教を信仰す

ることは非常に重要なことなのです。

どの宗教が自分に最も適しているかについては、決断を下す前に慎重に検討

しなければなりません。どの宗教における教義も、長期的な幸せを達成するた

めの方法ですから、何の観察もなしに直接加入しようとするのは、あまりにも

軽率すぎます。チベットでは、そのような軽率な行動を「お腹を空かせた犬と

肺が出会ったようだ」ということわざで表現することがあります。本来、肺は

肉の中で最も不味い部位なのですが、お腹を空かせた犬はそれがおいしいかど

うか考える間もなく、見つけた瞬間に大急ぎで丸呑みしてしまうでしょう。同

様に、ラマや宗教に出会った時に、ろくに観察することなく、すぐにラマに師

事したり、宗教に加入したりすることは、そのくらい愚かなことであるという

意味合いです。
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宗教を信仰することは長期的なプロセスであるため、慎重に考えるべきです。

私たちは 1日の中で口にする食品でさえ、多方面から観察して品質を分析しま
すが、言うなれば、品質の優劣がどうであれ、食べ物はすぐに便へと変わって

しまいます。しかし、自分が信仰する教義や法は、自分の生々世々に関わって

くるものですから、最初の判断を誤ってしまったら、長期にわたって間違った

道を進み続けてしまうことになります。そのため、最初によく吟味しなければ

ならないのです。

・真の宗教を認識する

一部の宗教では、他者を傷つける瞋恚が法として述べられ、一部の宗教では、

配偶者がいる人と邪淫をしたり、他者の財産を奪い取ったりするような貪欲が

法として述べられ、一部の宗教では、十分な考察が重ねられていない安直な思

想が人々に伝えられ、愚痴が法として述べられています。これらについて一つ

ひとつ考えてみると、まず、瞋恚が清らかな正法ではないことは明らかでしょ

う。なぜなら、私たち自身が、暴力を振るわれたり命を奪われたりすることを

望んでいないように、他の誰しもが、暴力を振るわれたり命を奪われたりする

ことを望んでいないからです。このように考えてみると、「瞋恚が法である」

という考え方は、本末転倒であることが分かります。次に、貪欲について考え

てみてください。自分の配偶者や財産が他者に奪われたら、いい気はしないで

しょう。それは他者にとっても同じであるため、欲望に駆られて他者に危害を

加えることは、不合理なことなのです。ですから、「貪欲が法である」という

考え方も、大半は邪説でしょう。そして、愚痴を法として述べることは、多く

の人々を間違った道に導く恐れがあるため、そのような教説も崇拝するべきで

はありません。例えば、カナダの首都に行きたいと思っている人が、アメリカ

の首都であるワシントン D.C. に連れて来られたら、きっと困惑してしまうで
しょう。同様に、生々世々にわたって間違った道を進むことを望んでいる人

はいないでしょうから、愚痴を法とする考え方が正法ではないことは明らか

です。
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提供：Marvin Moore

どのような宗教で説かれている教義にせよ、利益と幸せをもたらす方法が示

されている教義こそ、正法であると認められます。ただ、利益と幸せを得るた

めの方法を示していたとしても、一部の宗教で提唱されている方法のように、

自分と自分の親しい存在、自分に従う者たちにだけ利益をもたらし、その他の

人々には利益をもたらさない方法なのであれば、そのような方法は間違ってい

るわけではありませんが、少し劣った方法と見なされます。また、一部の宗教

では、自分だけでなく全人類に利益をもたらすことが提唱されているものの、

動物など、人間以外の衆生のことは考慮されていないため、このような宗教も

最も優れた宗教とは呼べません。人間が自分の命を大切にしているように、牛

や馬などの他の生物も、同じように自分の命を大切にしています。人間が危害

を加えられた時に苦痛を感じるように、動物たちも危害を加えられたら苦痛を

感じます。そのため、生きとし生けるもの全てに利益をもたらす方法こそ、真

の正法であると認識するべきです。生きとし生けるもの全ての幸せを願う慈し
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みと、生きとし生けるもの全てが苦しみから解放されることを願う憐れみを抱

き、それらに基づいた言動によって利他に努めるよう導くものこそ、真の正法

です。

世界中には数多くの宗教がありますが、他者に危害を加えない心と行いを提

唱しているという観点から見ると、キリスト教と仏教には通ずる部分がありま

す。もちろん、異なる部分もたくさんあると思うのですが、チベットではキリ

スト教があまり普及しておらず、キリスト教に関する書籍もあまり出回ってい

ないため、私はキリスト教についてあまり詳しくありません。西洋に来てから

2 か月ほど経ち、キリスト教について少し知ることはできましたが、詳しく調
べる機会はなかったため、キリスト教と仏教にどのような違いがあるかについ

ては、上手く説明できません。もし皆さんが、キリスト教と仏教には何の違い

もなく、同じように有益であると感じるなら、両方の教義を同じように実践し

ていけば良いと思いますし、もし両者の間に違いがあり、どちらかがより優れ

ていると感じるなら、両者の教義を深く掘り下げ、優れていると思う方を実践

していけば良いと思います。ここでは、仏教の説法者として、仏法について皆

さんに簡単に紹介したいと思います。

・仏法の核心

仏教には、「他者を害する一切の行いを断つこと」と「その上で、他者を利

する一切の行いを成し遂げること」という 2 つの核となる宗旨があります。1
つ目の「他者を害する一切の行いを断つこと」という宗旨は、上座部仏教が普

及しているタイやミャンマーなどの国に広く伝わっています。2 つ目の「他者
に危害を加えないだけでなく、その上で自分よりも他者を大切にする」という

利他の宗旨に従う大乗仏教は、中国などの地域に広く伝わっています。そして、

生きとし生けるもの全てへの広大な利他を、難なく速やかに成就する方便に努

めるよう人々を導く大乗密教は、主にチベットとインドの多くの地域に伝わっ

ています。
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全ての仏法は、同じ本師によって説かれ、同じ教義を共有し、同じ結果をも

たらします。ただし、細かく分けるのであれば、上記の三者はそれぞれ、小さ

な利他を達成する方便、大きな利他を達成する方便、大きな利他を速やかに達

成する方便であり、後者になるにつれてより優れた方便となります。とはいえ、

仏教の教義の本質は全て同じであり、「他者を傷つけないこと」と「自らの心

を鍛えること」の 2点に集約されます。そして、自らの心を鍛えなければ、利
他を達成することはできません。なぜなら、自らの心が鍛えられていなければ、

たとえ他者を傷つけるつもりがなくても、不用意に他者を傷つけてしまうこと

があるからです。だからこそ、何よりもまず自らの心を鍛えることが根本であ

り、そのためには、特別な慈悲と非凡な智慧が必要不可欠です。

1.慈悲
慈悲とは何かというと、「生きとし

生けるもの全てが苦しみから解放さ

れたら、どんなに素晴らしいだろう」

と考える優しい心を持ち、彼らが苦し

みから解放されるように全力を尽くす

ことです。慈悲心を育むには「自他平

等」と「自分より他者を大切にするこ

と」という 2つの訓練方法があります。
「自他平等」の訓練はどのように行う

かというと、例えば、私たちの体には、

頭、手、足など、様々な部位がありま

すが、私たちは、どの部位も傷つくことがないよう、体全体を大切に守りなが

ら生きています。同様に、どのような衆生も、傷つけられれば苦しみを感じる

ため、自分に接する時と同じように、一切衆生が苦しみから解放され、幸福を

得られるように誠心誠意尽くすことを「自他平等」と言います。

そもそも、なぜ利他を行う必要があるのかというと、仏がお説きになられた

ように、果てしなく存在する一切衆生は、始まりのない輪廻の中で誰一人とし
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て例外なく、私たちの両親になったことがあります。そして、彼らが私たちの

両親だった時には、たとえ虎や豹のような猛獣として生まれた時でさえ、今世

の両親と同じように私たちを大切に育ててくれました。このように、衆生の誰

もが私たちにとって大きなご恩のある存在であるため、衆生に恩返しをしない

ばかりか、かえって危害を加えようとするのは恥ずべきことなのです。

提供：Marvin Moore

また、仏は「この世の全ての幸福と平和は、他者の幸せを願う善心と善行に

よってもたらされる。疫病、飢饉、戦争など、あらゆる苦難と不幸は、自分の

幸せだけを追い求め、他者の幸せを願わない悪の心によってもたらされる」と

説かれました。このように言い切れるのは、私たちの本師である、巧みなる方

便と大いなる慈悲を兼ね備えられた仏が、多くの生にわたって、自分の体や命

でさえも惜しむことなく、ひとえに利他を行ったことにより、不可思議な喜び

と幸せに満ちた究極の果位を得ることができたからです。その一方で、始まり
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のない時から自分だけの利益を追い求め、他者の幸せを願ってこなかった衆生

は、今なお果てしない苦しみに苛まれています。

そして、利他を行うためには、自分より優れている者への嫉妬、自分と対等

な者への敵意、自分より劣っている者への軽蔑を捨てなければなりません。そ

の上で、公正で誠実な心を持ち、円満な行いを心がける必要があります。すな

わち、一切衆生の幸せを願う慈しみ（慈）、一切衆生が苦しみから解放される

ことを願う憐れみ（悲）、一切衆生の幸せを喜ぶ心（喜）、好き嫌いによって差

別しない平等な心（捨）、この四無量心を普段からよく修習することが、慈悲

の訓練なのです。

2.智慧
一切衆生が幸せになり、苦しみから解放されることを願っていたとしても、

その実現方法を知らないまま、ただ慈悲心を抱いているだけでは不十分です。

ですから、そのための助けとなる無垢な智慧、すなわち、どのようにすれば自

他に利益をもたらせるか、どのようにすれば自他への危害を回避できるかに関

する知識を身につけなければなりません。

このような智慧は、わけもなく生じるものでもなければ、頭をひねって考え

ることで思いつくものでもありません。智慧を起こすためには、学習と修行に

勤勉で、自分より優れた智慧と功徳を兼ね備えているラマに師事し、そのラマ

のもとで、仏がお説きになられた法を学び、修行を積む必要があります。具体

的にどのような法を学ぶかというと、例えばチベットでは、インドから伝わっ

た「カンギュル」と「テンギュル」が 300巻余りあり、その他にも、チベット
のラマたちが記された数千巻の論典があります。

優れた修行者は、これらの教えを全て学び、真剣に実践するべきです。そ

れが難しければ、自他に利益をもたらし、自他を危害から守るための菩薩蔵

（bodhisattvapit.aka, byang chub sems dpa’i sde snod）の教典だけでも、必ずラ
マのもとでしっかりと聴聞してください。次に、聴聞した語義を実践に移せる

ようにするため、自分が本当に理解できているかどうか、熟考を重ねましょう。

ただ聴聞しただけで熟考を重ねていなければ、法を真に理解することはできま
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せん。たとえ十数年にわたって師の法話を聞いていたとしても、言葉の意味を

一度も真剣に考えたことがなければ、一言も理解していないようなものですか

ら、ましてや実践になど移せるはずがありません。それはまるで、ハンドルを

回すことやアクセルを踏むことを知っていても、道路へ出て運転することを一

度も想定したことがないようなものです。ですから、学んだことは全て、最終

的には実践に落とし込む必要があるということを、理解しておきましょう。学

んだ知識を自分の心に結び合わせることができなければ、どれだけ知識を身に

つけても役には立ちません。例えば、運転の仕方を知っていたとしても、運転

しないのなら、知らないのと何も変わらないのです。このように、無垢な智慧

を自分の心に起こすためには、序盤の聴聞、中盤の思惟、終盤の修行、この 3
つを段階的に行う必要があります。

・智慧と慈悲を共に修習する

ここからは、智慧と慈悲を共に修習する方法について簡単にお話ししたいと

思います。どのように修習していくかというと、心の中で次のように考えてく

ださい。果てしなく存在する一切衆生は、始まりのない輪廻の中で、誰もが私

たちの両親になったことのある存在であり、両親になったことがない衆生は誰

一人として存在しません。そして、彼らが私たちの両親だった時には、今世の

両親と同じように、私たちに一番良い食べ物を食べさせ、一番良い服を着させ、

慈愛に満ちた心と行いによって私たちを大切に育ててくれました。つまり、衆

生の誰もが私たちにとって大きなご恩のある存在なのです。しかし彼らは、幸

せを望んでいながら幸せの因を知らず、苦しみを望んでいないにもかかわらず、

その思いとは裏腹に苦しみの因を積んでおり、大変不憫な立場にあります。

このように、思いと行いが矛盾してしまっている衆生たちは、まるで荒野に

迷い込んだ盲者のようです。例えば、多くの人々は、長寿を願いながら殺生を

繰り返しています。敵に遭遇すれば「相手を殺さなければ自分が殺されるかも

しれない」という不安に駆られて敵を倒します。しかし、倒せば倒すほど、敵

はますます増えていくばかりでしょう。そして、殺生とは、1 回の実行につき、

199



カナダ

500 回にわたって自分の命で償わなければならない重罪であるため、長寿とは
正反対の行動なのです。あるいは、富への欲求に駆られて他者の財産を盗む人

もいますが、そのようなことをしても自分に不幸をもたらすだけです。盗みを

働けば、それは自分の豊かさを失う因となり、特に、盗みの度合いに応じて、

異なる程度の貧しい思いをすることとなるでしょう。しかし、彼らはこのこと

を全く知りません。

このことからも分かるように、衆生

はどうすれば幸せになり、苦しまずに

済むのか知りません。ですから、一切

衆生を幸せにし、苦しみから解放する

ための方法を、私たちが実行しなけれ

ばならないのです。しかし、今の私た

ちには衆生を利する力がありません。

どうすればその力を手に入れられるか

というと、仏の境地に至ることができ

れば、難なく速やかに利他を行うこと

ができるようになります。このように

認識した上で「一切衆生を利するために、私は仏の境地に至る」と心に誓いま

しょう。

もちろん、仏の境地は、何の理由もなく到達できるものではないため、仏の

境地に至るためには、その因である六波羅蜜を努めて修習する必要があります。

1 つ目の「布施波羅蜜」は、自分の体、享受、善根などを、惜しみなく衆生に
施し与えることです。2 つ目の「持戒波羅蜜」は、衆生に危害を加えないだけ
でなく、あらゆる手を尽くして利他を行うことです。3 つ目の「忍辱波羅蜜」
は、誰からどんな危害を加えられたとしても、その者に怒りや憎しみを覚えな

いだけでなく、彼らに計り知れない利益をもたらすために全力を尽くすことで

す。4 つ目の「精進波羅蜜」は、一切衆生に利益と幸せをもたらすために、大
きな喜びを抱いて清らかな善法を修習することです。5 つ目の「禅定波羅蜜」
は、貪瞋痴に振り回されることなく、善い心に一点集中することです。6 つ目
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の「智慧波羅蜜」は、因果応報には寸分の狂いもないことを理解し、惑わされ

ることなく所知の真理に悟入することです。

提供：Marvin Moore

六波羅蜜の修行には、慈悲によって衆生を所縁とする側面と、智慧によって

仏の境地を所縁とする側面があります。慈悲と智慧の中には、全ての仏法の真

髄が凝縮されているため、常日頃からよく修習するようにしましょう。修行の

核心とも言える慈悲と智慧は、全ての仏教修行者にとって一心に修習すべきこ

とです。同時に、仏法が清らかで正しいものかどうか観察中の人々も、ぜひ慈

悲と智慧の面から検討してみてください。もし、無垢な慈悲と錯誤のない智慧

を心に溶け込ませて修習することに何らかの誤りがあるのなら、それは仏法に

誤りがあるということになりますが、そこに何の誤りもなければ、仏法に誤り

はないということになります。そして、仏法に誤りがないことを確信できた時

には、意を決して法の道に進むべきです。仏法が錯誤のない正しいものと分

かってもなお法の道へと進もうとせず、「これは私の祖先や父親の世代の伝統

である」と言って偏見を持つことは、賢明な判断とは言えません。
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もちろん、決心する前にはよく観察するべきです。チベットには「川に飛び

込む盲目な羊の群れ」ということわざがあります。つまり、盲目な羊の群れで

は、一匹の羊が川に飛び込むと、それを皮切りに、その他の羊たちも溺れる危

険を顧みることなく、次々とその後に続いて川に飛び込んでいくという意味合

いですが、このように周りに流されて判断を誤るべきではありません。カナダ

の羊はどうか分かりませんが、チベットの羊は本当にこのような有様で、先に

川に飛び込んだ羊が溺れているのを見ても、後の羊はお構いなしに川に飛び込

んでいくのです。同様に、先祖代々受け継がれてきた伝統であるからといって、

よく観察することなく受け入れてしまったら、それはまさに「川に飛び込む盲

目な羊の群れ」であり、咎められるべきことです。

（ここで会場に笑いが起こる）

チベットのとあるラマは、かつて「智者は自分で分析し、愚者は評判に従う。

老犬が吠えると、訳もなく他の犬たちも走り出すように」とおっしゃいました。

つまり、智者は自分で考えて物事を判断するのに対し、愚者は他人の言うこと

にただ従うだけで、その理由さえよく分かっておらず、その様子はまるで、村

の中で一匹の老犬が吠え始めると、他の犬たちもつられて訳もなく吠え始める

かのようである、という意味合いです。ですから、自分でよく調べることなく

群衆に流されるべきではありません。

どうか、私がここで話したことをよく考えてみてください。私がこのような

お話をしたのは、私が仏教の説法者であるからではありません。私は 7歳で仏
教に入信し、現在 60 歳ですが、私の人生において、迷信によって仏教を崇拝
したことは一度もありません。私は生涯を通じて仏教を研究し、仏教がこの世

で最も優れている錯誤のない宗教であるという結論に至りました。そんな私に

とって、修行の核心は無垢な智慧と慈悲であり、究極の帰依処は三宝に他なり

ません。もし皆さんも心からそう思えたのなら、同じように修行してみてくだ

さい。
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私は少し前までアメリカに 2か月ほど滞在していました。アメリカの人々は、
親切で心優しく、いつも笑顔が溢れていました。カナダの人々も同じで、親切

で心温かな方々ばかりです。ここに来られたことをとても嬉しく思います。本

当は、今夜たっぷりと時間をかけて、時々冗談を交えながら楽しく法話を進め

ていきたかったのですが、今日は体調があまりよくないため、今夜のお話はこ

のあたりで切り上げたいと思います。どうかお許しください。

カナダを訪れた私を温かく迎えてくださり、再会を願う気持ちを伝えてくだ

さった政府関係者の皆様、そして、盛大に温かくもてなしてくださった皆様に、

心から感謝いたします。

最後に、私たちが今世でまたお会いできること、仏法の修行を通じて、将来、

極楽浄土に往生し、阿弥陀仏のもとで再会できることを願っています。タシ

デレ！

提供：Marvin Moore
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三宝への信心を起こすこと

出典：左の写真／ dorjedenmaling.org

8月 19日の午前、法王はシャルチェン・リンを離れ、約 2時間の車に乗って
ドルジェ・デンマ・リン（Dorje Denma Ling）に移動しました。ドルジェ・デ
ンマ・リンに到着すると、法王はスクールハウス（schoolhouse）に案内され、
その後 4日間、法話を行うためにそこに滞在されました。

出典：dorjedenmaling.org

ドルジェ・デンマ・リンは、ケサル王の大臣であるデンマ（’dan ma）にちな
んで命名されており、大臣のデンマは、法王の前世であるデンセー・ユウー・
ブムメ（’dan sras g.yu ’od ’bum me）の父親であると言われています。ハリ
ファックスから 140キロメートルほど離れた場所にあるドルジェ・デンマ・リ
ンは、シャンバラ・インターナショナル（Shambhala International）でも数少
ない、長期滞在が可能なリトリートセンターの 1つです。ドルジェ・デンマ・
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リンがあるタタマガッチ（Tatamagouche）という村は、数千年もの間、アメリ
カ原住民が集まって住んでいた聖地であると言われています。都会の喧騒から
離れ、緑豊かな森林と草原に囲まれたドルジェ・デンマ・リンは、修行に大変
適した清らかな場所でした。
午後になると、法王はドルジェ・デンマ・リンの仏教徒たちと、アメリカや

カナダからいらした数千人の仏教徒たちに向けて、素晴らしい法話を説かれま
した。その内容は以下の通りです。

今日は、仏教にちなんだ内容を簡単にお話ししたいと思います。

・順縁に恵まれていること

私たちは今、自分が素晴らしい境遇に恵まれていることを認識しなければな

りません。それはどのような境遇かというと、今から一つずつ説明していきた

いと思います。

1.南贍部洲に生まれたこと
私たちは幸運なことに、そこに生まれることは極めて難しいと言われている

南贍部洲に生まれることができました。南贍部洲は、修行をする上で必要な条

件を十分に兼ね備えています。しかし、東勝身洲、西牛貨洲、北倶盧洲などの

他の洲は、豊かな享受と円満な幸せには恵まれていますが、正法を修習するた

めの条件には恵まれていません。このような観点から、南贍部洲は他の州より

も優れていると言えます。

2.尊い人身を得られたこと
そして、南贍部洲に人として生まれ変わるということは、更に貴重なことで

す。地獄、餓鬼、動物、阿修羅などの世界に生まれたら、耐え難い苦しみに苛

まれることになるため、法を修習する機会はありません。天界に生まれたら、

類いまれな幸せを堪能することができますが、常に散漫し、放逸した状態に

陥ってしまうため、ここでも修行する機会はありません。それだけでなく、仏
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がお説きになられた声聞乗、菩薩乗、秘密真言乗におけるいかなる法も、人の

体を拠り所にすることでしか成就できず、天人などの他の衆生の体では、道の

全てを修習することができないため、修行するための条件に恵まれていないの

です。そのため、人に生まれることは大変貴重であり、人の体は、仏や仏の追

随者たちから「天人よりも優れた体」とたたえられているほどです。私たちは

全員、このような貴い人の体を得られたのですから、これは非常に喜ばしいこ

となのです。

3.仏が世に現れたこと
そして、仏が世に現れたことは、更に稀なことです。仏が世に現れる時代は

「光の時代」（sgron me’i bskal pa）と呼ばれ、仏が世に現れない時代は「暗黒
の時代」（mun pa’i bskal pa）と呼ばれます。「暗黒の時代」は極めて長く続く
のに対し、「光の時代」は、例えば釈迦牟尼仏が世に現れた賢劫のように、ご

く稀にしか訪れません。ですから、光の時代に巡り合うことは、非常に珍しい

ことなのです。このように、仏がなかなか世に現れないのも、衆生が仏法を修

行する良縁と機会が、それだけ得難いものであるからです。

4.仏が法を説かれ、仏法が今日まで伝えられたこと
仏は、世に現れただけでなく、法輪を 3度転じられました。更に、その正法

の光は、まだ衰えることなくこの世界を照らしています。これも非常に稀なこ

とであり、素晴らしいご縁であるため、大変喜ばしいことです。

5.ラマのお導きを得られたこと
仏が法をお説きになり、法が今日まで

伝えられていたとしても、更に、その意

味を誤りなく説明してくれるラマという

善知識がいなければなりません。ラマに

頼ることなく、自力で全ての仏法を学び、

実践することは不可能であるからです。

ですから、ラマという善知識に出会い、
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そのラマが、仏の説かれた法を理趣の通りに実践する方法を説明してくださる

ことも、非常に貴重なことなのです。

私たちは今、全ての順縁を揃えることができました。生まれることが難しい

とされる南贍部洲に生まれ、なかなか世に現れることがない仏が現れ、なかな

か説かれることのない正法が説かれ、その正法は今日に至るまで消失すること

なく世間に伝えられています。更に、その正法を説き示すことができるラマに

も出会え、そのラマは法を説き示してくださいました。このような素晴らしい

機会に恵まれることは、ウドゥンバラの花がこの世に咲くことよりも珍しいた

め、大きな喜びを感じるべきです。

・3種の信心

外的な順縁が全て揃ったら、今度は、自らの内面に円満な信心を起こさなけ

ればなりません。信心には、清浄な信心、希求の信心、信頼の信心があります。

そのうち、仏宝を所縁として生じるものが清浄な信心、法宝を所縁として生じ

るものが希求の信心、僧宝を所縁として生じるものが信頼の信心です。

1.仏宝を所縁として生じる清浄な信心
仏について考えた時に生じる特別な

喜びの感情を「清浄な信心」と言います。

なぜ、仏のことを考えた時に特別な喜

びを感じるのかというと、この世界に

は、大自在天、帝釈天、梵天など、多く

の力ある神々が存在しますが、仏は他

のいかなる存在とも共通しない類いま

れな功徳を備えているからです。いかなる存在とも共通しない功徳とは何かと

いうと、一般的に、住位の菩薩が数十万年もの間、途切れることなく話し続け

たとしても、仏が備える 1つの功徳について語り尽くすことさえできないと言
われていますから、全ての功徳ともなれば、なおさら言うまでもありません。
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このように、仏は計り知れない功徳を備えているため、その全てを知ること

は難しいかもしれませんが、その中でも、私たちにとって至極重要な、差し

迫って必要としている功徳については必ず知っておくべきです。私たちが差し

迫って必要としている功徳とは何かというと、一時的な人間と天人の幸せを得

るための方便と、究極の無上なる仏の境地を成就するための方便を知っている

ということです。仏がどれほど多くの功徳を備えていたとしても、それらが私

たちにとって何の恩恵もないのであれば、私たちも喜ぶことはありません。例

えば、この世界には数多くの大きな権力を持つ君主がいますが、彼らが人々に

利益をもたらすことがなければ、人々も彼らに喜びを向けることはありません

し、いかなる君主であれ、人々に利益をもたらす方こそ、人々から喜ばれる存

在となるのと同じです。そのため、仏の功徳は必ず私たちに大きな利益をもた

らすということを、私たちはよく理解しておく必要があります。

では具体的に、私たちが差し迫って必要としている仏の功徳とは何かという

と、智慧、慈悲、力です。

（1）智慧
もし仏が、果てしない一切衆生を幸せにし、苦しみから解放する方法を知ら

なければ、衆生を利することはできなかったでしょう。しかし実際には、仏は

一切の所知を余すことなく知り尽くしています。

（2）慈悲
仏が計り知れない智慧を備えていたとしても、慈悲心を抱いていなければ、

所化の衆生を利することはなかったでしょう。例えば、どれだけ才能があった

としても、他者に悪意を抱いていたり、粗暴で攻撃的な性格であったりすれば、

その者が利他を行うことはないのと同じです。ですから、智慧の功徳を備えた

上で、更に慈悲の功徳も備えていなければなりません。

仏にはどのような慈悲の功徳があるかというと、母親がたった 1人の我が子
に向ける愛情より、幾百倍も、幾千倍も優れている慈悲心を所化に抱いておら

れます。なぜ子に対する母の慈悲心よりも優れていると言い切れるのかという
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と、仏は因地における有学道の段階から円満な仏の境地に至るまで、いついか

なる時も、自分の体や命でさえ顧みることなく利他を行ってきたからです。

では、仏はかつて因地において、どのようにして自分の体や命でさえも顧み

ることなく利他を行っていたかというと、例えば、初転法輪を行ったインドの

鹿野苑では、衆生に利益と幸せをもたらすために、自分の頭を数十万回にわ

たってお布施してきました。これは仏が自らおっしゃったことです。そして、

鹿野苑だけでなく、南贍部洲の中の他の場所でも、南贍部洲以外の多くの場所

でも、仏は利他のために自分の体や命を何度もお布施してきました。

更に、仏の慈悲は偏りのないものでした。例えば、自分と親しい人々や、自

分に好意や尊敬の念を抱く人々にだけ慈悲を示し、それ以外の人々には慈悲を

示さなかったら、それは不平等な慈悲ですが、仏の慈悲は決してそのようなも

のではありませんでした。それはどのような慈悲かというと、仏がご在世され

ていたある時のこと、右側では帝釈天が栴檀の水で仏のために沐浴を行ってお

り、左側では提婆達多が悪意を抱いて仏のお体を刃物で傷つけていたのですが、

仏は両者に対して同じように慈悲心を抱かれ、幸せの道へと導かれたといい

ます。

もし仏の慈悲が、身分の高い人々や裕福な人々にだけ向けられていて、身分

の低い人々や貧しい人々には向けられていなければ、そのような慈悲は偏りの

ある矮小な慈悲ですが、実際にはそうではありません。仏はむしろ、身分の高

い人々や裕福な人々よりも、身分の低い人々や貧しい人々をより一層慈しんで

いました。仏の慈悲は、昨今の一部の政治家のような矮小なものではありませ

ん。彼らは、自分にとって何らかの利益を見込める幾千幾万の人々には優しく

親切に振る舞いますが、本当に助けを必要としている数人の不憫な人々を本心

から助けようとすることはないかもしれません。しかし仏は、たった 1人の不
憫な衆生のために、自分の血肉を何度も分け与えることになっても、何ら惜し

むことはありませんでした。たった 1人の衆生のために、数億年にわたって苦
行を続けることになっても、何ら倦怠感を覚えることはありませんでした。こ

のような仏の慈悲は、至高の域に達していると言えるでしょう。
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かつて仏が地獄に生まれた時、彼はキェーパクシタと呼ばれており、カーマ

ルパという仲間がいました。地獄の獄卒たちは、2 人の首に荷車を縛り付けて
引かせながら、様々な武器で 2人を痛めつけていました。そんなある日のこと、
「2 人とも苦しむくらいなら、いっそのこと自分 1 人でその苦しみを背負おう」
と思ったキェーパクシタは、獄卒に「私が仲間の分も働きますので、荷車の縄

を全て私の首に縛り付けてください。私 1人で荷車を引きますから、どうか仲
間を休ませてあげてください」と言いました。すると、それを聞いた獄卒は

怒り狂い、「地獄の住人は皆、自分で業を背負わなければならないのだ。代わ

りに背負うことなど出来るわけがなかろう」と言い放って、鉄槌で思い切り

キェーパクシタの頭を殴ったものですから、キェーパクシタはその場で死んで

しまいました。そして、死後すぐに三十三天に転生したといいます。これは仏

の伝記に記されているお話です。

また、仏を目の敵にして常に敵対していた提婆達多は、今世だけでなく、多

くの前世での生にわたって仏に危害を加え続けてきましたが、それでも仏は、

自分の命さえ顧みることなく、提婆達多に利益をもたらしてきました。このよ

うに、仏が衆生に抱く慈悲心は計り知れないものなのです。

（3）力
更に、仏はこのような智慧と慈悲の功徳を備えていただけでなく、力の功徳

も備えていました。智慧と慈悲があっても、力がなければ不完全です。例えば、

目と手が不自由な老母がいて、彼女の息子が水に溺れてしまったとしましょう。

その時に、彼女がどれほど息子を愛していたとしても、目が見えず手が使えな

い状態では、彼女自身が息子を助けることはできません。同様に、どれほど衆

生を慈しんでいたとしても、力がなければ、実際に利益をもたらすことは難し

いでしょう。しかし、仏は力も備えていました。

仏はどのような力を備えていたかと言うと、お体の力、お言葉の力、お心の

力を備えていました。

仏のお体にはどのような力が備わっているかというと、仏のお体を実際に見

るだけで、三界輪廻の苦しみから解脱し、究極の幸せへと続く解脱道を歩むこ
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とができるようになると言われています。このように聞いて、一部の人は「仏

のお体を実際に見ることで、そのようなご利益を得られるということは、仏が

いなくなってしまった今となっては、もうそのようなご利益は得られないとい

うことだろうか？」と思うかもしれませんが、今でもご利益を得ることはでき

ます。なぜなら仏は、かつて自ら「様々な姿形となって衆生を善に導く」とお

説きになられたように、仏像や仏画などのような異なる姿形となって、衆生に

利益をもたらし続けているからです。仏像を例にとると、金像、土像、木像、

石像など、いかなる材質の仏像であれ、それらの仏像に対して礼拝、供養、発

願などを行えば、それは仏そのものに対して行っているのと変わらないと経典

で説かれています。仏画に関しても、きれいに描かれているかどうかに関わら

ず、仏の姿が描かれた絵画を目にした者は、誰もが不可思議なご利益を得られ

ると言われています。更に、信心と敬いを抱いて仏のお姿を拝むことで、不可

思議な福徳を得られるのはもちろんのこと、たとえ怒りや憎しみのこもった心

で見たとしても、その福徳の力により、その者は遠くない未来において仏の境

地に至ることができます。これは経典ではっきりと述べられていることです。

そして、仏のお言葉の力により、かつて仏がご在世されていた時に、仏から

直々に教えを聴聞したのだとしても、現代において、敬虔な祈りによって修行

の境地や夢の中で仏に会い、そこで法を聴聞したのだとしても、これらの経験

は速やかに仏の境地を得るための優れた功徳となります。

（ここで法王は、微笑みながら「私はずっとマイクがないと思っていたので

すが、引き出しの中にあったのですね。今まで全く気付きませんでした。誰が

引き出しを閉めたのですか？ あなたたち 2人ですか？ それとも私ですか？

……私ですか？ 私はマイクが引き出しの中にしまってあると知らなかったの

で、マイクがないと思って大声で話していたのですが、今、何かプツプツと音

がしたので、それでようやくマイクがあることに気付きました」とおっしゃい

ました）

仏が直接お説きになられたお言葉だけでなく、文字に記されて伝わっている

法も、実際に聴聞することで不可思議な功徳を得ることができます。その功徳
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により、悪趣の門は閉ざされ、病にかかることなく長生きし、豊かな享受に恵

まれるようになるでしょう。更には、私たちと違って仏法を聴聞するご縁に恵

まれなかった人、鳥、獣たちも、法話の時間を知らせるために鳴らされる太鼓

や法螺貝の音を耳にしただけで、近い将来、輪廻から解脱することができると

言われています。

仏が備えているお心の力はどのようなものかというと、その偉大なる慈悲の

事業により、仏はあらゆる時空において衆生に利益をもたらし続けています。

まるで波がいついかなる時も海から離れることがないように、仏もいついかな

る時も衆生を見捨てることはありません。

仏は十方の幻化の刹土において、幅広く利他を行われています。仏によって

教化されるべき者の前では仏の姿となり、菩薩によって教化されるべき者の前

では菩薩の姿となり、声聞や縁覚によって教化されるべき者の前では声聞や縁

212



カナダ

覚の姿となって、人々を教化されています。人間以外の衆生に対しても、鳥の

前では鳥になり、獣の前では獣になり、魚の前では魚になるなどして、様々な

衆生の姿となって利他を行われています。それだけでなく、仏は山や河川、森

林や茂みなどの姿となって正法を説くこともあり、そうすることで衆生に計り

知れないご利益をもたらしています。このように、仏はいついかなる時も、

様々な方便によって衆生への利他に努めており、利他から遠ざかることは決し

てありません。

今お話ししたことをもう一度繰り返し

ますが、もし仏が一切衆生を幸せにする

方法を知らなければ、仏に喜びを起こす

必要はありません。しかし、実際にはそ

うではなく、仏は諸法を知る智慧を備え

ています。次に、たとえ仏が全てを知る

智慧を備えていたとしても、慈悲心を備

えていなければ、所化の衆生に解脱道を

説き示すことはなかったでしょう。しか

し、仏は計り知れない大慈大悲も備えて

います。更に、たとえ仏が智慧と慈悲を兼ね備えていたとしても、衆生に利益

と幸せをもたらす力がなければ、実際に衆生を利することはできなかったで

しょう。しかし、仏は無碍の力も備えています。このような比類なき智慧、慈

悲、力の功徳を兼ね備えているのは仏だけであり、仏を除けば、世界中のいか

なる存在もこれらの功徳を兼ね備えていません。ですから、落ち着いてよく考

えてみれば、体の中に心臓がない人や、頭の中に脳が詰まっていない人を除い

て、仏に清らかな信心を起こせないという人はいないでしょう。

2.法宝を所縁として生じる希求の信心
希求の信心とは、仏がお説きになられた正法の通りに修行したいと望む優れ

た意欲です。では、どのように仏法を修行すればよいのかというと、総じて言

えることは、一切の善を行い、一切の不善を断つべきであるということです。
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善とは、一切衆生に対して、苦しめたり傷つけたりする心を抱かないようにし、

慈悲を修習することです。不善とは、上中下を問わず、任意の衆生に対して、

悪意を抱いたり粗暴な行為を働いたりすることです。

衆生に危害を加えないための原則として、仏は「沙門の四法」（dge sbyong
gi chos bzhi）をお説きになられました。沙門は仏の追随者を指しているため、
沙門の四法とは、仏の追随者が心がけるべき 4つの原則を表しています。沙門
の四法のうち、1 つ目の「怒りに怒りで返さない」は、他者からどれほどの怒
りを向けられても、自分は相手に怒りを向けないということです。2 つ目の
「罵倒に罵倒で返さない」は、他者からどれほど罵詈雑言を浴びせられても、

自分は相手を悪く言わないということです。3 つ目の「暴力に暴力で返さな
い」は、他者から石、棍棒、武器などで暴力を振るわれたとしても、自分は仏

の追随者として、相手に暴力を振るい返してはいけないということです。4 つ
目の「欠点を暴露されても、暴露し返さない」は、例えば、他者に自分の両親

を侮辱されたり、自分の容姿をからかわれたり、「貧乏人だ」、「泥棒だ」、「嘘

つきだ」などと言われたりするなど、どんな悪口を言われたり、どんな欠点を

暴露されたりしたとしても、自分は相手を責め立てたり、同じことを仕返した

りしないということです。これは、仏の教えである「利益や勝利は他者に与え、

損失や失敗は自分が引き受ける」という理念を体現しています。良いことや勝

利は全て他者に与えて、損失や失敗は全て自分が引き受けましょう。この沙門

の四法を実践することができてこそ、一流の仏教徒と呼ぶことができます。た

とえ見かけ上は仏教徒の姿となり、口では仏の追随者であると名乗っていても、

沙門の四法を 1つも実践していなければ、それは名ばかりの仏教徒であり、仏
の真の追随者とは呼べません。

では、どのように沙門の四法を実践すればよいのでしょうか。一般的には、

危害を加えられたら誰でも怒りを覚えますし、特に、自分は何も悪いことをし

ていないにもかかわらず、自分がいつも我が子のように気にかけている人に危

害を加えられたら、なおさらのことでしょう。しかし、私たちはそれでも相手

に怒りを覚えてはいけません。例えば、心を病んでしまった自分の子どもにど

れほど傷つけられたとしても、母親はただ子どもの病が一刻も早く治ることだ
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けを願い、決して傷つけられたことを怒ることはありません。同様に、たとえ

かつて助けたことがある人に傷つけられたとしても、「この者が一刻も早く煩

悩から解放されますように」と考え、慈悲心を修習するのです。

自分がかつて相手を傷つけたことがあるのなら、相手から何か仕返しをされ

たとしても、当然そのことに腹を立てるべきではありません。それどころか、

たとえ自分が針の先ほどの過ちも犯していないのに、相手が自分の頭を切り落

とそうとしてきたとしても、怒りの心を起こすのではなく、「この者の罪と苦

しみが全て私の身に熟しますように」と考えて、善い心を起こすべきです。そ

して、自分の悪口を言う人がいたとしても、腹を立てるべきではありません。

それどころか、世界中に自分の悪口や欠点を言い広める人がいたとしても、む

しろ喜んで彼らの功徳をたたえるべきです。自分より優れている人から軽蔑さ

れても、それはごく自然のことですから、耐えることもそれほど難しくないで

しょう。しかし、自分に遠く及ばない人から侮辱された時でも、恨むことなく

謹んで受け入れるべきです。これもまた仏教の理念に他なりません。
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このように、仏の正法は、ひとえに利他を達成し、決して他者を傷つけない

「無害寂静の素晴らしい道」なのです。一部の人は「仏の法は確かに素晴らし

いですが、本当に実行できる人はほとんどいないため、実践するのは不可能

だ」と思うかもしれませんが、実は、実践できるようになるための方法はあり

ます。もちろん、最初から全てを完璧に実践できるようになる必要があるのな

ら、皆さんのように仏法を学び始めて間もない方々はおろか、私のようなチ

ベット人僧侶、ひいてはラマたちにとっても難しいでしょう。ですから、私た

ちは自分の力に応じて、仏の説かれた法を段階的に学び、実践していく必要が

あるのです。例えば、チベットにいる高潔なラマであれば、たとえ自分の命を

落とすことになっても、殺生や盗みを働くことはありませんが、皆さんにとっ

ては、今からいきなり全ての殺生を断ち、いかなる衆生の所有物も奪わないよ

うにすることは、おそらく難しいでしょう。それでも、私たちは最善を尽くし

て少しずつ学び、実践していくべきであり、衆生を傷つけないよう努力してい

く必要があるのです。

仏がかつて「他者を苦しめる者は沙門ではない」とお説きになられたように、

他者に悪意を抱き、粗暴な行為を働く者は、仏の追随者ではありません。これ

は仏が明確に述べられたことです。また、仏は「自らの心を鍛え、他者の心を

乱さないこと、これがすなわち仏教である」とも説かれました。ですから、私

たちは自分の心を注意深く守り、他者の心を乱さないよう、最善を尽くすべき

なのです。

どのように自分の心を守るのかというと、強い怒り、大きな貪り、他者への

嫉妬、自分の方が他者より優れていると考える傲慢な心など、仏の教えに背く

ような悪の心が湧き起こったら、すぐに察知して、それ以上継続しないよう断

ち切り、正念正知を心に抱くようにしましょう。それと同時に、今後はこの

ような悪の心が生じないよう、できる限りラマと三宝にご加持を祈ってくだ

さい。

どのように他者の心を乱さないようにするのかというと、体の悪行、口から

放たれる暴言、心の中の悪意によって、他者の心を乱すことがないようにしま

す。できれば、他者の心を乱すような言動や考えが生じようとした瞬間に、そ
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れらを根本から断ち切ってください。もしそれが難しければ、自分の初心に立

ち返って、「私は仏の追随者であるにもかかわらず、他者の心を乱してしまっ

た。今後は二度とこのようなことはしない」と心に固く誓い、三宝に強く祈り

ましょう。

なぜ、自分の心を守り、他者の心を乱さないようにする必要があるのかとい

うと、そうすることで多くの恩恵を得ることができるからです。今世において

は、病にかかることなく長生きし、豊かな享受と美しい容姿に恵まれ、他者か

ら敬われるようになり、来世においても、極楽浄土などに生まれて仏の境地

に至り、あらゆる苦しみから解放された円満な幸せを得られるようになるで

しょう。

仏がお説きになられた妙法は、自分 1人で実践すれば、自分自身が苦しみか
ら解放され、幸せを得ることができます。家族で一緒に実践すれば、家族全員

が幸せに恵まれるでしょう。街中の人々で一緒に実践すれば、街全体に一時的

な幸せと究極の幸せがもたらされ、国中の人々で一緒に実践すれば、国全体が

繁栄し、人々が平和に暮らせるようになるでしょう。そして、世界中の人々が

法を実践するようになれば、世界中が幸福に満たされて平和になり、苦しむ者

はいなくなり、誰もが大きな幸せと喜びを感じられるようになるでしょう。

どんな衆生も、きっと苦しみから解放されて幸せになることを望んでおり、

幸せを失うことや苦しむことを望んでいる者はいないでしょう。では、そのた

めにはどうすればいいかというと、一切衆生が苦しみから解放されて幸せにな

るための方法は、仏しかお説きになられていません。ですから、先ほどお話し

したように、よく観察して熟考を重ねてみれば、体の中に心臓がない人や、頭

の中に脳が詰まっていない人を除いて、仏法に惹きつけられないという人はい

ないでしょう。

注意深く観察し、熟考を重ねてみても、仏の教えを信じられないのだとした

ら、そのような人は、チベットの人々から「心臓と脳がない人」と呼ばれてし

まうかもしれません。ただ、これは文字通り、本当に体の中に心臓がなくて、

頭の中に脳が詰まっていないということを表しているわけではありません。仏

の追随者にとっては、ただ体の中に肉塊のようなものが入っているだけだった
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り、ただ頭の中にヨーグルトのような汚物が詰まっていたりするだけでは、そ

れほど貴重なこととは言えず、正しい見解を抱いている者こそ「心臓と脳を持

つ者」と呼ぶに相応しいということです。

「心臓と脳を持つ者」と呼ぶに相応しい人間になりたければ、自分が修行す

る法を錯誤なく知る必要があります。寝ること、歩くこと、服を着ること、食

べること、排泄することくらいしか知らないのであれば、そのような人は「心

臓と脳を持つ者」と呼ばれる資格はありません。

以上が、法宝を所縁として生じる希求の信心についてです。

3.僧宝を所縁として生じる信頼の信心
僧宝とは仏の追随者を指し、仏の追随者

とは、ひとえに自利と利他に励む者のこと

です。南贍部洲における仏の追随者の分類

としては、衆生に危害を加えない小乗、衆

生に危害を加えないだけでなく、更に利益

をもたらす大乗、衆生を利するだけでなく、

広大な利益を難なく速やかに成就する密教

金剛乗、これら 3乗の道を修習する 3種の
僧侶に分けられます。

いずれの僧侶であれ、衆生を利することを志していますから、このことを認

識できれば、僧侶に不信感を抱く者はいないはずです。例えば、友人について

考えてみてください。面と向かって自分のことをたたえたり、慕ったりしてく

れるだけでなく、背後でも自分のことをたたえたり、利益をもたらしたりして

くれる人がいたら、そのような人は信頼に値する友人と言えますが、表面上は

自分をたたえていても、背後では自分の悪口を言ったり、様々な危害を加えて

きたりする人がいたら、そのような友人を信頼する人はきっといないでしょう。

僧宝に信頼の信心を起こすべき理由もここにあります。

ここまでで、三宝の功徳について簡単にお話ししました。
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・三宝への帰依

皆さんは三宝がお好きですか？ 三宝がお好きな人はどのくらいいますか？

挙手してください。

（参加者が次々と挙手する）

三宝が好きではない人はどのくらいいますか？ 挙手してください。

（誰も挙手しない）

素晴らしいです。皆さん全員、三宝がお好きなようですね。

（会場に笑いが起こる）

それでは皆さんでご一緒に「今この時から全ての生において、円満な本師で

ある仏に祈りを捧げ、無害の正法を修習し、法を修習する仲間である僧侶と常

に親しくする」という修行の誓いを心に立ててください。そして、このような

誓いを心に抱きながら胸の前で合掌し、私に続いて「師に帰依します。仏に帰

依します。法に帰依します。僧に帰依します」と 3回復唱してください。

（法王が参加者に帰依戒を伝授する）

たった今、皆さんは帰依戒を授かり、真の仏教徒となりました。これからは

世間の物事を行うにしても、出世間の法を修習するにしても、逆境に直面する

ことなく意のままに成就することができ、人、非人、鬼神、怨霊などから様々

な危害を加えられそうになっても、三宝の慈悲のご加護によって守られるで

しょう。そして、皆さんが裏表なく、常に三宝を手放さないでいることができ

れば、今世で幸せを得られるだけでなく、来世でも、地獄、餓鬼、畜生などの

悪趣に生まれることはありません。ですから、皆さんが先ほど立てた誓いを変

わらずに抱き続けることができれば、今世で人の体を得たことの意義を果たし

たことになるのです。
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この場には、カナダの方もいれば、アメリカの方もいますが、今日という日

は、ここにいる皆さんの多くにとって、一生にまたとない有意義な日になるこ

とでしょう。なぜなら、きっと皆さんの多くは、土曜日と日曜日を除くほとん

どの時間を、衣食住、名声、富などを追い求めることに費やしてきたのではな

いかと思うからです。きっと多くの人々が、アメリカの大富豪ロックフェラー

（John Davison Rockefeller）のような富を築くことを夢に見て、多くの努力を
費やしてきたことでしょう。しかし、現実を見ると、ほとんどの人が生涯で得

られる富、衣食住、名声はどれもたかが知れており、何か特別な成果を残せる

人は一握りしかいません。それなのに、一生をかけて懸命にそれらを追い求め

ることに一体何の意味があるのでしょう。それに比べて、私たちは今日、一生

の努力によって得られる成果にも勝る大きな成就を得ることができたのです。

（ここで会場に笑いが起こる）

皆さんの多くはもともと仏教徒であり、一部には今日仏教徒になったという

方々もいらっしゃると思いますが、いずれにせよ、もし皆さんが仏法に特別な

信心を起こすことができたのなら、私がここに来たかいもあったと思いますし、

皆さんにとっても今回の法話に参加したことは良いご縁となるのではないかと

思います。

次に、帰依の学処について簡単に説明します。仏に帰依してからは、普段か

ら仏への祈願を忘れずに行うこと、法に帰依してからは、衆生に危害を加える

ことがないよう最善を尽くすこと、僧に帰依してからは、仏の追随者全てに信

心と敬いを抱くことを心がけるべきです。このように心がけることができれば、

全ての願いが意のままに叶うようになるでしょう。

ここまでで、三宝への信心をどのように起こすべきかについてお話ししまし

た。皆さんにとって大きな収穫となることを願っています。私は弁才があるわ

けでもありませんし、聞き心地のいい声で話せるわけでもないため、もしかし

たら私の話し方があまり好みに合わなかったという方もいるかもしれませんが、

今日お話ししたことは、きっと皆さんの今世と来世にとって有益な内容となっ

ていると思いますから、ぜひ心の中にとどめてよく吟味してほしいです。
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今日の法話はここまでとなります。明日と明後日にも別の法話が予定されて

いますので、お気軽にご参加ください。

4つの優位性

8月 20日、法王は『智慧薩埵文殊』の灌
頂を伝授される前に、次のようにお話しに
なりました。

『智慧薩埵文殊のサーダナ—ご加持を

速やかに授けるもの—』（’jam dpal ye
shes sems dpa’i sgrub thabs byin rlabs myur
stsol）の灌頂を伝授する前に、その歴史と由来について簡単にお話ししたいと
思います。仏教の宇宙観では、この世界の中心はインドのブッダガヤであると

考えられています。ブッダガヤは、三世の諸仏が悟りを開いた聖地であり、こ

の地を訪れたり、この地で礼拝や発願を行ったりするだけでも、始まりのない

時から集積された罪と過ちを余すことなく浄化することができると言われてい

ます。そして、ブッダガヤの東には、摩訶支那（ma hA tsi na,中国の異称）と
呼ばれる地域が広がっており、そこにある 5つの峰を持つ神聖な山、五台山は、
守護者文殊菩薩が古来より住んでおられる特別な聖地であると言われています。

第 17ラプチュンの火の兎の年（西暦 1987年）のチベット暦 4月 15日、私は弟
子たちを連れてこの五台山を訪れ、『普賢行願品』などを読み唱えて発願を行

いました。五台山に滞在している間、そこに集まったほぼ全ての方々が、守護

者文殊菩薩の大悲から現れた光や幻化のお姿など、様々な瑞相を目にしており、

私も守護者文殊菩薩の大悲とご加持の力により、自分の心の中からこの法が流

れ出てきたのでした。この法は、機根の利鈍に関わらず、誰が修行しても不可

思議なご利益を得られる法であり、特に西洋の人々にとっては、より速やかに

ご加持を感じられる法となっているため、これは皆さんとご縁のある深遠な法

なのです。
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提供：Dorje Denma Ling Archive

私は今年、守護者文殊菩薩の大

悲のご加持により、思いがけずこ

の地に呼び寄せられました。そし

て、弟子の皆さんも、前世からの

ご縁によって、自然とこの地に集

まってきました。今日この場にお

集まりの皆さん、そして、かねて

より私の眷属だった弟子たちは、

初期にこの法を授かった方々です

から、この法を修行することで、

より一層大きなご加持を得られる

でしょう。

この法のサーダナと手引きは、

4 つの優位性を備えています。1
つ目は、簡潔な言葉でありながら、

仏と仏の追随者たちが説かれた法の要点を全て含んでおり、秘密の要点を全て

凝縮しているという点です。2 つ目は、他の法理とは異なり、長期的な学習と
修行を積まなくても、容易に理解できる分かりやすい教えであるという点です。

3 つ目は、他の法よりも優れたご加持の力を備えているため、時代に合った法
であるという点です。なぜ時代に合った法であると言えるのかというと、世界

は日々移り変わっているため、それぞれの時代にはそれぞれの時代に合った法

が必要であり、この法は、まさに現代の人々が必要としている教えであるから

です。4 つ目は、必ず皆さんにご利益をもたらすことができる特別な法である
という点です。例えば、熱病には竜脳が効くように、この法は、心の中のあら

ゆる業と煩悩をなくし、利益と幸せをもたらすことができる清らかな法なので

す。ですから、皆さんは信心と敬いを抱いてこの法話を聴聞してください。

それではこれから、今述べた 4つの優位性を備えた法の灌頂と手引きを伝授
したいと思います。この法を授かった後、皆さんが各自でしっかりと実践し、

ご縁のある他の人々にも伝え広めていくことを願っています。守護者文殊菩薩
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の法脈を受け継ぐことは大変重要なことですから、このことを心の中によくと

どめておいてください。ということで、ここまでは、皆さんが法への喜びを起

こせるように、この法の歴史について簡単に紹介しました。

ここからは、この法の灌頂を伝授

していきます。灌頂を授かる際は、ラ

マを不浄な凡夫として見るのではな

く、智慧薩埵文殊そのものと見なす

べきです。そして、信心と敬いを抱き

ながら「私に、連続体を成熟させる深

遠な灌頂をお授けください」と祈りま

しょう。

灌頂が「心の本性を直指する」という部分まで進んだ時、法王は次のような
要訣をお話ししてくださいました。

まず、輪廻と涅槃における諸法は自分の心の幻影に過ぎず、外界に実在する

物事ではないことを理解しなければなりません。次に、心についても同様で、

よく観察しなければ、まるで水面に映る月の影のように、実在しているかのよ

うに感じますが、よく観察してみると、いかなる実在性も確立されない、空を

本質としたものであることが分かります。このことをよく認識しなければなり

ません。そして、ただこのように認識するだけでは不十分であるため、常日頃

からこのような見解にとどまることができるように維持してください。修習す

る過程では、外界に良い現象が現れても、悪い現象が現れても、否定と肯定の

分別を働かせることなく、その見解の連続性を守る必要があります。このよう

に繰り返し修習することで、いつか、貪欲、瞋恚、愚痴、傲慢、嫉妬などの極

めて邪悪な分別の数々は、まるで激しい黒風が虚空に消えていくように全て法

界に消え去り、わざわざ探し求めるまでもなく、仏のお心に備わる全ての功徳

を自然に成就することができるようになります。ゆえに、これらの内容は、ゾ
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クチェンあるいはマハームドラーの見解、修習、行為、結果とも呼ばれてい

ます。

歯を残していったこと

ドルジェ・デンマ・リンは大変美しくて心地よい場所だったのですが、私は
景色を楽しむ気分にはなれませんでした。というのも、法王の付き人として対
応しなければならないことがたくさんあり、非常に忙しかったからです。加え
て、この頃の私は激しい歯の痛みに悩まされていました。ほぼ毎晩、歯の痛み
で寝付けないほどで、「命取りとなる病の中では頭痛が最も楽であり、命取り
とならない病の中では歯の痛みが最も辛い」というチベットのことわざを、こ
の身をもって痛感することとなりました。
歯の痛みはしばらく経っても治まる気配がなく、ある日ついに耐えきれなく

なった私は、1 人で付近の病院を探すことにしました。1 キロメートルほど歩
いた場所で見つけた歯科医院に入ると、医師は大変親切に対応してくださり、
麻酔を打って、上の臼歯を抜いてくださりました。費用は約 70カナダドルで、
当時の人民元に換算すると 350元ほどだったと思います。歯の痛みはなくなっ
たものの、この数字を聞いた瞬間、今度は心が痛み始めました。なにせチベッ
トでは、抜歯の費用はせいぜい数元ほどで済んだからです。
帰り道に空き地を通りかかった私は、ほんの出来心で歯をそこに置いていこ

うと思いつき、その場にこの高価な歯を埋めて願を懸けました。もしまたカナ
ダを訪れ、あの場所に行く機会があれば、私の歯を見つけることができるで
しょう。
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2つの灌頂

8 月 21 日の午前、法王は 2 つの灌頂
を伝授されました。1 つ目は『プルパ・
グルククマ』で、2 つ目は『グル・ドル
ジェ・ドロ』です。法王は、まず『プル
パ・グルククマ』の灌頂の前になすべき
法を全て済まされた後、『プルパ・グル
ククマ』の起源について次のように紹介
されました。

ウッディヤーナの第二の仏と称されるオギェン・リンポチェは、かつて、チ

ベットの凶悪な鬼神を誓言のもとに従えて、チベットに仏法を伝え広めるため

に、ネパールのヤンレシューの洞窟で『プルパ・グルククマ』の修行に傾注

されました。その結果、吉祥なる金剛童子とご縁の等しい悉地を獲得し、マ

ハームドラーの優れた境地に至り、金剛橛に関する全てのタントラとサーダ

ナがお心の中に鮮明に現れたといいます。その際、特殊な必要性を予見した

オギェン・リンポチェは、根幹をなすテルマの本文（gter gzhung rtsa ba）で
「自生の蓮華王（pad ma rgyal po）である私は、『至高なる明智のタントラ』
（vidyottama tantra, rig pa mchog gi rgyud）の唯一にして究極の真髄を、あな
たジナミトラに託します。手放すことなく修習してください。未来の末世に、

あなたの化身がこれに出会い、教えを守るでしょう」と述べられ、ネパールの

国王ジナミトラを含む 5人の眷属と未来の人々を利するために、首に下げてい
た袋の中から『プルパ・グルククマ』という法を取り出され、発願、付託、印

持を行ってジナミトラに託しました。そして、金剛橛を守護する 12 人の女神
（phur srung ma mo bcu gnyis）などの護法神たちに事業を託し、未来において
この法が再び世に現れ、広く伝わることを授記されました。その後、授記で述

べられていた通り、未来における場所、時間、眷属の縁起が円満に揃った時、

私は回想を通じてこの法を明らかにすることができました。この部分の歴史に
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ついては、以前ロッキーマウンテン・ダルマセンターでより詳しくお話しした

ことがあります。皆さんもどうか心によくとどめておいてください。

続いて、法王は『グル・ドルジェ・ドロ』の灌頂の冒頭で、次のようにお話
しになりました。

皆さんが今お聞きになっている法は、ブータンのパロ・タクツァンで発掘さ

れた深遠なるテルマ、『憤怒の善逝の集い』（gro lod bde gshegs yongs ’dus）の
中に収録されている、憤怒のグル・リンポチェの簡略的な修行法です。今、私

はこの法の灌頂を伝授しています。

世界中の誰であれ、この法を修行した者は皆、今世においては病にかかるこ

となく長生きし、豊かな享受に恵まれ、あらゆる逆境と障害がなくなり、死後

はすぐにチャーマラ州の吉祥山にある蓮華光の宮殿、または西方極楽浄土に生

まれ、無漏の不可思議な幸せを享受することとなるでしょう。この法は、至高

の寂静である仏の境地を得るための共通しない近因なのです。

特に、ここにお集まりの皆さんが

この法を修行すれば、全ての願い

が意のままに成就するでしょう。そ

のため、皆さんにとってこの法を修

行することは、更に特別な必要性が

あることなのです。なぜなら、ダー

キニーの象徴の教え（mkha’ ’gro’i
brda lung）などの中では明言され
ていませんが、私の個人的な考えと

しましては、チューギャム・トゥン

パ・リンポチェがかつてブータンのパロ・タクツァンで取り出された『ドル

ジェ・ドロ』のテルマと、私が取り出したこの法は、基本的には同じものだと

考えているからです。そのため、もしこの道場にいらっしゃる弟子の皆さんが、

私が取り出した『ドルジェ・ドロ』の儀軌に従って修行することができれば、
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きっと滞りなく願いをかなえることができ、仏法を伝え広めることにおいても

大いに役立つこととなると私は信じています。

皆さんは今後、私のテルマに従って修行しても構いませんし、皆さんのラマ

が伝授された法に従って修行しても構いません。いずれにせよ、この法はきっ

とこの道場の皆さんにとって根本の修行になるでしょう。私はボストンでも、

全体と個別の必要性という側面から、この法の歴史について詳しくお話しした

ことがあるので、すでにお聞きになった方もいるかもしれませんが、他に私か

らお伝えすることはありません。

私はアメリカに 2か月ほど滞在しましたが、この灌頂はほとんど伝授したこ
とがありませんから、これは皆さんの道場にとっても特別な法なのです。私は

他の場所で振る舞うことを惜しんだ美食を、皆さんの道場にだけ密かに振る

舞ったのです。分かりますか？

（ここで会場に笑いと拍手が起こる）

正式な灌頂に入られてから、法王は再び次のようにお話しになりました。

例えば、雲や風が空中でどのように動い

ていたとしても、それらはいずれも虚空か

ら現れて虚空に消えていき、虚空から離れ

ることはありません。同様に、いかなる器

世間の現象と有情世間の存在も、夢の中の

現れのように心の幻影でしかないのです。

まずはこのことを明確にしておかなければ

なりません。

では、拡散の基盤（’phro gzhi）となる心はどのようなものかというと、よ
く観察しなければ、まるで水面に映る月の影のように、そこに実在しているか

のように現れていますが、観察と分析を重ねていくと、外、内、中間のどこに

も成立していない空を本質としたものであることが分かります。
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提供：Dorje Denma Ling Archive

このように心の本性を確定すること（thag chod pa）が見解であり、この見
解の連続性を守ること（rgyun skyong pa）が修習であり、その修習の力を鍛
えること（rtsal sbyong ba）が行為であり、その修習が安定性を保てるように
なること（btsan sa zin pa）が結果です。この真理をありのままに証悟するこ
とができた者は、すなわちカルマパ・パクシにしてドルジェ・ドロであり、両

者とも心の本性に他なりません。それでは、心の本性を認識するために、この

直指の言葉（ngo sprod pa’i tshig）をお聞きください……。
チベットに数多く存在するラマの中でも、

カルマパ・パクシは極めて例外的な存在で

した。これにはいくつか理由があります。

実は、チューギャム・トゥンパ・リンポ

チェが取り出された『ドルジェ・ドロ』の

法も、カルマパ・パクシとドルジェ・ドロ

のお二人を不可分の本体として成就する修

行法です。更に、歴史を振り返ってみると、

オギェン・リンポチェは『ラマ・ゴンドゥ』の中で、カルマパ・トゥースム・

キェンパやパクシらは、いずれもオギェン・リンポチェの化身であると授記さ
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れていました。その他に、カルマパ・パクシも、中国の国師を勤められていた

時に様々な神変を示されたことがあり、その際に、「私は時にオギェン・ペマ

ジュンであり、時に大成就者サラハである」と、自身がオギェン・リンポチェ

であることを認めておられます。私がこのようなお話をしたのは、何か別の目

的のために皆さんを喜ばせたかったからではなく、カルマパ・パクシ、ドル

ジェ・ドロ、そして私たち自身の心、これらは異なるものではなく、同じもの

なのだということをお伝えしたかったからです。

また、この法は他の法のように、最後に吉祥偈や発願文を読み唱えるという

一般的な形式で締めくくられているわけではないということも留意すべき点で

しょう。この法の最後には、あらゆる現象はドルジェ・ドロのお体であり、あ

らゆる音声はドルジェ・ドロのお言葉であり、あらゆる分別はドルジェ・ドロ

のお心であるという誇りを抱いた境地にとどまりながら、普段の日常生活を送

るべきであると述べられています。これ以上のことは何も記されていません。

灌頂を終えると、法王は次のように締めくくられました。

私は今年初めてアメリカを訪れました。カナダでは、皆さんの道場を訪問す

ることができ、皆さんと共に不可思議な大乗仏法の宴を楽しむことができまし

た。アメリカとカナダでの弘法活動も終盤に差し掛かり、皆さんとのお別れの

時も近づいてきているため、この道場の皆さんに向けて少しお話をしたいと思

います。

私たちは意図して親密な関係性を築こうとしたわけではありませんが、図ら

ずして揃った素晴らしい縁起により、このように吉祥で円満な実を結ぶことが

できました。これもきっと、かつての願いと不可思議な縁起の力によるもので

しょう。

今回は、皆さんと素晴らしい法のご縁を結ぶことができて大変嬉しく思いま

すし、細かなところまで気にかけていただき、心より感謝いたします。どうか

各道場が心を 1つにして調和を保ち、弘法利生の事業が日を追うごとに栄えて
いきますように。
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繰り返しになりますが、チューギャム・トゥンパ・リンポチェは、様々な困

難に見舞われながら命がけで西洋に渡られました。それも全て、仏法を伝え広

め、衆生を利するためです。どうかリンポチェの志を受け継ぎ、リンポチェの

事業を最後まで守り抜いてください。これは私の心からの願いです。どうかリ

ンポチェが成し遂げられた全ての偉業を、いつまでも忘れることなく心にとど

めておいてください。かつての欧米諸国では仏法があまり栄えていなかったた

め、リンポチェは花を育てたり、木を植えたりしながら人々の輪に溶け込んで

いき、欧米諸国に仏法を伝え広めるという偉業を成し遂げられました。リンポ

チェが後にこれらの道場を開くことができたのも、きっと智慧の勇者である文

殊菩薩のようなお心の力を備えておられたからでしょう。私はリンポチェが経

験されたことを思うと、心を傷めずにはいられませんが、それと同時に、大き

な信心が沸き起こります。リンポチェに祈りを捧げたこともあります。皆さん

も、リンポチェが欧米諸国の人々のためにどのような貢献をされたか、その全

てを心によくとどめておきましょう。

私たち師弟が今世で再び顔を合わせて共に大乗仏法を享受できること、そし

て、死後すぐに西方極楽浄土に往生し、守護者阿弥陀仏のもとで再会できるこ

とを、心よりお祈りしています。タシデレ！
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ラマへの特別な信心

提供：Dorje Denma Ling Archive

8 月 21 日の昼、まもなくカナダ
を離れる法王のために、ヴァジュ
ラダートゥ・センターのドルジェ・
カスンのメンバーは、最高儀礼とし
て盛大な儀式を執り行いました。彼
らはシャンバラの軍事訓練を行い、
シャンバラの賛歌を歌い、特別な法
供養を行い、未来において仏教が悪
と魔物の力に打ち勝つための素晴ら
しい縁起を担ぎました。

出典：上の写真／ dorjedenmaling.org
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法王はチベットでも、金剛歌や金剛舞踊、『ケサル王伝』（ge sar gyi sgrung）
の舞台公演など、金剛娯楽法会を好んで楽しまれていたため、この日の儀式も
熱心に見入っており、今回の催しを大変喜んでおられるようでした。
シャンバラの軍事訓練は、チューギャム・トゥンパ・リンポチェが用いてい

た巧みな方便の 1つで、人々が貪欲、瞋恚、愚痴の三毒を克服し、強い意志を
持って正念と気づきの力を鍛えることで、善に向かうことができるようにする
ことを目的としています。自由を愛し、束縛されることを嫌う西洋の方々が、
まるで兵士のように整列してスローガンを叫び、聞き分けよくルールを守って
命令に従っている姿は、少し信じられませんでした。
儀式が終わると、法王はドルジェ・カスンの皆さんに短い法話を行われたの

ですが、法話の中でチューギャム・トゥンパ・リンポチェのお名前が出るたび
に、人々は感極まり、目に涙を浮かべていました。カナダだけでなく、私たち
が訪れたアメリカの多くの道場でも、チューギャム・トゥンパ・リンポチェの
弟子たちはこのようなご様子でした。

提供：Dorje Denma Ling Archive
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私はセンターの何人かに、なぜチューギャム・トゥンパ・リンポチェのお名
前を聞くと表情が一変するのか、尋ねてみました。すると彼らは「ラマのお名
前を耳にするたびに、なぜかラマとの大切な思い出がよみがえり、心の奥底に
眠っている何かが呼び起こされて、堪えきれずに目から涙が溢れ出てしまうの
です」とおっしゃっていました。

これも、ラマのお心のご加持が弟子の心に溶け込み、筆舌に尽くしがたいご
利益が弟子の心にもたらされたことの表れなのかもしれません。このようなご
加持を受けることは、1 人の修行者にとって特に重要なことです。チューギャ
ム・トゥンパ・リンポチェが用いていた弟子の教化方法は、伝統的な方法と少
し異なるかもしれませんが、リンポチェはその大志と巧みな方便により、数多
くの弟子たちの心を根本から変え、彼らの人生に大きな変化をもたらしたので
した。数十年経った今でも、私が西洋で法話を行う時にリンポチェのお名前を
出すと、リンポチェの古い弟子たちは涙を流すことがあり、リンポチェに対す
る強い信心と敬慕を露わにするのです。彼らが抱いているラマへの思いは、時
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間が経つにつれて消えるどころか、弱まることさえなく心の中で永遠に輝き
続けており、むしろ時を経てますます鮮明になっているようにさえ感じられ
ます。

「彼は時を超えた偉大なお方です」

このセンターに滞在していた間、多くの
人々が法王に絶大な信心を起こしていま
した。そのうちの 1人がリチャード・ペイ
シンガー（Richard Peissinger）です。彼は
法王の応接を担当しており、安全な環境を
提供できるよう配慮してくださいました。
最近、彼に連絡を取って当時のことを伺っ
たところ、彼は次のように話してくれま
した。

私は 43歳の時に、ドルジェ・クスン（rdo rje sku srung）のオレンジ部隊の
将軍を担当していました。法王にお会いしたのはその時です。当時の私は、

チューギャム・トゥンパ・リンポチェに弟子入りしてから 17 年経っていまし
た。ドルジェ・クスンはドルジェ・カスンの一部で、主な役割はラマたちにお

仕えし、お守りすることでした。オレンジ色は、虎、獅子、ガルダ、龍（stag
seng khyung ’brug）のうち、温厚な虎を象徴しており、勇者の旅の基礎となる
着実さ、謙虚さ、温厚さを表しています。虎の訓練は、傲慢さを克服し、自他

への慈愛を育むためのものでした。

ドルジェ・デンマ・リンが主催した最初の大法会は、新しく張られた大きな

テントの中で行われました。特によく覚えていることは、法王が個人的に私た

ちの部隊にお会いしてくださり、ドルジェ・カスンの修行について強い関心を

示されていたことです。当時、法王が私たちにお話ししてくださったことにつ

いて、メモを取っていたと思うのですが、まだ見つかるでしょうか。
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ドルジェ・クスンとして活動していたおかげで、私は多くの偉大なラマたち

を応接する機会がありました。その中には、ディルゴ・キェンツェ・リンポ

チェやカルマパ 16 世なども含まれています。このような経験から、私は悟り
を開いた方々に共通する特徴に、敏感に気付くようになりました。法王もその

ような特徴を備えていることは、容易に気付くことができました。法王は当時、

体調が万全でなかったにもかかわらず、仏法の太陽のように輝いており、まる

で心の中から流れ出てくるかのように、次々と法を説く言葉を紡がれていま

した。

最も印象的だったことは、法王のお体から威厳の光が放たれていたことです。

法王のオーラからは、誠実さ、自信、力強さ、圧倒的な存在感が感じられまし

た。私の知る限り、法王は生涯をチベット東部で過ごされており、西洋を訪れ

たのは当時が初めてだったそうなのですが、法王は見知らぬ環境にも全く馴染
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めないそぶりを見せていませんでした。それどころか、むしろいつも自然体で

堂々としており、権威ある王者のような風格さえまとっていました。それから、

法王の肌がざらざらしていたのを今でも覚えています。当時の私はその質感に

思わず惹きつけられてしまいました。今にして思えば、それは元素とのつなが

りを示していたはずですから、ドルジェ・ドロの肌も同じような質感なのかも

しれません。

法王は、シャンバラの予言と、チューギャム・トゥンパ・リンポチェとのつ

ながりについてお話ししてくださいました。このような表現で自分のラマが描

写されるのを聞くのは初めてだったため、私はこの時のお話を時々振り返って

います。この時の法話は、法王の類いまれな悟りの境地を明らかにし、法王と

シャンバラの驚くべきつながりを示していました。

法王がドルジェ・デンマ・リンに来たのは一度だけで、短い訪問でしたが、

法王が与えた影響はとても大きく、今でも私たちをご加持してくれています。

彼は時を超えた偉大なお方です。
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別れの忠言

8 月 22 日の午前、法王はドルジェ・デンマ・リンの皆さんに『敬愛の祈願
文』を読み唱えた後、次のような簡単な法話を行われました。

今年、私はアメリカを訪れ、そ

してカナダに来ました。巡行に出

てから、今日で 2か月と 5日にな
ります。アメリカとカナダで何万

人もの人々とご縁を結び、法を伝

え広めることができて、とても満

足しています。

今日は、吉祥の祝福を込めて皆

さんとお別れをしたいと思います。

どうか弟子の皆さんが、すでに心

に備えている功徳はますます高ま

り、今まで心に備えていなかった功徳は新しく芽生え、吉祥の光が広く行き渡

りますように。

私も、今この時から仏の境地に至るその時まで、敵を倒し、親しい者を守る

ことなど、この世の全ての些事について、大きなことは脇に置き、小さなこと

は手放すようにして、弘法利生に励むことを誓います。

皆さんは、かつてはグル・ドルジェ・ドロの、現在はケサル王の、未来はタ

クポ・チャクキ・コルロチェンの追随者です。彼らは皆、仏法という如意法を

広め、受持し、守る者ですから、私は、皆さんが彼らの足跡をたどり、この 3
つの活動に従事していけることを望んでいます。彼らはどのようにして仏法を

伝え広めておられるのかというと、かつてチベットに仏法の名称すら存在して

いなかった時には、グル・リンポチェがインドの仏法を余すことなくチベット

にもたらし、それを妨げる魔物、妨害霊、ダムシなどを征服して仏法を守るこ

とを誓わせました。やがて仏教が衰退するようになると、今度はケサル王が世
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界中に仏法を伝え広め、害をなす魔物の軍勢を全て征服しました。未来におい

て仏法の大半が蛮族によって滅ぼされる時には、タクポ・チャクキ・コルロ

チェンがそれらの敵を全て征服し、『吉祥なる時輪の根本タントラ』とその注

釈書を伝え広め、法を受持することで、以後数千年にわたって仏法は隆盛を極

めるであろうと言われています。

かつて、まだカナダで仏法が栄えていなかった時には、主にチベットの大徳

たちがカナダに仏法の礎を築き上げました。今は、仏教徒の皆さんが教えを伝

え広めていくべき時です。そして未来では、シャンバラで学習し、修行してき

たことを活かして、仏法を守ってください。このように、序盤で仏法の礎を築

くこと、中盤で仏法を受持すること、未来でも仏法を守り続けていくこと、こ

れら 3つの活動の中に、私たちが行うべき全てのことが含まれていると言って
も過言ではありません。突き詰めて考えてみると、私たちの究極の願いは、生

きとし生けるもの全てに幸せと安らぎをもたらすことですが、この願いもまた、

仏法を受持し、守り、広めること、これら 3つの活動にかかっていると言える
でしょう。

シャンバラ・センターで学習と訓練を受けているドルジェ・カスンとドル

ジェ・クスンの方々は、私たちの世界全体を取り囲んでいる鉄囲山のようであ

り、仏法の学習と修行を行っている方々は、鉄囲山の中に存在する美しい楽園

のようです。一時的に見れば、それぞれの学習方法と修行方法は多少異なって

いるかもしれませんが、究極の目的はいずれも生きとし生けるもの全てに幸福

をもたらすことであり、それを達成するための唯一の方法は、法を実践するこ

とです。このことを心によくとどめておいてください。

最後に、法王は吉祥偈をいくつか歌われました。

仏法が伝え広まり、栄えますように。

一切衆生が幸せになりますように。

日夜、法を行うことができますように。

自利と利他を自然に成就できますように。
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金剛ラマが末長くご在世されますように。

僧団が発展し、説法と修行が盛んになりますように。

全ての師弟と施主が力と富に恵まれますように。

仏法が末長く世にとどまる吉祥に恵まれますように。

三学を兼ね備え、袈裟を身にまとう

僧衆がこの地を埋め尽くし、

存在の果て（srid mtha’）に至るまで説法と修行に励み続けますように。
仏法がありとあらゆる場所に行き渡る吉祥に恵まれますように。

法話を終えると、法王は参加者の皆さんに頭頂へのご加持をお授けになり、
彼らに 1人 1つずつ金剛の結び目（phyag mdud）を贈られました。法王が道
場を発たれる際には、センターの伝統に従って弟子たちが列をなし、「キキ！
スヴァスヴァ！ ラギェルロ！」と歌いながら法王を見送ってくださいました。
心動かされる金剛の歌声の中で、法王は名残惜しそうに車にお乗りになり、美
しい思い出と共にこの地を後にされました。
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指の跡が残された水晶

空港に向かう途中、法王はカナダの海岸沿いの風景と現地の都市建築を見物
されました。
私たちは午後にハリファックスを離れ、約 2時間

のフライトでボストン（アメリカ）の空港に着き、
夜に控えているフランス行きのフライトに備えま
した。
空港には、アメリカとカナダから多くの弟子たち

が見送りに来てくださっていました。ギャトゥル・
リンポチェとお別れをする際に、たまたま手に水
晶をお持ちになられていた法王は、「これをあなた
に差し上げます。信心の拠り所にしてください」と
おっしゃって、水晶を軽く握ってからギャトゥル・
リンポチェに手渡されました。
後から分かったことですが、驚くことに、その水晶は握られたことでトルマ

のような形に変形しており、法王の指の跡まではっきりと残されていました。
この水晶は、今もタシ・チューリンで大切に保管されています。法王が北米を
離れる前に、一部の西洋の弟子たちに神通を示された時に残された、特別なご
加持の品と言えるでしょう。
法王は別れ際に、次のような 3 つの貴重

な要訣を残されました。「欧米諸国の人々に
とって、序盤で最も重要なことは、全身全
霊の信心をもって三宝に祈ることです。中
盤で最も重要なことは、優しさ、慈しみ、
憐れみを引き金として、真の菩提心を起こ
すことです。終盤で最も重要なことは、光
り輝くゾクチェンを修行することによって、一生のうちに仏の境地に至ること
です」。こうして、法王のカナダでの弘法利生は幕を閉じました。
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MONTPELLIER, FRANCE

9駅目
8月 23〜30日
フランス

モンペリエ



スケジュール
SCHEDULE

8月 23日 レーラプ・リンに到着

8月 24日 午前に『縁起除障法』の灌頂

8月 25日 道場の上層部の管理者と面会し、簡単な法話を行う

8月 26日 『縁起除障法』の大規模なツォに参加

8月 27日 『プルパの最も深遠な真髄』の灌頂と簡単な法話

8月 28日 「今世で成仏するための秘訣」を講演

8月 29日 午後に「心の本質を直接指し示す要訣」を講演

8月 30日 午前に『智慧薩埵文殊』の灌頂、「自然成就のトゥーゲルの
手引き」の解説、お別れのご挨拶
午後にインタビューを受ける



フランス

レーラプ・リンに到着

大西洋を横断する 7 時間余りのフラ
イトで、ボストン（アメリカ）からパリ
（フランス）に移動した私たちは、パリ
で別の飛行機に乗り継ぎ、約 1 時間半
のフライトでモンペリエに向かいまし
た。そして、モンペリエの空港から更に
車で 1時間余り移動し、レーラプ・リン
（Lerab Ling）に到着しました。
レーラプ・リンへと続く山道には、早くから多くの仏教徒たちが列をなして

待機しており、道路の両脇にずらりと並んだ仏教徒たちが、カタを高く掲げて
法王のご来訪を熱烈に歓迎する様子は、まさに圧巻の光景でした。
レーラプ・リンに着くと、法王はメイ

ンハウスに案内され、そこに宿泊される
こととなりました。聞くところによると、
法王が宿泊されたお部屋には、後にペ
ノル法王やサキャ・ティチェン法王（sa
skya khri chen）なども宿泊されたそう
で、レーラプ・リンにおいて最も神聖な
場所になったといいます。
レーラプ・リンは、『チベットの生と死の書』の著者であるソギャル・リン

ポチェ（bsod rgyal rin po che）によって設立された仏教センターであり、1990
年にディルゴ・キェンツェ・リンポチェが場所を選定され、1991年にドドゥプ
チェン・リンポチェ（rdo grub chen rin po che）がご加持された、フランス最
大のチベット仏教センターの 1つです。緑豊かな森林と壮麗な山々に囲まれた
道場周辺の景色は、まさにチベットを彷彿とさせるものでした。レーラプ・リ
ンでは、毎年夏になると、僧侶や一般信者のための仏教行事が定期的、あるい
は不定期に開催されるそうで、私たちが到着した時、彼らはちょうど 3か月間
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のリトリートの真っ最中でした。私たちが住んでいた場所から少し離れた丘の
中腹には、数百にも及ぶ修行用の小さなテントが設置されており、統一された
色とデザインのテントがずらりと並んでいる光景は、まるで軍隊のキャンプの
ようで、大変壮観でした。普段の法話は、付近にある大きなテントで開催され
ているといいます。法王もその後の 7日間そこで法話を行われ、その間の通訳
はリグル・トゥルク・リンポチェ（ri mgul sprul sku rin po che）が務めてくだ
さいました。

提供：左の写真／ Lerab Ling

この数日間、法王はカナダからアメリカを経由してフランスに移動されたた
め、大変な長旅となりました。車や飛行機での移動時間や待ち時間なども全て
含めると、20 時間近くになる大掛かりな移動だったため、法王は大変お疲れ
になっているようでした。その様子をご覧になったソギャル・リンポチェは、
法王に「あなたは今回西洋を訪れてから、過密なスケジュールの中で長期にわ
たって弘法活動を続けてこられました。きっとお疲れになっていることでしょ
う。ここでは他の道場にいる時のように時間に追われる必要はございません。
この道場での日程は全て私の方で調整できますので、あなたはゆっくりとお体
を休めて、自由にお過ごしください。あなたがお喜びになられるのなら、それ
がすなわち法です」とおっしゃってくださいました。
確かに、法王が長旅でお疲れになっていたことは事実でした。体調を崩され

ていたにもかかわらず、次から次へと法話をこなさなければならなかったため、
食事も睡眠も満足にとれない日々が続いており、新しい目的地に移動しても、
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時差の調整をする時間さえありませんでした。体力的にも精神的にも大きな試
練だったことでしょう。そのため、ソギャル・リンポチェのこの言葉をお聞き
になった法王も、心なしかほっとされているようでした。しかし、結局のとこ
ろ、法王がその後ご自身で組み直された法話の日程も、隙間なくびっしりと埋
まっており、他の道場に引けを取らないボリュームとなっていました。

レーラプ・リンパの生まれ変わり

8月 24日の午前、法話の続行を決意された法王は、テルチェン・レーラプ・
リンパの『縁起除障法』の灌頂を伝授されました。灌頂に入る前に、ソギャ
ル・リンポチェが次のように法王を紹介されました。

法王イーシン・ノルブ・ジグメ・

プンツォク・リンポチェは、19世紀
の偉大なテルトンであるレーラプ・

リンパの生まれ変わりであると認め

られています。法王のお父上はドゥ

ジョム法王の一族の出身であり、法

王のお父上の叔父は、ドドゥプチェ

ン・リンポチェ 3世です。法王は幼
少の頃より、ニンマ派のペルユル寺（dpal yul dgon pa）の分院にあたる洛若
寺（gnubs zur dgon）で学ばれました。18 歳の時に、セルシュル（石渠）の
チャンマ仏学院（lcang ma ri khrod）で、トゥプガ・イーシン・ノルブ（thub
dga’ yid bzhin nor bu）を根本ラマとして師事された後、6年間の苦行を経て、
まるで瓶を満杯にするかのようにして、ラマから金剛乗の全ての教え、特にゾ

クチェンの教えを余すことなく授かりました。

法王は、聞思修を行うための寺院やセンターを、チベットに数多く設立され

ました。特に、法王がセルタ（色達）に設立されたラルン五明仏学院は、学派

を問わず高水準な聞思修の教育を受けることができる佛教大学で、数千の僧侶
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が在籍しています。法王は生涯にわたって、数多くの男女の修行者を出家させ、

数多くのテルマを取り出されてきました。今年、法王は法を伝え広めるために、

初めて西洋を訪れました。そして、アメリカ、カナダに続いて、今フランスを

訪れている法王は、私たちのセンターであるレーラプ・リンにお越しください

ました。私はまず、個人を代表して、法王のご来訪を熱烈に歓迎したいと思い

ます。

あなたが大きなご慈悲によって、レーラプ・リンへいらして法話を行ってく

ださることは、私たちにとってこの上ないご加持であり、あなたへの感謝の気

持ちは、どのような言葉をもってしても伝えきれません。レーラプ・リンは、

テルチェン・レーラプ・リンパにちなんで命名されていますから、そのテル

チェン・レーラプ・リンパの生まれ変わりであるあなたがこの場所にお越しく

ださることは、大きな意味を持つ特別なご縁に思います。

あなたはテルチェン・レーラプ・リンパ

の化身であるだけでなく、偉大なラマでも

あります。あなたがチベットで行ってきた

驚くべき弘法活動の数々について、私たち

はかねがねお話を伺っております。私自身

も、あなたの身の回りで起こった様々な不

可思議な出来事について、長年にわたり、

お噂を聞き及んできました。あなたはゾクチェンの教えを持する偉大な大徳に

して、現代におけるグル・リンポチェの代表者であり、深遠なるテルマの伝承

を受け継いだテルトンでもあります。ここにいる誰もが、チベットに法を伝え

広めたあなたの偉大な弘法活動について耳にしたことがあり、あなたの名はす

でに広く知れ渡っていると言っても過言ではないでしょう。

チベットで仏教を復興させ、人々を法の実践に導くために、これほどのこと

をした人はきっといないでしょう。西洋にいる全てのチベット仏教徒が、あな

たに深く心を打たれたことと思います。私たちが西洋で展開している弘法活動

も、あなたの偉大な活動に対する小さな模倣に過ぎません。私たちは皆、あな

たに親しみと一体感を感じています。そして、あなたが行ってきた全てのこと
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に対して敬慕の念を抱くとともに、あなたが私たちに灌頂と教えを授けてくだ

さるご慈悲に心より感謝いたします。

続いて、法王は次のようにお答えになりました。

今日という素晴らしい日に、レーラプ・リンで皆さんと一堂に会することが

できて嬉しく思います。ここはまさに、テルチェン・レーラプ・リンパの生ま

れ変わりであるソギャル・リンポチェが住んでおられる場所です。リンポチェ

にお会いできたこと、そして、リンポチェと共に大乗仏法を享受できることを、

私は大変喜ばしく思います。

まず、先ほどソギャル・リンポチェからいただいたお言葉に感謝いたします。

リンポチェがこのようなお言葉をかけてくださったのは、きっと何らかの必要

性を考慮されてのことでしょう。そうでなければ、実際に私がこのような功徳

を備えているかと言われると、全くもってそのようなことはありません。です

から、リンポチェはきっと特別な必要性を鑑みて、このようにお話しになられ

たのでしょう。例えば、犬のことを獅子と呼ぶことがあるように、私は全ての

過失を兼ね備えており、真の功徳は何一つとして備えていないような人間です

が、見かけ上は、レーラプ・リンパの生まれ変わりという肩書きと、修行者の

外見を備えているため、リンポチェもこのようにおっしゃってくださったのだ

と思います。

そんな私が、釈迦牟尼仏の末法時代に、大きな法座に座って大勢の人々に法

を説いていることもまた、誰も否定できない事実です。その昔、迦葉仏の教法

の時代には、訖栗枳王（kr.kı̄ rājā, rgyal po kri kri）という国王がおり、彼はあ
る時 18 の異なる予知夢をご覧になりました。そのうちの 1 つに、猿が大きな
王座に座り、大勢の獅子たちがその下で恭しく法を聴聞している夢があります。

これは何を意味しているかというと、未来の釈迦牟尼仏の末法時代では、功徳

を何一つ兼ね備えていない猿のような者が法座に座り、多くの功徳を兼ね備え

た獅子のような者たちが弟子としてその周りに集まってくるであろうというこ

とを示しています。このお話からは、容易に私のことが連想されるでしょう。
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私は幼い頃から勉学の才があり、戒律も厳格に守っていたため、いつしか

レーラプ・リンパの生まれ変わりであると言われるようになりました。しかし、

私はすぐにそれを否定しました。なぜなら、レーラプ・リンパの祈願文に「か

のテルトン・レーラプ・リンパは、ドルジェ・ドゥジョムの体の幻化であり、

ヴァジュラヴァーラーヒーの言葉のご加持であり、ペマ・ジュンネの心の遊舞

です。深遠なるテルマの門を開き、衆生を教化される持明者レーラプ・リンパ

に祈願いたします」と記されていることからも分かるように、レーラプ・リン

パは仏そのものであると考えられているからです。仏である彼が、再び輪廻で

流転することがあるのでしょうか。仮にあるとして、もしごく普通の人間に生

まれ変わることもあるのなら、それが私である可能性もなくはないかもしれま

せんが、そうでなければ、彼の生まれ変わりが私であるはずがありません。そ

のため、私は幼い頃から、決して自分がレーラプ・リンパの生まれ変わりであ

ると認めることはありませんでした。

しかし、私が歳を重ねるにつれて、

まるでパトゥル・リンポチェが「初

めがきつく終わりが緩いことは、比

丘の行いとして死んでいる。言葉が

柔らかく心が粗いことは、菩薩の行

いとして死んでいる」とおっしゃっ

たように、私の比丘戒も、初めこそ

締まっていたものの、後にかけて緩

くなっていきました。これは、レー

ラプ・リンパの多くの弟子や施主たちが、レーラプ・リンパの授記に従って、

私に「レーラプ・リンパの生まれ変わり」という名称をあてがったことについ

て、私なりに熟考を重ねた末の結論でした。その名を与えられたからと言って、

私が彼になるわけではありませんが、それでもその名が私に与えられたことは、

きっと特別な必要性を考慮してのことに違いないと考え、私は自分がレーラ

プ・リンパの生まれ変わりであると言われることについて、反論することをや

めました。
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私が反論しなくなった主な理由は、レーラプ・リンパの生まれ変わりという

肩書きを活かして、微力ながらも弘法利生に役立てられるかもしれないと思っ

たからです。レーラプ・リンパのテルマの伝承は途切れつつあり、法そのもの

が消滅の危機に瀕しているため、それらの法を復興させるためには、レーラ

プ・リンパのご尊名をお借りする必要があるのかもしれないと考えたからです。

このような考えから、今では反論することなく、レーラプ・リンパのテルマを

伝え広めることに注力しています。私は、各地に散逸したレーラプ・リンパの

木版の法蔵を集め、ネズミにかじられて破損してしまった木版を修復し、レー

ラプ・リンパの寺院や道場を修繕してきました。これらの活動を続けながら今

日に至ります。

1人目のテルトンであるサンギェ・ラマ（sangs rgyas bla ma）の時代から現
在に至るまでに現れたあらゆるテルトンの中で、テルチェン・レーラプ・リン

パのような果てしない成就、智慧、事業を兼ね備えたお方はほとんどいなかっ

たように思われます。だからこそ、テルチェン・レーラプ・リンパがご在世さ

れていた頃には、勝者王 13世トゥプテン・ギャムツォ、カルマパ 15世カキャ
プ・ドルジェ、ジャムヤン・キェンツェ・ワンポ、コントゥル・ユンテン・

ギャムツォ、全知ミパム・ギャムツォなど、サキャ派、ゲルク派、ニンマ派、

カギュ派、ひいてはボン教に至るまでの多くの宗派と宗教における智者と成就

者たちが、彼をラマとして敬っておりました。テルチェン・レーラプ・リンパ

は偉大なる幻化のテルトンです。

授記によると、有雪国チベットは勝者王 13 世トゥプテン・ギャムツォの時
代に 12回の侵略を受けることになると言われており、テルチェン・レーラプ・
リンパは、9 回目の侵略を受けた際に全ての侵略者を撃退したことから、チ
ベット全土を苦難から救った主君として名を馳せることとなりました。実際、

テルチェン・レーラプ・リンパは、有雪国チベットの仏法と人々のために、生

涯にわたって想像を絶する苦難を経験しており、その結果、彼がご在世されて

いる間は、疫病、飢饉、戦争など、いかなる災いによる危害もチベットにもた

らされることはありませんでした。
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テルチェン・レーラプ・リンパの最も重要な弟子は、勝者王トゥプテン・

ギャムツォとドドゥプチェン 3世ジグメ・テンペー・ニマ（rdo grub chen 03
’jigs med bstan pa’i nyi ma,ドドゥプ・テンペー・ニマ）のお二人です。ジャム
ヤン・キェンツェ・ワンポは、ドドゥプ・テンペー・ニマは 50 歳までしかご
在世されないであろうと述べられましたが、テルチェン・レーラプ・リンパ

は、彼自身が活動を終えるその時まで、2 人の弟子は円寂しないと明言されま
した。

レーラプ・リンパにはアティン（a ’phrin）という従者がいました。もしア
ティンと、根本法主であるシュクジュン寺（shugs ’byung dgon pa）のトゥル
ク・ツルティム・サンポ（tshul khrims bzang po）、ドドゥプ・テンペー・ニマ、
勝者王トゥプテン・ギャムツォの 4人がラサのポタラ宮に集い、レーラプ・リ
ンパが彼らに、自ら取り出されたテルマである『幻化の秘密蔵におけるサーダ

ナ』（sgyu ’phrul gsang snying gi sgrub thabs）やタントラの注釈書を含む多く
の手引きを伝授することができれば、その吉祥なる縁起により、レーラプ・リ

ンパの次の生まれ変わりが現れる時代にも、更にその次の生まれ変わりが現れ

る時代にも、有雪国チベットにはいかなる危機も訪れないであろうと言われて

いました。

しかし、衆生の業と福徳が至らなかったことにより、ドドゥプ・テンペー・

ニマがポタラ宮に現れることはありませんでした。当時、この授記について

考慮された勝者王トゥプテン・ギャムツォは、使者を送ってドドゥプ・テン

ペー・ニマをラサに招待しました。一方その頃、シュクジュン寺のトゥルクで

あるツルティム・サンポは乞食に変装して、「私が先に行き、他の者を待つ」

と言って出発し、先にラサに到着しました。ドドゥプ・テンペー・ニマも喜ん

でラサへ向かっていたのですが、ドチュ川（rdo chu）を渡ろうとした時に、彼
を乗せていた家畜がなかなか前に進もうとしなくなり、同行していた僧侶た

ちがムチや石で家畜を叩き始めてしまったものですから、徳の高い人格者で

あったドドゥプ・テンペー・ニマはひどく心を痛め、「まだ出発してから約 1
クローシャ（krośa, rgyang grags,倶盧舎）しか進んでいないのに、この短い距
離で、すでにこれほど多くの悪業を積んでいるのなら、ラサに着く頃には、間
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違いなく悪業が善業を遥かに上回っていることでしょう」とおっしゃって、ラ

サへ向かうことをやめてしまいました。そして、時を同じくしてアティンも息

を引き取ってしまったのです。

その後、ある年の 1月 1日に、テルチェン・レーラプ・リンパはドドゥプ・
テンペー・ニマに会いに行かれ、別れ際に「本来なら、別れ際にカタを贈る伝

統はありませんが、今回はあなたにカタを贈りたいと思います。もう今世でお

会いすることはないかもしれませんが、何度生まれ変わっても私たちが離れ離

れになることはありません」とおっしゃったといいます。

また、レーラプ・リンパは東方のニェンポ・ユツェ（gnyan po g.yu rtse）と
いう場所で、馬頭観音（hayagrı̄va, rta mgrin）とヴァジュラヴァーラーヒーの
魂石（bla rdo）を取り出され、それをすぐにトゥプテン・ギャムツォに秘密裏
にお渡しになりました。この魂石は、もしトゥプテン・ギャムツォとその生ま

れ変わりの者たちが常に手放さずに持っていれば、吉祥なる縁起が担がれるで

あろうと言われている神聖な力を持った石です。その後、この魂石はテンギャ

ム・リンポチェに受け継がれ、1990年に私がテンギャム・リンポチェにお会い
した時、テンギャム・リンポチェはその魂石を実際に見せてくださいました。

テンギャム・リンポチェは当時ノルブリンカから脱出される際、心の中で「い

かなる苦難や危機に見舞われたとしても、この聖なる石は必ず私の命を守って

くれる」とお考えになられたといいます。この魂石の上部には、自然に現れた

馬頭観音の像があり、下部には、自然に現れたヴァジュラヴァーラーヒーのマ

ントラ「バム・ハ・リ・ニ・サ」（bam ha ri ni sa）があります。この魂石は今
もテンギャム・リンポチェのお手元にありますので、きっとリンポチェが逆境

や障害に妨げられることはないでしょう。

レーラプ・リンパの前世である真言持者ドルジェ・ドゥジョムも、オギェ

ン・リンポチェと法王ティソン・デツェンから大変重視されており、他のいか

なる大臣とも異なる強い忠誠心を持って彼らにお仕えしていました。このよう

な縁起により、ドルジェ・ドゥジョムの生まれ変わりは皆、広大な弘法利生の

事業を成し遂げることができると言われています。
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ティソン・デツェンにお仕えしていた時、ドルジェ・ドゥジョムは最も信頼

されていた大臣であり、翻訳家でした。ウッディヤーナの第二の仏と呼ばれる

オギェン・リンポチェをチベットに招いた人物も彼です。ティソン・デツェン

の摂政期間中には、ドルジェ・ドゥジョムが国王の代わりに多くの公務をこ

なしており、その後、ティソン・デツェンの太子であるムティ・ツェポ（mu
khri btsad po）とムティク・ツェポ（mu tig btsad po）が国を治めるように
なってからも、大臣であるドルジェ・ドゥジョムは多くの公務を任されるよ

うになりました。ティソン・デツェンからこれほどの信頼を得た者は、ドル

ジェ・ドゥジョム以外にいないでしょう。

オギェン・リンポチェにとっても、君主と臣下の弟子たちを含め、誰一人と

して、ドルジェ・ドゥジョムほど親しくお仕えしていた方はいません。ドル

ジェ・ドゥジョムはオギェン・リンポチェをチベットに招いた際、ネパールの

ヤンレシューの洞窟からチベットに至るまでの道中で、荷物を背負うことはも

ちろん、様々な面でオギェン・リンポチェにお仕えしました。また、金剛橛の

法を乞う際には、金、銀、ターコイズ、珊瑚など、様々な供物をふんだんに用

意し、いかなる衆生にも危害を加えることなく、ツォのために大量の肉を供養

したといいます。これらのお話は金剛橛の歴史の中にも記されています。
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オギェン・リンポチェも「私の弟子の中で、ドルジェ・ドゥジョムは風のよ

うに無碍である」と、ドルジェ・ドゥジョムが成就を得ることにおいて無碍で

あることをたたえていたようです。それだけでなく、オギェン・リンポチェは

自分の全ての追随者の中からドルジェ・ドゥジョムを選び、太鼓を鳴らし金剛

橛を持する真言持者たちの主として任命されました。太鼓を鳴らす者たちの中

でドルジェ・ドゥジョムより優れている者はいませんでしたし、金剛橛を持す

る者たちの中でドルジェ・ドゥジョムより強い力を持つ者もいませんでした。

今、ソギャル・リンポチェと私には多少の力が宿っています。2 人ともレー
ラプ・リンパの生まれ変わりと言われている以上、この時代のドルジェ・ドゥ

ジョムは私たち 2人であると言っても過言ではありません。ソギャル・リンポ
チェは手に太鼓を持ち、私は手に金剛橛を持っています。私たち 2 人の力が
どれほどのものか、今、世界中に知らしめることができたのではないでしょ

うか。

（ここで会場に笑いが起こる）

ドルジェ・ドゥジョムはグル・リンポチェを深く喜ばせ、他の者たちと一線

を画すような特別な供物をふんだんに供養していたため、ドルジェ・ドゥジョ

ムの歴代の転生者たちのテルマは、他のものと異なり、上等な材質と美しい形

状を兼ね備えています。リクジン・グーキ・デムトゥチェンの多くのテルマに

もこのような特徴が見られますが、特にテルチェン・レーラプ・リンパのテル

マはより一層その特徴が顕著であると言えるでしょう。私もこれらのテルマを

いくつも持っていますが、レーラプ・リンパのテルマは法主の皆様にお渡しし

ているため、今は世界各地に散在しています。

結局のところ、私が「自分はレーラプ・リンパではない」と否定しなくなっ

たことは、ある意味、利己的な考えに基づく言動なのかもしれません。なぜな

ら、ドルジェ・ドゥジョムとテルチェン・レーラプ・リンパの名を冠すことが

できるだけでも、不可思議な弘法利生を成し遂げることができると思ったから

です。私は少し前にアメリカにいた時、報道を見てハリケーンがボストンを通
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過することを知りました。その時、私は十分な確信があるわけではなかったも

のの、それでもギャトゥル・リンポチェに「私がここへ来る前に吹いた強風は、

私にはどうすることもできませんが、今後はもうここで強風が吹き荒れること

はないでしょう。なぜなら、私はドルジェ・ドゥジョムの名を冠しているため、

ドルジェ・ドゥジョムの名のもとに行ったことについては、あらゆる現象と存

在の鬼神たちも逆らうことができなくなるからです。例えば、実際には何の力

も持たないごく普通の人間であったとしても、アメリカ大統領という役職に就

きさえすれば、そのサインと判があるだけでも効力が発生するように、私はド

ルジェ・ドゥジョムではありませんが、たとえ名ばかりであれドルジェ・ドゥ

ジョムの名を冠しているため、その私が下した命は、あらゆる現象と存在の鬼

神たちにとって、それなりの効力を持つものとなるはずです」とお伝えしまし

た。これもまた、私が「自分はドルジェ・ドゥジョムではない」と否定しない

理由の 1 つとなっています。もちろん、私は否定していないだけで、自分が
レーラプ・リンパであると認めたことは 1度もありません。これもまた事実で
す。ただ、それでも私は、自分がレーラプ・リンパから特別なご加持を受けて

いると信じています。

通常、どのテルトンのテルマにも、それぞれ果期、修期、教期、唯形象期が

あります。他のテルトンのテルマに関して言えば、テルトン本人がご在世され

ている間はテルマも大きなご加持の力を発揮しますが、その弟子の代になると

あまりご加持の力を発揮しなくなり、後の世代へ受け継がれていくにつれてご

加持の力も小さくなっていく傾向にあります。しかし、レーラプ・リンパのテ

ルマに関して言えば、転生者の代になっても、事業や力など各方面から見て、

ご加持の力が百倍に高まっており、時が経つにつれて大きくなっています。

レーラプ・リンパご自身も「私のテルマにおける教期は人間界の 500年であり、
その間、これらの法は衰えることなく隆盛を極めることとなるでしょう」と

おっしゃいました。今日はレーラプ・リンパの道場へ来ることができた嬉し

さから思わず話し込んでしまい、少し時間が長引いてしまいました。この後

の『縁起除障法』の灌頂はあまり時間を要さないため、もう少しだけおかけに

なってお待ちください。ご苦労はおかけしません。
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金剛橛が繁栄した縁起

8月 25日、法王はレーラプ・リンの管理
者の方々にお会いになり、内部に向けて簡
単な法話をお説きになりました。この日、
法王から公に法話が行われることはなく、
代わりにケンポ・ナムドルが法話を行われ
ました。

8月 26日はちょうどチベット暦の 10日
であったため、法王はレーラプ・リン主催
の『縁起除障法』の大規模なツォに出席さ
れました。

8月 27日、法王はレーラプ・リンパの『プルパの最も深遠な真髄』の灌頂を
伝授され、灌頂の前に次のようにお話しになりました。

はい、それでは灌頂を始めたいと思います。灌頂を行うにあたって、私たち

はまず「ラマが行うべきこと」と「弟子が行うべきこと」を済ませる必要があ

ります。1 つ目の「ラマが行うべきこと」は、相承系譜のラマたちの通例の作
法に従って簡易的に行っていくのですが、これはすでに完了しています。2 つ
目の「弟子が行うべきこと」とは、灌頂を授かるにあたって弟子が行うべきこ

とで、具体的には「逆縁をなくすこと」と「順縁を揃えること」に分けられ

ます。

逆縁をなくすということは、内なる障害を浄化するために自分の体を憤怒の

甘露軍荼利（amr.takun. d. alı̄, bdud rtsi ’khyil ba）の体と観想して沐浴を行うこ
とと、分別によって生じた外なる魔物や鬼神を遠くへ追い払うために守護輪

（srung ’khor）を修行することです。この 2つに関しても、私たちはすでに完
了しています。
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順縁を揃えるということは、至高なる菩提心を起こすことと、マンダラ供養

をすることです。至高なる菩提心を起こすということは、すなわち「虚空に等

しく存在する一切衆生のために、四身と五智の双入（zung ’jug）を本性とした
遍満主（khyab bdag）であり、原初の守護者である法身普賢の境地を、私は今
世のうちに現前させなければならない。そのためには、成熟させる深遠な灌頂

を授かり、解脱させる道次第を理趣の通りに修習する必要がある」と考えるこ

とです。このように至高の菩提心を起こして法を聴聞してください。

聴聞する法は何かというと、私たちの本師である、巧みなる方便と大いなる

慈悲を兼ね備えられた仏は、所化の気質、機根、信心、意欲などに応じて、不

可思議な法の次第をお説きになられました。それら全てを要約すると、他者へ

の危害を根源もろともに断ち切る声聞乗、他者への利益を根源もろともに達成

する菩薩乗、巧みなる方便と優れた智慧によって利他を楽に速やかに達成する

密教金剛乗の 3つに分けられますが、この法は密教金剛乗に属します。
密教金剛乗は更に、3 回や 16 回といった数回の人生を経て仏の境地に至る

ことを目指す外タントラと、今世のうちに即身成仏することを目指す内タント

ラの 2つに分けられますが、この法は内タントラに属します。
そして、チベットでは、即身成仏を目指す内タントラの中でも、トンミサン

ボータ（thon mi sam bho ta）からロンソム・パンディタまでの時代に翻訳さ
れた全ての経典とタントラは旧訳古派の法と呼ばれ、大翻訳官リンチェン・サ

ンポ以降の時代の翻訳者たちによって翻訳された教典は後訳新派（phyi ’gyur
gsar ma）の法と呼ばれますが、私がこれから教える法は旧訳古派に属します。
旧訳古派の法のうち、勝者による意趣の相承、持明者による象徴の相承、人

間による聴聞の相承という 3つの相承によって、持金剛仏から途絶えることな
く受け継がれてきた法理は「カマ」（bka’ ma）と呼ばれ、これら 3つの相承に
加えて、別の 3つの相承も兼ね備えている法理は「テルマ」（gter ma）と呼ば
れるのですが、今回伝授する法はテルマに属します。

テルマも、一般的なテルマと真のテルマの 2種類に分けられます。一般的な
テルマとは、オギェン・リンポチェの時代よりも前から存在していたテルマの

ことです。例えば、かつて秘密の守護者であるヴァジュラパーニが「崇高な種
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姓を備えた 5人の賢者」に伝授した密教のタントラ部と、特にシャンカラクー
タの塔で説かれたサーダナ部は、ダーキニー・カルメンドラーニー（d. ākinı̄
karmendrān. ı̄, mkha’ ’gro ma las kyi dbang mo）によってテルマとして隠された
後、インドの八大成就者によって取り出されました。また、中国のシュリーシ

ンハは、ゾクチェンを説示の伝承と聴聞の伝承に分け、聴聞の伝承に属す法は

ブッダガヤでテルマとして隠された後、ジュニャーナスートラによって取り出

されました。これらのテルマは、いずれもオギェン・リンポチェの時代よりも

前から存在しており、今日のいわゆるテルマと呼ばれている法とは異なります。

この見解を裏付ける根拠はたくさんありますが、今日は詳しく説明しません。

いわゆる真のテルマとは、オギェン・リンポチェがかつて羅刹の島チャーマ

ラ州へ向かう前に、君主と臣下の眷属たちに向けて願いによる付託と印持を行

われた法と、今おられる銅色吉祥山の蓮華光の宮殿で、時折、縁ある者たちに

向けて願いによる付託と印持を行われる法を指します。今回皆さんに伝授する

法は、誰もがよく知る真のテルマに属します。

真のテルマの中にも、法のテルマ（chos gter）、深遠なテルマ（zab gter）、物
質のテルマ（rdzas gter）、智慧のテルマ（thugs gter）、意趣のテルマ（dgongs
gter）などを含む 18種類のテルマがあり、テルチェン・レーラプ・リンパは 18
種類のテルマ全てを滞りなく明らかにすることができた尊い君主であり、その

詳細は彼の伝記にもはっきりと記されています。そして、18 種類のテルマの
うち、法のテルマは更に「深遠な地のテルマ」と「広大な意趣のテルマ」の 2
種類に分けられるのですが、今回のテルマは深遠な地のテルマに属します。

今回伝授するテルマは、上述した 3 つの相承の他に、「願いと付託の相承」
（smon lam gtad rgya’i brgyud pa）、「付法と授記の相承」、「黄紙と語句の相承」
の 3つを加えた 6つの相承を兼ね備えています。
この法はどのようにして生まれたものかというと、オギェン・リンポチェは

かつてチベットにおいて、凶悪な鬼神たちを余すことなく全て征服し、良き鬼

神たちを敬愛の力により仏教の護法神として引き入れ、チベット仏教の基礎を

築き上げました。その後、オギェン・リンポチェはサムイェーのチムプに位置

する赤岩洞窟で、心の弟子である 9人の君主と臣下（rje ’bangs snying gi bu

262



フランス

dgu）のために、八大ヘールカのサーダナにおける秘密のマンダラを開いて灌
頂を行われました。その際に、心の弟子たちがイダムを決めるための花びらを

落とすと、それぞれ自分にご縁のあるイダムのマンダラに花びらが落ち、特に、

イェシェ・ツォギャルは金剛橛の事業のマンダラに花びらが落ちたといいます。

そのため、イェシェ・ツォギャルはその後、金剛橛のマンダラを開き、プル

パ・ドルジェ・シュンヌ（phur pa rdo rje gzhon nu,「吉祥なる金剛童子」に同
じ）とご縁を等しくし、誓言を備えた 12人の女神（dam can ma mo bcu gnyis,
「金剛橛を守護する 12人の女神」に同じ）などを従者として従えるなど、最上
と共通の悉地を得ることとなりました。彼らは、オギェン・リンポチェのサー

ダナ部の教えにおける初めての集会に集まった眷属です。

当時その場にいなかったドルジェ・ドゥジョムは、イェシェ・ツォギャルが

金剛橛の修行を達成したヨーギニーになったことを知ると、金剛橛の全ての灌

頂を懇請する旨を記した手紙と金貨 7 枚を鳩の首にくくり付けてイェシェ・
ツォギャルのもとへ飛ばしました。鳩が運んできた手紙を読んだイェシェ・

ツォギャルは、金貨を全て受け取ると、何も返信することなく一心に金剛橛の

修行に打ち込みました。

それから 7日後の真夜中、金剛橛を守護する 12人の女神が現れ、イェシェ・
ツォギャルに「今こそ、ドルジェ・ドゥジョムを含む縁ある者たちに深遠なる

金剛橛の法門を開くべき時か、ラマのオギェン・リンポチェにお伺いすべき時

です」と言いました。すると、イェシェ・ツォギャルは彼女たちに優しい言葉

の 1つもかけることなく、たった一言「下女たちよ、お黙りください。私はラ
マのお言葉にのみ従います。あなたたち鬼神のことは私もよく知っています」

とだけ言い放つと、修行の境地の中に一心にとどまりました。

夜が明けると、イダムの金剛童子が現れて「今、金剛橛の広大な法と教えを

伝え広める時が熟しました。ラマのオギェン・リンポチェに懇請すべきです」

とお告げになりました。しかし、イェシェ・ツォギャルは「イダムも不可思議

な存在ですが、それでもラマの方がより重要な存在だ。ラマであるオギェン・

リンポチェがお言葉を話されるその時まで、私は沈黙を貫くべきだろう」とお
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考えになり、イダムにさえ何も言葉を返すことなく、一心に三昧の境地にとど

まり続けました。

そのため、チベットにおいて、果てしない金剛橛の法が今日まで何の障害も

なく広範に伝えられていることも、最初にイェシェ・ツォギャルが素晴らしい

縁起を担がれたおかげであると言えるでしょう。もしイェシェ・ツォギャルが、

ラマよりイダムの方が優れていると判断していたら、全ての縁起は壊されてい

たかもしれません。実際に、かつての大徳たちの中にも、ラマよりイダムを重

視したことで、縁起が少し損なわれてしまった方々がいらっしゃいます。

だからこそ、いついかなる時もイダムよりラマを重視すべきであるというこ

とを、私たちは理解する必要があります。もし今日、イダムの金剛童子がここ

に現れたら、皆さんの大多数は「ソギャル・リンポチェからはもう多くの法を

授かっているため、今日はイダムから法を授かるべきであろう」と考えるで

しょうか。もしこのように考えているのなら、その考えは間違っているため改

めましょう。なぜなら、三世の諸仏を総集した本体はラマに他ならないため、

ラマこそより重視すべき存在であるからです。

今日は長く話し込みすぎてしまいましたが、どうか煩わしく思わないでくだ

さい。皆さんは、ただでさえ 3か月間のリトリートの真っ最中で大変だと思い
ますし、昨日も丸 1日かけて大きなツォを行いましたから、きっとお疲れのこ
とと思います。そこに私が今日また長々と話し込んでしまったものですから、

もしかしたら更に疲労を重ねてしまったかもしれませんが、私の法話はあと 3
日で終わりますので、心を奮い立たせてもう少しだけ頑張りましょう。慈悲深

い仏はかつて有学道において、弗沙仏がいらっしゃる山の洞窟へ行かれた際に、

「天上にも地上にも仏に敵う者はいません。十方の世界を見渡しても仏に匹敵

する者はいません。私はこの宇宙の全てを見てきたけれど、仏のような者は誰

1 人として存在しませんでした」という賛辞を、7 日 7 晩、片足立ちしながら
読み唱えて仏をたたえ続け、これにより精進波羅蜜を完成させることができま

した。ですから、私たちも今回、1 昼夜、あるいは今日 1 日だけでも心を奮い
立たせることができれば、多少なりとも精進波羅蜜を極めることができるので

はないかと思うのです。
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第 4灌頂を伝授される際、法王は次のようにお話しになりました。

異なるタントラの観点によると、第 4灌頂は、大楽の灌頂（bde ba chen po’i
dbang）、象徴の灌頂（brda yi dbang）、語句の灌頂（tshig gi dbang）の 3つに
分類されます。

1 つ目の大楽の灌頂は、『秘密集会タントラ』や『秘密蔵タントラ』
（guhyagarbha tantra, rgyud gsang ba snying po）などで直接述べられている第
4灌頂で、カデ・スルパ（bka’ sde zur pa）の見解によると、第 3灌頂の終わり
に、上から流れ落ちてくる 16の喜び（dga’ ba bcu drug）を感じることにより、
大楽の智慧を直指すると言われています。

2つ目の象徴の灌頂は、ゾクチェンにおける「17タントラ」や、特に「ニン
ティク・ヤシ」などの中で述べられている最無戯論灌頂に属し、主にトゥーゲ

ルの灌頂であり、象徴的手法（brda thabs）によって直指を行います。
3 つ目の始原清浄の語句の灌頂は、語句の表現によって、自生する明智の智

慧（rig pa rang byung gi ye shes）をありありと明らかにするもので、主にテク
チューの灌頂です。オギェン・リンポチェの大多数のテルマで述べられている

第 4灌頂は、この語句の灌頂を指しています。

その後、法王はゾクチェンの見解、修習、行為、結果について、次のように
お話しになりました。

今、心で心を観察してみると、心の本質はもとより成立しない虚空のような

ものであり、把捉し執着できるものはどこにも存在しません。このことを、教

本をもとに得られた理解や、理論による分析に頼るだけでなく、完全に証悟す

ることを「見解の認識」（lta ba ngo ’phrod pa）と言います。あるいは、皆さん
が心で心を観察する中で、心がもとより成立しない空虚なもの（stong ha re
ba）であると、体験の力（nyams myong gi stobs）によって理解したのなら、
それがすなわちゾクチェンの「見解」であり、これ以外には何もありません。
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このような境地の連続性を守り、習熟させることを「修習」と言います。

いかなる分別や現象が現れても、その後について行くことなく、明智を本来

的状態にとどめられているか観察することを「行為」と言います。

修習を通じて、いつか、昨日や今日の悪しき分別に支配されることなく、明

智の全てが赤裸々に露わになることを「結果」と言います。

これらは一人ひとりが理解しておくべきことであり、これらを理解できてい

れば修行を間違えることはありません。たとえ深遠な修行の境地がなくても、

少しでもゾクチェンの内容について習熟しておきましょう。

これは、タントラ、アーガマ、ウパデシャの全ての意味を要約した内容

です。

ラマのおそばにいた時間

私が法王に付き添って多くの国を訪れ、あちこちを旅し、観光したことは、
多くの人々の目には、とても楽しくて、喜ばしいことに映っているかもしれま
せん。しかし実際のところ、私は侍者として法王の身の回りのお手伝いをする
以外にも、法王のもとを訪ねる人々への配慮や、関係者とのやり取りなど、内
外にわたって様々な対応や手配に追われていたため、常に心の糸がぴんと張り
詰めているような状態で、落ち着いて食事や睡眠を取ることさえ贅沢になって
いました。
巡行中、食事を抜くことは日常茶飯事でした。常に過密なスケジュールに追

われていた法王は、旅程の合間に休息を挟むことさえ滅多になく、いつも簡単
な食事を終えると、すぐに次の目的地に向かわなければならなかったため、荷
造りをする時間さえろくに取れない状況でした。そのため、法王が食事を取ら
れる時間が、私にとって荷造りをするのに最適な時間であることが多かったの
です。もちろん、荷造りを終えた後はいつも忘れ物がないか念入りに確認する
ようにしていました。普段も、法王が食事を取られている間に、私は次の予定
のために準備すべきことを尋ねて回っていました。例えば、用意すべき持ち物
はないか、灌頂に使う法器は何か、誰とコンタクトをとるか、会場はどのよう
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な状況か、などについてです。このような状況でしたから、お客様のようにの
んびりと落ち着いて食卓に着くことはできませんでしたし、他の人たちが食事
を終えた後に、私のためだけに追加で食事を用意していただくことも現実的で
はなかったため、時折パンをいただいて作業の片手間にかじることができるだ
けでも、私にとっては大満足でした。
宿泊に関しては、ほとんどの道場が法王への対応に全力を注いでいたため、

同行者は十分な配慮をいただけないこともありました。例えば、宿泊部屋につ
いて言うと、法王のお部屋から遠く離れた場所に案内されたり、法王と同じお
部屋を手配されたりしたこともありました。しかし、法王のご都合や安全面を
考えると、遠すぎる場所も近すぎる場所も不適切に思えたため、そのような時
は、法王のお部屋のすぐ外でどこか適当な隅を探して一晩を過ごすこともあり
ましたし、時には枕や布団さえないこともありました。例えば、レーラプ・リ
ンで先方から手配していただいた私の宿泊部屋は、法王のお部屋からあまりに
も離れていたため、私はより適切な寝床を自分で探さなければならず、ある時
は法座の横で、またある時は階段の下で寝ていました。特に、法王のお加減が
優れない時には、法王のお声を聞き逃すことがないよう、必ず法王のお部屋の
ドアのすぐ外で眠るようにしていました。何日も立て続けに階段の下で寝泊ま
りしていた時には、ある日の晩、法王に見つかってしまったこともありました。
実際のところ、どの道場にもご都合があるでしょうから、私たち同行者として
は、法王への配慮が十分に行き届いてさえいれば、自分たちの扱いがどうであ
ろうと構いませんでしたし、先方に何かを要求することもありませんでした。
今回の欧米巡行での私の役割といえば、基本的には以前インドへ同行した時

と同様、毎日、法王の身の回りのお手伝いをしたり、様々なお客様を応接した
りすることでした。しかし、突発的な変化も多かったため、随時いろいろなと
ころを駆け回らなければならず、忙しい日々を送っていました。それでも、私
はとても幸せでしたし、ネガティブな感情になることもありませんでした。私
自身の健康状態もあまり良好ではありませんでしたが、いつも法王と出かける
時はこの体も良い働きをしてくれて、周りに迷惑をかけることは基本的にあり
ませんでした。
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私は法王のおそばにいる間、法王に十分な配慮を心がけてお仕えするだけで
なく、法王が気にかけている存在にも気を配るようにしていました。法王が最
も気にかけている存在は、衆生です。洋の東西を問わず、生きとし生けるもの
全てに対して心の奥底から深い慈愛を抱いていた法王は、遠路はるばる会いに
来た人々に対しても、お加減が極めて優れない場合を除いて、できるかぎりご
加持を与えられていました。そのため、私も全ての人々に親切に接するよう努
めました。全ての人々を満足させることは難しいかもしれませんが、なるべく
どんな人に対しても穏やかな口調と優しい態度で接し、自分の気分で軽率に対
応することがないよう心がけてきたつもりです。
ラマに長い間お仕えしている人々の中には、態度が尊大になり、他人を見下

すようになる人がいますが、これは非常に良くないことですから、私たちはそ
うならないよう常に正念正知を抱いて警戒しておくべきです。たとえラマが慈
悲深いお方であったとしても、周囲の弟子たちが傲慢で怒りっぽい人たちばか
りであれば、そのせいでラマの活動に悪影響を及ぼしてしまうかもしれないか
らです。特に、ラマが法を伝え広めるご縁に恵まれた際には、弟子たちはくれ
ぐれも、ラマを自分の所有物のように見なして誰にも会わせないように囲った
り、ラマが衆生とご縁を結ぶことを妨げたりするべきではありません。このよ
うな行為はラマの活動に対する妨害であり、ラマに大きな損失をもたらしてし
まいます。そのため、ラマのお体が許す限り、弟子たちは多少の苦労があった
としても、なるべくラマと衆生がご縁を結べる機会を多く設けるようにするべ
きです。多くの人々にとっては、普段、法話を聴聞する機会がなかなかないた
め、もしかしたらそれがラマにお会いできる一生に一度の機会となるかもしれ
ません。ラマから頭頂へのご加持を授けていただいたり、何回かマントラを唱
えてご加持していただいたりするだけでも、彼らの心には解脱の種が植えられ
るでしょう。
私自身も、より多くの衆生が法王とご縁を結べるよう配慮してきました。法

王のような偉大な菩薩が人間界にいらっしゃる間に、ほんのわずかなご縁を結
ぶことができるだけでも、その衆生はきっと想像を絶するご利益を得られるに
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違いないと考えていたからです。そのため、法王にお会いしたいと言う人がい
たら、私はいつも最善を尽くして面会を手配するようにしていました。
法王は人々にご加持を授けられる際、直接お手を人々の頭頂にあてがったり、

「チューパン」（cod pan）と呼ばれる勝幢（rgyal mtshan）のような形の法器を
人々の頭頂にあてがったりしながら、文殊菩薩のマントラ、グル・リンポチェ
のマントラ、『七句祈願文』などをよく唱えられていました。優れた修行者に
は、「ホーホ、原初の守護者の自生する智慧のお体が、心の中で不可分に存在
する光により、錯誤した現れ（’khrul snang）である輪廻の暗闇は、余すこと
なく平等性の大楽の界（mnyam nyid bde chen dbyings）に消えていく」とい
う偈頌を読み唱えられることもありました。
法王がご加持に使われるチューパンは、法王が自らお作りになられたもので、

中には、身につけることで解脱する教典、耳にすることで解脱する教典、触
れることで解脱する教典が入っており、法王は海外を訪れた際に、よくこの
チューパンを使って人々にご加持を授けられていました。私も時々、他の人々
へのご加持が終わった後に、頭を差し出して法王にご加持を授けていただきま
した。法王の大きくて温かな手が私の頭上にずっしりと乗せられると、私は瞬
時にこの上ない幸せを感じることができ、まるで全ての煩悩が消え去っていく
かのようでした。
従者を務める上で最も大変だったことは、よく法王に私のことを言い付ける

人々がいたことです。誰がどのような目的で告げ口をしているのかは大体想像
がつきましたが、私はあまり気に留めませんでした。たとえ告げ口を聞いて法
王が機嫌を損なわれることがあっても、言い付けた人たちに腹を立てるのでは
なく、自分自身を省みる良い機会だと受け止めました。ですから、私は何かを
追求したことはありませんし、法王に偏見を抱くことはなおさらありませんで
した。一般的に、ラマの近くでお仕えすることは幸せな仕事だと思われがちで
すが、実際には、肉体的にも精神的にも大きな試練に直面することが多いため、
見かけほど華やかな仕事ではないのです。
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今世で成仏するための秘訣

8 月 28 日の午前、法王はチベット仏教の各学派が互いに矛盾していないこ
とや、ゾクチェンの共通しない特徴について次のようにお話しになりました。

私たちの本師である、巧みなる方便と大いなる慈悲を兼ね備えられた仏は、

了義においてはもとより仏の境地に至っていますが、所化の前では、最初に至

高の菩提心を起こし、中間に三大阿僧祇劫をかけて資糧を積み、最後にインド

のブッダガヤで仏の境地に至るという示現をなされました。

その後、仏は鹿野苑で初転の四聖諦の法輪を転じ、霊鷲山で第二転の無相の

法輪を転じ、ペマ・チェンなどの不特定の場所で第三転の善弁別の法輪を転じ

ることで、共通する所化を正道に導かれました。

・仏が説かれた密教のタントラ

仏は共通しない所化のために、天、龍、夜叉、乾闥婆などの世界で密法を広

くお説きになられ、人間界でも、ウッディヤーナで『秘密集会タントラ』を、

ダーニャカタカの塔で『カーラチャクラ・タントラ』をお説きになられるなど、

ご在世されている間にいくつかの密法を簡単に説かれました。

仏は涅槃に近づいた時、「私は密

教の共通する所化たちのために、共

通する法を広く説きましたが、共通

しない了義の密教金剛乗の法は、28
年後に広まることとなるでしょう」

と授記を残されました。仏が授記さ

れた通り、それから 28 年後、国王
ツァ（rgyal po dza）の王宮の屋上
にヴァジュラパーニの仏像と密教の

巻帙が現れたことによってマハーヨーガが栄えることとなり、秘密の守護者
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ヴァジュラパーニが「崇高な種姓を備えた 5人の賢者」に密法を広くお説きに
なられたことによってアヌヨーガが栄えることとなり、ヴァジュラパーニが持

明者ガラプ・ドルジェに、ゾクチェンにおけるタントラ、アーガマ、ウパデ

シャの全てを詳しく明らかにお説きになられたことによって、アティヨーガが

栄えることとなりました。

慈悲深い仏がお説きになられた全ての法は、要点別にまとめると、8 万 4 千
の煩悩を断ち切るために説かれた 8万 4千の法門があると言えますが、結果に
至るまでの道のりから言えば、無数劫をかけて成仏することを目指す道のり、

数回の生を経て成仏することを目指す道のり、今世のうちに成仏することを目

指す道のりの 3 つに分けられます。そのうち、1 つ目の道のりは「顕教の波羅
蜜乗」（mdo phar phyin theg pa）で、もともと仏ではなかった衆生が、多劫を
経て仏の境地を成就すると考えられています。2 つ目の道のりは「外タントラ
における 3部」で、衆生が段階的な方便を通じて、数回の生を経て成仏すると
考えられています。3 つ目の道のりは「無上ヨーガ・タントラ」で、衆生はも
とより仏であり、自らの本来の在り方を修行によって認識することで、今世の

うちに成仏することができると考えられています。

本来、無上ヨーガ・タントラは言葉で言い表せないものですが、主な内容

に基づいて次の 3種類に分けられます。1つ目は、主に 5次第（rim lnga）の
実践について述べている父タントラ（pha rgyud）であり、『秘密集会タント
ラ』などがこれにあたります。2 つ目は、主に道のりと結果を含む法理につい
て述べている母タントラ（ma rgyud）であり、『ヘーヴァジュラ・タントラ』
（hevajra tantra, kye rdo rje’i rgyud）などがこれにあたります。3つ目は、無二
（gnyis med）、または勤しみのない（rtsol med）道の実践について述べている
もの（gnyis med rgyud, 双入不二タントラ）で、例えば『シュリー・カーラ
チャクラ』における完成のプロセスの 6ヨーガ（sbyor drug）がこれにあたり
ます。これら 3 種類の無上ヨーガ・タントラの中でも、最も優れているもの
は『シュリー・カーラチャクラ』における完成のプロセスの 6 ヨーガの修行
法に他なりません。『秘密集会タントラ』で述べられている 5 次第も、『ヘー
ヴァジュラ・タントラ』で述べられている道のりと結果の法理も、『シュリー・
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カーラチャクラ』と比べれば勤しみを伴う道（rtsol ba dang bcas pa’i lam）で
あるため、密教のサルマ派における全タントラの中で最も優れているものは

『シュリー・カーラチャクラ』となります。

チベットでは、後訳新派の四大学派はそれぞれ異なるタントラを主な修行法

門としています。例えば、カダム派とゲルク派は主に『秘密集会タントラ』を、

サキャ派は主に『ヘーヴァジュラ・タントラ』における道のりと結果の法理を、

カギュ派は『ヘーヴァジュラ・タントラ』における方便道のナーローパ六法と

解脱道のマハームドラーを、チョナン派は『シュリー・カーラチャクラ』にお

ける、外、内、他の 3種（phyi nang gzhan gsum）の生成のプロセスの要訣と、
完成のプロセスの 6ヨーガを修行しているように、これらの学派はそれぞれ異
なるタントラを主に修行しています。

一方で旧訳古派には、上記のいずれの学派でも未だかつて説かれたことのな

い至高の要訣があります。それはすなわち、方便である生成のプロセスについ

て主に述べている父タントラのマハーヨーガ、智慧である完成のプロセスにつ

いて主に述べている母タントラのアヌヨーガ、無二であるおのずと存在してい

る智慧（rang gnas kyi ye shes）について主に述べているゾクチェンのアティ
ヨーガです。

・各学派が矛盾していないこと

旧訳古派と後訳新派については、昨日お話ししたように、後訳新派とは大翻

訳官リンチェン・サンポ以降の時代に現れたサキャ派、カギュ派、ゲルク派な

どを指します。では、ニンマ派では『シュリー・カーラチャクラ』や『秘密集

会タントラ』などのサルマ派の法を修行することはないのかというと、ニンマ

派は実に全ての経典とタントラの内容を網羅していると言っても過言ではあり

ません。古代の大徳が「顕密のあらゆる法理において錯誤がなく、智慧と成就

を兼ね備えた持明の相承の伝統であり、仏教の精髄たる旧訳密教」とお説きに

なられたように、顕教と密教における全ての法理が訳出されているのは旧訳古

派だけであり、後訳新派の翻訳者たちは一部の細々とした内容しか訳出してい
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ません。そのため、旧訳古派の主な特徴は顕教と密教における全ての法理が

揃っていることであり、その中でも内タントラにおける 3つのヨーガ部、特に
ゾクチェンの法は、他のいかなる学派にも見られないものです。

ここで「それでは、旧訳古派と後訳新派の間で、教法や、智者と成就者たち

の意趣に矛盾が生じてしまうのではないだろうか？」と考える方もいるかもし

れませんが、そのようなことはありません。教えを持する大徳たちについて言

えば、アティーシャとツォンカパはいずれもオギェン・リンポチェの化身であ

ると『カダム子法』（bka’ gdams bu chos）の中で明言されています。守護者文
殊菩薩の現れであるサキャ・パンディタもオギェン・リンポチェの化身である

と言われており、このことについてはサキャ・パンディタの伝記の中で明らか

にされている他、オギェン・リンポチェの多くのテルマの中でも授記されてい

ます。その他に、チョナン派の全知トルポパや、カギュ派のガムポパとカルマ

パ・パクシも、オギェン・リンポチェの真の化身であると言われています。こ

のように、教えを持するチベットの大徳たちは、ほぼ例外なくオギェン・リン

ポチェの化身であると言っても過言ではないため、彼らの意趣も決して相反す

るものではありません。各学派の教法についても、それらの要点をまとめれば、

勤しみがあるかないか以外に大きな違いはないはずです。

では、サルマ派とニンマ派の法には一体どのような違いがあるのでしょうか。

まず、サルマ派のタントラの中にも、一生で双入の持金剛仏（zung ’jug rdo rje
’chang）の境地を成就する方便が説かれていますし、ニンマ派の父タントラと
母タントラの中にも、一生で仏の境地を成就する方便が説かれていますので、

これは両者に共通する点と言えます。一方で、両者の最大の違いとしては、ニ

ンマ派のゾクチェンでは、濁世の短い一生で仏の境地に至ることができる方便

が説かれており、その中でも更に極秘にされている秘訣部では、3 年、または
6 か月で仏の境地を成就する方便が説かれているため、サルマ派とニンマ派で
は修行道の速さに違いがあると言えます。

けれども、ここまでお話ししてきたように、いかなる仏法も全て仏のお言葉

であり、いかなるラマも皆オギェン・リンポチェの化身に他ならないというこ

とを、よく認識しておかなければなりません。
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・弟子たちへの教訓

さて、私は純粋な善意から、皆さんに伝えたい言葉がいくつかあります。と

ても大切なことなので、しっかりと心にとどめておいてください。それは何か

というと、これまでテンギャム・リンポチェをはじめ、ドゥジョム法王やカル

マパ 16 世など、数多くの大徳たちが素晴らしい志を心に抱き、多くの困難を
乗り越えながら、長きにわたって活動してきたおかげで、仏法は欧米諸国に根

を下ろすことができ、昇ったばかりの朝日のように、これからますます勢いを

増していく兆しを見せています。今こうして、チベットの大乗仏法が他のどの

時代よりも隆盛を極め、欧米諸国でも広範に伝わっていることは、外、内、秘

密のどの側面から見ても、ここにお集まりのリンポチェ各位と、インドにい

らっしゃるチベットのラマたちのおかげであると言えるでしょう。

しかし、俗に「道を一尺極めれば、魔は一丈強くなる」と言われているよう

に、教えと、教えを持する大徳の事業が繁栄すればするほど、皆さんを誤った

道に引き込もうとする悪友や悪知識も増えていくでしょうから、気を付けなけ

ればいけません。それはどのような人々かというと、本来、チベットで最も栄

えている「修行伝承の八大車輪」と呼ばれる学派の教義は、いずれも仏がお説

きになられた清らかな教法であり、この点では何の違いもありませんが、もし

かしたら皆さんの周りには今後、「一部のラマのみが真の成就者であり、大多

数のラマは魔物である」と言う人が現れるかもしれません。これは実際に起こ

り得ることです。かつてのチベットでも、「ランダルマ王（rgyal po glang dar
ma）は観音菩薩の化身であり、オギェン・リンポチェは魔物の幻化である」、
「ツォンカパをはじめとする多くの大徳は、魔物の子孫の幻化である」などと

述べる人々が現れたことがあります。あるいは、一部の法は清らかであり、一

部の法は間違っているとして、例えば「私たちニンマ派のこの法こそが清らか

なものであり、サキャ派やカギュ派などのサルマ派の法は邪法である」、「サル

マ派の法こそが正道であり、ニンマ派の法は邪道である」などと吹聴する人々

が現れるかもしれません。しかし、このような言葉には決して耳を貸してはい

けません。彼らはまず間違いなく魔物であり、私たちを誤った道に導いて魔物

275



フランス

の道を示し、生々世々にわたる永遠の幸せを滅ぼすだけでなく、果てしない悪

趣の深淵に導く魔知識（bdud kyi bshes gnyen）であるということを、私たち
はしっかりと肝に銘じておく必要があります。

万が一このような悪知識に出会い、邪悪な考えを抱くようになってしまった

ら、必ず法相を兼ね備えたラマと善知識のもとを訪ねて疑念を解消してくださ

い。私はかつてチベットでも、このことについて広く伝えてきました。考えて

みてください。私は目もよく見えませんし、思考もどんどん鈍くなってきてい

るのに、それでもこのような老人の力だけで「修行伝承の八大車輪の教えを持

する大徳たちの意趣は 1つであり、教法は全て正法である」という見解を樹立
することができたのです。ですから、皆さんがこのことに気付けないはずがあ

りません。どうか皆さんが誤った道に進まないことを祈っています。

皆さんは今後、私がこの世を離れた後に、あるいは私がまだこの世にいる間

に、「このラマは素晴らしい、このラマには問題がある」、「この法は正しい、

この法は間違っている」といった言論を耳にすることがあるかもしれません。

このような人はたくさんいますから、くれぐれも気を付けてください。これは

私の心からの忠告です。

もちろん、あらゆる学派の法がそ

の深さにおいて全く違いがないと

言っているわけではありません。ニ

ンマ派の中でも、父タントラや母タ

ントラより、双入不二タントラのア

ティヨーガの方が、より深遠で、よ

り速く、より実践しやすいため、両

者の間には天と地ほどの差がありま

す。しかし、だからと言ってどちら

が悪い、どちらが良いというわけではなく、いかなる法も仏が異なる衆生の気

質、機根、信心、意欲などに応じてお説きになられた教えです。そして、仏が

お説きになられた全ての乗の中で頂点に立つもの、あるいは最も優れているも

のは、ゾクチェンのアティヨーガに他ならないでしょう。ゾクチェンは仏のお
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言葉の要点を全て明らかに示しており、あらゆるアーガマに対する包括的な注

釈で、三世の諸仏の究極にして至高なる意趣であり、生きとし生けるもの全て

が仏の境地に至るための錯誤なき道のりです。このことを私たちはよく理解し

ておかなければなりません。

・ゾクチェンの共通しない特徴

ここまでのお話を聞いて、オウムの説法のように感じた人もいるかもしれま

せん。チベットに伝わる「オウムは、口では『虫を殺すな、虫を殺すな』と言

いつつ、自分は虫を食べている」ということわざのように、私も今、学派に偏

るべきではないと言いながら、ゾクチェンをひたすらたたえているからです。

（ここで会場に笑いが起こる）

しかし実のところ、私がゾクチェンをたたえているのは、決して自学派をひ

いきしているからではなく、多くの確かな根拠があるからなのです。

1.歴史を振り返る
まず、かつての歴史を振り返ってみると、持明者ガラプ・ドルジェ、ジャム

ペル・シェーニェン、シュリーシンハ、ジュニャーナスートラなどは皆、大転

移の虹の体を成就しており、オギェン・リンポチェとヴィマラミトラは肉体を

手放すことなく、今もそれぞれ西南チャーマラ州の吉祥山と中国の五台山にい

らっしゃいます。このことから、ニンマ派の相承系譜のラマたちは皆、塵を離

れた虹の体（’ja’ lus rdul bral）または大転移の虹の体（’ja’ lus ’pho chen）を成
就していることが分かります。

また、上部、中部、下部を含めたチベット全土でも、今日に至るまで、ゾク

チェンを実践する修行者の多くが、外、内、秘密の吉兆を示しており、虹の体

を成就しています。詳しくは、ドゥジョム法王 2世の記した『ニンマ仏教史』
の中でも紹介されていますが、『ニンマ仏教史』の中で紹介されていない虹の

体の成就者のお話もたくさんあり、実際のところ、このようなことは常に起
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こっています。この点を見るだけでも、ゾクチェンは世界中で未だかつて現れ

たことのない法であると言えるでしょう。

2.悟りを開く速さ
悟りを開くのにどのくらい時間がかかるかについては、各学派の教義を基準

に考える必要があります。例えば、『秘密集会タントラ』や『カーラチャクラ・

タントラ』などの中では、優れた精進と智慧を兼ね備えた者たちは、一生のう

ちに仏の境地を成就することができると述べられていますが、ここでいう「一

生」とは、あくまでも 100年以内の寿命を意味します。それより更に速い方法
については述べられていないため、述べられていない概念を彼らに無理やり当

てはめることはできません。

ゾクチェンではどのように述べられているかと言うと、「ニンティク・ヤシ」

などの教典では、優れた精進を備えた者たちは、3年以内に双入の境地（zung
’jug gi go ’phang）を成就することができると述べられています。更に、要訣の
書『チェツン・ニンティク』の中では、優れた機根、または優れた信心を備え

た者たちは、最速で 6か月以内に大転移の虹の体を成就することができると述
べられています。これらはいずれもゾクチェン自学派の教典で述べられてい

ることですから、これらを基準に考えると、ゾクチェンのような悟りの近道

は、サルマ派のいかなるタントラの中でもほとんど説かれていないと言えるで

しょう。

3.実践のしやすさ
サルマ派のタントラの中で最も深遠な法といえば『シュリー・カーラチャク

ラ』であり、これに勝るタントラはサルマ派に存在しません。そして、『シュ

リー・カーラチャクラ』における「勤しみのない道」（rtsol med kyi lam）は、
完成のプロセスにおける 6ヨーガの修行法です。この 6ヨーガについて理解を
深めていくと、最初の「収縮のヨーガ」（so sor sdud pa’i rnal ’byor）はゾク
チェンと少し似ており、身口意を自然にとどめ、曇りのない虚空を目で観察し

ていきます。しかし、その後の「三昧のヨーガ」（bsam gtan sbyor ba）と「随
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念のヨーガ」（rjes dran sbyor ba）は、直面し得る障害、陥りやすい落とし穴
（gol sa）、修行を高めるために心得ておくべき要訣が極めて多いです。特に、
博識で熟練しており、教義に精通しているだけでなく、修行経験も豊富なラマ

に師事することができなければ、修行を成功させることはほぼ不可能でしょ

う。これらのことについては、チョナン派の全知が記した手引き『見即有意』

（mthong ba don ldan）などの中でも述べられています。現代でこのような修
行を実践することは、至難の業と言っても過言ではありません。

一方でゾクチェンの修行では、ラ

マを仏そのものと考える信心を抱

きながら敬虔な祈りを捧げ、自然な

状態に任せる（rang bzhag）要訣を
修習することができれば、それ以外

には何も必要ありません。『チェツ

ン・ニンティク』の中で「特に、嘘

偽りのない強い信心と敬慕をもって

ラマに真摯に祈ることは、障害をな

くして境地を高めるためのあらゆる

手段の中で、最も優れた方法である」と説かれているように、それ以外の修

行は何も必要なく、横になるなり座るなり、快適に過ごしていればいいので

す。このように考えてみると、ゾクチェンのような法は他にないと言えるで

しょう。

4.時代に適した法であること
衆生の煩悩が重くなればなるほど、それに伴ってより深遠な法が必要になり

ます。例えば、重篤な病にかかっている人は、その分、より効力の強い薬がな

ければ治らないように、クリタ・ユガでは衆生の煩悩も少なかったため、その

対治として所作タントラが説かれ、トレーター・ユガでは行タントラが、ド

ヴァーパラ・ユガではヨーガ・タントラがそれぞれ説かれ、カリ・ユガでは衆

生の煩悩が極めて深刻化していったため、無上ヨーガ・タントラが説かれまし
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た。そして、カリ・ユガの中でも特に五濁が横行している昨今の時代は、衆生

が極めて教化し難くなっているため、ゾクチェン以外のいかなる法もその力を

発揮することは難しいでしょう。それこそ、カトク・ドゥンドゥル・ドルジェ

（kah. thog bdud ’dul rdo rje）が「八乗の学派によって教化し難い時だからこそ、
乗の頂点であるアティの教法を明らかにするのです」とおっしゃっているよう

に、現代においては八乗のいかなる法をもってしても衆生を教化することは難

しく、乗の頂点に君臨するアティヨーガこそが時代に適した法と言えるため、

アティヨーガは群を抜いて優れている法なのです。

5.仏法が世にとどまる期間
総体的に言えば、大多数の仏法は、じきに世にとどまる期間を満了するで

しょう。仏法が世にとどまる期間には、果期、修期、教期、唯形象期という 4
つの期間があるのですが、今は教期のうち、戒学の期間が過ぎて定学の期間に

入ったばかりです。

タントラ全体を見ても、大多数のタントラは末法期を迎えており、間もなく

この世から姿を消すでしょう。『カーラチャクラ』を例にとると、7 代の法王
と 25代のカルキの摂政期間中が教法前伝期（bstan pa snga dar）にあたり、第
25代カルキであるタクポ・チャクキ・コルロチェンの 2人のご子息の摂政期間
中が教法後伝期（bstan pa phyi dar）にあたるのですが、今は 7代の法王の摂
政期間が過ぎ、25 代のカルキのうち、第 21 代カルキのマガクパが即位してか
ら 67 年目になるため、前伝期の終盤に差し掛かっています。ここで 1 つ知っ
ておくべきことは、教法が世にとどまる期間が終盤に近づくにつれて、法のご

加持や力は緩やかになっていくということです。

一方でゾクチェンの教法は、『音の反響の根本タントラ』の中で「ダーキ

ニーのペルズィンマによりこの教法が受持された後、人の寿命が 10 歳になる
頃に広まり、やがて不住の本体（mi gnas ngo bo）となるでしょう」と述べら
れているように、今はまさにゾクチェンが広く栄える時期であり、やがて多く

の女性修行者が虹の体を成就することとなるでしょう。そして、人の寿命が

10 歳になる頃には、ペルズィンマというダーキニーがゾクチェンを伝え広め、
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彼女の存在を目にした者、耳にした者、考えた者、触れた者の全てが大転移の

虹の体を成就すると言われています。ゆえに現代は、ゾクチェンが最も盛んに

伝え広められ、実践される全盛期となるでしょう。

ゾクチェンの素晴らしさについては、ダーラニーを得た菩薩であれば多劫を

かけても語り尽くせないほどですし、私のような至らない人間でさえ数日間か

けても語り尽くせないほどですが、今回は時間の都合上、ここまでとさせてい

ただきたいと思います。

・結びの言葉

良い縁起を担ぐために、教典の言葉を 2つ引用して、本日の法話を締めくく
りたいと思います。

まず、持明者ガラプ・ドルジェは『教義の独り子のタントラに対する注釈

書』（bstan pa bu gcig gi ’grel ba）の最後で、「三世の諸仏が有する共通の要訣
は想像を絶するものですが、至高の要訣はこの唯一の子であり、これより深遠

な要訣は果てしない刹土の中に決して存在しません」と述べられています。つ

まり、過去、現在、未来の三世の諸仏は、不可思議な法理を数多くお説きにな

られましたが、それらの究極の要点をまとめるならば、それは、あらゆる仏に

とっての唯一の子のような存在、すなわち自生の教法である『教義の独り子の

タントラ』というゾクチェンの法であり、これより優れた法は存在しません。

まるで私たちチベット人がラサに向かって誓いを立てるように、持明者ガラ

プ・ドルジェは私たちに信じてもらえるように、誓いを立ててこのことを保証

してくださいました。どうかこのことを心にとどめておいてください。

もう 1つは、私たちにとって比類なき大きなご恩のあるお方であり、諸仏の
無分別智が善知識の姿となって現れたお方である、全知ミパム・ギャムツォの

お言葉です。ミパム・ギャムツォはかつて「濁世の衰退が暗闇のように垂れ込

めても、勝者王パドマの事業は月のように明るいでしょう」とおっしゃいまし

た。つまり、五濁が盛んな昨今の時代で、疫病、飢饉、戦争、そして特に心の

中の貪り、怒り、愚かさなどの煩悩がどれほどはびこっていても、勝者王パド
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マカラの事業はそれ以上に隆盛を極め、あたかも暗い夜空であればあるほど月

光の明るさが際立つように、濁世の暗闇がどれほど重く垂れ込めても、勝者王

パドマのご加持はそれ以上に速さを増していくということです。

ですから、皆さんもぜひ、ゾクチェンを自分にとって唯一の修行法門とし、

オギェン・リンポチェを自分にとって最も主要なラマとして師事してください。

これは私の心からの願いです。私とソギャル・リンポチェは、レーラプ・リン

パの生まれ変わりと言われていますが、そんな私たちにとって、人生の唯一の

拠り所はオギェン・リンポチェであり、全身全霊をかけて実践する唯一の法は

ゾクチェンです。もし皆さんが私たち、特にソギャル・リンポチェに追随した

いと思っているのであれば、ぜひ同じように実践していってください。ひたす

らゾクチェンの修行に没頭してください。これが、今日私が皆さんに最も伝え

たかったことであり、皆さんのラマの願いでもあります。

嘘はついていません。正直なところ、私はこのレーラプ・リンパの道場を訪

れてから、1 文字も事前に準備をしていなかったのですが、今日は口を開くな
り話が止まらなくなってしまい、ゾクチェンの本行の部分まで解説することが

できませんでした。ただ、ゾクチェンの本行については、皆さんが今までも、

今も、これからも実践していくでしょうから、このあたりで切り上げても大き
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な問題はないでしょう。もし後日また時間が合えば、明日または明後日にでも

簡単な解説を行いたいと思いますが、もし時間が合わなければ、各自で長期間

ラマに師事し、ラマにお伺いすることで疑念を解消していってください。それ

で十分です。

今日は、年老いた僧侶である私としては珍しく、やけに饒舌になってしまい

ました。このまま話し続ければ、おそらく日が暮れる頃になってもまだ話し終

えていないでしょう。しかし、もう時間になってしまったため、今日のお話は

ここまでとしたいと思います。

最後に、法王は数十秒の間を置いて、即興で次のような詩を作られました。

レー・リンの道場は虚空のように広大で、

化身ソギャルのご加持は太陽の光のよう。

私の話はとどまるところを知らないけれど、

あらゆる面を語り尽くすことは難しい。

時間につき、ひとまずこれにて一段落とする。

283



フランス

私も法話を何回か行いました

その日の夜、センターの仏教徒たちからのご要望で、私が法話を行わせてい
ただくこととなりました。法話では、主にテルチェン・レーラプ・リンパとそ
の生まれ変わりについてお話しし、特に法王の伝記をもとに、その身口意の功
徳について紹介させていただきました。

実は今回の巡行中、レーラプ・リン以外にも、いくつかの場所で法話を行わ
せていただきました。例えば、ナパバレーでは、文殊菩薩の修行法に関する解
説と 2回の質疑応答を行い、ボストンでは、三殊勝（dam pa gsum）と無我の
教えに関する法話を行い、金剛橛の儀軌の口伝を読み唱えました。

無我について説明する際には、異なる論師の考察方法を用いました。具体的
には、ナーガールジュナが記された『根本中論頌』（mūlamadhyamakakārikā,
dbu ma rtsa ba shes rab）で述べられている「五種の探求」（pañcadhā
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mr.gyamān. a）、チャンドラキールティ（candrakı̄rti, zla ba grags pa）が記され
た『入中論』（madhyamakāvatāra, dbu ma la ’jug pa）で述べられている「車に
関する 7通りの考察」（rnam bdun shing rta’i rigs pa）、シャーンタラクシタ
（śāntaraks.ita, zhi ba ’tsho）が記された『中観荘厳論』（madhyamakālam. kāra,
dbu ma rgyan）で述べられている「離一多因」（gcig du bral gyi gtan tshigs）、
シャーンティデーヴァ（śāntideva, zhi ba lha）が記された『入菩薩行論』で述
べられている、体から六識に至るまでの何もかもが自我ではないことに関する
考察などです。これらの考察方法に基づいて、衆生が執着している自我はもと
より成立しない概念であると分析するとともに、自我の在り方について理性的
に認識するための手引きを行い、具体的な無我の修習方法について解説しま
した。

実際、欧米諸国で法を伝え広めるためには、次のいずれかの素質がないと難
しいと感じています。1 つは、法王のように、素晴らしい相承系譜のご加持と
類いまれな修行の境地を兼ね備えていることです。このような素質を兼ね備え
ているお方であれば、きっとご縁を結んだ全ての衆生に善根を植えることがで
き、信心を抱いている人々を相手にすれば、その場で解脱に導くことさえでき
るでしょう。もう 1つは、欧米諸国に長年滞在しており、西洋人の悩みや好み、
文化について熟知しているとともに、心理学など、現代における心の調整方法
にも精通していることです。
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私のような通りすがりの一般人は、大した修行の境地もなければ、西洋の文
化についてもあまり知りませんし、まるでトンボが水をつつくように、ごく稀
に数回の法話を行うことくらいしかできないため、彼らにとってもあまり大き
な効果はないでしょうし、本当の意味で衆生に利益をもたらすことは極めて難
しいのではないかと思います。
そのため、本書には、主に法王の金剛のお言葉を記しています。見苦しい私

の法話内容をここに載せても、きっと皆さんに笑われてしまうでしょうから、
お目汚しは控えさせていただきました。

ラマ・ムンツォ

8月 29日の午前、ラマ・ムンツォは『グル・ドルジェ・ドロ』の灌頂を伝授
されました。ラマ・ムンツォは今回の巡行中、ほぼ全ての訪問先で、道場から
の異なるご要望に応じて、『プルパ・グルククマ』の灌頂、『智慧薩埵文殊』の
灌頂、『縁起除障法』の灌頂、観音菩薩の灌頂などを伝授されました。
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男女平等の理念が推進されている欧米諸国で、ラマ・ムンツォは人々から特
別な好感を持たれることが多く、どの道場でも大変歓迎されていました。欧米
諸国で法を伝え広めているラマの中で、女性の大徳は極めて少なく、法話や灌
頂を行うことができるダーキニーや女性のトゥルクはなおさら珍しい存在だっ
たのです。ラマ・ムンツォにお会いした人々にお話を伺うと、ラマ・ムンツォ
はまさに慈悲の化身そのもので、その眼差しと笑顔は優しい光を帯びているか
のように感じられ、一目見ただけで、ラマ・ムンツォがその身にまとった独特
な修行者のオーラに引き込まれたと語る方々がたくさんいました。特に多くの
女性仏教徒にとって、ラマ・ムンツォは、彼女たちに希望をもたらし、彼女た
ちの修行を勇気づけてくれるような存在となったようです。

提供：左の写真／ Joshua Mulder
出典：右の写真／ palyulmedia.smugmug.com
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私は法王に同行して国内外の多くの場所を訪れる中で、ラマ・ムンツォとも
近距離で接する機会があったのですが、超俗的な境地や、顕教と密教の教えに
精通した智慧を兼ね備えておられるのはもちろんのこと、単に日常生活におけ
る身のこなしや人付き合いを見るだけでも、世間一般の女性とは異なる特別な
お方であることが分かりました。ラマ・ムンツォには、女性的な弱さや繊細さ、
喜怒哀楽の不安定さなどは全くなく、いつも寡黙で落ち着いており、俗世間へ
の執着や欲望もなく、常に簡素な生活を送られていて、外出時の衣食住に関す
る各種手配についても、決して選り好みされることはありませんでした。
叔父の法王と母親のアネ・メドゥンと一緒にいる時も、ラマ・ムンツォが

怒ったり不機嫌になったりすることは決してありませんでしたし、いつも恭し
い態度で彼らを誠心誠意おそばで支えておられました。法王と弟子たちの間で
揉め事を起こしたり、不和を招いたりすることもなく、常に一貫して、誰に対
しても慈愛と気遣いを示しておられました。また、ラマ・ムンツォは類いまれ
な智慧と超人的な記憶力の持ち主でした。例えば、私たちが荷物をどこかに忘
れてしまっても彼女はすぐに思い出すことができ、身の回りで起きた全ての出
来事について、日付までも鮮明に覚えておられました。ラマ・ムンツォは修行
をこよなく愛しており、普段はマントラや教典の読誦を行われる以外に、世間
話に興じられることはほとんどありませんでした。
私にとってラマ・ムンツォは、世間と出世間の両面で大きなご恩のあるお方

です。ラマ・ムンツォは今でも、ラルン五明仏学院にいる全ての僧侶にとって
の金剛ラマであり、絶えず灌頂と法話を行ってくださっています。どうかラ
マ・ムンツォが末長くご在世し、常に法輪を転じてくださいますように。
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景色を楽しむ

ラマ・ムンツォによる灌頂の後、ソギャル・リンポチェはレーラプ・リンの
山頂で行われる焚き上げ（bsang mchod）に法王をお招きし、法王は喜んで招
待をお受けになりました。

提供：Lerab Ling
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提供：Lerab Ling

車で山頂へ行くと、そこには多
くのタルチョー（dar lcog, 祈祷
旗）がかかっており、特にケサル
王のタルチョーが多く見られまし
た。特別な記念日になると、レー
ラプ・リンの弟子たちはこの山頂
で焚き上げを行うそうです。山頂
には開放的で美しい景色が広がっ
ており、周囲の山谷を一望するこ
とができるだけでなく、フランスとスペインの国境にまたがるピレネー山脈も
見ることができました。彼らは、法王に付近の山脈を紹介してくださり、ヨー
ロッパ諸国の大まかな方向も教えてくださいました。その後、法王は皆さんと
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共に儀軌を読み唱え、焚き上げと護法神への供養を行い、仏教が末長く世にと
どまり、より多くの衆生に利益がもたらされるよう祈られました。

提供：Lerab Ling

下山して昼食を取った後、法王
は数名の大徳たちの付き添いの
もと、招待されたティーハウス
（Teahouse）を訪れました。ティー
ハウスは、ソギャル・リンポチェが
森林の中に立てた小さな木の小屋で、
法話が行われる大きなテントの下方
にある山谷の滝の付近にありました。
そこへ通じる道は険しい一本の山道
しかなく、車では直接行けなかったため、法王は皆に支えられながら徒歩で向
かわれたのですが、上り下りは少し苦労されているご様子でした。
ティーハウスに着くと、法王は美しい景色を楽しまれながら、グル・リンポ

チェとシャーンタラクシタがチベットを訪れて法を伝え広められた際のエピ
ソードや、レーラプ・リンの現在の弘法活動について長時間雑談されました。
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心の本質を直接指し示す要訣

午後、ティーハウスからお戻りになられた後に、法王はゾクチェンにおける
「11 の題目」と始原清浄のテクチューについて、次のようにお話しになりま
した。

今日は、あらゆる乗の頂点にして三世の諸仏の究極の意趣である光り輝くゾ

クチェンに焦点をあてて、皆さんに少しお話ししたいと思います。

今、世界中で広く栄えているゾクチェンの教法は、人間界では、最初に持明

者ガラプ・ドルジェに付法され、彼は全てのゾクチェンの法を 640 万のシュ
ローカにまとめました。その後、ジャムペル・シェーニェンがそれを更に外の

心部、内の界部、秘密の秘訣部の 3部に分け、シュリーシンハが秘訣部を更に
外部、内部、秘密部、極秘のニンティク部の 4 大部に分けました。その後、
偉大なるパンディタ・ヴィマラミトラは、極秘のニンティク部のうち、今世

で解脱するための要訣を「説示の伝承」、中有で自発的に顕現する智慧（rang
snang gi ye shes）として解脱するための要訣を「聴聞の伝承」として分類し、
2種類の伝承方法を定めました。
有雪国チベットにおいては、説示の伝承と聴聞の伝承に属す 2 種の法理の

うち、全知ロンチェン・ラプジャムパが記された「7 つの宝蔵」と「安息 3 部
作」は広大なるパンディタの説明手法に基づいて確定された教典であり、「ニ

ンティク・ヤシ」は深遠なるクサーリの説明手法に基づいて確定された教典で

す。このような要訣の伝承の中で現存している文字の記録としては、タントラ、

アーガマ、ウパデシャの 3つがあり、タントラとしては、主に「極めて深遠な
る真髄の 17 大タントラ」、『明界灼熱タントラ』、『護法神ナクモ・トゥーマの
タントラ』を合わせた 19のタントラが挙げられ、アーガマとしては、『黄金の
文字を有するもの』、『ターコイズの文字を有するもの』、『法螺貝の文字を有す

るもの』、『多様な文字を有するもの』からなる「深遠なる 4つの巻帙」があり、
ウパデシャとしては 119 個の真髄の要訣があります。そして、これら全てを 1
つの要点にまとめて実践する方法は、全知の法王ロンチェン・ラプジャムパが
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記された、51部の法を有する『ラマ・ヤンティク』であり、ここに説かれてい
る通りに実践すれば、全ての内容を余すことなく網羅することができます。

・11の題目

『ラマ・ヤンティク』の要訣は、どのタントラに依拠して述べられているか

というと、主に『真珠鬘タントラ』（mu tig phreng ba’i rgyud）に依拠して述
べられており、『真珠鬘タントラ』は「11の題目」に沿って述べられています。
「11 の題目」とは何かというと、『真珠鬘タントラ』では「根基（gzhi）、錯誤
の様相（’khrul tshul）、遍満の様相（khyab tshul）、場所（gnas）、道（lam）、
門（sgo）、対象（yul）、実践（nyams len）、度合い（tshad）、中有（bar do）、
解脱の地（grol sa）の 11である」と述べられています。

1 つ目の題目は「根基」です。証悟している仏も、証悟していない衆生も現
れていない最初の段階では、根基の本体は無記の状態であり、空なる本体、明

らかな本性、大悲の光彩（thugs rje’i gdangs）が出現し得る様相を呈していま
す。それは、5身（sku lnga）、5智（ye shes lnga）、5風（rlung lnga）、5ダーキ
ニー（mkha’ ’gro lnga）、5光（’od lnga）など、5組の 5功徳に分けられます。

2 つ目の題目は「錯誤の様相」です。本体によって空間（go）が開かれ、本
性を対象として捉え、大悲を心として捉えた上で、3 因と 4 縁により衆生が輪
廻の中で絶え間なくさまようこととなります。3因とは、同一性の無明（bdag
nyid gcig pa’i ma rig pa）、倶生の無明（lhan cig skyes pa’i ma rig pa）、遍計の
無明（kun tu brtag pa’i ma rig pa）で、4縁とは、増上縁、所縁縁、因縁、等無
間縁であり、これら 3つの無明と 4つの縁により錯誤することとなります。根
基から根基の顕現（gzhi snang）が現れる時、法身普賢は根基の顕現が自己顕
現であると知ることにより直ちに解脱します。解脱の様相には 6つの特性があ
り、それは更に 3つの特性にまとめられます。それはすなわち、因より生じる
結果ではないこと、アーガマから生じるウパデシャではないこと、心から生じ

る仏ではないことの 3つであり、これら 3つの特性によって解脱することとな
ります。
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3 つ目の題目である「遍満の様相」とは、このように果てしない輪廻と涅槃
の顕現が現れても、善逝の本性から揺らいだことはないということです。この

観点を確定したい場合は、顕教の教典としては、第三転法輪で説かれた如来蔵

の十経、およびそれらの意趣を解説している教理、例えば、弥勒菩薩の『宝

性論』で述べられている 9 つの比喩と 9 つの意味、ナーガールジュナの『法
界賛』（dharmadhātustava, chos kyi dbyings su bstod pa）で述べられている 6
つの比喩と 6 つの意味などを参照することができます。密教金剛乗の教典と
しては、幻化網の『秘密蔵タントラ』、『サマーヨーガ・タントラ』（samāyoga
tantra, sangs rgyas mnyam sbyor gyi rgyud）、ロンソム・チューキサンポの『顕
現を本尊として確立する』（snang ba lha ru sgrub pa）と『有対象を智慧として
確立する』（yul can ye shes su sgrub pa）、そして全知ロンチェンパが記された
数多くの教典を参照することができます。これらの経典、タントラ、論書をも

とに理解を深めていきましょう。

4つ目の題目は「智慧の場所」（ye shes kyi gnas）です。自生する明智の智慧
はどこに存在しているのかというと、それそのもの（dngos）は八面体の心宝
の無量宮（citta rin po che’i gzhal yas）に存在しており、その光彩（gdangs）は、
頭頂にある頭蓋の無量宮（dung khang bhandha’i gzhal yas）、視認する目の無
量宮（lta byed mig gi gzhal yas）、流動する脈の無量宮（’gyu byed rtsa yi gzhal
yas）に宿っているため、総じてこれら 4つの無量宮に宿っていると言えます。
胸にある心宝の無量宮では寂静尊の様相で存在しており、頭頂にある頭蓋の無

量宮では憤怒尊の様相で存在しており、視認する目の無量宮では光線の様相で

存在しており、流動する脈の無量宮では光の本質として存在しています。

5つ目の題目は「智慧の道」（ye shes kyi lam）です。水晶の管を持つカティ
脈（rtsa ka ti shel gyi sbu gu can）から枝分かれした、細くて螺旋状（phra la
’khril ba）になっている 2 本の白絹の糸のようなものが左右の目に入り込むこ
とで、そこを経由して自生する智慧が現れます。

6つ目の題目は「出現する門」（sgo gang la ’char）です。肉眼の中央には、
牛の角のように根元が細く、先端が太くなっている「遠くに据える水の灯明」
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（rgyang zhags chu yi sgron ma）が燦然と輝いており、自生する智慧はこの門
から現れます。

7つ目の題目は「出現する対象」（yul gang la ’char）です。曇りのない虚空
に、法身の拠り所である太陽、報身の拠り所である月、化身の拠り所である灯

明によって、5光の囲い（mu khyud）を持ち、界に遍く行き渡っている青色の
「清らかな界の灯明」、泉に石を投げ入れた時のように何層にもわたって内外を

囲んでいる 5 光の丸い滴の中央に存在する「空なる滴の灯明」、黄金の糸に水
晶の数珠が連なっているような「明智の金剛鎖」が現れます。

8つ目の題目は「実践方法」（nyams su len stangs）です。始原清浄を基礎と
するならば、テクチューによって道を修習し、結果として塵（rdul phran）に
消えていくこととなります。自然成就を基礎とするならば、トゥーゲルによっ

て道を修習し、結果として光の体に解脱していくこととなります。

9つ目の題目は「修習の度合い」（goms pa’i tshad）です。「法性が現前する
顕現」、「体験が増幅する顕現」、「明智が極点に達する顕現」、「法性が尽き果て

る顕現」（chos nyid zad pa’i snang ba）という 4顕現によって修行の度合いを
測ります。

10個目の題目は「中有の要訣」（bar do’i man ngag）です。秘密部以下の見
解では 6つの中有があると考えられており、極秘のニンティク部独自の見解で
は 4つの中有があると考えられています。各中有の境界線については、ペマ・
ジュンネとヴィマラミトラで定め方が少し異なりますが、総体的に言えば、本

性の中有（rang bzhin gyi bar do）、臨終の中有、法性の中有、生存の中有とい
う 4つの中有にまとめることができます。本性の中有では、聞思を通じて増益
（sgro ’dogs）を断ち切ることができるよう、「巣穴に入るツバメのように」（thi
bya tshang la ’jug pa lta bu）という教えを心にとどめる必要があります。臨終
の中有では、はっきりしないことを全て明らかにすることができるよう、「鏡

を見る美女のように」（sgeg mo me long la blta ba lta bu）という教えを心にと
どめる必要があります。法性の中有では、全てが自己顕現であると確信できる

よう、「母親の懐に飛び込む子どものように」（ma pang du bu ’jug pa lta bu）
という教えを心にとどめる必要があります。生存の中有では、善業を持続させ
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ることができるよう、「壊れた水路をつなげるように」（yur ba rkang chad pa
la wa ’dzugs pa lta bu）という教えを心にとどめる必要があります。

11個目の題目は「解脱の地」です。「正等覚」（yang dag par rdzogs pa’i sangs
rgyas）か「現等覚」（mngon par rdzogs pa’i sangs rgyas）のいずれかに至るこ
とで解脱します。

この「11の題目」は、ゾクチェンのタントラ、アーガマ、ウパデシャの要点
を全て包括しており、かつてパドマサンバヴァがサムイェー寺の「不変と自然

成就の殿堂」（mi ’gyur lhun gyis grub pa’i gtsug lag khang）の 2階にある「燃
え盛るターコイズの間」（g.yu zhal ’bar ba）で、真言持者ドルジェ・ドゥジョ
ムにお説きになられた法です。今回はこの「11の題目」を、皆さんに簡単に紹
介しました。主に、広大なるパンディタの説明手法に従って解説しています。

いきなりこのようなお話をされても、まだ十分に理解できないという方々もい

らっしゃるかもしれませんが、今日は良い縁起をかつぐために、ここレーラ

プ・リンの道場で、ゾクチェンのあらゆるタントラの要点を、皆さんに簡潔的

にお話ししました。

・始原清浄のテクチュー

ここからは、ソギャル・リンポチェからのご要望にお応えして、ゾクチェン

における始原清浄のテクチューの見解について、簡単にお話ししたいと思い

ます。

テクチューに関する各持明者の究極の意趣は同じですが、それぞれの解説方

法は少しずつ異なっています。持明者ガラプ・ドルジェは、「本性を直指する

こと」（ngo rang thog tu sprad pa）、「一点に定めること」（thag gcig thog tu
bcad pa）、「解脱の確信を得ること」（gdeng grol thog tu bca’ ba）という『要所
を突く 3つの言葉』によってテクチューを解説されました。その後、シュリー
シンハは、「法が尽き果てた大いなる始原清浄に脱すること」（chos zad ka dag
chen por la bzla ba）、「所作を離れ、透徹して、赤裸々に要約すること」（bya
bral zang thal rjen par ’gag bsdam pa）、「大いなる平等性の中で完全に解脱して
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いるという原則を適用すること」（yongs grol mnyam pa chen por chings su
bcings ba）、これら 3つの重要なポイントを挙げてテクチューを解説されまし
た。パドマカラは、空なる本体を法身として直指し、明らかな本性を報身とし

て直指し、行き渡る慈悲を化身として直指することで確定されました。ジュ

ニャーナスートラは、見解をあるがままに任せること、修習をあるがままに任

せること、行為をあるがままに任せること、結果をあるがままに任せることを

指す「あるがままに任せる 4つの偉大な境地」によって確定されました。全知
ロンチェン・ラプジャムパは総じて様々な解説方法を用いていますが、特に

『実相の宝蔵』（gnas lugs rin po che’i mdzod）で述べられているように、「無」
（med pa）、「単一」（gcig pu）、「遍在」（phyal ba）、「おのずからの成立」（lhun
grub）という 4項目を用いて確定されました。ロンソム・マハーパンディタは、
「ゾクチェンの真理を大いなる正知の器によって保ち、大いなる平静（btang
snyoms）の境地にとどまる」という二言によって、ゾクチェンにおけるタン
トラ、アーガマ、ウパデシャの全てを包括して説き示されています。

今日は、全知ミパム・リンポチェの教えに従って、これらの持明者たちが説

かれた全ての要訣を 1つに要約してお話ししていきたいと思います。それはす
なわち、ラマが弟子に対面の手引きを行う際に用いられる 2つの主な方法であ
る、シャマタの門による手引きとヴィパッサナーの門による手引きです。シャ

マタの門による手引きは修行の上に見解を見出すものであり、マハームドラー

の主要な教えに似ています。ヴィパッサナーの門による手引きは見解の上に修

行を見出すものであり、ゾクチェンの主要な教えに似ています。ヴィパッサ

ナーの門による手引きについて、全知ロンソム・チューキサンポとその追随者

たちは、空なる本体の見解を重点的に確定するという方法をとっており、全知

ロンチェン・ラプジャムパとその追随者たちは、明らかな本性の智慧を重点的

に確定するという方法をとっており、全知ミパム・ギャムツォは両者の意趣を

結び合わせて確定するという方法をとっています。

全知ミパム・ギャムツォの広大な教えは、「自らの本質を知ること」（rang
ngo shes pa）と「自然にとどまること」（rang babs su bzhag pa）の 2点に要約
することができ、これ以外のゾクチェンの要訣は存在しません。では、これら
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はそれぞれ何を意味するのでしょうか。まず、心がとどまっていようと揺らめ

いていようと、心の本体を注意深く観察すれば、心は外、内、秘密のどこにも

成立しておらず、まるで虚空のように空を本質としていることが分かります。

このことを認識することが、すなわち「自らの本質を知ること」です。このよ

うに、心が不生の空性であると認識した後、知覚すること（rig byed）と知覚
されること（rig bya）という二元的な概念を離れていながらも、まるで昼間に
目で物事を見るかのように、自分の本性を自分で断定することができる境地を

現前させること、これがすなわち「自然にとどまること」です。つまり、不生

であることを知り、自らの本質を自ら明らかに知ることが、本性を守る「見

解」となります。

修習する際には、不生の境地を失わないようにしながら、分別の揺らぎが何

もない境地にとどまります。不生を知ることについては、先ほど引用したロン

ソム・チューキサンポの「ゾクチェンの真理を大いなる正知の器によって保ち、

大いなる平静の境地にとどまる」という言葉にある通りで、いかなる分別も沸

き起こらないよう正知の看守で見張りながら、自らの本質を自ら明らかに知る

境地にとどまります。これが大いなる平静の境地であり、「修習」とも呼ばれ

ます。

「行為」は、良い分別が現れようと悪い分別が現れようと、それに構わず、

その後に付き従わず、対治によって抑制せずに、明智によって本来的状態を捉

えて連続体を守ることです。これが、自らの本質を知り、自然にとどまるため

の要訣です。

これら 2つの力が究極に達した「結果」の段階では、法身と色身を完全に成
就することとなります。

あるいは、要点をまとめて他の要訣によって直指するのであれば、ゾクチェ

ンの見解とは、すなわち不生を知ることであるとも言えます。不生は、決して

難解な概念ではありません。自分の心を観察すると、散り広がっていようと、

とどまっていようと、はなから成立していない概念であり、まるで鏡の中に

映る像のようです。このことさえ理解できれば、それがすなわち見解となり

ます。
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実のところ、これはとても簡単なことです。ドドゥプ・テンペー・ニマが

「自らの内面に目を向けるだけで、その瞬間に得られるでしょう」と説かれて

いるように、痕跡をたどって心の実体を見つけ出そうとすると、かえって心に

たどり着けなくなってしまいます。それはあたかも、水面に映る月の影が、た

だ見ている分にはそこにあるのに、その実体を見つけ出そうと棒で水中をかき

混ぜると消えてしまうことと似ています。同様に、内に向かって心で心を観察

すると、心はもとより成立していない概念であることが分かりますが、それが

すなわち明智なのです。心で心を観察し、心の明らかな本体（sems kyi ngo bo
sa le ba）を目の当たりにすること、それがすなわち明智なのです。心を自然に
とどめ、増益することも損減することもなく、今この瞬間のありのままの状態

でいること、それがすなわち明智なのです。

また、オギェン・リンポチェが「今この瞬間の停滞なき明らかな認識（shes
rig ma ’gags sa le ba）は、まさに原初の守護者である普賢です。どこにも成立
しない空界は、まさに普賢仏母（kun tu bzang mo）です。このことを証悟し
た瞬間に円満な仏となるでしょう」と説かれたように、自らの心を心で観察す

ると、外、内、秘密のどこにも成立していないことが分かりますが、この空を

本質とした心は普賢仏母と呼ばれます。そして、空を本質としながらも様々に

変化する停滞なき力は普賢如来と呼ばれます。この両者が不可分の本性を備え

ていると認識できた瞬間に、円満な仏の境地に至ります。これがすなわち本性

を認識するということです。

もしかしたら一部の人は「こんなに単純なことなのか？ きっとこれより難

しいはずだ」と思うかもしれませんが、それは誤解です。ラマの全知ミパム・

リンポチェは「単純であるが故に信じ難い心の秘密を、ラマの要訣の力によっ

て見ることができますように」とおっしゃいました。つまり、単純すぎてむし

ろ信じられない心の秘密だからこそ、その本来のありようをラマのお言葉に

よって確定（thag bcad）し、認識する必要があるということです。その境地に
とどまりながら、常にその連続性を守り続けることを「修習」と呼びます。修

習するといっても、修習すべきことは何もありません。修習とは、すなわちこ

の境地を忘れずにいることであり、この他に修習すべきことは何もないのです。
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ドゥジョム法王 1世の教えには「修習する際は、何も修習することなく虚空を
目で見ているだけで十分です」と説かれています。

「行為」とは、境地を高めるために力を鍛えることです。つまり、いかなる

分別が現れても喜んだり悲しんだりすることなく、まるで子どもの遊びを見て

いる老人のように、ただ明智によって本来的状態を捉え、それ以外に、分別の

良し悪しに対して一喜一憂しないということです。

明智でない法は何一つとして存在しませんが、私たちは明智の力から現れた

分別に付き従うばかりで、まだ本来的状態を捉えられていません。いつか明智

によって本来的状態を捉えることができ、いかなる分別にも揺らがなくなった

ら、それがすなわち力が究極に達した「結果」です。

私は、ゾクチェンを 2通りの捉え方で説明することがあり、ゾクチェンは最
もシンプルで実践しやすい法であると話す時もあれば、ゾクチェンは多劫をか

けて多くの生にわたって修習してもなかなか完全に理解することができない難

しい法であると話す時もあるのですが、今日は 1つ目の捉え方でお話ししまし
た。こうすることで、皆さんはゾクチェンにおける全ての法を受け取ることが

できると思ったからです。

最後に、皆さんに喜びの心を起こしていただけるように、全知のラマ・ロン

チェン・ラプジャムパのお言葉を 2 つ紹介したいと思います。全知ロンチェ
ン・ラプジャムパは『最勝乗の宝蔵』（theg mchog rin po che’i mdzod）で「私
たち師弟は、きっと無数のカルパにわたって資糧を集積し、障害を浄化してき

たことでしょう。なぜなら、こうして普賢如来の心の教えに出会えているから

です」とお説きになられました。つまり、私たちはこれまで多劫にわたって資

糧を集積し、障害を浄化してきたからこそ、今日こうしてゾクチェンの教えと

出会えたということです。これはなんて喜ばしいことなのでしょう。また、ロ

ンチェン・ラプジャムパは「私たち師弟は、今世のうちに、あるいは中有で、

あるいは自性化身の刹土において、必ず速やかに成仏することでしょう。なぜ

なら私たちは、必ず成仏する因を備えており、無碍な力を備えた清らかな果法

に出会っており、それらに信心を抱いて実践しているからです」ともお説きに

なられました。これは錯誤のない正しい論証（gtan tshigs）であるため、私た
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ちがラマに背いたり、法に邪見を起こしたりすることさえなければ、必ず今世

か中有で仏の境地を成就することができるでしょう。この言葉に嘘偽りはあり

ません。

ですから、私たちは幸せ者なのです。パトゥル・リンポチェが「寂静処の瘋

癲者は国の寵児となり、至高の菩提心を起こした者は一切衆生の守護者となり、

自他の偏りを断ち切った者は全ての慈愛の対象となるため、私たちはどこへ

行っても幸せでいられるでしょう」とおっしゃったように、私たちは今世でも

来世でもひたすら幸せに恵まれ、苦しみや悲しみに苛まれることはないと約束

されているのです。皆さんは喜ばしく思いませんか？

（ここで会場に笑いが起こる）

また、全知ミパム・ギャムツォが「最後有の法（srid pa tha ma’i chos）とご
縁を結んだからには、修習することなく自由気ままに過ごしていたとしても幸

せでいられるでしょう。方向さえ分からずに悲しみに暮れていたとしても、3
つの相承を受け継ぐラマの要訣を心の奥底から信頼することで、心を超越した

智慧という甘露の妙薬をほんの少しでも享受したならば、修習することなく自
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由気ままに過ごしていたとしても幸せでいられるでしょう」とおっしゃったよ

うに、私たちは最後有の法であるゾクチェンと良縁を結ぶことができたわけで

すから、もちろんそれを実際に修行するに越したことはありませんが、たとえ

修行することなく毎日寝てばかりいたとしても、世界中で私たちより幸せな人

は存在しないと言っても過言ではありません。ということで、この幸せな気持

ちのまま法話を終えたいと思います。

目に見えるご縁

法王がレーラプ・リンで過ごされた時間は長くありませんが、30 年経った
今でも、多くの人々が法王のご来訪について印象深く覚えており、当時のこと
を鮮明に思い出すことができるようです。世界各地に拠点を構えるレーラプ・
リンの仏教組織は「リクパ」（Rigpa）と呼ばれるのですが、最近、リクパに長
く所属している数人の弟子たちにインタビューを行ったところ、彼らは次のよ
うにお話ししてくださいました。

1.カリン・ベーレント（Karin Behrendt）
リクパに所属するベテラン教員であるカリン・ベーレントは、法王について

次のようにお話ししてくださいました。

法王のことを考えると、私はいつも特別な気持ちになります。法王は体格が

よく、威厳に満ちており、同時に信じられないほど謙虚で、心温かな慈悲深い

お方でした。法王とソギャル・リンポチェが互いに深く尊敬し合い、親しく接

しているのを見た時には、大変心が温まりました。法王がレーラプ・リンを訪

ねてくださり、テルチェン・レーラプ・リンパの歴史の中に私たちを加えてく

ださった寛大さと努力に、私は感謝が尽きません。たった一度しか法王にお会

いできなかったとしても、その広い知識と深い悟りを目の当たりにした私たち

の人生には、きっと人々の想像を遥かに越えるような大きな影響が与えられた

に違いないと私は確信しています。
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2.ジャボラー・アルヌール（Jaborah Arnoul）
ドイツのリクパで教員を務めるジャボラー・ア

ルヌールも、1993 年にレーラプ・リンで法王に
お会いしており、彼女は当時のことを振り返って
次のようにお話ししてくださいました。

私は初めて法王を見た瞬間に、深く強い信心が

自然に芽生えたのを感じました。その時の私はあ

まり経済的に余裕がなく、法王に供するお金も宝

飾品もあまり持っていなかったため、本当に悲し

い気持ちでいっぱいでした。私は法王に全てを捧げたいと思っていたからです。

実は、心の中ではすでにそうしていました。

3.ジェーン・ペッカム（Jane Peckham）
ソギャル・リンポチェの古い弟子で、ベテラ

ンの仏教教員でもあるジェーン・ペッカムは、
次のようにお話ししてくださいました。

私は 1994 年からソギャル・リンポチェに師
事し始めたので、残念ながら法王にお会いする

機会はありませんでしたが、ソギャル・リンポ

チェが法王の功徳についてお話ししているのを

よく聞いていました。レーラプ・リンでも、世

界各地にあるリクパでも、毎日『縁起除障法』

のツォが挙行されるのですが、ツォの際にはい

つも、『敬愛の祈願文』を読誦される法王の音

声が流されており、この伝統は今日に至るまでずっと続いていますので、私自

身は法王に直接お会いしたことがないのですが、いつもツォが行われるたびに

法王の読経のお声からご加持を感じています。
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4.レナート・ヘンデル（Renate Handel）
1993年当時、ソギャル・リンポチェの侍者を務めていたレナート・ヘンデル

は、次のようにお話ししてくださいました。

私は法王ジグメ・プンツォク・リンポチェの存在にとても感銘を受けました。

法王は今まで出会ったどのラマとも異なるとてもパワフルなラマで、大変印象

的な、気さくで慈悲深いお方でした。法王が何を教えてくださったかについて

はよく覚えていないのですが、これほどパワフルなお方なのですから、テル

チェン・レーラプ・リンパもきっと特別なお方に違いないと思いました。ソ

ギャル・リンポチェが法王のご来訪に向けて準備を進めていた時のことも覚え

ています。法王がレーラプ・リンに到着した後、ソギャル・リンポチェは法王

が快適に過ごされているか、私たちの料理人が作る料理が法王のお口に合って

いるかを大変気にされていました。私はこの時ほど、ソギャル・リンポチェが

来訪されるリンポチェを気遣われる姿を見たことはありません。とても特別感

がありました。テルチェン・レーラプ・リンパの生まれ変わりにお会いできた

ことは、間違いなく大変特別な経験だったと思います。

5.ジャニーン・シュルツ（Janine Schulz）
ジャニーン・シュルツは法王の訪問を次

のように振り返りました。

1993年、チベットのテルチェン・レーラ
プ・リンパの化身である法王ジグメ・プン

ツォク・リンポチェは、レーラプ・リンを

訪れ、ソギャル・リンポチェにお会いにな

りました。その時の記憶で印象に残ってい

ることが 2 つあります。1 つは、法王がレーラプ・リンに到着されて間もない
頃に、大きなテントで行われたある時の法話で「ソギャル・リンポチェはテル

チェン・レーラプ・リンパの狂気の智慧の生まれ変わりです」と皆に告げたこ
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とです。法王がこのようにおっしゃったのは、決して私たちがこのことについ

て疑念を抱いていたからではありません。もう 1つの記憶は、法王が赤い数珠
を愛用されていたことで、数珠を使わない時はよくご自身の大きな耳に掛けて

おられました。

自然成就のトゥーゲルの手引き

8月 30日の午前、法王は『智慧薩埵文殊』の灌頂を伝授され、ゾクチェンに
おける自然成就のトゥーゲルの手引きについて、次のようにお話しになりま
した。

これから皆さんが聴聞する法は、あらゆる乗の頂点にして、あらゆるアーガ

マに対する包括的な注釈であり、三世の諸仏の最も深遠な意趣であるゾクチェ

ンです。ゾクチェンには、外、内、秘密の多くの分類がありますが、ここで

は光り輝くトゥーゲルの実践方法について簡単にお話ししたいと思います。

トゥーゲルは、極秘のニンティク部に属す無垢な修行体系であり、秘密部以下

の法門では説かれたことがありません。

トゥーゲルは、「前行」、「本行」、「後行」という 3つの次第に分けられます。
1 つ目の「前行」は更に、「三門を導く身口意の前行」、「三身を導く四大の

ヨーガ（’byung bzhi’i rnal ’byor）」、「明智を導く輪廻と涅槃の弁別の行（’khor
’das ru shan gyi spyod pa）」に分けられます。

1.三門を導く身口意の前行
自分の体を青色の三鈷杵として観想し、金剛の坐法（rdo rje’i ’dug stangs）

を長時間保ちます。そして、あらゆる分別が断ち切られた瞬間に心の本体を観

察し、自然にとどまります。この状態をできるだけ長く保ってください。これ

が「体の前行」です。
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次に、身口意を 1 つにまとめて「フーム」（ ）の文字として観想し、『イェ

シェ・ラマ』（ye shes bla ma）で説かれている通りに、「封印」（rgyas gdab pa）、
「修練」（rtsal sbyang ba）、「柔軟性を求めること」（mnyen btsal ba）、「道に入
ること」（lam du gzhug pa）という 4つの修行に一心に取り組んでください。
これが「言葉の前行」です。

続いて、心が最初に生まれた場所、中間に存続する場所、最後に向かう場所

を探していきます。その際に、最初に生まれた場所が存在しないことを法身と

して直指し、中間に存続する場所が存在しないことを報身として直指し、最後

に向かう場所が存在しないことを化身として直指します。これが「心の前行」

です。

以上が、身口意の前行です。

2.三身を導く四大のヨーガ
一般的に「四大のヨーガ」は、全知の法王ロンチェン・ラプジャムパ以前の

時代では広く修習されていたものの、ロンチェン・ラプジャムパ以降の時代で

は、今日に至るまでほとんど修習されていません。タントラの観点によると、

心を地水火風の音に溶け込ませるようにして集中させ、明智本体の境地を守る

ことが「四大のヨーガ」であると言われています。

3.明智を導く輪廻と涅槃の弁別の行
自分を六趣の衆生として観想し、六趣にさまよう衆生の三門の行いを真似し

ていきます。妄念が飛び交い始めたら、方便と智慧の文字である「パット」

（phat.）を叫ぶことによって、妄念をぴたりと停止させてください。その後、
心の本体を何度も観察し、輪廻の領域と涅槃の領域を分けていきます。これが

輪廻と涅槃の弁別の行です。輪廻と涅槃の弁別の行が究極に達したら、体を動

かさず、言葉を話さず、心を一点集中させた状態で、自然体の三昧（rnal du
dbab pa’i ting nge ’dzin）にとどまります。その後、止観双運の三昧を入道させ
るため、あるいはよみがえらせるために、序盤では声聞に合致する寂静の振る

舞い方を、中盤では菩薩に合致する中位の振る舞い方を、終盤では憤怒尊に合
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致する憤怒の振る舞い方をしてください。これらを普段の振る舞い方に取り入

れていきます。

ここまでが「前行」の次第に関する簡単な説明となります。

2つ目は、「本行」であるトゥーゲルそのものについてです。総じて、持明者
によって手引きの仕方も様々ですが、ここでは主に全知ミパム・ギャムツォの

観点に従い、6つの要点に基づいて説明していきます。

1.体の要点
体は、三身の坐法のうちのいずれかに従って姿勢を保ちます。三身の坐法と

は、堂々と構えた獅子のような法身の坐法、横たわった象のような報身の坐法、

しゃがんだ仙人のような化身の坐法です。

2.言葉の要点
言葉を断ってゆっくりと呼吸し、自然体で修行に一点集中します。

3.心の要点
過去、現在、未来のあらゆる分別を法界

に断ち切り、自然体で瞑想を行います。

ここまでが三門の要点となります。

4.門の要点
上向きに見る法身の見方、両目で端を見

る報身の見方、下向きに見る化身の見方、

これら 3つの見方によって修習します。

5.対象の要点
曇りのない虚空、太陽、月、灯明などを拠り所とします。

6.顕現の要点
5光の囲い（mu khyud）を持ち、界に遍く行き渡っている青色の「清らかな

界の灯明」、泉に石を投げ入れた時のように幾重にも重なる内外の層を備える
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「空なる滴の灯明」、水晶の数珠が連なる黄金の糸のように揺らめいて折れ曲が

る性質をもつ「明智の金剛鎖」が現れます。

内的な「自生する智慧の灯明」が、テクチューにおける「あるがままに任せ

る 4 つの偉大な境地」を伴っている状態を保ちながら、意、目、風（yid mig
rlung）の 3つを「明智の金剛鎖」に追随させることなく、「清らかな界の灯明」
と「空なる滴の灯明」の範囲内に限定させて、修習に一点集中します。

以上が、テクチューの本行を修習するための 6つの要点の全容となります。
このように修習していくと、まず、清らかな界の灯明、空なる滴の灯明、明

智の金剛鎖が全て現れるようになります。これを「法性が現前する顕現」と呼

びます。次に、これらの現れがより一層明らかになり、安定し、高まっていき

ます。これを「体験が増幅する顕現」と呼びます。やがて、あらゆる不浄なる

現れが浄化され、「清らかな界の灯明」が刹土として浄められ、「空なる滴の灯

明」が無量宮として完成し、「明智の金剛鎖」が仏のお体として成熟し、現象

一切が清らかになる力が究極に達します。これを「明智が極点に達する顕現」

と呼びます。最終的に、清らかな現れの全てが、内的に輝く若々しい瓶のお体

の空間（nang gsal gzhon nu bum sku’i klong）に入り込み、現象一切が寂滅し
た状態を安定して保てるようになります。これを「法性が尽き果てる顕現」と

呼びます。

3つ目は「後行」についてです。
3つの不動（mi ’gul ba gsum）により基礎を定め、3つのとどまり（sdod pa

gsum）によって量を捉え（tshad bzung ba）、3つの獲得（thob pa gsum）によ
り枢要な点を突き止め（gzer gdab pa）、4 つの確信による解脱の量（gdeng
bzhi’i grol tshad）を備えることによって、理趣の通りに実践する必要があり
ます。

以上が、光り輝くトゥーゲルの実践に関する要約です。持明者の相承におけ

るラマたちの要訣に従って、全ての内容を誤りなく皆さんにお話ししました。
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お別れのご挨拶

フランスでの弘法活動も大詰めを迎えた頃、法王は道場の弟子たちに次のよ
うな教えをお話しになりました。

今回は特別な縁起の力により、六趣を導

く 6人の牟尼（thub pa drug）と数を等し
くし、「律を備え、器を持する者」（khrims
ldan sde snod ’dzin pa）の虚名を冠する私
たち 6人の師弟は、太陽と月が進む方向に
沿って地球上を一周し、最後にここレーラ

プ・リンの道場を訪れることができました。

ソギャル・リンポチェをはじめ、道場の皆

さんは、まるで長旅から帰ってきた我が子を慈しむ母のように、私たち手厚く

もてなしてくださいました。格別のご高配を賜りましたことを、心より深謝申

し上げます。私は皆さんが清らかな正法に精進する姿を見て、うわべだけのお

世辞としてではなく、心から真摯に随喜しています。

先ほど司会者が「レーラプ・リンパの化身であるお二人は、どちらも大変な

ご苦労を背負われていることでしょう」とおっしゃった通り、確かにソギャ

ル・リンポチェも金髪の人々を教化することに苦労されているでしょうし、私

も黒髪の人々を教化することに苦労しています。

（ここで会場に笑いが起こる）

しかし、私たちが今世で背負っている苦労は、この先の未来で直面すること

となる困難に比べれば、きっと微々たるものでしょう。菩薩の心と行いに倣い、

虚空が存在する限り弘法利生に励み続けることを誓った私たちにとって、濁世

の衰退が暗く垂れ込めていくほどに困難も増えていくであろうことは明白であ

るからです。
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その大変さは皆さんがその目で実際に見てきた通りです。私たち 2人にとっ
て、今世の食べ物や飲み物を分け与えてもらうことは、もちろんありがたいこ

とですが、分け与えてもらえなかったとしても、自分の面倒を見ることくらい

はできるでしょう。一方で、弘法利生の道のりは苦難に満ちています。ですか

ら、皆さんはお年を召したラマを見捨てて国から追い出そうとするのではなく、

心を 1つにして互いに助け合いながら、優しい心と円満な行為によって弘法利
生の事業を成し遂げていってください。これは私の心からの言葉です。

私たち師弟のご縁は、チベットの「前の言葉はカタの結び目のようで、後の

言葉はその上に押された判のようである」ということわざのように、今世だけ

でなく、きっと何度生まれ変わっても変わることはありません。ツァンヤン・

ギャムツォが「書かれた小さな黒い文字は一滴の水で台無しになるけれど、書

かれていない心の絵画はこすっても消えることはありません」とおっしゃった

通りです。

提供：Lerab Ling
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もし今後、ソギャル・リンポチェと、リンポチェの真の弟子がチベットにい

らっしゃる機会があれば、私は心から歓迎します。ただ、至れり尽くせりのお

もてなしをすることができるかと言われると、それは難しいかもしれません。

私にとって、世界中でペノル法王よりご恩のあるお方はいませんが、それでも

私は、去年ペノル法王がチベットへいらした際に、一銭たりとも供養すること

ができませんでした。ですから、皆さんがチベットへいらした際も、私は皆さ

んの全ての需要を満たせるかどうか分からないのですが、それでもできる限り

を尽くしたいと思っています。

現在のレーラプ・リン

最後に、諸仏菩薩を証人に立てて、

いくつか祈りを捧げたいと思います。

第一に、ソギャル・リンポチェが末

長くご在世され、事業が繁栄しま

すように。第二に、この道場が絶え

ず発展を遂げ、4部円満の徳（phun
sum tshogs pa sde bzhi’i dpal）を自
然と享受することができますように。

第三に、全ての弟子たちが善心と善

行によって、世界平和のために自分

なりの力を尽くし、世間と出世間のあらゆる善が順調に成し遂げられますよう

に。最後に、私たち師弟が今世で再会し、大乗の法を享受することができます

ように。死後すぐに西方極楽浄土に生まれ、阿弥陀仏にお会いして法を聴聞し、

菩提の授記を得ることができますように。そして、その瞬間から文殊菩薩の仲

間になり、虚空が存在する限り、文殊菩薩と共に広大な弘法利生に励むことが

できますように。

これらの願いを実現するために、十方三世の諸仏菩薩にご加持を祈ります。

そして特に、ここにお集まりのラマと善知識の皆さん、そして信心と智慧を

兼ね備えた弟子の皆さんが、力を合わせて助け合っていけることを願ってい

ます。
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もう 1つの 20問インタビュー

その日の午後、法王はレーラプ・リンのメディアの記者からインタビューを
お受けになりました。

Q1：このインタビューで取り上げられた質問は全て学習教材として使用さ
れます。当初、私たちは多くの質問を用意していたのですが、そのほとんどは

ここ数日の法話の中で答えが出されました。しかし、まだいくつかの質問が

残っていますので、ここで質問させていただいてもよろしいでしょうか？

法王：はい、どうぞ。

Q2：西洋を訪れるのは今回が初めてとのことですが、なぜこの時期の訪問
を決意されたのですか？

法王：私が今回の欧米巡行を決意したのは、法を伝え広め、人々に利益をも

たらすために、何か自分にできることはないだろうかという思いからです。今

回の旅で出会った人々の表情や心理状態など、各方面からの観察を通じて、

きっと仏法は西洋の人々にとって役立つものになると確信を持つことができま

した。私の目的はこれだけです。この他に、特にこの時期を選んで訪問したこ

とに別の意味はありません。

Q3：西洋の仏教徒について、どのような印象をお持ちですか？ チベット

の仏教徒と比べて、どのような違いがあるのでしょうか？

法王：私は西洋の仏教徒に好印象を抱いています。チベットには、出家した

僧侶がたくさんいますが、西洋では、僧侶は比較的珍しい存在です。それでも

多くの西洋人が仏教を信仰していることは、私にとって予想外のことでした。

この点を除けば、根本的な違いはないと思います。

Q4：西洋の生活はチベットと大きく異なっており、人々を散漫させる要素
もたくさんあります。仏教の中で紹介されている数多くの方法の中で、どのよ
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うな方法が西洋の人々により適していると思いますか？ このことについて何

かお考えはありますか？

法王：一般的に言えば、仏教の根本はできる限り八風に動じないよう自らを

律することであり、仏教の真髄は慈悲心に他なりません。もちろん、1 日で八
風に動じなくなることは難しいかもしれませんが、いずれ八風に動じなくなる

よう少しずつ自らの心を鍛え、慈悲心を教育の指針に組み込むことができれば、

それはきっと西洋の人々に大きな利益をもたらすこととなるでしょう。

Q5：西洋の修行者もこれらを主に修行すべきなのでしょうか？
法王：そうです。

Q6：ソギャル・リンポチェは常々、ラマへの信心が非常に重要であるとおっ
しゃっています。リンポチェ、あなたの法話でもこのことについて言及されて

いました。あなたの根本ラマはトゥプガ・イーシン・ノルブであると伺いまし

たが、彼との思い出で最も印象に残っていることは何ですか？

法王：トゥプガ・イーシン・ノルブの主な活動は、ゾクチェンのケンポであ

るアプ・ラゴン（a bu lha dgongs）が彼に捧げた「仏教の戒律を清らかに保ち、
教（lung）と証（rtogs）の法理を説き、修行し、伝え広め、八風という魔軍の
羂索を断ち切られた徳高き至高のラマに祈りを捧げます」という祈りにある通

りで、これらはトゥプガ・イーシン・ノルブが生涯で最も重視されていたこと

でもあります。

Q7：トゥプガ・イーシン・ノルブが弟子たちにゾクチェンを教える際、何か
特別なアプローチはありましたか？

法王：トゥプガ・イーシン・ノルブは、ご縁のある数名の弟子を除いて、大

規模にゾクチェンの灌頂と法を伝授されることはありませんでした。

Q8：トゥプガ・イーシン・ノルブが最も重視されていたことは何ですか？
法王：先ほどの祈りで述べられていたように、トゥプガ・イーシン・ノルブ

と彼の相承系譜の弟子たちが最も重視していたことは、戒律を清らかに保つこ
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と、教法と証法を伝え広めること、八風という魔軍の羂索を断ち切ることでし

た。これは彼らが生涯をかけて行っていたことであり、彼らが他の人々に教え

ていた主な内容でもあります。

Q9：リンポチェ、あなたはテルチェン・レーラプ・リンパの二大転生者、あ
るいは三大転生者のうちの 1人と言われています。多くの西洋人にとっては、
転生者が 1人いることはまだ理解できても、同時に複数名の転生者がいること
は、きっと想像し難いことでしょう。ご説明いただけますでしょうか？

法王：一地菩薩になると一瞬で百体の化身を現すことができるようになり、

二地菩薩になると一瞬で千体の化身を現すことができるようになり、三地菩薩

になると一瞬で十万体の化身を現すことができるようになり、仏の境地に達す

ると、世界中に存在する塵と数を等しくする化身を現すことができるようにな

ると言われています。レーラプ・リンパはご在世されている頃から数名の化身

を現しており、そのうち 1 人は中国へ向かい、1 人はウー・ツァンで法話を
行っていました。詳しくは彼の伝記に記されています。ですから、彼の転生者

が同時に 2人存在していても、何らおかしくはありません。

Q10：レーラプ・リンパの転生者たちについて、何か伝えておきたいことは
ありますか？

法王：テルチェン・レーラプ・リンパに関する予言によると、彼は 101名の
化身を現すと言われています。もちろん、これは彼の主要な法主や弟子たちが

かつて述べていたことで、私自身はこのことについて書かれた記録を見たこと

がないのですが、『後代経典大系』（bka’ yongs rdzogs ’dus pa’i mdo byang phyi
ma）には、詳細な記録が残されているはずです。

Q11：レーラプ・リンパの様々な生まれ変わりの未来の活動について、何か
お話しできることはございますか？

法王：レーラプ・リンパご自身がおっしゃるには、彼の次の生まれ変わりが

展開する事業は今より更に繁栄し、その教えは 500年もの長きにわたって世に
残ることとなるそうです。
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Q12：リンポチェ、多くの大徳が、あなたはレーラプ・リンパの生まれ変わ
りであるとおっしゃっています。あなた自身は前世のことを覚えていますか？

法王：個人的にはあまり覚えていませんし、たとえ覚えていたとしても、仏

教徒としては秘密にしておくべきでしょう。私は比丘で、比丘は特にその必要

がない限り、このようなことを話すことは禁じられているからです。

Q13：レーラプ・リンパは伝説的なテルトンでした。彼の埋蔵物（gter rdzas）
と埋蔵法（gter chos）には、何か特別な特徴があるのでしょうか？
法王：埋蔵物について言えば、彼は 1 日か 2 日のうちに、金の仏像や宝篋

（sgrom bu）などをいくつも取り出すことができました。埋蔵法について言え
ば、例えば『長寿のサーダナ—願いをかなえる宝物—』（tshe sgrub yid bzhin
nor bu）など、有雪国チベットでも未だかつて現れたことのないような深遠な
法を、彼は数多く取り出してきました。これは想像を絶することです。

Q14：『縁起除障法』というテルマが、西洋のダーキニーか誰かの助けによっ
て発見されたというお話は本当ですか？

法王：レーラプ・リンパの伝記をご覧になるのがよいでしょう。今はあまり

思い出せません。

Q15：私たちの道場では、長期的に『縁起除障法』と金剛橛のテルマが実践
されています。今後は、レーラプ・リンパのどのテルマを学び、実践するべき

でしょうか？

法王：この 2つの法は、レーラプ・リンパがご在世されていた時に最も大切
にしていたものです。レーラプ・リンパの教えは他にもたくさん残っています

ので、できる限りを尽くして実践していくべきでしょう。修行する項目が多す

ぎるのではないかと心配する必要はありません。ただ、その中で最も重要なも

のは、やはり『縁起除障法』と金剛橛です。

Q16：これまで、この世界には多くの偉大なテルトンが現れ、テルマを伝え
広めてきました。この先、チベットを含む多くの場所でテルマがどう広まって

いくかについて、どのようなビジョンをお持ちですか？
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法王：仏法がこの世から消えない限り、オギェン・リンポチェの活動も止ま

ることはありません。そして、オギェン・リンポチェの活動が止まらない限り、

「草原にキノコが生えるように、至る所にテルトンが現れる」と言われるよう

に、テルトンは絶えずこの世に現れ、様々なテルマを明らかにするでしょう。

Q17：テルトンは西洋にも現れるのでしょうか？
法王：もちろんです。教化されるべき存在がいる場所であれば、テルトンは

どこにでも現れますから、彼らがどこか 1か所だけにとどまることはあり得な
いでしょう。

Q18：あなたは生涯の大半をチベットで過ごされたわけですが、かつてチ
ベットで仏教が弾圧されていた時代、あなたはどのようにして修行と法話を続

けてこられたのですか？

法王：私が行った唯一のことは、三宝に祈ることでした。三宝の大悲の力が

あったからこそ、私自身が迫害を受けたり、苦難に直面したりすることもなけ

れば、修行や法話を行っている時に何らかの障害が現れることもありませんで

した。これはまさに三宝のご加持のおかげです。

Q19：最近、あなたが客員教授として、中国のチベット語系の高等仏教学院
で法話を行われたと伺いました。学生たちは真剣に法を学び、修行していまし

たか？ 法に対する漢族の人々の態度に、根本的な変化は見られましたか？

法王：その学院にはそれほど多くの学生はいませんでしたが、仏法を心から

愛し、修行に熱心に打ち込まれている方々も少数ながらいらっしゃいました。

私が法話を行った時も、彼らはとても喜んでくださり、真剣に修行していまし

た。その他の大多数の漢族の人々の状況についてはあまり知りません。

Q20：最後に、リンポチェから私たちに何か特別な教えをいただけませんで
しょうか？

法王：もちろんです。まず、三宝への信心を抱いてください。特に、皆さん

のラマであるソギャル・リンポチェへの信心をなくしてはいけません。次に、
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生きとし生けるもの全てに慈悲心を抱いてください。最後に、速やかに仏の境

地に至るための道である、稀有で得難い光り輝くゾクチェンの法を、根気よく

修行し続けてください。これ以上の教えはありません。

つかの間の謁見

リグル・トゥルク・リンポチェは、レーラプ・リンで法王の通訳を務めてく
ださった方です。長年の時を経てリンポチェにインタビューを行ったところ、
リンポチェは次のようにお話ししてくださいました。

現在の
リグル・トゥルク・リンポチェ

1993年、法王ジグメ・プンツォク・リンポ
チェがフランスのレーラプ・リンを訪問され

た時、私は幸運にも、リンポチェの英語通訳

として仕えさせていただく貴重な機会を得る

ことができました。当時、リンポチェは妹の

アネ・メドゥンと姪のラマ・ムンツォ、そし

て、ケンポ・ソダジとケンポ・ナムドルとい

う 2人の優秀な若いケンポを同行者として連
れておられました。私はかねてより、この偉

大なラマに関する多くの感動的なお話を耳に

していましたし、ラルン五明仏学院のことも

存じ上げていましたが、この機会に直接法王

から多くの深遠な教えと灌頂を授かることが

できたのは、私の人生において最も素晴らし

い出来事の 1つとなりました。
法王はあまりお加減が優れないようでしたので、私は個人的な謁見を求める

ことをためらっていました。しかしある朝、ケンポたちが不意に私を法王の寝

室に連れて行ってくださり、私は法王と単独で交流する機会を得ることができ

たのです。法王のような偉大なラマを前にした瞬間、私の疑問は全てどこかへ
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消え去り、気がつくと、チベットにある私の僧院のことについて話していまし

た。私の僧院はカムにあるリグル寺（ri mgul dgon pa）というカルマ・カギュ
派の小さな僧院で、当時はちょうど、文化大革命を生き延びた僧侶たちが地元

の村人たちの助けを借りて僧院を再建している最中でした。私は法王に、私た

ちがそこで若い僧侶たちを育成したいと考えていること、今、彼らに授業を

行ってくださるケンポを探していることについてお話ししました。実のところ、

私は毎年、僧院に多少の資金援助を行っており、僧侶の教育以外のことには使

わないよう彼らに伝えていました。すると法王は私に、教育がいかに重要かを

強調されました。学ばなければ、修行を十分に行う方法を知ることができない

からです。結果的に、私は法王とそれほど長い時間を過ごすことはありません

でしたが、私にとっては法王の存在と教えがあるだけで十分だったため、それ

以上何かを期待することもありませんでした。

数年後、私はある話を聞いて驚きと衝撃を受けました。法王ジグメ・プン

ツォク・リンポチェはチベットに戻られた後、ラルン五明仏学院にカギュ派の

クラスを新しく設けられ、そのクラスでカギュ派の教典を教える方として、学

識と修行経験に富んだケンポを 1名任命されたそうなのです。更に、法王はこ
の決断をした背後にある理由の 1つとして、西洋で自分の通訳を務めたことの
あるカギュ派のとあるトゥルクがそのように望んでいたからだと語られていた

といいます。

このお話が本当かどうかは分かりませんし、他のカギュ派のトゥルクが法王

のために通訳を行ったことがあるかどうかも分かりませんが、法王が望まれた

通り、法王が開かれたカギュ派のクラスからは、その後、多くの優秀なカギュ

派のケンポが輩出されることとなりました。私の僧院にいた僧侶のうちの何人

かも、ラルン五明仏学院で学習を積んだことで、優れた学者となっただけでな

く、本当の意味で仏法修行者となることができました。ラルン五明仏学院で学

ばれた方々は皆、その場所を包む雰囲気に感化されて気持ちが大きく変化し、

修行をより楽に自然に行えるようになったと言います。

今でも、ラルン五明仏学院には法王イーシン・ノルブ・ジグメ・プンツォ

ク・リンポチェの仏法の精神が流れており、法王の果てしないご加持のもと、
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偉大なケンポたちがその清らかな伝承を受け継いでいます。ラルン五明仏学院

は今もなお地球上で最も大きな仏教の中心地であり、仏法に関する影響力もお

そらく世界随一を誇るでしょう。

仁者に敵なし

ケンブリッジ大学を卒業し、翻訳家と作家として活躍しているパトリック・
ガフニー（Patrick Gaffney）は、1993年に法王のレーラプ・リン訪問に向けて
準備を進めたチームメンバーの 1人でもあります。彼は、法王に関する記憶と
思いについて、たくさんお話ししてくださいました。

現在のパトリック・ガフニー

1993年、法王ジグメ・プンツォク・リンポ
チェがフランスのレーラプ・リンを訪れた際、

私は幸運にも、法王の訪問に向けて準備を

進めるチームの一員を務めることができまし

た。私たちはかねてより、チベット仏教の学

習と修行の伝統をアジアで復興させた法王の

偉業と素晴らしい評判を耳にしており、レー

ラプ・リンパの二大転生者と言われる 2人の
大徳の出会いに興味をそそられていました。

30 年前、レーラプ・リンを訪れた法王は、
広々とした大きなテントで法話を行ってくださいました。参加者の中には経験

豊富なラマたちもいましたが、多数を占めていたのはレーラプ・リン主催の 3
か月間の夏期リトリートに参加していた仏教徒の方々でした。法王がお話を始

めると、私はすぐに法王の内に秘められた大きなエネルギー、情熱、喜びに心

を打たれました。法王の博識さと教えの奥深さについては言うまでもないで

しょう。法王がその場に座っておられる存在感、そして法王が法を説かれるお

声に、私たちは深く引き込まれました。法王は来る日も来る日も、ニンマ派の

教法、ゾクチェンの教え、金剛橛の修行法、そしてテクチューとトゥーゲルに
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ついて教えてくださり、私たちは法王の智慧と流れるような雄弁さに魅了され、

その場にいた大徳たちも皆、法王の深遠な智慧をたたえておられました。

法王は、リクパにとって非常に重要な修行法であるレーラプ・リンパの 2つ
のテルマ、『縁起除障法』と『プルパの最も深遠な真髄』の灌頂を伝授してく

ださり、またご自身のテルマである『文殊静修ゾクチェン』も伝授してくださ

いました。灌頂を伝授される際の法王の雰囲気は、まるで私たちに出世間の清

らかな認識をもたらしてくださっているかのようであり、私たちは現象一切が

清らかであるという認識と感覚の中でご加持を得ることができました。また、

ゾクチェンについてお話しされる時の法王は自信と確信に満ちており、心の本

性について明確に紹介され、ゾクチェンの相承系譜のラマたちと私たちを、直

接的な法脈の関係で結んでくださいました。法王はまるで、人間界におけるゾ

クチェンの初祖であるガラプ・ドルジェから今に至るまでの歴代の相承系譜の

ラマたち一人ひとりと、密接的なつながりがあるかのようでした。法王は、深

い慈悲心と全てを包み込むような寛大さを持ち合わせていただけでなく、自ら

をへりくだるような謙虚さも兼ね備えられたお方でした。

ある日の法話の後、私たちは幸運にも、法王に簡単なインタビューをさせて

いただく機会を得ることができました。法王は休憩時間に、リグル・トゥル

ク・リンポチェの通訳のもと、最初期からあるレーラプ・リンの古屋の奥の間

でインタビューを受けることを快諾してくださったのです。その日の午後、法

王は部屋のベッドに背を預けて休憩をとられながら、インタビューを受けてく

ださいました。私は勇気を出して、文化大革命の苦難の時代にどのように生き

延びてこられたのかを尋ねたのですが、法王のシンプルな解答には本当に驚か

されました。法王は「私はただ、仏法僧の三宝に全ての信心を捧げただけです。

どんな困難もそれだけで乗り越えてきました」とお答えになられたのです。法

王は、この疑いたくなるほどシンプルな回答の中で、信心によってもたらされ

る活力、そして信心がなし得ることについて、説得力のあるメッセージを伝え

てくださいました。

法王の並外れた功徳と証悟のご加持もさることながら、法王の訪問がレーラ

プ・リンに与えた影響についても、私はよく考えることがあります。法王が
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レーラプ・リンを訪れて法話を行われてからというもの、レーラプ・リンは日

を追うごとに成長し、法話、法会、リトリートなど、様々な行事が絶えず催さ

れるようになりました。法王の訪問は、弟子たちの心に忘れがたい印象を残し

ただけでなく、レーラプ・リンとリクパの未来の発展にも深く遠大な影響をも

たらしたのです。

法王ジグメ・プンツォク・リンポチェのレーラプ・リンへのご来訪は、私た

ちにとって歴史的な瞬間であり、そこには深い意味と忘れがたいご加持があり

ます。その比べようのない偉大さと余韻は、長きにわたって私たちの心に残り

続けることでしょう。

この回想の中で、パトリック・ガフニーは法王がレーラプ・リンに残された
深く遠大な影響について触れていますが、実は私も同じように感じていました。
レーラプ・リンだけでなく、ドルジェ・デンマ・リン、ジガル・コントゥル・
リンポチェの道場、ギャトゥル・リンポチェのタシ・チューリンとイェシェ・
ニンポ・オギェン・ドルジェ・デンも、道場が開かれて間もない頃に法王が訪
問されたのですが、今でもこれらの道場は依然として繁栄しており、積極的に
仏教行事や活動を続けています。このことは、1993 年の法王の欧米巡行が、
多くの道場に繁栄と発展の縁起をもたらしたことを、明白に物語っていると言
えるのではないでしょうか。
こうして、法王のフランスでの弘法活動は幕を閉じました。
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10駅目
8月 31日〜9月 24日

帰還



スケジュール
SCHEDULE

8月 31日 レーラプ・リンを離れる

9月 1日 パリで飛行機の乗り継ぎ

9月 2日 香港に到着

9月 3日 『文殊静修ゾクチェン』の灌頂

9月 4日 『縁起除障法』の灌頂

9月 5日 『プルパ・グルククマ』の灌頂と簡単な法話

9月 6日 台湾に到着

9月 7日 グル・リンポチェの灌頂と簡単な法話

9月 8日 『プルパの最も深遠な真髄』の灌頂と簡単な法話

9月 9日 『智慧薩埵文殊』の灌頂と簡単な法話

9月 10日 往生法の伝授と簡単な法話

9月 11日 『文殊静修ゾクチェン』と『プルパ・グルククマ』の灌頂



9月 12日 『グル・ドルジェ・ドロ』の灌頂と簡単な法話

9月 13日 香港に移動

9月 14日 深圳を経由して成都に移動

9月 15日 午前に清定上師へ長寿仏の灌頂を伝授
午後に検査入院

9月 16〜17日 身体検査

9月 18日 退院

9月 19〜20日 茶店子で仏教徒の方々に法話と灌頂を行う

9月 21〜22日 ダルツェンド（康定）に到着し、関連部署に旅程を報告

9月 23〜24日 ダルツェンド（康定）を離れ、ラルン五明仏学院に帰還



帰還

経由地の香港にて

8月 31日、レーラプ・リンを離れた私たちは車でモンペリエの空港へ行き、
1 時間半のフライトでパリに移動し、パリで一泊しました。翌日の午後、パリ
で別の飛行機に乗り継いだ私たちは、10 時間余りのフライトで 9 月 2 日に香
港に到着し、香港のペルユルセンターに宿泊しました。

ペノル法王はより幅広く弘法利生を行うため、世界各地に数多くの仏教セン
ターを設立されています。香港のペルユルセンターもそのうちの 1つで、1990
年の年始に設立されました。法王が 1990 年の年末にネパールから香港を経由
して帰国された際も、ペルユルセンターで 2、3 日宿泊されました。ペルユル
センターはインドにあるペノル法王のナムドルリン僧院に帰属しているため、
センターにはよくナムドルリン寺から優秀な僧侶が派遣され、道場の管理や法
話などを任されていました。
法王は欧米諸国での弘法活動を終えられたばかりでお疲れになっているよう

でしたが、それでもお休みになることなく、立て続けに香港で 3日間に及ぶ弘
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法活動を行われることとなりました。その間、中国語の通訳は私が担当し、広
東語の通訳は他の方が担当しました。

9月 3日から 4日にかけては、法王がペルユルセンター内部の弟子たちに向
けて 2回の灌頂と簡単な法話を行われ、それぞれ 1日目に『文殊静修ゾクチェ
ン』の灌頂、2日目に『縁起除障法』の灌頂を伝授されました。

9月 5日には、1,000人の観客を収容できる大会場でドルジェ・プルパの法会
が挙行され、法王は『プルパ・グルククマ』の灌頂を伝授し、帰依を行い、大
悲心と菩提心に関する教えを講話されました。参加者の方々の表情には法王へ
の強い信心が表れており、主催元が福引を用意してくださったことも相まって
か、会場の雰囲気は大いに盛り上がりを見せていました。
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今回、欧米に 3か月間滞在して私が
感じたことは、東洋と西洋では、感動
するポイントから笑いのツボに至るま
で、人々の性格に大きな違いがあると
いうことです。当時の香港はまだイギ
リスの統治下にあり、返還されていま
せんでしたが、それでも香港の人々の
性格は比較的東洋的でした。感性豊か
で、親切で明るく、思ったことは直接伝えてくださる方々が多かったように思
います。喜びに満ちた彼らの眼差しの中で、法王はいつにも増してリラックス
したご様子で法話を行われており、彼らに役立つ教えをたくさんお話ししてく
ださいました。
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台湾へ

提供：密蔵院

9月 6日、法王は 1時間余りの
フライトで香港から台湾の桃園国
際空港に移動されました。空港で
は、チベット仏教や中国仏教を信
仰する在家と出家の仏教徒たちが、
手に花やカタを持って法王を出迎
えていました。
空港を離れると、法王は台北市

の新店区にあるペルユルセンター
に向かわれました。ここは台湾に
あるペノル法王の 7 つのペルユルセンターのうちの 1 つで、正式名称は「ペ
ルユル・チャンチュプ・タルギェリン・ダルマ・センター」（Palyul Jangchub
DhargyeLing Dharma Center）といいます。
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台湾滞在中、法王はこの新店区ペルユル
センターに宿泊され、翌日からの 6日間に
わたって弘法活動を行われました。私はそ
の間の中国語通訳を担当させていただきま
した。

9 月 7 日の午後、法王は新店区ペルユル
センターでグル・リンポチェの灌頂を伝授
し、帰依に関する教えを講話されました。ラマ・ムンツォは観音菩薩の灌頂を
伝授されました。

提供：密蔵院

9 月 8 日の午前、法王は新店区ペルユル
センターで『プルパの最も深遠な真髄』の
灌頂を伝授し、菩提心に関する教えを講話
されました。

9月 9日、法王は車に 3時間乗って台中
市に移動し、田璧双居士が 1985 年に創設
した密蔵院で『智慧薩埵文殊』の灌頂を伝
授し、密法を修行することの重要性につい
てお話しされた後、その日のうちに車で台北市に戻られました。

提供：密蔵院
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提供：密蔵院
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9 月 10 日の午前、法王は新店区ペルユルセンターで往生法を伝授されま
した。

9 月 11 日の午後、法王は台湾鉄道ビルの公演ホールで『文殊静修ゾクチェ
ン』と『プルパ・グルククマ』の灌頂を伝授されました。

9 月 12 日の午前、法王は新店区ペルユルセンターで『グル・ドルジェ・ド
ロ』の灌頂を伝授され、ゾクチェンの起源と功徳についてお話しになりました。
午後には、皆さんと共にツォを行われ、台湾での弘法活動を企画してくださっ
た主催者の方々と面会されました。

9月 13日、私たちは飛行機で香港に戻りました。

提供：密蔵院

341



帰還

提供：密蔵院

342



帰還

ラマのラマ

最近、私たちは法王の台湾訪問を企画してくださった主な主催者の 1人であ
る丁乃竺にインタビューを行いました。丁乃竺は第一世代のチベット仏教徒で、
1980 年代には数多くのチベット仏教の大徳を台湾に招き、その弘法活動を支
えてきました。法王について、彼女は次のように振り返りました。

私は国立台湾大学で哲学を専攻していた時にチベット仏教に触れる機会があ

り、友人からの紹介で五峰山の「南方宝生仏刹」という仏教センターに加入し

ました。このセンターは台湾で初期に開かれたチベット仏教センターの 1つで
す。1980 年代半ばから、私はチベット仏教のリンポチェたちを台湾に招いて
弘法活動をお支えするようになり、ニンマ派の教主であるペノル法王を招待す

ることができたのは大変な幸運でした。ペノル法王は初めて台湾を訪問された

際に私の家に滞在されたのですが、その後も何度か台湾を訪れられ、数年とい

う短期間でペルユルセンターを設立し、多くの弟子を迎え入れられました。

1990 年頃、ペノル法王が台湾を再訪して弘法活動を行われていたある日の
こと、法王は私に直々に「法王ジグメ・プンツォク・リンポチェは私の根本ラ

マです。リンポチェが台湾に来たら、できる限りを尽くしてリンポチェをもて

なし、リンポチェの弘法活動を支えてください」とおっしゃいました。このお

言葉を聞いて、私は少し驚きました。ペノル法王は大変偉大なラマで、大きな

影響力を持つ悟りを開かれたお方ですから、そんなペノル法王の根本ラマは

いったいどのような人物なのだろうと思ったからです。

ペノル法王からのご用命を受けた私たちは、法王ジグメ・プンツォク・リン

ポチェの台湾訪問を非常に重視し、新店区ペルユルセンターと密蔵院の合同で、

法王のご到着に備えて十分かつ細心の準備を進めていきました。そして 1993
年 9月、法王ジグメ・プンツォク・リンポチェは予定通り台湾を訪問され、私
たちは法王の台湾における弘法活動の盛況ぶりを目の当たりにしたのでした。

法王が台北市で行われた活動にも、台中市で行われた活動にも、チベット仏

教や中国仏教を信仰する多くの仏教徒が集まりました。参加者の方々はそれぞ
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れ異なる伝承に沿って仏教を信仰していましたが、誰もが法王のような偉大な

ラマと法のご縁を結びたい一心で一堂に会していました。台湾滞在中、法王は

台湾鉄道ビルの公演ホールで大規模な灌頂法会を開催されたのですが、私たち

はその日の灌頂法会のために高さ約 2メートルの法座を特注し、八吉祥紋や美
しい花々など様々な装飾品で会場を飾りました。

提供：密蔵院

法王ジグメ・プンツォク・リン

ポチェに初めてお会いした瞬間、

私は法王から大きな力を感じ、法

王の強いエネルギーとパワーに圧

倒されました。私は法王ジグメ・

プンツォク・リンポチェにお会

いする前、幸運にもドゥジョム・

リンポチェとディルゴ・キェン

ツェ・リンポチェに近距離で接す

る機会があり、この 2人の偉大な
ラマからも圧倒的なエネルギーを

感じたのですが、ドゥジョム・リ

ンポチェは大きな優しさに満ちた

母性に近いエネルギーをまとって

おり、ディルゴ・キェンツェ・リ

ンポチェは堂々とした威厳に満ち

ておられたのに対し、ジグメ・プ

ンツォク・リンポチェの大きなお

体からは、鋭い刃物のように直接的で鋭い強大なオーラが放たれていたように

感じます。法王からみなぎるエネルギーは、私に鮮明な印象を残しました。

法王ジグメ・プンツォク・リンポチェは、尼僧であるご自身の姉と姪を連れ

ており、姪御さんはダーキニーのイェシェ・ツォギャルの生まれ変わりでもあ

りました。他にも数名の僧侶が同行しており、ケンポ・ソダジもそのうちの 1
人だったのですが、当時の私はケンポ・ソダジを見て「このチベット人僧侶は
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まだお若いのに、なんて中国語が堪能なのだろう」と大変驚きました。当時の

ケンポ・ソダジは大変若く、少し控えめで笑うこともあまりなかったので、少

し堅い印象を受けることもあったのですが、大変端正なお顔立ちをされていま

した。

法王の台湾での日程のほとんどが灌頂だったのですが、私たちは法王が授け

てくださった法の全てを心から大切にしていました。私にとって特に印象的

だったことは、法王が灌頂を伝授された後に、よく姪御さんが、関連する儀軌

や手引きの口伝を読み唱えてくださったことです。彼女は大変若く、端正なお

顔立ちをされており、物静かで、水のように柔らかいオーラを全身にまとって

いました。当時は、台湾だけでなく欧米諸国でも、法を伝え広めてくださる

女性のラマは珍しい存在でしたから、この時の光景は今でも鮮明に覚えてい

ます。

法王は灌頂を伝授されている最中、折に触れてご自身の体験をお話ししてく

ださいました。ある時、法王がテルマを取り出された際の不思議な体験をお話

ししてくださったのを今でも覚えています。そのテルマは法王が飛行機にお乗

りになられている時に現れて、その時、法王はお休みになられていたそうなの

ですが、どういうわけかそれを取り出すことができたそうなのです。詳しいこ

とはあまり思い出せません。

また、法王が若い頃に経験されたある出来事についても、人づてにお話を伺

いました。そのお話は次の通りです。法王が仏法の聞思修に励んでいたある日

のこと、若くて美しい女性が法王のところにやってきて、自分は法王と宿世の

ご縁を持つ羯磨印契女であるため、自分を迎え入れてほしいと伝えました。法

王はしばらく考えた後、彼女の提案をお断りしましたが、その女性は、ある場

所で法王の気が変わるのを 1 か月間待つと言いました。しかし、1 か月経って
も法王はその場所へ行かなかったため、その女性は姿を消しました。後に、法

王があるラマにこのことをお話しすると、そのラマはため息交じりに「あなた

は仏法の荘厳な一面しか知らず、もう一つの側面を知らないのですね」とおっ

しゃったそうです。
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法王にまつわるこのお話、特に法王のラマのお言葉は、私に大きな気付きを

与えてくれました。出家者に限らず、在家者も同じように修行者としての成就

を遂げられること、仏法のご加持があれば、出家者も在家者も同じように素晴

らしい成就を遂げられるということを教えてくれたのです。

私は応接者の 1人として、法王に個人的に謁見する機会を得られたことを大
変光栄に思います。謁見の際、私は善根を植えていただきたい一心で末娘を一

緒に連れていき、母子共に法王から頭頂へのご加持を授けていただきました。

法王は大きくて温かな手を私の頭上に置いて経典を読み唱えてくださり、その

瞬間、私は温かな流れが全身に満ちていくのを感じました。当時、私は法王が

目の病を患っておられることを知っていたため、もしかしたら周囲の光景でさ

えもあまりよく見えていらっしゃらないのではないかと心配していたのですが、

近距離で法王と接してみると、とても目の不調を抱えている状態には思えない

ほど自然体でいらっしゃいました。

現在の丁乃竺

法王が台湾を訪問された頃、私は日中に仕

事をしながら 2 人の娘の面倒を見ており、
仕事の合間にも夫の頼声川と共に「表演工作

坊」（Performance Workshop）の事務を処理
する必要があったため、多忙を極めていたの

ですが、それでも何とかスケジュールを調整

し、法王が台北で行われた全ての仏教行事に

参加しました。私たち一人ひとりにとって法

王のご来訪は大変な幸運であり、法王のご来

訪を心より感謝しています。法王がご円寂さ

れてから 20 年近く経った今でも、私は法王
のことを思い出すたびに、自然と力強いエネ

ルギーに包まれるように感じます。

インタビューの最後に、丁乃竺は自分の髪を触りながら、冗談混じりに「私
は髪を虹色に染めました。私は虹が大好きです。今世で虹の体を成就すること
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は難しいかもしれませんが、それでも虹を頭に乗せることで、いつか必ず虹の
体を成就できる時が来るということを思い出すことができるのです」と語りま
した。

成都へ帰る

9 月 14 日の朝、私たちは香港から車で税関を通って深圳に移動しました。
当時は税関を通るたびに、何かトラブルが起きないか心配で緊張していたので
すが、成都へ帰る際は比較的順調に通過することができたので良かったです。

税関を通った後、法王はあるレストランで朝
食を取られました。一部の方々はわざわざ香港
から見送りに来てくださり、法王に題辞をお願
いしていました。その際に法王がチベット語で
直筆された偈頌を翻訳すると「仏の事業が十方
で栄え、吉祥と徳がみなぎりますように。施主

が病にかかることなく長生きし、円満な享受を得られますように」という意味
合いになります。法王は、これは今回の弘法活動でご縁を結んだ生きとし生け
るもの全てへの祝福でもあるとおっしゃいました。
その後、私たちは深圳の空港から約 2時間余りのフライトで成都の双流国際

空港に移動しました。成都は大変暑かったのですが、弟子たちの気持ちの高ぶ
りはそれにも勝るほどの勢いでした。学院の出家者の多くは、法王がお帰りに
なる知らせを聞きつけて、すでに何日も前から成都で待機しており、トゥル
ク・テンジン・ギャムツォ、ケンポ・ツルティム・ロドゥ、ケンポ・シェーラ
プ・サンポ、ケンポ・チメー・リクジンなどの高僧大徳の方々も、法王を出迎
えるために学院から成都に移動されていました。全国各地からも多くの仏教徒
がこの日のために集まっていたため、空港は大勢の人だかりができて大変な賑
わいを見せていました。待ちに待った法王のお姿が見えた途端、弟子たちはこ
の約 100日で募りに募った思いが涙となって目から溢れ、大声で歓声を上げな
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がら、様々な方法で法王への思いの丈を表していました。聞くところによると、
この日は双流国際空港建設以来、最も賑やかな日だったそうです。

その後、法王はダルツェンドホテル（現カンゼホテル）へ行ってお休みにな
られることとなりました。ホテルへ向かう道中、私はケンポ・チメー・リクジ
ンとケンポ・ノルパ（mkhan po nor pa）と同じ車に乗ることとなり、いろい
ろな出来事について楽しくお話ししました。この 3か月間、連絡もろくに取れ
ない状況だったため、私は両親がまだ健在であるかが気になり、彼らに私の両
親の状況について伺いました。すると彼らは「ご両親は学院であなたの帰りを
待っていますよ」と教えてくださいました。
ホテルに着いて、法王の周りを大勢の古い弟子たちが囲んでいる光景を見て

いると、私はなんだかとてもほっとした気持ちになりました。外出時は法王の
おそばに私 1人しかいなかったため様々な心配があったのですが、こうして法
王が海外でトラブルに見舞われることなく無事にお帰りになられたことを実感
して、私もようやく肩の荷を下ろすことができたようです。
この日の夜、私はぐっすりと熟睡することができました。この 3か月間で一

番よく眠れた日だったのではないかと思います。
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不変の信心

今回の法王との旅で、私は法王への信心がますます強まりました。
法王のおそばにいると、常々、法王の類いまれな智慧を身に染みて感じるこ

とができ、ふとした因縁で法王の中から不可思議な境地が流れ出てくることが
多々ありました。これらはいずれも法王が生まれながらにして備えておられる
もので、今世の努力で得られたものではないでしょうから、このこともまた、
前世と来世が存在することを裏付けているように感じます。
私にとって、真の善知識とはまさに法王のようなお方です。法王以上に素晴

らしいラマは存在しません。私の中では、法王はグル・リンポチェやロンチェ
ン・ラプジャムパのような先代の大徳たちにさえ肩を並べられるようなお方で
す。法王は彼らと異なる時代に生きていただけで、もし同じ時代に生きていた
としたら、きっと彼らのような存在になっていたに違いありません。私の心に
は、よくこのような信心が湧き起こります。
このような信心は、わざわざ清らかな心を抱こうとしなくても自然に心の中

に湧き起こるもので、言動や立ち居振る舞いなどのどの面から見ても、法王は
常人の域を超えています。どんな人でも、法王のお体を目にすれば、心が速や
かに変化していくでしょう。法王のお声を聞けば、思わず惹きつけられるで
しょう。法王のお心に祈りを捧げれば、たちどころに大きなご加持を感じられ
るでしょう。これこそまさに、仏と菩薩たちの持つ特別な力ではないでしょ
うか。
私は 19 年間法王に師事してきましたが、1985 年に初めて法王にお会いし、

2004 年の年始に法王が他界される時まで、一瞬たりとも法王に邪見を抱いた
ことはありません。今思えば、これはおそらく私の生涯で最も大きな成就と言
えるのではないかと思います。
法王は常々「たとえ弟子が望んでいなくても、ラマとはいつか必ずお別れす

ることになります」とおっしゃっていました。法王が他界されてから、私はま
るで両親を失った孤児のように、1 人孤独にこの世界に取り残されていて、い
つも法王のことを思うと心の中が空っぽになります。私はよく「ラマの色身は
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法界に溶け込んだとしても、ラマの法身はいつまでも私たちと共にある」と自
分を慰めるのですが、それでも今となっては、映像を通じてラマのお姿を見た
り、音声を通じてラマのお声を聞いたり、夢の中でラマのお体に触れたりする
ことしかできず、どれだけ探してもラマはもうこの世にいません。
多くの人にとっては、ラマとの関係が近くなればなるほど、ラマが普通の人

間に思えて、いろいろな欠点が見えてくるようになるかもしれませんが、私は
法王との関係が近くなればなるほど、信心がより強くなっていきました。長年
にわたって師事してきた中で、このような信心はわずかに揺らいだことさえな
く、むしろ日を追うごとに堅固なものになっていきました。他界された両親へ
の思いは時間が経つにつれて薄れていくかもしれませんが、ラマへの思いは、
ラマがご円寂された後もますます強まっていくばかりです。かつて法王が「い
つか私がこの世からいなくなったあと、皆さんの信心はより強まっていくのか
もしれません」とおっしゃっていた通りになりました。
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病が消えたこと

私たちは 1991 年に綿陽市や重慶市で多くの道場を設立しました。その際、
現地の弟子たちからの招待で、法王は 1993年の 9月 15日に再びそれらの地を
訪れて弘法活動を行われることとなっていました。しかし、当日に突然、清定
上師の危篤の知らせを受け、アネ・メドゥンも病状が深刻であったため、法王
はやむを得ず綿陽市や重慶市への訪問を断念し、代わりにケンポ・ツルティ
ム・ロドゥやトゥルク・テンジン・ギャムツォなどを含む 4名の弟子たちを向
かわせました。

9 月 15 日の午前、法王は成都の昭覚寺を訪れて清定上師を見舞われました。
清定上師のお顔はひどくやつれており、病状の深刻さを物語っていました。法
王は清定上師に長寿仏の灌頂を伝授され、この縁起により、清定上師の体調は
徐々に回復していきました。
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その後、アネ・メドゥンは陸軍総合病院で検査を受け、急性虫垂炎と診断を
受けました。法王も海外での長旅で疲れがたまっており、帰国後に身体検査を
する必要があったため、法王とアネ・メドゥンはその日のうちに入院されるこ
ととなり、その間、私が付き添いで通訳をさせていただきました。アネ・メ
ドゥンは本来手術を受ける予定となっていたのですが、再検査後の医師の診断
により、まず点滴を打って炎症を抑えることとなりました。1 日点滴を打って
再び様子を見ると、アネ・メドゥンの症状はほぼなくなっており、法王も約 2
日間の身体検査で特に異常が見つからなかったため、2 日後、お二人とも無事
に退院されました。
退院後、法王は茶店子にある宿に宿泊され、漢方で体のケアをしながら過ご

されていました。この間にも全国各地から大勢の仏教徒が続々と集まってきて
おり、人々は夜が明ける前から長蛇の列をなして並び始め、建物の廊下まで大
勢の人々でひしめき合っていました。法王は人々の願いに応えるため、朝から
晩まで彼らに頭頂へのご加持を授け、灌頂や法話を行われていました。
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また、法王はこの間に、学院の僧侶たちの生活の便を考慮されて、東風のト
ラックを男女別にそれぞれ 1 台購入されました。2 台のトラックにはお米が
入った袋がぎっしりと積まれており、法王は学院にお戻りになられた後に、そ
れらを僧侶たちに配られました。
私は欧米諸国で撮影した法王のお写真を現像し、法王が学院にお戻りになら

れた際に僧侶たちへ贈るプレゼントにすることにしました。

ラルン五明仏学院への帰還

9月 21日、私たちは成都を離れてダルツェンド（康定）に移動しました。法
王はダルツェンド（康定）に 1日滞在され、関連部署に旅程を報告し、座談会
に参加されました。

23日、私たちはダルツェンド（康定）を離れて移動を再開しました。道中で
ラガン（lha sgang,塔公鎮）を通りかかった際には、ラガン寺（lha sgang dgon
pa, 塔公寺）の僧侶の方々から招待を受け、法王が舎利宝殿に開光儀式を行わ
れました。その後、法王はラガン・ジョウォ（lha sgang jo bo）の仏像の御前
で、皆さんを率いて『普賢行願品』を読み唱えられ、ラガン寺の僧侶と現地の
仏教徒の方々へのご加持も授けられました。
パルメー（bar smad, 八美鎮）に着くと、トゥルク・ルントク（sprul sku

lung rtogs）が道沿いのとある場所、すなわち現在トゥルク・ルントクの寺院
が建っている場所にテントを張ってくださっており、そこで休憩をとられるよ
う法王を招待してくださいました。その際、トゥルク・ルントクは法王に大き
な法螺貝を 2つ供され、法王はそれらをその場で吹かれた後、ラルン五明仏学
院の漢族の学習団体である「降魔勝利州」（bdud las rnam rgyal gling）に贈呈
されました。
夜になると、私たちはナクティン草原（nags brin rtswa thang）のラプガン

寺（rab sgang dgon pa）に着きました。法王は大勢の弟子たちを連れていたた
め、ラプガン寺の僧侶の方々が、法王の弟子を 1名ずつ自分のお部屋に泊めて
くださり、残りの弟子たちは大殿堂に泊めていただくこととなりました。
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24日の朝、私たちはラプガン寺を離れました。車でタウ（道孚）へ移動した
後、法王は大きな白い塔に開光儀式を行い、仏教徒の方々にご加持を授け、簡
単な法話を行われました。
道中では、至る所に寺院の僧侶や仏教徒の

方々を見かけることができ、道沿いにテント
を張って中でお休みになるよう法王を招待し
てくださる方や、道沿いで煙を焚いて法王の
帰還を歓迎する方もいました。法王は時折、
車の窓を下ろして彼らに頭頂へのご加持を授
けられ、時折、彼らに簡単な法話を行われて
いました。
その日の午後、私たちはようやく

ラルン五明仏学院に到着しました。
黄色い袈裟を身にまとった僧侶たち
が道路の両脇に列をなし、至る所で
煙が焚かれ、法器が鳴らされており、
盛大な歓迎の儀式が催されていまし
た。法王はそのまま大経堂へ向かわ
れ、今回の海外巡行中での出来事に
ついて僧侶の方々にお話しになりました。そして、師弟再会の喜びの中、法王
はご自分の住居に戻られたのでした。
こうして法王は無事に帰還され、弘法活動も円満に幕を閉じました。

354



帰還

エピローグ

10 月末、私はトゥルク・テンジン・ギャムツォと共にセルタ市内へ行き、5
日間かけて、海外から持ち帰ってきた音声や映像のデータを編集し、チベット
語と中国語のナレーションをつけて、1993年の法王の欧米巡行をまとめた約 3
時間のドキュメンタリー動画を作成しました。この動画は、VCD にして学院
内で流通させました。
その後、法王はアメリカで一髻羅刹女から授かった授記に従い、自分と同年

代の年配の方々や、出家するご縁がなかった在家者の方々のために、チベット
族の居士林を設立するご意向を固め、居士林経堂の建設に着手し始めました。
当初は 4つのご家庭が居士林に応募し、私の両親もその一員でした。その後、
居士林は規模の拡大に伴って人数も増えていき、居士林に住む人々が建てた木
の小屋はラルン山谷の下の斜面を覆うように広がっていきました。それまでチ
ベットには居士林を設立する伝統がなかったため、法王のこの取り組みはチ
ベット仏教における新たな幕開けとなったのではないかと思います。
居士林の建設以外にも、法王は生涯で数多くの偉業を成し遂げてきました。

例えば、文化大革命後の僧団内の問題を是正し、戒律と誓言に違反した者は僧
衆と共に暮らすことを許されないという仏の教えを厳格に実践したこと、ラル
ン五明仏学院に大規模な尼僧の道場を開き、多くの尼僧を弟子として迎え入れ
たこと、中国各地で広く弘法活動を行い、大勢の漢族の人々を弟子として迎え
入れたこと、これらの活動はいずれも仏教の歴史に深く刻まれた不滅の功績で
あり、法王の遠大なビジョンと類いまれな願いの力を表していると言えるで
しょう。
法王はラルン五明仏学院にお戻りになられた後、再び僧衆に向けて法話を行

い始め、その年の冬には、ロンチェン・ラプジャムパの大著『ゾクチェン心性
安息論広釈—大きな乗り物—』（rdzogs pa chen po sems nyid ngal gso’i ’grel
chen shing rta chen po）を解説されました。チベットは極寒の地域ですが、法
王のおそばで素晴らしい大乗仏法を学び、法王の諄諄なる教えを聞くことがで
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きたあの頃の私たちは、きっと誰もが心温まる思いでいたのではないかと思
います。その後も、私たちは法王のもとで聞思修を絶え間なく続けていきま
した。

甘美な甘露の精髄のようなお言葉と、
温かなご加持の息が消えないうちに、
縁ある聡明な若者との宴に向けて、
この素晴らしき金言を書き留めます。

体の若々しさが下へ下へと衰えても、
心の朝日はますます明るさを増すばかりで、
敬虔な信心によってラマに師事することで、
深遠なる法の甘露を享受することができました。

恩あるラマがお説きになられた教えが、
片言隻語でさえも失われることのないよう、
努めて文字に書き起こしました。
解脱を望む縁ある人々にお喜びいただけますように。

意味の要点は誤らないよう努めましたが、
不適切な表現や無関係などの過失があれば、
過失の一切を、三根本、護法神、
金剛兄弟に心から懺悔いたします。

本書に執筆にほんのわずかでも善根があるのなら、
母なる一切衆生に余すことなく廻向します。
徳を備えたラマの境地を現前させ、
一気に原初の地（gdod ma’i sa）まで駆け抜けますように。

本書『西への旅路』は、チベット暦の水の兎の年の 2月 25日（西暦 2023年
4月 15日）に、ソダジという者が擱筆いたしました。
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訳者あとがき

本書『西への旅路—30 年前、ラマと共に欧米諸国を訪ねて—』は、同書の
中国語訳（『西游回憶録 三十年前随上師去欧美』）およびチベット語訳（dran
ngogs kyi nub bskyod/ lo sum cu’i sngon bla ma dang lhan du phyi gling la
phyin pa/）に対する和訳を試みたものです。作中で使用されている諸資料
の起点言語が中国語、チベット語、サンスクリット語など多岐に及んだ内容
となっているため、それぞれ必要に応じて各言語から和訳を行った上で、読
みやすさ等を考慮し、本来の意味から逸脱しないよう十分な注意を払いなが
ら適宜翻案を施しています。（）は訳者による説明、〔〕は訳者による加筆を
表しています。専門用語等については、できる限り正確な資料を調べた上
で、サンスクリット語のローマ字表記、チベット語のワイリー表記、中国語
の漢字表記など、他言語の関連表記を併記するよう努めました。また、幅広
い読者の方々がよりよく理解できるよう、付録として、チベット語、中国
語、英語、日本語の表記を対応させた用語集を付しています。用語集におけ
る一部のチベット語表記は、見出し語としての常用表記を採用しているた
め、本編で使用されている表記と少し異なる場合があります。写真や画像に
関しましては、ご提供いただいたものは「提供」と記し、特別な許可を得て
他所から転載しているものは「出典」と記した上で、出所を明記していま
す。本稿は現時点での暫定的な試訳であるため、最新版はケンポ・ソダジ・
リンポチェの公式英語版ウェブサイト（www.khenposodargye.org）、また
はこちらの URL（https://drive.google.com/drive/folders/11YBrf2Rn8yGtk-
Fsiwp8IVUeZXHYRAlJh?usp=sharing）にて、今後の更新を随時ご確認くだ
さい。
日本語版の制作にあたり、内容の齟齬がないよう細心の注意を払って作業に

取り組んできましたが、もし本書の中に何らかの誤りがありましたら、ラマと



三宝の御前で誠心誠意懺悔するとともに、読者の皆様に心よりお詫び申し上げ
ます。本書に関する訂正やコメントは随時受け付けておりますので、末尾の
メールアドレスまでお問い合わせください。
最後に、『西への旅路』の制作に携わってくださった全ての方々に、心より

感謝申し上げます。本書の制作を通じて集積された功徳があるのであれば、ケ
ンポ・ソダジ・リンポチェをはじめとする全ての高僧大徳に捧げ、生きとし生
けるもの全てに廻向します。どうかケンポ・ソダジ・リンポチェが末長くご在
世されますように。法王ジグメ・プンツォク・リンポチェの教えによって、濁
世の無明の闇が払拭されますように。世界中の生きとし生けるもの全てが、究
極の平和と幸福を得られますように。

国際翻訳グループ
2024年 12月
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地名

ཀ་ལཱཱ་པ།   嘎拉巴   Kalapa   ִך؅ײ

གཉན་པོ་གཡུ་རྩེེ།   娘波耶则   Nyenpo Yutsé Mountain   ְ׍ׯ؄צ׼ְה

གཞིི་སྟོོད་ཏིི་སྒྲོོའིི་བྲག   耶多德珠岩洞   Zhotö Tidro Cave   ב֮׀ ֬׏ ⏣ᰀג

གཡུ་ཞིལ་འིབར་བ།   燃璁玉   Blazing Turquoise   ẇՓ↬֖؅ּ׈ չ㍥׃֭

ཆུ་བོ་དན་ཏིིག   单特河   Danatika River   ֬׏׼׏ ָሗ

དྷ་ན་ཀོ་ཤ   达那够夏   Dhanakosha   ׬׀؅ּד׉

དུར་ཁྲོོད་ཆེེན་པོ་བརྒྱད།   八大尸林   the eight great charnel grounds   џѸѾ㎺ᢀ

དུར་ཁྲོོད་ཆེེན་པོ་བསིིལ་སྦྱིིན།   清凉大尸林   Cool Grove charnel ground   ᱗բՠ֝ࠣՓ֖ѸѾ㎺ᢀ

དུར་ཁྲོོད་ཆེེན་པོ་སིོ་སི་གླིིང་།   索萨林大尸林   Sosaling charnel ground   ѸѾ㎺ᢀ׼׳־׆

ནོར་བཟང་ཕུག་པ།   善财洞   Sudhana Cave   സ⺊ᰀ

པདྨྨ་འིོད་ཀྱིི་ཕོོ་བྲང་།   莲花光宫殿   Palace of Lotus Light   ⨑⦂ੜչ჏᬴

བདུད་ལསི་རྣམ་རྒྱལ་གླིིང་།   金刚降魔洲   Dule Namgyal Ling, the Victorious Mara-Subduing 

Land of Larung Gar   ㏀㚖୻ૹመ

བར་དབུསི་གཙང་རུ་བཞིི།   中卫藏四翼   four central regions of U Tsang   

׍ㄉչ֯؅؄࠷ ₊�௃֪׼

བྲག་དམར་ཀེའུ་ཚང་།   红岩格仓山洞   Red Rock Cave   Ӭᅸᰀ⏣

བྲག་ཕུག་མ་ར་ཏིི་ཀའིི་ཀེའུ་ཚང་།   玛拉蒂卡山洞   Maratika Cave   ֬׏ײק ִᰀ⏣

བླ་རུང་མདོ་སྔགསི་རིགསི་པའིི་ཆེོསི་ཚོགསི།   喇荣显密中心   Larung Dharma Center of Sutrayana & 

Tantrayana   ׼״ײ㔖ფׄ؅׈׼

བསིམ་ཡསི་མཆེིམསི་ཕུ།   桑耶青普   Samye Chimphu   ְ֭ש־ ؅չנש׊�

མཆེོད་རྟེེན་བདེ་བྱེེད་བརྩེེགསི་པ།   乐积塔   Shankarakuta Stupa   ׈؅ָײִ׼׬׀չ໨
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མཚོ་འིོ་མ་ཅན།   乳海   the milky lake   ᰲ࡝

མི་འིགྱུར་ལྷུན་གྱིིསི་གྲུབ་པའིི་གཙུག་ལག་ཁང་།   不变自成宫   the Monastery of Unchanging 

Spontaneous Presence   ࠢམճӕṄᓱᄲչ᬴ົ

མེ་རི་འིབར་བ།   火焰山   Blazing Fire Mountain   ẇՓ↬֖᷿չҀ

ཟ་ཧོོར་གྱིི་ཡུལ།   萨霍国   Zahor   ״؅פ־

ཟངསི་མདོག་དཔལ་རི།   铜色吉祥山   Glorious Copper-Colored Mountain   ㈜Ӝ౒⌠Ҁ

འིབྲསི་སྤུངསི་ཀྱིི་མཆེོད་རྟེེན།   米积大塔   Dhanyakataka Stupa   ִ׈ִ׬ה؅׉չ໨

འིོག་མིན།   密严刹土   Akanishtha   ფఓᰚѳ

ཡང་ལེ་ཤོད་ཀྱིི་བྲག་ཕུག   扬列雪岩洞   the rock cave of Yanglesho؅׮׀׵׼׭���չᰀ⏣

རྫ་སྟོོད་ལྕང་མ་རི་ཁྲོོད།   石渠江玛佛学院   Changma Buddhist Academy in Sershul   

႘㏎࢔ק׼׬׊㨤ӁᲝ㨥չ״׮׀״ׄ

རྫུ་མེད་ཆེོསི་ལྷསི།   子美曲列   Dzimé Chölhé   ׵؅׮׊؅ת׃

རི་བོ་མ་ལ་ཡ།   布息山   Mount Malaya   ׭ײקҀ

ལྷོ་ནུབ་རྔ་ཡབ་སྲིིན་པོའིི་གླིིང་།   妙拂罗刹洲   Chamaradvipa, Ngayab Ling   

⛋ଅչᆠղՍ֖р௙չײק؅׬׊መ

སྐུ་མཁར་སིེང་འིབྲུག་སྟོག་རྩེེ།   狮龙虎顶宫堡   Sengtrug Tagtse Castle (Lion Cub Tiger Peak 

Castle)   ׄג֮׼ ָָ׈ ְ׍ ນ໮

སྟོོད་མངའི་རིསི་སྐོོར་གསུམ།   上阿里三地   the three upper regions of Ngari   ࠟㄉչֵ؅׳�แ຤

སྤ་གྲོོ་སྟོག་ཚང་།   虎穴   Paro Taktsang   ָ׈؄׶ך ׍ ֪׼

སྨད་མདོ་ཁམསི་སྒང་དྲུག   下多康六冈   six lower regions of Dokham   ࠠㄉչשִג�ԍแ

སྲིེད་མེད་བུའིི་ཕུག་པ།   那罗延窟   Narayana Cave ��メ⛋ዃ⏣

ཧོསི་པོ་རི།   黑波日山   Mount Hepori   ׳؄צס



付録　用語集

364

ཨ་སུ་རའིི་བྲག་ཕུག   阿苏拉山洞   Asura Cave   ֫ ⏣ᰀײׂ

ཨོ་རྒྱན་གྱིི་ཡུལ།   乌仗那国   Oddiyana   ֯א֬׌ ד؅׭

  

教典名

ཀྱིེ་རྡོོ་རྗེེའིི་རྒྱུད།   喜金刚续   Hevajra Tantra   ֪׽؅ס ײב׼׈؄ײׁ׮

ཀློོང་གསིལ་འིབར་མའིི་རྒྱུད།   明界炽燃续   Blazing Clear Expanse Tantra   ᝨₘ᷷Ṿײב׼׈

ཀུན་བཟང་དགོངསི་པ་ཟང་ཐལ།   普贤通彻密意   Unimpeded Wisdom Intent of Samantabhadra   

ិ⺿չᑃ⼅չぺ፜

ཁྲོིད་ཡིག་ཡེ་ཤེསི་ཐིག་ལེ།   引导文·智慧明点   Wisdom Bindu: A Commentary Summarizing the 

Heart Essence   ґዝ՘Ĵេᒀչ֬׏ Ĵ׵ָ

ཁྲོིད་ཡིག་ལམ་བཟང་ཡེ་ཤེསི་སྙིིང་པོ།   引导文·妙道智藏   The Excellent Path of the Heart of 

Wisdom: A Special Commentary   ґዝ՘Ĵസ՘ェչេᒀչ⇙㘴Ĵ

ཁྲོིད་ཡིག་སིངསི་རྒྱསི་ལག་སྟོེར།   手中赐佛   Placing Buddhahood within Reach   ֝࢔ґ࠷նᗤ՜֖

ཁྲོིད་ཡིག་སྙིིང་པོ་བཅུད་དྲིིལ་ཐིག་ལེ་གསིང་རྫོགསི།   引导文·圆密明点   Heart Essence of Chetsun: The 

Perfect Secret Bindu   ⇙㘴֝ⳡ╯բժґዝ՘Ĵઇ᳚յ֖ ⍤ფչ֬׏ Ĵ׵ָ

གཉུག་སིེམསི་ཟུར་དཔྱད་རྡོོ་རྗེེ་རིན་ཆེེན་ཕྲེེང་བ།   探究本心·金刚宝鬘论   Exploring the Nature of Mind: 

Treatise of the Precious Vajra Garland   ఄ૲չҎչᗷ᭴ĴӸଙჄ㙮Ĵ

གནསི་ལུགསི་མཛོོད།   实相宝藏论   Treasury of the Natural State   Ⴥ⇀չჄ⨿

གཟེར་བུ་བདུན་པ།   七钉   Nailing Down the Seven Points   �կչㆠ

གྲོོ་ལོད་བདེ་གཤེགསི་ཡོངསི་འིདུསི།   忿怒善逝总集   Dorje Drolo, Complete Sugata Assembly   

ᒬ᎐չസぼչ集Տ

གསིང་བ་འིདུསི་པ།   密集续   Guhyasamaja Tantras   ⍤ფ集ײב׼׈࣋
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གེ་སིར་གྱིི་སྒྲུང་།   格萨尔王传   Epic of King Gesar   ֺ״־ᾄ࣍

ངལ་གསིོ་སྐོོར་གསུམ།   三休息   Trilogy of Rest���ႱᏒ�ㄉࣷ

ངེསི་དོན་ཕྱག་རྒྱ་ཆེེན་པོའིི་སྨོན་ལམ།   了义大手印愿文   Aspiration of the Mahamudra of Definitive 

Meaning   ࡤ⛣չ؅ײגש؅טקչ⌋֕

ཆེོསི་དབྱེིངསི་བསྟོོད་པ།   法界赞   In Praise of Dharmadhatu   ᯔₘ⺹

ཆེོསི་བཞིི་རིན་པོ་ཆེེའིི་ཕྲེེང་བ།   四法宝鬘论   Precious Garland of the Four Themes   กᯔչჄ㙮

ཐེག་པ་ཆེེན་པོའིི་མདོ་སྡེེའིི་རྒྱན།   大乘经庄严论   Ornament of the Mahayana Sutras   

Ѹࡒ⤶ఓ▨ⷂ

ཐེག་མཆེོག་མཛོོད།   胜乘宝藏论   Treasury of the Supreme Vehicle   ᠗୻ࡒչჄ⨿

དབང་སྡུད་གསིོལ་འིདེབསི།   大自在祈祷文   Wangdu: The Great Cloud of Blessings   

ᜃᑎչ⌋㔙Ҕ

དབུ་མ་འིཇུག་པ།   入中论   Introduction to the Middle Way   ў࠷ⷂ

དབུ་མ་རྒྱན།   中观庄严论   Adornment of the Middle Way   ࠷ⴀ⤶ఓⷂ

དབུ་མ་རྩེ་བ་ཤེསི་རབ།   中观根本慧论   The Fundamental Wisdom of the Middle Way   

ᣫᠴ࠷ⷂ㓢

དུསི་ཀྱིི་འིཁོར་ལོའིི་རྒྱུད།   时轮金刚   Kalachakra Tantra   ִײב׼׈؄ײָ׬׊ײ؅

དུསི་འིཁོར་བསྡུསི་རྒྱུད།   时轮金刚略续   Abridged Kalachakra Tantra   ធ⿰չⳡ╯ײב׼׈

དུསི་འིཁོར་རྩེ་རྒྱུད།   时轮金刚根本续   Root Kalachakra Tantra   ធ⿰չᣫᠴײב׼׈

ཕུར་བ་མགུལ་ཁུག་མ།   项袋金刚橛   Vajrakilaya Gurkhukma   ؄ֹך״נ ָָ״ ק

ཕུར་བ་ཡང་གསིང་ཁྲོོསི་པ།   极密忿怒橛   Yang Sang Tropa, The Quintessential Secret Wrathful 

Vajrakilaya   ך״נչ᧌⍤չᒬ᎐

ཕུར་བ་ཡང་ཟབ་སྙིིང་པོ།   甚深精藏橛   Yang Zab Nyingpo, The Profound Quintessential Heart 

Essence of Vajrakilaya   ך״נչ᠗֍ᲀケյ⇙㘴
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ཕུར་བ་ཡང་སྙིིང་སྤུ་གྲོི།   精藏利刃橛   Yang Nying Pudri, The Razor of the Innermost Essence   

չ᠗ժ֖╄㘴չѥך״נ

བཀའི་གདམསི་ཕོ་ཆེོསི།   噶当祖师问道语录   Father Teachings of the Kadampa School   

ҩᯔש׉ִ

བཀའི་གདམསི་བུ་ཆེོསི།   噶当弟子问答录   Son Teachings of the Kadampa School   

Ѻᯔש׉ִ

བཀའི་བརྒྱད་བདེ་གཤེགསི་འིདུསི་པ།   八大法行·集善逝   Gathering of the Sugatas of the Eight 

Transmitted Precepts   џѸִ״؅סĴസぼչ集ՏĴ

བཀའི་ཡོངསི་རྫོགསི་འིདུསི་པའིི་མདོ་བྱེང་ཕྱི་མ།   总集经教   Later Compendium of Scriptures   

ጺࢤ▨੾Ѹ╪

བཀའི་སྲུང་ནག་མོ་ཁྲོོསི་མའིི་རྒྱུད།   黑护法忿怒续   Wrathful Black Mother Tantra���
⸪ᯔ⌜ב؄֮׫ָד ײב׼׈չק؅

བཏིགསི་གྲོོལ་སྙིིང་པོའིི་རྒྱུད་དྲུག   系解脱精藏六续   

Six Essential Tantras that Grant Liberation through Wearing   

ӯնկ՜֖ ՞ճղⴒ⟈դ֖ �կչ⇙㘴չײב׼׈

བདུད་རྩེི་སྨན་མཆེོག   甘露妙药   Supreme Medicinal Nectar   Ҵ㑙չ྽⪏

བདེ་སྨོན།   极乐愿文   An Aspiration for Birth in the Pure Realm of Sukhavati   

᧌᧓ⶏ㔙

བཞིག་ཐབསི་བཞིི་པ།   四安住方便   Four Modes of Placement   ճմ։֖ ժ֌չ�կչҗ़

བཟང་སྤྱོོད་སྨོན་ལམ།   普贤行愿品   King of Aspiration Prayers for Excellent Conduct   

ិ⺿ӡ㔙೓

བྱེང་ཆུབ་སིེམསི་དཔའི་བྱེམསི་པའིི་སྨོན་ལམ།   弥勒菩萨愿文   Aspiration of Maitreya   ያ୲⥿⪌չ㔙Տ

བླ་མ་དགོངསི་འིདུསི།   集上师密意   Lama Gongdu, Gathering of the Wisdom Intent   

؄ֽקײ ג֮׼
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བླ་མ་ཡང་ཏིིག   上师心滴   Lama Yangtig   ֬׏׼׭؄קײ ָ

བསྟོན་པ་བུ་གཅིག་གི་འིགྲོེལ་བ།   一子续密释   Secret Commentary on the Sole Heir of the 

Doctrine Tantra   ᛹⛣չἤ֕Ѻչײב׼׈նᄍդ֖ᯢ㆕᠏

བསྟོན་པ་བུ་གཅིག་གི་རྒྱུད།   佛一子续   Sole Heir of the Doctrine Tantra   

᛹⛣չἤ֕Ѻչײב׼׈

བསིམ་གཏིན་ངལ་གསིོའིི་འིགྲོེལ་བ་ཤིང་རྟེ་རྣམ་དག   禅定休息净车疏   Chariot of Surpassing Purity, 

the commentary on Finding Rest in Meditation   

⌱ჁႱᏒⷂᯢ㆕Ĵ᲎֔Ֆյ֕ࡒỤĴ

བསིམ་པ་ལྷུན་འིགྲུབ་མ།   心愿自成   Prayer to Guru Rinpoche that Spontaneously Fulfills All 

Wishes   㔙ՏչӕṄᓱᄲ

བི་མ་སྙིིང་ཐིག   布玛心滴   Vima Nyingtig   ֬׽ ֬׏׼ה؄ק ָ

མཁའི་འིགྲོོ་ཡང་ཐིག   空行精滴   Khandro Yangtig   ֬׏׼׭؄גִ׼ ָ

མཁའི་འིགྲོོ་སྙིིང་ཐིག   空行心滴   Khandro Nyingtig   ֬׏׼ה؄גִ׼ ָ

མཁའི་ལྡིིང་གཤོག་རླབསི།   大鹏展翅   The Flight of the Garuda   ֵ׉״չӍջժ՘

མཐོང་བ་དོན་ལྡིན།   见而有义   Seeing Accomplishes All   Ӥ௬᠜ᑃ

མཛོོད་བདུན།   七宝藏   Seven Treasures   �կչჄ⨿

མུ་ཏིིག་ཕྲེེང་བའིི་རྒྱུད།   珍珠鬘续   String of Pearls Tantra   ⇙᾵㙮ײב׼׈

ཚིག་གསུམ་གནད་བརྡོེག   击要三句   Three Vital Statements that Strike the Crucial Point   

ⳡᔔ֝⏐՚�կչӦ⦮

ཚིག་བདུན་གསིོལ་འིདེབསི།   七句祈祷文   Seven-Line Prayer   ࠙స⌋㔙Ҕ

ཚེ་སྒྲུབ་ཡིད་བཞིིན་ནོར་བུ།   长寿修法仪轨·如意宝   Sadhana for Longevity Practice, the 

Wish-Fulfilling Treasure   цᄎչד׉؅־Ĵ㔙Տ֝ՖյՓ֖ჄỤĴ

ཟབ་མོ་ཡང་ཏིིག   甚深心滴   Zabmo Yangtig, Profound Quintessence   

֬׏׼׭؄׫נ־ ָ
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འིགྲོེལ་ཆེེན་དྲིི་མེད་འིོད།   无垢光大疏   Stainless Light   ቼ㆕ĴḼ຅յੜĴ

འིཇམ་དཔལ་མཚན་བརྗེོད།   文殊真实名经   Reciting the Names of Manjushri   Ҕᬑ⇙Ⴥౖ▨

འིཕོགསི་པ་ཤེསི་རབ་ཀྱིི་ཕོ་རོལ་ཏུ་ཕྱིན་པ་སྡུད་པའིི་ཚིགསི་སུ་བཅད་པ་།   般若摄颂   Verse Summary of the 

Perfection of Wisdom   ⡬⣤ᙓ㓢

ཡུལ་ཅན་ཡེ་ཤེསི་སུ་སྒྲུབ་པ།   建立有境即本智   Establishing the Subject as Primordial Wisdom   

᠜ᄍ⹢֝េᒀճբձ⊴ӆդ֖

ཡེ་ཤེསི་བླ་མ།   大圆胜慧   Yeshe Lama   ְ֭ ׀ְ קײ؄

ཡོན་ཏིན་ཡོངསི་བཟུང་གི་རྒྱུད།   摄持功德续   Tantra of Holding All Qualities   

୉ፗ֝ᙓᖐդ֖ײב׼׈

རྒྱལ་སྲིསི་ལག་ལེན་སིོ་བདུན་མ།   佛子行三十七颂   Thirty-Seven Precepts of the Bodhisattvas   

��չ⥿⪌չჅ⼷

རྒྱུད་གསིང་བ་སྙིིང་པོ།   密藏续   Guhyagarbha Tantra���⍤ფ⨿ײב׼׈

རྒྱུད་བླ་མ།   宝性论   Uttaratantra Shastra   ჄᎣⷂ

རྟེེན་འིབྲེལ་ཉེསི་སིེལ།   缘起除障法   Tendrel Nyesel   ☭⻵㏐㏺ᯔ

རིག་འིཛོིན་རྣམ་བཞིིའིི་འིདསི་རྗེསེི།   四持明遗教   Four Testaments of the Vidyadharas���
�ќչᖐᝨ✖չテ᛹

རིན་ཆེེན་གཏིེར་མཛོོད།   伏藏宝库   Rinchen Terdzod   ࣃ⨿չჄኑ

ལྕེ་བཙུན་ཆེེན་པོ་བི་མ་ལའིི་ཟབ་ཐིག་དུམ་བུ་གསུམ་པ།   杰珍大师布玛莫札三品深滴   

The Great Chetsun's Profound Essence of Vimalamitra in Three Sections   

ն֖֓צ׼ְ׊؄׼׍ְ׊ ֬׽ չ�␋չᲀケյ֖ײברײק ֬׏ ׵ָ

ལྕེ་བཙུན་ཆེེན་པོ་བི་མ་ལའིི་སྙིིང་ཐིག་གི་སྨིན་བྱེེད་དབང་གི་ལག་ལེན་གསིལ་བར་བཀོད་པ་གསིེར་འིགྱུར་རྩེི་མཆེོག   

杰珍宁提灌顶仪轨·点金剂   The Supreme Elixir for Making Gold: A Clear 

Arrangement of the Liberating Empowerment for the Great Chetsun's Profound 

Essence of Vimalamitraצ׼ְ׊؄׼׍ְ׊���չ֬׽ ֬׏׼ה؄ק ָնՕ՜֖ ᷥ㓚
չჅ⼷նկՏձᝨ֔Ֆնⴴբժ੅֗ժ㊌Ӹ᱑ճಟջ֖֗֍չ�
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ལྕེ་བཙུན་སྙིིང་ཐིག   杰珍宁提   Chetsun Nyingtig֬׏׼ה؄׼׍ְ׊��� ָ

ལྷ་མོ་དྲིི་མ་མེད་པའིི་མདོ།   无垢天女请问经   Sutra Requested by the Immaculate Goddess   

Ḽ຅཯ѹ▨

སྒྱུ་མ་ངལ་གསིོའིི་འིགྲོེལ་བ་ཤིང་རྟེ་བཟང་པོ།   虚幻休息妙车疏   Chariot of Excellence, the 

commentary on Finding Rest in Illusion   ቶႱᏒⷂᯢ㆕Ĵ੅֗ժ֕ࡒỤĴ

སྒྱུ་འིཕྲུལ་གསིང་སྙིིང་གི་སྒྲུབ་ཐབསི།   幻化密藏修法   The Sadhana of the Gyutrul Sangnying   

ቶ஧չ⍤ფ⨿նՕ՜֖ ד׉؅־

སྒྲོ་ཐལ་འིགྱུར་རྩེ་བའིི་རྒྱུད།   应成根本续   Reverberation of Sound Tantra / Root Tantra that 

Proclaims Purity and Emptiness   Ԅչథ㓙չᣫᠴײב׼׈

སྒྲུབ་པ་བཀའི་བརྒྱད།   八大法行   Drubpa Kagyad, the Eight Great Sadhana Teachings   

џѸִ״؅סչד׉؅־

སྒོམ་ཉམསི་དྲུག་པ།   六修觉受   Six Meditative Experiences   �կչ∜ᐬ࣮㗬

སིངསི་རྒྱསི་མཉམ་སྦྱིོར་གྱིི་རྒྱུད།   佛陀平等行续   Buddhasamayoga Tantra   

؅ױ؅ק־ ײב׼׈؄ֵ

སྔོན་འིགྲོོའིི་ཁྲོིད་ཡིག་རིག་འིཛོིན་ཞིལ་ལུང་།   前行引导文·持明言教   Words of the Vidyadhara: A 

Commentary on the Preliminary Practices   ଑ӡչґዝ՘Ĵᖐᝨչ᛹ՓĴ

སྙིིང་གཏིམ་སྙིིང་གི་ཐིག་ལེ།   忠言心之明点   Heart Essence Bindu of the Heart   

፲ӦչҎչ֬׏ ׵ָ

སྙིིང་ཐིག་ཡ་བཞིི།   四心滴   Nyingtig Yabzhi, Four Sections of the Heart Essence   

֬׏׼ה ׀׭؄ָ

སྡེོང་པོ་བཀོད་པའིི་མདོ།   华严经   Sutra of the Great Bounteousness of the Buddhas   ⦂ఓ▨

སྣང་བ་ལྷ་རུ་སྒྲུབ་པ།   建立显现即本尊   Establishing All Appearances as Divine   

㔖Έ֝ᠴᄘճբձ⊴ӆդ֖

སྤྱོི་མདོ་དགོངསི་འིདུསི།   集密意续   Dupa Dō, Sutra which Gathers All Intentions   集ფᑃ▨
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སྤྱོོད་འིཇུག   入菩萨行论   A Guide to the Bodhisattva Way of Life   ў⥿⪌ӡⷂ

སྨོན་ལམ་རྒྱ་མཚོའིི་ཡང་སྙིིང་།   愿海精髓   Quintessence of Oceanic Prayers of Aspiration   

㔙Տչᰲչ╄㘴

སིེང་ཆེེན་གེ་སིར་ནོར་བུའིི་གསིོལ་མཆེོད་ཕྲེིན་ལསི་ལྷུན་གྲུབ།   格萨尔王供·事业自成   

The Prayer and Offering to ‘The Great Lion, Gesar the Jewel,’ that 

Spontaneously Accomplishes Activities   

ধѸյ֖ ὜Ѻֺן״ח؄״־փչ⌋ ճ֕ऩ㕟ĴࡨᧄչӕṄᓱᄲĴ

སིེམསི་ཉིད་ངལ་གསིོའིི་འིགྲོེལ་ཆེེན་ཤིང་རྟེ་ཆེེན་པོ།   心性休息大车疏   Great Chariot, the commentary on 

Finding Rest in the Nature of Mind���ҎᎣႱᏒⷂቼ㆕ĴѸ՘յ֕ࡒỤĴ

སིེམསི་ཉིད་རང་གྲོོལ།   心性自解脱   Natural Freedom of the Nature of Mind   

ҎչᠴᎣչӕⅫⅳⴒ⟈

  

人物名

ཀཿཐོག་བདུད་འིདུལ།   噶陀都德大师   Kathok Dudul Dorje   ִב ג؄ָ֮ ג֮׼ ְׁ״ג؄״

ཀློོང་ཆེེན་རབ་འིབྱེམསི།   龙钦绕降   Longchen Rabjam ךש׬ׁנײ؄׼ְ׊׼׶��

ཀུན་ཏུ་བཟང་པོ།   普贤如来   Samantabhadra   ិ⺿ྰᡝ

ཀུན་ཏུ་བཟང་མོ།   普贤佛母   Samantabhadri   ិ⺿࢔Ш

ཀུན་བཟང་ཤེསི་རབ།   根桑西绕   Kunzang Sherab   ָ׀؄ְ׼־׼ נײ؅

ཀུན་མཁེྱེན་མི་ཕོམ་རྒྱ་མཚོ།   全知麦彭嘉措   Omniscient Mipham Gyatso   

ੲ≊؄ַשךר ֲ׍ש׬

ཀོང་སྤྲུལ་ཡོན་ཏིན་རྒྱ་མཚོ།   贡智云丹嘉措   Kongtrul Yonten Gyatso   

ב֮׼ּ ؄ַ׼׏׼ׯ؄״ ֲ׍ש׬

ཁྲོི་སྲིོང་ལྡིེ་བཙན།   赤松德赞   Trisong Detsen   ֬׏ ְ׍א؄׼׆ ׼
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ཁྲོོ་བོ་བདུད་རྩེི་འིཁྱེིལ་བ།   忿怒甘露漩   wrathful Amritakundalin   ᒬ᎐չҴ㑙⾸⥀ૹ

གནསི་ཆུང་རྡོོ་རྗེེ་གྲོགསི་ལྡིན།   乃琼多吉札丹   Nechung Dorje Drakden   

ְׁ״ג؄׼׮׊ז ָ׈؄ ׼א

གླིིང་གེ་སིར་རྒྱལ་པོ།   格萨尔王   King Gesar of Ling���ֺ״־ᾄ

གུ་རུ་དྲིག་པོ་རྩེལ།   威猛妙力   Dorje Drakpo Tsal, Wrathful Vajra Might   ָ׈ ְ׍؄צ ״

ཅོག་རོ་ཀླུའིི་རྒྱལ་མཚན།   焦·若鲁坚赞   Chogro Lu'i Gyaltsen   ַ֭״؄׶ָװ׊ ְ׍״ְ ׼

ཉག་བླ་བསིོད་རྒྱལ།   酿喇索甲   Nyala Sogyal״׬ַ׆؄ײָ׬ה���

ཉི་མ་འིོད་ཟེར།   日光   Nyima Odzer, Rays of the Sun   ؄֯קה ״؅ׄ

ཐུབ་དགའི་ཡིད་བཞིིན་ནོར་བུ།   托嘎如意宝   Thubga Yidzhin Norbu   ֮ב נ ؄ֵ֭ ן״ח؄׼׀؅

ཐོན་མི་སིམ་བྷོོ་ཊ།   囤弥桑布札   Thönmi Sambhota   ׈؅ץ׼־ר׼ב

དགའི་རབ་རྡོོ་རྗེེ།   嘎绕多吉   Garab Dorje   ְֵׁ״ג؄נײ

དགྱིེསི་པ་རྡོོ་རྗེེ།   喜金刚   Hevajra   ֪׽؅ס ײׁ׮

དགེ་བསྙིེན་ཙི་ལུ་པ།   则勒巴班智达   Pandita Chilupa   ֬׍ א֬׼ך؄ך״ ׈

དགེ་སློོང་པདྨྨ་སིཾ་བྷོ་ཝ།   莲花生比丘   Bhikshu Padmasambhava   Ң֪ࠬ׽י׼־קגך

དཔལ་གསིང་བའིི་བདག་པོ།   吉祥密主金刚手   Vajrapani, the Glorious Lord of Secrets   

⍤ფչႰ⸪✖֪׽ ה؅ךײׁ׮

པདྨྨ་ཐོད་ཕྲེེང་རྩེལ།   颅鬘妙力   Pema Totreng Tsal   ב؄֮קף ְ׍׼׏؅ ״

པདྨྨ་དབང་ཆེེན།   班玛旺钦   Pema Wangchen   ׼ְ׊׼׸؄קף

པདྨྨ་འིཕྲེིན་ལསི།   班玛陈列   Pema Trinley   ؅׵׼׊؄קף

པདྨྨ་འིབྱུང་གནསི།   莲花生   Padmasambhava   ؄ׁקף ֪׽י׼־קגך���ז׼׮

པདྨྨ་རྒྱལ་པོ།   莲花王   Pema Gyalpo, Lotus King   ؄ַקף צ״׬

ཕུར་སྲུང་མ་མོ་བཅུ་གཉིསི།   十二护橛母   twelve tenma sisters���Ӹଙᩣ֝Ⴐ⸪դ �֖�ќչѹ⌜
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བློ་ལྡིན་མཆེོག་སྲིེད།   爱慧   Loden Chokse   ؅ָׄװ׊؄׼א׶

བི་མ་ལ་མི་ཏྲ།   布玛莫札   Vimalamitra   ֬׽ �ײברײק

བཻ་རོ་ཙ་ན།   贝若札那   Vairotsana   ֪֭׽ ד֪׍؅׶

མཁན་ཆེནེ་བོ་དྷི་སི་ཏྭ།   堪布菩提萨埵   Khenpo Bodhisattva   ֺא؅֬ץ؄׼ְ׊׼ ֪׽ב׌־

མཁའི་འིགྲོོ་དཔལ་འིཛོིན་མ།   持德空行母   Dakini Paldzin   ׃״ף؅؄ה؅ֶ׉ ק֬׼

མཁའི་འིགྲོོ་མ་དཔལ་གྱིི་བློ་གྲོོསི་མ།   吉祥慧空行母   Dakini Palgyi Lodro   

״ף؅؄ה؅ֶ׉ ג֮׶؄ֶ �ק

མཁའི་འིགྲོོ་མ་ལསི་ཀྱིི་དབང་མོ།   空行母业自在   Dakini Karmendrani   

؅؄ִה؅ֶ׉ ؅ה؅ײג׼ת״

མཁའི་འིགྲོོ་མ་སིེངྒེེེའིི་གདོང་པ་ཅན།   狮面佛母   Marajita, the Lion-Faced Dakini��
�὜Ѻչ㔕֝ᖐկ؅ה؅ֶ׉

མཁསི་གྲུབ་ཀརྨ་ཆེགསི་མེད།   噶玛乔美仁波切   Karma Chakme Rinpoche   

׬׊؄ק״ִ ְ׊צ׼׳؄תָ

མན་དཱ་ར་བ།   曼达拉娃   Mandarava   ֪׽ײ؅׉׼ק

མཱཱ་མ་ཀི།   玛玛格佛母   Mamaki   ؅ֶק؅ק

མི་འིགྱུར་རྡོོ་རྗེེ།   不变金刚   Mingyur Dorje   ְׁ״ג؄״׮ַ׼ר

མུ་ཁྲོི་བཙན་པོ།   莫赤赞普   Mutri Tsenpo   ֬׏ש ְ׍؄ �צ

མུ་ཏིིག་བཙན་པོ།   莫德赞普   Mutik Tsenpo ֬׏ש�� ְ׍؄ָ צ

ཙནྡྲྲ་གོ་མི།   旃札古昧   Chandragomin   ׼ר؅ֽײג׼׬׊

ཛྙཱ་ན་སུ་ཏྲ།   嘉纳思札   Jnanasutra   ײב؅ׂד؅׬הׁ׮

ཞིབསི་དཀར་ཚོགསི་དྲུག་རང་གྲོོལ།   措周壤卓   Shabkar Tsokdruk Rangdrol���
ֲ׍؄״ִנ׬׀ בָ֮ ״ג׼ײ؄ָ

ཞིི་བ་ལྷ།   寂天   Shantideva   ֬׏׼؅׬׀ ֪׽؅א
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ཟླ་བ་གྲོགསི་པ།   月称论师   Chandrakirti   ֬׏״؅ֶײג׼׬׊

ཟླ་བ་བཟང་པོ།   达瓦桑波   Dawa Sangpo (Skt. Suchandra)   צ׼־؄׸׉

འིཆེི་མེད་པདྨྨ་འིབྱུང་གནསི།   无死莲花生   Chimé Pema Jungney, Deathless Lotus-Born   

؄ׁקף؅؄ת׊ ז׼׮

འིཇམ་དཔལ་བཤེསི་གཉེན།   蒋花西宁（文殊友）   Jampal Shenyen   ׁ׀؄ְ״ףש׬ ׼ְה؅

འིཇམ་དཔལ་ཡེ་ཤེསི་སིེམསི་དཔའི།   文殊智慧勇识   Jampal Yeshe Sempa   េᒀ⪌ຯҔᬑ

འིཇམ་དབྱེངསི་མཁྱེེན་བརྩེེ་དབང་པོ།   蒋扬钦哲旺波   Jamyang Khyentse Wangpo   

؄ֶ׼׭ש׬ׁ ְ׍׼ְ צ׼׸؄

འིཇིགསི་མེད་གླིིང་པ།   晋美朗巴   Jigme Lingpa   ֹׁך׼׳؄ת

འིདན་མ།   丹玛   Denma   ק׼א

འིདན་སྲིསི་གཡུ་འིོད་འིབུམ་མེ།   丹哲意吾布美   Tenzin Yuö Bummé   תשן؅؄֯ׯ؅؄ׄ׼א

འིོད་གསིལ་སྤྲུལ་པའིི་རྡོོ་རྗེེ།   光明幻化金刚   Odsal Trulpa'i Dorje   

ב؄֮״؅ׄ֯ ְׁ״ג؅؄ף״

ཡེ་ཤེསི་མཚོ་རྒྱལ།   益西措嘉   Yeshe Tsogyal   ְ֭ ׀ְ ֲ׍؄ ״׬ַ

རྒྱལ་པོ་ཛོ།   国王匝   King Dza   นᾄ֪׍

རྒྱལ་པོ་ཛོི་ན་མི་ཏྲ།   国王则那莫札   King Jinamitra   นᾄׁײברד

རྟེ་མགྲོིན།   马头明王   Hayagriva   ԋ㓺ⴀԄ

རྡོོ་གྲུབ་བསྟོན་པའིི་ཉི་མ།   多哲丹毕尼玛   Dodrupchen Tenpe Nyima   ג֮ג קה؅؄ף׼׏؄נ

རྡོོ་རྗེེ་གཞིོན་ནུ།   金刚童子   Vajrakumara   ְׁ״ג ���Ӹଙ␏Ѻו׼׮׀؄

རྡོོ་རྗེེ་གྲོོ་ལོད།   忿怒金刚   Dorje Drolo, Wild Wrathful Vajra   ְׁ״ג ׶ג؄

རྡོོ་རྗེེ་ཕོག་མོ།   金刚亥母   Vajravarahi֪׽��� ؅כ؅ײ؅֪׽ײׁ׮

རྡོོ་རྗེེ་འིཆེང་།   金刚持   Vajradhara   ᖐӸଙ࢔
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རྡོོ་རྗེེ་སིེམསི་དཔའི།   金刚萨埵   Vajrasattva   Ӹଙ⪌ຯ

རལ་གཅིག་མ།   一髻佛母   Ekajati   є㙛⛋ଅѹ

རིག་འིཛོིན་རྒོོད་ཀྱིི་ལྡིེམ་འིཕྲུ་ཅན།   鹫翎尊者   Rigdzin Godem   ָ׳ ؄ֹ׼ׁ ؅ ב֮שא؄ֶ ׼ְ׊

རིགསི་ལྡིན་དབང་ཕྱུག་ཆེེན་པོ།   大自在王具种王   Kalkin King Maheshvara   

״ִ ׮׊׼׸؄ֶ צ׼ְ׊؄ָ

རིགསི་ལྡིན་དྲིག་པོ་ལྕགསི་ཀྱིི་འིཁོར་ལོ་ཅན།   勇武轮具种王   Kalkin King Rudra Chakrin   

״ִ ָ׈؄ֶ ָ׬׊؄צ ؄ֶּ �׼ְ׊׶״

རིགསི་ལྡིན་པདྨྨ་དཀར་པོ།   白莲具种王   Kalkin King Pundarika   ִ״ ؄ִקף؄ֶ צ״

རིགསི་ལྡིན་མ་འིགག་པ།   不灭具种王   Kalkin King Aniruddha   ִ״ ֵק؄ֶ ךָ

རིགསི་ལྡིན་མཐའི་ཡསི་རྣམ་རྒྱལ།   无边尊胜王具种王   Kalkin King Anantavijaya   

״ִ ְ֭׈؄ֶ �״ְַשד؄

རིགསི་ལྡིན་མིའིི་སིེང་གེ།   人中狮王具种王   Kalkin King Narasimha   ִ״ ר؄ֶ֭ ؄ׄ ֺ׼

རིགསི་ལྡིན་རྒྱལ་དཀའི།   难胜具种王   Kalkin King Aja   ִ״ ؄ֶַ ִ״ְ

རིགསི་ལྡིན་རྣམ་རྒྱལ་རྒྱ་མཚོ།   胜海具种王   Kalkin King Samudravijaya   

״ִ ؄ַ״ְַשד؄ֶ ֲ׍ש׬

རོང་ཟོམ་ཆེོསི་ཀྱིི་བཟང་པོ།   荣索秋吉桑波   Rongzom Chökyi Zangpo   צ׼־؅ֶ׮׊؄ש׆׼׶

ལྕེ་བཙུན་ཆེེན་པོ་སིེང་གེ་དབང་ཕྱུག   杰珍大师桑给旺修   Chetsun Senge Wangchuk   

؄ׄ׼׍ְ׊ ׼ ָ׮׊׼׸؄ֺ

ལསི་རབ་གླིིང་པ།   列绕朗巴   Lerab Lingpa   ך׼׳؄נײ؅׵

ཤྲཱིིི་སིིང་ཧོ།   西日桑哈   Shri Singha   ט׼׀؅׳׮׀

ཤཱཀྱི་སིེངྒེེེ།   释迦狮子   Shakya Senge, Lion of the Shakyas   ؄ׄ׬؅ֶ׬׀ ֺ׼

ཤིནྟཾཾཾ་གརྦྷྷ�།   寂藏   Shantigarbha   ֬׏׼؅׬׀ י״ֵ

སི་ར་ཧོ།   萨绕哈   Saraha   טײ־
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སྐོ་བ་དཔལ་བརྩེེགསི།   噶·瓦拜则   Kawa Peltsek   ְִ׍״ף؄׸ ָ

སྣ་ནམ་རྡོོ་རྗེེ་བདུད་འིཇོམསི།   纳南降魔金刚   Nanam Dorje Dudjom   

ְׁ״ג؄שדד ג؄֮ שװׁ

སྲིིན་རྒྱལ་རཀྴྴ་ཐོད་ཕྲེེང་།   罗刹王绕恰托创   Raksha Thotreng   ⛋ଅᾄב؄֮׬׀ָײ �׼׏؅

སློོབ་དཔོན་པྲ་བྷོ་ཧོསྟོི།   阿阇黎札巴哈德   Acharya Prabhahasti   טיײנ ׂ֬׏

སིེངྒེེེ་སྒྲོ་སྒྲོོག   狮子吼   Senge Dradok, Lion’s Roar   ׄ׼ ָג׉؄ֺ

ཨ་འིཛོོམསི་འིབྲུག་པ་རིན་པོ་ཆེེ།   阿祖哲巴仁波切   Adzom Drukpa Rinpoche   

֫ ג؄֮שׇ ְ׊צ׼׳؄ךָ

ཨིནྡྲྲ་བྷུ་ཏིི།   恩札布德   Indrabhuti��� ֬׏؅ןײג֭׼

ཨོ་རྒྱན་མཚོ་སྐྱེེསི་རྡོོ་རྗེེ།   邬金海生金刚   Orgyen Tsokye Dorje, Lake-Born Vajra   

ֲ׍؄׼ְֳַ ֶ ְׁ״ג؄ְ

  

その他

ཀ་དག   本来清净   original purity / primordial purity   ࿚ఄ᲎ᰚ

ཀ་དག་ཁྲོེགསི་ཆེོད།   本来清净直断   trekchö, which reveals the view of original purity���
࿚ఄ᲎ᰚչ؅׮׊ָ׏

ཀློོང་ལྔའིི་ཡི་གེ།   五界文字   syllables of fivefold expanse   ࡭ₘչҔႍ

ཁམསི། དབང་པོ། དད་པ། མོསི་པ།   界性、根基、信解、意乐   elements, capacities, inclinations, 

and intentions   ᭟⻄ԦᩤᣫԦख़ҎԦᑃ᫕

ཁྱེད་པར་གྱིི་དགའི་བ།   殊喜   exceptional joy   ử૵յ൉վ

ཁྲོིད་ཡིག   引导法、引导文   practice manual   ґዝ՘

ཁྲོོ་བོའིི་དཀྱིིལ་འིཁོར།   忿怒坛城   the wrathful mandala���ᒬ᎐չײ׉׼ק
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གང་ཟག་སྙིན་བརྒྱུད།   补特伽罗耳传   the oral transmission of spiritual masters   

ќ㍥ն֖֓ ❖❈չ⇀ᔼ

གཉུག་མའིི་ལྷ།   基位本尊   the innate deity   ᠴ᠜⌜

གཉེན་པོ་ཀུན་ཏུ་སྤྱོོད་པའིི་སྟོོབསི།   现行对治力   power of antidote   ᄍᯀչѦ

གཏིད་རྒྱ།   交付印持   entrustment and sealing���付ⴳճ௩ᖐ

གཏུམ་མོ།   拙火   tummo (wisdom mystic heat)   આⅳҧ

གཏིེར་ཆེོསི།   伏藏法   terma doctrine   ທ⨿ᯔ

གཏིེར་མ།   伏藏   terma   ק״׏

གཏིེར་རྫསི།   伏藏物   terma object   ທ⨿Ụ

གཏིེར་སྟོོན།   伏藏师   terton   ׼ב״׏

གནམ་ཆེོསི།   天法   Namchö   ؅׮׊שד

གནསི་གསུམ་མཁའི་འིགྲོོ།   三处空行   dakinis of three spheres   ્ࠞչ؅ה؅ֶ׉

གནསི་ལུགསི་ཕྱག་ཆེེན།   实相大手印   Mahamudra of reality   Ⴥ⇀չ؅ײגש؅טק

གཞིི་ལམ་འིབྲསི་བུ།   基道果   ground, path, and result   ິ⋧ԦェԦ▬ᢅ

གཞིོན་ནུ་བུམ་པའིི་སྐུ།   童子瓶佛身   the youthful vase kaya   ⣤ԪբՏ⁝չՕ࣮

གྲོོལ་ལམ།   解脱道   the path of liberation   ⴒ⟈ェ

གཤིན་རྗེེ་གཤེད།   忿怒大威德   wrathful Yamantaka   ᒬ᎐չִ׈׼؅ק׭

གསིང་གསུམ་ཡོན་ཏིན།   三密功德   three secret qualities   ࠞფչ୉ፗ

གསིང་བ་མན་ངག་གི་སྡེེ།   密窍诀部   the secret category of pith instructions   ⍤ფչ⍤ⴼㄉ

གསིང་བའིི་དབང་།   秘密灌顶   the secret empowerment   ⍤ფչᷥ㓚

གསིང་སྔགསི་ཀྱིི་དམ་ཚིག   密宗誓言   tantric vows   ფ᛹չⶏӦ

གསིང་སྔགསི་ཀྱིི་ཚུལ་ཁྲོིམསི།   密乘戒   the samayas of Secret Mantrayana   ფ᛹չᓳጹ
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གསིང་སྔགསི་རྡོོ་རྗེེ་ཐེག་པ།   密宗金刚乘   Vajrayana of Secret Mantra   

ფ᛹Ӹଙࡒ���⍤ფ⇙ӦչӸଙࡒ

ངོ་བོ་ཉིད་སྐུ།   本性身   svabhavikakaya   ᠴᎣӯ

ངོ་བོ་སྟོོང་པ།   本体空性   essence of emptiness���⏋յ֖ ᠴ࣮

ཆུ་སྟོོད་ཟླ་བ།   箕宿月   the Ashadha monthב֮׮׊��� ׸׉؄

ཆེོསི་གཏིེར།   法伏藏   dharma terma   ᯔչק״׏

ཆེོསི་ཉིད་བར་དོ།   法性中阴   the dharmata bardo   ᯔᎣչ࠷᠜

ཆེོསི་ཉིད་མངོན་སུམ།   法性现量相   the vision of pristine awareness reaching its full extent   

ᯔᎣ՗Έ଑դ֖㔖Έ

ཆེོསི་ཉིད་ཟད་སི།   法性尽地相   the vision of the complete exhaustion of phenomena into 

dharmata   ᯔᎣ՗ᄺ՘ᢅձ֖㔖Έ

ཆེོསི་ཉིད།   法性   dharmata���ᯔᎣ

ཆེོསི་དབྱེིངསི་ཡེ་ཤེསི།   法界性智   the dharmadhatu wisdom   ᯔₘ࣮Ꭳេ

ཆེོསི་དབྱེིངསི།   法界   dharmadhatu���ᯔₘ

ཆེོསི་འིབྱུང་།   法源   dharmodaya, the source of dharma   ᯔ᳠

ཆེོསི་སྐུ།   法身   dharmakaya   ᯔӯ

ཆེོསི་སྐུའིི་བཞུགསི་སྟོངསི་སིེང་གེ་ལྟ་བུ།   法身坐式如狮子挺立   the dharmakaya posture of 

straightening the body like a lion   ົԪճᨁՓժ὜Ѻչ Ց֓յᯔӯչ๔ᯔ

ཉམསི་གོང་འིཕོེལ།   觉受增上相   the vision of the direct recognition of the dharmata   

࣮㗬՗༐ቓդ֖㔖Έ

ཐབསི་ལམ།   方便道   the path of skillful means   җ़ェ

ཐམསི་ཅད་སྟོོང་པ།   一切空   everything as emptiness���є૥⏋

ཐིག་ལེ་སྟོོང་པའིི་སྒྲོོན་མ།   明点空灯   the luminosity of the empty bindu   ⏋յ֖ ᴛչᷲᝨ



付録　用語集

378

ཐུགསི་གཏིེར།   智慧伏藏   wisdom terma���េᒀչק״׏

ཐུགསི་རྗེེ་ཀུན་ཁྱེབ།   大悲周遍   all-pervasive compassion   ӡ՘Პ֖ᑬ᏿

ཐེག་པ་ཐུན་མོང་།   共同乘   the common vehicle   ੸ぺࡒ

ཐེག་པ་རིམ་དགུ།   九乘   nine yanas   ࡒࡕ

དག་སྣང་།   净现，清净观   pure perception   ᲎ᰚ㔖Έ

དགའི་བ་བཞིི།   四喜智慧   the four wisdoms of joy   �կչ൉վ

དགའི་བ།   喜   joy   ൉վ

དགའི་འིཁྱེིལ།   喜旋   swirl of joy   ൉վչᲣሪ՘

དགོངསི་གཏིེར།   密意伏藏   mind terma   ᑃ⼅չק״׏

དཔའི་བོ།   勇士   daka   ؅ִ׉

དཔའི་མོ།   勇母   dakini   ؅ה؅ֶ׉

དཔལ་ལྡིན་ཕུག་པའིི་ལུགསི།   吉祥普巴派   the glorious Phugpa tradition   ౒⌠յ֖ נ ╪࣮ךָ

དབྱེིངསི་རྣམ་དག་གི་སྒྲོོན་མ།   法界净灯   the luminosity of the dhatu of awareness   

᲎֔Ֆյₘչᷲᝨ

དབུ་མ་ཆེེན་པོ།   大中观   the Great Middle Way���Ѹ࠷ⴀ���֯צ׼ְ׊؄ק

དབུ་མ།   中脉   central channel   ⒋➳ུ࠷

དམ་ཉམསི།   破誓言者   samaya breaker   ⶏӦ֝≲֖✖

དམ་པའིི་རིགསི་ཅན་དྲི་མ་ལྔ།   圣种五贤   Five Excellent Ones of Sublime Nobility   

ᆦԍյ⎗࿟֝ড়Փժ�ќչ⺿✖

དམ་ཚིག   誓言   samaya   ⶏӦ���ⶏՏ

དམ་སྲིི།   坏誓鬼   samaya-corrupting spirits   ׀ש׉
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དུསི་བཞིི་སིངསི་རྒྱསི་མཉམ་སྦྱིོར་གྱིི་སྒོམ་པ།   四时佛平行的修法   the practice of the four times of 

union with buddha   �կչធ㍥ቆնՕՏձ࢔ճ⮮౑դ֖य़ӡ

ནག་པ་ཟླ་བ།   角宿月   the Caitra month   ד ׸׉؄ךָ

ནང་ཀློོང་སྡེེ།   内界部   the inner category of space   આչₘㄉ

ནང་དམ་ཚིག   内誓言   inner vows   આյ֖ ⶏӦ

ནང་རྒྱུད་ཡོ་ག་གསུམ།   内三续   three inner classes of tantra   આײב׼׈նՕ՜֖ �կչ؅ֵױㄉ

ནམ་མཁའི་རྣལ་འིབྱེོར།   虚空瑜伽   yoga of space ��⫳⏋չ؅ֵױ

པཎྜིིི་ཏིའིི་གསིང་གོསི།   班智达密衣   pandita-style secret robeא֬׼ך��� �չ⍤ფչ᠞׈

ཕོ་རྒྱུད།   父续   father tantras���ҩײב׼׈

ཕྱག་རྒྱ་ཆེེན་པོ།   大手印   Great Seal, Mahamudra   ؅ײגש؅טק

ཕྱི་དར་གྱིི་དུསི།   后弘时期   the period of the later propagation   ጺ࣍ᠬ

ཕྱི་རྒྱུད་སྡེེ་གསུམ།   外三续   three outer classes of tantra   ཡײב׼׈նՕ՜֖ �ㄉ

ཕྱི་སྐོོར། ནང་སྐོོར། གསིང་སྐོོར། ཡང་གསིང་གི་སྐོོར།   外类、内类、密类、极密类   four cycles: outer, inner, 

secret, and quintessential secret   ཡㄉԦઆㄉԦ⍤ფㄉԦ᧌⍤ㄉ

ཕྱི་སིེམསི་སྡེེ།   外心部   the outer category of mind   ཡչҎㄉ

བཀའི་བབསི་ལུང་བསྟོན་གྱིི་བརྒྱུད་པ།   付教授记传   the transmission of prophetic authorization���
付ᯔճᗤⴴչ⇀ᔼ�

བཏིང་སྙིོམསི་ཆེེན་པོ།   大等舍   great equanimity   ѸՏյ֖ ቯ㑱

བདག་བསྐྱེེད་ཀྱིི་དམིགསི་པ།   自观想   self-visualization   ӕ҃ҵᓱչⴀᐬ

བདེ་བ་ཆེེན་པོའིི་དབང་།   大乐灌顶   great bliss empowerment   Ѹ᧓չᷥ㓚

བདེ་བ་ཆེེན་པོའིི་ཡེ་ཤེསི།   大乐智慧   the wisdom of great bliss   Ѹ᧓չេᒀ

བདེ་སྟོོང་།   空乐   emptiness and bliss   ᧓⏋



付録　用語集

380

བདེ་སྟོོང་ཕྱག་ཆེེན།   乐空大手印   Mahamudra of the union of bliss and emptiness   

᧓⏋չ؅ײגש؅טק�

བདེན་ཚིག   谛实语   authentic words of truth   ⇙ჅչӦ⦮

བཙསི་གསུམ།   三最   Three Supremes   �կչ᳠

བྱེ་རྒྱུད།   事续   kriya tantra   ᔔࣷײב׼׈

བར་དར་གྱིི་དུསི།   中弘时期   the period of the middle propagation࣍࠷���ᠬ

བར་དོ་རྣམ་པ་བཞིི།   四中阴   the four bardos����կչ࠷᠜

བརྒྱུད་གསུམ་གྱིི་བླ་མ།   三传上师   gurus of the three lineages of transmission   

�կչ⇀ᔼ֝భ՜◜՛קײ

བརྡོ་ཡི་དབང་།   表示灌顶   symbolic empowerment   ⹢ፘչᷥ㓚

བླ་རྡོོ།   魂石   life-force stone   㚋Ӂ

བཤད་པའིི་བཀའི་ཆེེན་བཅུ།   讲传十大教派   ten great lineages of study   ⶢӂչѫѸ᛹ᰗ�

བསྐོང་བ།   酬补   restore damaged and broken vows   य़ፎ

བསྐྱེེད་པའིི་རིམ་པ།   生起次第   generation stage   ҵ⻵ᫍ␼���ҵᓱչׂׄ׶נ

བསྐོལ་པ་ཉིསི་ལྡིན།   二分劫   Dvapara Yuga, age of possessing twoֵׯ؄ײך؅֪׽ג���

བསྐོལ་པ་རྩེོད་ལྡིན།   具诤劫   Kali Yuga, age of strife��� ֵׯ؄׳ִ

བསྐོལ་པ་རྫོགསི་ལྡིན།   圆满劫   Satya Yuga, age of perfection   ֵָׯ؄׈׳

བསྐོལ་པ་སུམ་ལྡིན།   三分劫   Treta Yuga, age of possessing three   ֵׯ؅؄׈؅׵ב

བསྒྲོལ་ལསི།   诛业   subjugating activity   ⶄᧄ

བུམ་པའིི་དབང་།   宝瓶灌顶   the vase empowerment   ⁝չᷥ㓚

མ་རྒྱུད།   母续   mother tantras   Шײב׼׈
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མཁའི་འིགྲོོ་གཏིད་རྒྱའིི་བརྒྱུད་པ།   空行交付印传   the transmission of the entrustment to dakinis   

؅փչ付ⴳչ⇀ᔼה؅ֶ׉

མཁའི་འིགྲོོ་སྡེེ་ལྔ།   五部空行   dakinis of the five families   ࡭ㄉչ؅ה؅ֶ׉

མགྲོིན་པ་ལོངསི་སྤྱོོད་ཀྱིི་འིཁོར་ལོ།   喉间受用轮   the chakra of enjoyment at the level of the throat���
഼չభ用⿰

མངོན་པར་བྱེང་ཆུབ་པའིི་སྐུ།   现前菩提身   the perfect kaya of complete awakening   Έ଑⥿ᘕӯ

མཆེོག་དགའི།   胜喜   supreme joy   ੅֗ժ൉վ

མཐའི་གྲོོལ་ཅོག་གཞིག   边解脱直定   the great placement beyond extremes   

᧌␘֝ⴒ⟈բժՍ֖՗։։նࢳզ֖༂แ

མདུན་བསྐྱེེད་ཀྱིི་དམིགསི་པ།   前观想   in-front visualization   ଑җҵᓱչⴀᐬ

མདོ་ལུགསི་ཕྱག་ཆེེན།   显宗大手印   sutra Mahamudra   㔖᛹չ؅ײגש؅טק�

མན་ངག   窍诀   pith instructions / upadesha���ⳡⴼ���⍤ⴼ��� ׬׀אך֯

མཚན་བཅསི་རྫོགསི་རིམ།   有相圆满次第   the completion stage with signs   

⇀֝ࣔՑႴᓱչׂׄ׶נ

མཚན་མེད་ཀྱིི་རྫོགསི་རིམ།   无相圆满次第   the completion stage without signs   

⇀֚֝ࣔյՏႴᓱչׂׄ׶נ

མི་འིགྱུར་རྡོོ་རྗེེའིི་སྐུ།   不变金刚身   vajrakaya of the unchanging natural state   ࠢམӸଙӯ

མེ་མཆེོད།   火供   fire offering   ҧչऩ㕟

མེད་པ། གཅིག་པུ། ཕྱལ་བ། ལྷུན་གྲུབ།   无有、唯一、平等、自成   the four aspects of non-existence, 

oneness, openness, and spontaneous presence   

ḼԦ௚єԦァฺԦՕչեՖ֔չᓱӆ�

ཚངསི་པའིི་ལམ།   梵净穴   crown aperture   ᥆Ӆ

ཚིག་གི་དབང་།   句灌顶   word empowerment   語సչᷥ㓚



付録　用語集

382

ཚིག་དབང་རིན་པོ་ཆེེ།   句宝灌顶   the precious word empowerment   ᄘՏ語సչᷥ㓚

ཚིག་དོན་བཅུ་གཅིག   大圆满十一句义   the eleven topics of Dzogchen   

նՕ՜֖׼ְ׊ָׇ ��չ㔎Ҿ

ཚོགསི་ཀྱིི་འིཁོར་ལོ།   会供轮   ganachakra feast   ❇⿰

ཞིི་གནསི་སྒོ་ཅན་གྱིི་ཁྲོིད།   寂止门引导   the guidance through the door of shamatha���
չӹն֖֓׈ק׬׀ ґዝ՘

ཟབ་གཏིེར།   甚深伏藏   profound terma   ᲀケյק״׏

ཟབ་པ་ཀུ་སཱཱ་ལིའིི་ལུགསི།   甚深古萨里派   the profound kusali approach   

ᲀケյ֖ չⶢᝨґᯔ׳؅־ָ

ཟབ་པ་སི་ཡི་གཏིེར།   甚深地伏藏   the profound earth terma   ᲀケյแչק״׏

ཟླ་བའིི་དཀྱིིལ་འིཁོར།   月轮   full moon disk   қ⿰

འིཁོར་ལོ་བཞིི།   四轮   four chakras   �կչ⿰

འིཆེི་ཁའིི་བར་དོ།    临死中阴   the bardo of dying   ⠺■չ࠷᠜

འིཇམ་དཔལ་ཞིི་བ།   寂静文殊   peaceful Manjushri   რ㑱չҔᬑ

འིཇའི་ལུསི་འིཕོོ་ཆེེན།   大虹光身   the rainbow body of great transference   Ѹ⿀⍹չ⬆չ࣮

འིཇའི་ལུསི་རྡུལ་བྲལ།   离尘虹身   the rainbow body transcending physicality   

໺֝㐫֗ժ⬆չ࣮

འིཇའི་ལུསི།   虹身   rainbow body   ⬆չ࣮

འིཇིག་རྟེེན་པའིི་ཆེོསི་སྐྱེོང་།   世间护法神   worldly protector   ࠪ㍥չ⸪ᯔ⌜

འིཇུག་པ་སིེམསི་བསྐྱེེད།   行菩提心   practical bodhicitta���Ⅻ⼅Ҏ���ӡՏչ⥿ᘕҎ

འིཕོོ་བ།   破瓦、往生法   phowa, the transference of consciousness���ጯҵᯔ׸צ���

འིབྲསི་བུ་རིག་པ་ཅོག་གཞིག   果位觉性直定   the direct placement in pristine awareness as the 

result   ᝨេչ։։նࢳզ֖▬ᢅ
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འིབྲསི་བུའིི་ཐེག་པ།   果乘   resultant vehicle   ᢅࡒ

འིབྲསི་བུའིི་སྐྱེབསི་འིགྲོོ།   果皈依   resultant refuge   ᢅչቇप

འིོད་གསིལ་རྫོགསི་པ་ཆེེན་པོ།   光明大圆满   clear light Great Perfection���ੜ֕⿥՚ׇ ׼ְ׊ָ

འིོད་ཕུང་།   光蕴   mass of light  �ੜչ໠

ཡིད་མིག་རླུང་།   心、眼、风   mind, eyes, and wind���ҎԦҾԦԆ

ཡེ་ཤེསི་པ།   智慧尊者   wisdom deity ��េᒀ⪌ຯ

ཡེ་ཤེསི་པའིི་ཆེོསི་སྐྱེོང་།   智慧护法神   wisdom protector   េᒀչ⸪ᯔ⌜

རྐྱང་མ་དཀར་པོ།   白色精脉   the white lalana channel   һՏ؅דײײ

རྒྱ་ཆེེ་བ་དགོངསི་པའིི་གཏིེར།   广大意伏藏   the vast mind terma���ቼѸյᑃ⼅չק״׏

རྒྱ་ཆེེ་བ་པཎྜིིི་ཏིའིི་ལུགསི།   广大班智达派   the extensive pandita approach���
ቼѸյ֖ א֬׼ך չⶢᝨґᯔ׈

རྒྱང་ཞིགསི་ཆུ་ཡི་སྒྲོོན་མ།   远索水灯   the luminosity of the far-reaching water lasso   

ケ՚նᗒՓ֖Ҧչᷲᝨ

རྒྱལ་བ་དགོངསི་བརྒྱུད།   如来密意传   the direct mind transmission of the buddhas   

୻✖ն֖֓ ᑃ⼅չ⇀ᔼ

རྒྱལ་བ་རིགསི་ལྔ།   五部佛   buddhas of the five families ࡭��ㄉྰᡝ

རྒྱལ་ཚབ་གསུམ།   三补处   Three Regents   �կչᙓᛧ

རྒྱསི་གདབ་པ། རྩེལ་སྦྱིང་བ། མཉེན་བཙལ་བ། ལམ་དུ་གཞུག་པ།   印持、修炼、调柔、入道   the fourfold 

training of sealing, training, seeking flexibility, and entering the path   

ᄏ௩Ԧय़☦Ԧ᢬⾿Ꭳ֝᭴֌֖՞ճԦェնў֖՞ճ�

རྒྱུ་ཡི་ཐེག་པ།   因乘   causal vehicle   ฆࡒ

རྒྱུད་ལུང་མན་ངག   续、教、窍诀   tantra, transmission, and upadesha   

Ԧ֫ײב׼׈ Ԧ֯ק؅ֵ ׬׀אך
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རྒྱུའིི་སྐྱེབསི་འིགྲོོ།   因皈依   causal refuge   ฆչቇप

རང་བཞིིན་གྱིི་བར་དོ།   自性中阴   the natural bardo of this life���ᠴᎣչ࠷᠜

རང་བཞིིན་གསིལ་བ།   自性光明   intrinsic nature of luminosity���ᝨ֔ՖյᠴᎣ

རང་བཞིིན་སྤྲུལ་སྐུའིི་ཞིིང་།   自性化身刹土   self-occurring nirmanakaya pure realm   

ӕᎣ஧ӯչଅѳ

རང་བྱུང་གི་སྒྲོོན་མ།   自然慧灯   the luminosity of self-occurring prajna���ӕҵդ֖េᒀչᷲᝨ

རང་བྱུང་རྒྱུད་སྡེེའིི་དཀྱིིལ་འིཁོར།   自然续部坛城   the mandala of self-occurring tantras   

ӕҵչײב׼׈ㄉչײ׉׼ק

རང་བྱུང་རིག་པ།   自然觉性   self-occurring awareness   ӕҵչᝨេ���ӕ֔ҵգ֖ᝨេ

རང་སྣང་།   自现   self-appearance   ӕ҃㔖Έ

རྗེེ་འིབངསི་ཉེར་ལྔ།   君臣二十五大弟子   twenty-five heart disciples of the king and the 

ministers ����ќչ౞ࡁճӔࠠ

རྙིིང་མ།   旧派   the Old School   ק׼הᰗ���షᰗ

རྟེེན་གྱིི་སྟོོབསི།   所依对治力   power of support   ᕾ֕ᔔչѦ

རྟེོགསི་པའིི་བསྟོན་པ།   证法   the dharma of realization   ⵍᯔ

རྡོོ་རྗེེ་གྲོོགསི་པོ།   金刚道友   vajra brothers and sisters   Ӹଙᯔణ���Ӹଙ੗ዦ

རྡོོ་རྗེེ་ཐེག་པ།   金刚乘   Vajrayana   Ӹଙࡒ

རྡོོ་རྗེེ་འིཆེང་གི་གོ་འིཕོང་།   金刚持果位   the fruition of vajradharahood ��ᖐӸଙ࢔չ༂แ

རྡོོ་རྗེེ་རྒྱ་གྲོམ།   十字金刚杵   crossed vajra   ⛧⋓Ӹଙ

རྡོོ་རྗེེ་ལུ་གུ་རྒྱུད་ཀྱིི་དྲི་བ།   金刚链网   the matrix of the vajra chain ��Ӹଙ㋌չ◰

རྡོོ་རྗེེ།   金刚杵   vajra   Ӹଙᡩ

རྡོོ་རྗེེའིི་བཟླསི་པ།   金刚诵   vajra recitation   Ӹଙչⶣ⶝
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རྡོོ་རྗེེའིི་རང་སྒྲོ།   金刚自声   the natural resonance of indestructible nature���Ӹଙչӕཋ

རྣམ་སྣང་ཆེོསི་བདུན།   毗卢七法   seven-point posture of Vairochana   ᭄↶ゼメչ࠙ᯔ

རྣལ་འིབྱེོར་གྱིི་རྒྱུད།   瑜伽续   yoga tantra   ؅ױ ײב׼׈؄ֵ

རྣལ་འིབྱེོར་བླ་ན་མེད་པའིི་རྒྱུད།   无上瑜伽续   Anuttarayoga Tantra   Ḽࠟ؅ױ ײב׼׈؄ֵ

རབ་ཏུ་སྤྲོོསི་མེད་ཀྱིི་དབང་།   最无戏灌顶   the ultimately unelaborate empowerment   

᠗Ḽᔈⷂᷥ㓚

རབ་བྱུང་།   胜生   Rabjung   ׼׮׊נײ

རྨི་ལམ་སྒྱུ་ལུསི།   梦幻身   illusory dream body   ቶչཪչ࣮

རྩེ་ཀ་ཏིི་ཤེལ་གྱིི་སྦུ་གུ་ཅན།   嘎德水晶管脉   the kati crystal channel   Ҧួչ⒋֝ᖐկִ֬׏ ➳

རྩེ་གསུམ།   三根本   Three Roots���ࠞᣫᠴ

རྩེ་རླུང་ཐིག་ལེ།   风脉明点   channels, winds, and bindus ��
➳⒋㨤׍ 㨥֪ԦԆ㨤׼״㨥Ԧᴛ㨤֬׏ 㨥׵ָ

རྫསི་གཏིེར།   圣物伏藏   material terma���Ụ⻄չק״׏

རྫོགསི་ཆེེན་གཏིེར་མ།   伏藏大圆满   the Terma Dzogchen   ׇָק״׏؄׼ְ׊

རྫོགསི་ཆེེན་བཀའི་མ།   圣教大圆满   the Kama Dzogchen���ׇָ؄ִ׼ְ׊ ק

རྫོགསི་ཆེེན་སྟོོན་པ་བཅུ་གཉིསི།   大圆满十二大本师   the twelve founding teachers of Dzogchen   

չ��ќչᄜቃ׼ְ׊ָׇ

རྫོགསི་པ་ཆེེན་པོ།   大圆满   Dzogchen / Great Perfection / Dzogpachenpo   ׇָ׼ְ׊

རྫོགསི་པའིི་རིམ་པ།   圆满次第   completion stage   ⏈␊ᫍ␼���Ⴔᓱչׂׄ׶נ

རླུང་རོ།   垢气   stale wind   ᭟Ꮢչᮀ֗

རླུང་སིེམསི།   风心   the wind-mind   ԆչҎ

རིག་པ་བརྟུལ་ཞུགསི།   觉性禁行   awareness-discipline   ᝨេչ⌯ᓳ
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རིག་པ་ཚད་ཕོེབསི།   觉性如量相   the vision of the increasing experience   

ᝨេ՗᧌ḕնエդ֖ 㔖Έ

རིག་པ་འིོད་གསིལ་བའིི་སྦུབསི།   觉性光明密意   the secret luminosity of rigpa���ੜ֕⿥՚ᝨេչ♴

རིག་པ་རང་བྱུང་གི་ཡེ་ཤེསི།   自然本智   natural primordial wisdom   ӕҵդ֖ ᝨេչេᒀ

རིག་པ་རྡོོ་རྗེེ་ལུ་གུ་རྒྱུད།   觉性金刚链   the vajra chain of awareness���ᝨេչӸଙ㋌

རིག་པ།   觉性   rigpa   ᝨេ

རིག་འིཛོིན་བརྡོ་བརྒྱུད།   持明表示传   the symbolic indication transmission of the vidyadharas   

ᖐᝨ✖ն֖֓ ⹢ፘչ⇀ᔼ

རིག་འིཛོིན།   持明   vidyadhara   ᖐᝨ���ᖐᝨ✖

རིག་སྟོོང་།   觉空   emptiness and awareness   ⶊ⸗բ⏋ղՍ֖

རིག་སྟོོང་དོན་གྱིི་ཡེ་ཤེསི།   觉空义智慧   genuine wisdom of the union of awareness and 

emptiness   ⶊ⸗բ⏋ղՍ֖⇙Ⴥչេᒀ

རིགསི་ཀྱིི་བདག་པོ།   部主   the lord of the family   ㄉࡁ

རིགསི་གསུམ་མགོན་པོ།   三部怙主   lords of the three families   ࠞㄉչႰ⸪✖

རིགསི་ལྡིན།   具种王   Kalkin King   ִֶ״

རུ་ཤན།   区分有寂   the practice of discerning samsara and nirvana   ⿰ወճ᰹᧼չው૵

རུསི་པའིི་རྒྱན།   骨饰   bone ornaments   ԌչⱭ㕘

རོ་མ་དམར་པོ།   红色血脉   the red rasana channel���ӬՏ؅ד־ײ

ལྟ་བ་རི་བོ་ཅོག་གཞིག   见解如山直定   the direct placement in the view like a mountain���
Ҁչ Ց֓նՍ֖՗։։նࢳզ֖Ӥⴒ

ལྟ་སྒོམ་སྤྱོོད་འིབྲསི།   见、修、行、果   view, meditation, conduct, and result   

ӤⴒԦय़⛹ԦӡḖԦ▬ᢅ
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ལྟེ་བ་སྤྲུལ་པའིི་འིཁོར་ལོ།   脐间幻化轮   the chakra of manifestation at the level of the navel   

փըչམ஧⿰

ལམ་འིབྲསི།   道果   the path and the result   ェչ ճ֕▬ᢅ

ལསི་ཀྱིི་ཕྱག་རྒྱ་མ།   业手印   karma mudra   ⛧⋓௩ྋѹ

ལྷག་མཐོང་སྒོ་ཅན་གྱིི་ཁྲོིད།   胜观门引导   the guidance through the door of vipashyana   

֬׽ ؅չӹն֖֓ד־׌ך ґዝ՘

ལྷན་སྐྱེེསི་ཀྱིི་དགའི་བ།   俱生喜   connate joy   জҵչ൉վ

ལྷུན་གྲུབ་ཐོད་རྒོལ།   任运自成顿超   tögal, which brings the realization of spontaneous 

presence   ӕṄᓱᄲչ֮ב ״؅ֻ

ལུང་གི་བསྟོན་པ།   教法   the dharma of transmission   ᛹ᯔ

ལོངསི་སྐུ།   报身   sambhogakaya   ໕ӯ

ལོངསི་སྐུའིི་བཞུགསི་སྟོངསི་གླིང་ཆེེན་ཉལ་བ་ལྟ་བུ།   报身坐式如大象卧下   the sambhogakaya posture 

like a sleeping elephant   ᩁժ֚ծժ⹢չ Ց֓յ໕ӯչ๔ᯔ

ལོངསི་སྤྱོོད་རྫོགསི་སྐུའིི་རྒྱན་ཆེསི།   报身服饰   sambhogakaya attire and ornaments   ໕ӯչ᠞㕘

ཤིན་ཏུ་སྟོོང་པ།   极空   great emptiness   ᧌⏋

ཤིན་ཏུ་སྤྲོོསི་མེད་ཀྱིི་དབང་།   极无戏灌顶   the extremely unelaborate empowerment   

᧌Ḽᔈⷂᷥ㓚

ཤེར་དབང་།   智慧灌顶   the wisdom empowerment   េᒀչᷥ㓚

ཤོག་སིེར་ཚིག་གི་བརྒྱུད་པ།   黄纸词句传   the verbal transmission of the yellow scrolls   

я▂ճ語సչ⇀ᔼ

སི་གཏིེར།   地伏藏   earth terma   แչק״׏

སི་གསུམ།   三域   three spheres   ࠞ຤

སྐྱེབསི་འིགྲོོའིི་སྡེོམ་པ།   皈依戒   the refuge vows   ቇपᓳ
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སྐུ་གསུམ་གྱིི་བཞུགསི་སྟོངསི།   三身坐式   the postures of the three kayas���ࠞӯչ๔ᯔ

སྐུ། ཡིག་འིབྲུ། ཕྱག་མཚན།   身、文字、标帜   kayas, syllables, and hand emblems   ࣮ ԦҔႍԦᨴባ

སྒྲུབ་བརྒྱུད་ཤིང་རྟེ་བརྒྱད།   修传八大教派   the eight lineages of attainment   

य़ӡ࣍ᔼչџѸӰ⿰

སྒྲུབ་སྡེེ།   修部   the sadhana categoryד׉؅־���ㄉ

སྒོམ་པ་རྒྱ་མཚོ་ཅོག་གཞིག   修行如海直定   the direct placement in meditation like an ocean   

ᰲչ Ց֓նՍ֖՗։։նࢳզ֖य़⛹

སྔ་དར་གྱིི་དུསི།   前弘时期   the period of the earlier propagation   ଑࣍ᠬ

སྔ་འིགྱུར་རྙིིང་མ་པ།   前译宁玛   the Earlier Translation School of Ngagyur Nyingma ��
ᝍⵆషᰗ

སྔགསི་པ་ཕུར་ཐོགསི།   持橛咒师   mantrika who practices Vajrakilaya   

Ӹଙᩣ֝ᖐդ֖⇙Ӧᖐ✖

སྔགསི་ལུགསི་ཕྱག་ཆེེན།   密宗大手印   mantra Mahamudra���ფ᛹չ؅ײגש؅טק�

སྙིིང་ཁ་ཆེོསི་ཀྱིི་འིཁོར་ལོ།   心间法轮   the chakra of dharma at the level of the heart   ➧չᯔ⿰

སྙིིང་ཐིག་གཏིེར་མ།   伏藏心滴   Terma Nyingtig֬׏׼ה��� ק״׏؄ָ

སྙིིང་ཐིག་གསིར་མ།   新心滴   new Nyingtig   ֬׏׼ה ק״־؄ָ

སྙིིང་ཐིག་བཀའི་མ།   圣教心滴   Kama Nyingtig   ֬׏׼ה ؄ִָ ק

སྙིིང་ཐིག་བུ།   子心滴   child Nyingtig   Ѻ֬׏׼ה ָ

སྙིིང་ཐིག་མ།   母心滴   mother Nyingtig   Ш֬׏׼ה ָ

སྙིིང་ཐིག་རྙིིང་མ།   旧心滴   old Nyingtig   ֬׏׼ה ק׼ה؄ָ

སྟོོང་གཟུགསི།   空色   empty form   ⏋⫳յ࿹጖

སྟོོང་པ་ཆེེན་པོ།   大空   extremely great emptiness   Ѹ⏋
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སྟོོང་པ་བཞིི།   四空智慧   the four wisdoms of emptiness   �կչ⏋

སྟོོང་པ།   空   emptiness���⏋

སྟོོབསི་བཞིི།   四力   four remedial powers   กѦ

སྣང་བ་བཞིི།   四相   the four visions of tögal����㔖Έ

སྣང་སྲིིད།   现有   appearance and existence   Έ⹢ճႎฺ

སྤྱོི་བོ་བདེ་ཆེེན་གྱིི་འིཁོར་ལོ།   顶上大乐轮   the chakra of great bliss at the level of the crown   

㓺㓚չѸ᧓⿰

སྤྱོོད་པ་སྣང་བ་ཅོག་གཞིག   行为显现直定   the direct placement in conduct with appearances   

Έ⹢չ։։նࢳզ֖ӡḖ

སྤྱོོད་རྒྱུད།   行续   charya tantra   ӡײב׼׈

སྤྲུལ་སྐུ།   化身   nirmanakaya   ஧ӯ

སྤྲུལ་སྐུའིི་བཞུགསི་སྟོངསི་དྲིང་སྲིོང་ཙོག་པུ་ལྟ་བུ།   化身坐式如仙人蹲坐   the nirmanakaya posture of 

sitting like a crouching rishi���բ֎՗֞ի࢛ќչ Ց֓յ஧ӯչ๔ᯔ

སྤྲོོསི་བཅསི་ཀྱིི་དབང་།   有戏灌顶   the elaborate empowerment���᠜ᔈⷂᷥ㓚

སྤྲོོསི་མེད་ཀྱིི་དབང་།   无戏灌顶   the unelaborate empowerment   Ḽᔈⷂᷥ㓚

སྨད་ལསི།   降伏事业   subjugating activity   ㏀ࣃᧄ

སྨོན་པ་སིེམསི་བསྐྱེེད།   愿菩提心   aspirational bodhicitta   Ⅻ㔙Ҏ���㔙Տչ⥿ᘕҎ

སྨོན་ལམ་གཏིད་རྒྱའིི་བརྒྱུད་པ།   发愿伏藏传   the transmission empowered by aspiration   

㔙Տճ付ⴳչ⇀ᔼ�

སྲིིད་པ་བར་དོ།   转世中阴   the bardo of becoming���ҵႎչ࠷᠜

སྲུང་འིཁོར།   护轮   the protection circle ��Ⴐ⸪⿰

སུན་འིབྱེིན་པའིི་སྟོོབསི།   厌患对治力   power of remorse   ᏩᏌչѦ
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སིེམསི་ཁྲོིད།   直指   direct pointing-out instruction   ↾ᖔ

སིོར་ཆུད་པའིི་སྟོོབསི།   返回对治力   power of resolution   คፎչѦ

ཨ་རུ་ར།   诃子   myrobalan   ⵉ᤺୲ᢅ
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